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序文
主が劇的に再臨され、ハルマゲドンにおいて獣とその軍勢に決定的な勝利を収められることにより、人類の歴史は最終段階、しかも最も栄光に満ちた段階へと入ります。千年の間、私たちの主イエス・キリストは王としてエルサレムを都として世界を治め、地上はこれまでになかった時代を迎えることになります。千年王国は、物質的繁栄だけでなく、完全な正義と、想像を超える霊的祝福に満ちた、特別な祝福の時代となるからです。実に、この時代こそ、旧約の多くの預言が指し示していた時です。これらについての言及はあまりにも多く、すべてを列挙することはできませんが、いくつかの例を挙げるだけでも、メシヤであるイエス・キリストの来臨、悪魔に対する勝利、イスラエルの救出、エルサレムへの入城とそれに伴う戴冠と着座、そして祝福に満ちた支配が、旧約全体に広く見られる主題であることが分かります。この来たる至福の時代は、「主の日」という預言の枠組みにおける明るい側面を成しており、そして、この理解＜将来、イエス・キリストが王として来られ、世界を正しく治める時代が来る、という見通し＞が、多くの聖書の預言を読み解く土台になっています。[footnoteRef:1] [1:  このことがどれほど確かなものであるかというと、この節で引用されている多数の聖書箇所は、実際にはそのごく一部、代表例にすぎません（詩篇65篇参照）。この点については、本シリーズ第1部IV.1.b.「主の日のパラダイム」を参照してください。] 


1. メシヤの勝利：
（1）なにゆえ、[地の]もろもろの国びとは騒ぎたち、もろもろの民はむなしい事をたくらむのか。(2)地のもろもろの王は立ち構え、もろもろのつかさはともに、はかり、主とその油そそがれた者とに逆らって言う、(3)「われらは彼らのかせをこわし、彼らのきずなを解き捨てるであろう」と。(4)天に座する者は笑い、主は彼らをあざけられるであろう。(5)そして主は憤りをもって彼らに語り、激しい怒りをもって彼らを恐れ惑わせて言われる、(6)「わたしはわが王を聖なる山シオンに立てた」と。(7)わたしは主の詔をのべよう。主はわたしに言われた、「おまえはわたしの子だ。きょう、わたしはおまえを生んだ。(8)わたしに求めよ、わたしはもろもろの国を嗣業としておまえに与え、地のはてまでもおまえの所有として与える。(9)おまえは鉄のつえをもって彼らを打ち破り、陶工の作る器物のように彼らを打ち砕くであろう」と。(10)それゆえ、もろもろの王よ、賢くあれ、地のつかさらよ、戒めをうけよ。(11)恐れをもって主に仕え、おののきをもって(12)その足に口づけせよ（すなわち、彼に敬意を表しなさい）。さもないと主は怒って、あなたがたを[不遜な行いのゆえに]道で滅ぼされるであろう、その憤りがすみやかに燃えるからである。すべて主に寄り頼む者はさいわいである。(詩篇2篇1-12節)[footnoteRef:2] [2:  1-6節は、メシヤに対する最終的な反乱、すなわち千年王国の終わりに起こる出来事においてのみ完全に成就します（黙示録20章7-10節）。しかし、1-6節がハルマゲドンにも当てはまることに加えて、残りの節は、ゴグ・マゴグの反乱という将来の出来事に関連させて、キリストの千年王国における統治を描写しています。] 


[bookmark: _Hlk218841198][bookmark: _Hlk218841241][bookmark: _Hlk218841588][bookmark: _Hlk218841350]（１）神はわれらの避け所また力である。[神は]悩める時のいと近き助けである。(2)このゆえに、たとい地は変り、山は海の真中に移るとも、われらは恐れない。(3)[そのとき]たといその水は鳴りとどろき、あわだつとも、そのさわぎによって山は震え動くとも、われらは恐れない。〔セラ（すなわち「休め」）〕(4)一つの川がある。その流れは神の都を喜ばせ、いと高き者の聖なるすまい（すなわち、メシヤの都）を喜ばせる。（エゼキエル47章1-12節; イザヤ33章20-21節, 41章18節参照）(5)神がその中におられるので、都はゆるがない。神は朝はやく[朝が来る前に]、これを助けられる。(6)もろもろの民は騒ぎたち、もろもろの国[この世の国々]は揺れ動く、神がその声を出されると地は溶ける。(7)万軍の主(すなわち、イエス・キリスト)はわれらと共におられる、ヤコブの神はわれらの避け所である。〔セラ（すなわち、休め）〕(8)来て、主のみわざを見よ、主は驚くべきことを地に行われた。(9)[すなわち]主は地のはてまでも戦いをやめさせ、[すべての]弓を折り、[すべての]やりを断ち、[すべての]戦車を火で焼かれる。(10)「静まって、［あなたがたの騒ぎをやめよ。］わたしこそ神であることを知れ。わたしはもろもろの国民のうちに[すべての国々の間に]あがめられ、全地にあがめられる」。(11)万軍の主(すなわち、イエス・キリスト)はわれらと共におられる、ヤコブの神はわれらの避け所である。〔セラ（すなわち、「休め」）〕（詩篇46篇1-11節）

（1）神はユダに知られ、そのみ名はイスラエルにおいて偉大である。(2)その幕屋はサレムにあり、そのすまいはシオンにある。(3)かしこで神は弓の火矢を折り、盾とつるぎと戦いの武器をこわされた。〔セラ (4)あなたは永久の山々にまさって光栄あり、威厳がある。(5)雄々しい者はかすめられ、彼らは眠りに沈み、いくさびとは皆その手を施すことができなかった。(6)ヤコブの神よ、あなたのとがめによって、乗り手と馬とは深い眠りに陥った。(7)しかし、あなたこそは恐るべき方である。あなたが怒りを発せられるとき、だれがみ前に立つことができよう。(9)あなたは天からさばきを仰せられた。神が地のしえたげられた者を救うために、さばきに立たれたとき、地は恐れて、沈黙した。〔セラ (10)まことに人の怒りはあなたをほめたたえる。怒りの余りをあなたは帯とされる（すなわち、「残された者たち」をメシヤはご自身のものとされる）。(11)あなたがたの神、主に誓いを立てて、それを償え。その周囲のすべての者は恐るべき主に贈り物をささげよ。(12)主はもろもろの君たちのいのちを断たれる。主は地の王たちの恐るべき者である。（詩篇76篇1-12節/NASB訳）

（1）その日あなたは言う、「主よ、わたしはあなたに感謝します。あなたは、さきにわたしにむかって怒られましたが、その怒りはやんで、わたしを慰められたからです。(2)見よ、神はわが救である。わたしは信頼して恐れることはない。主なる神はわが力、わが歌であり、わが救となられたからである」。(3)あなたがたは喜びをもって、救の井戸から水をくむ。(4)その日、あなたがたは言う、「主に感謝せよ。そのみ名を呼べ。そのみわざをもろもろの民の中につたえよ。そのみ名のあがむべきことを語りつげよ。(5)主をほめうたえ。主はそのみわざを、みごとになし遂げられたから。これを全地に宣べ伝えよ。(6)シオンに住む者よ、声をあげて、喜びうたえ。イスラエルの聖者はあなたがたのうちで大いなる者だから」。（イザヤ12章1-6節/NIV訳）

2.メシヤによる解放：
（8）もろもろの民よ、われらの神をほめよ。神をほめたたえる声を聞えさせよ。(9)神はわれらを生きながらえさせ、われらの足のすべるのをゆるされない。(10)神よ、あなたはわれらを試み、[人が]しろがねを練るように、われらを練られた。(11)あなたはわれらを網に[牢のとりでに]ひきいれ、われらの腰に重き荷を置き、(12)人々にわれらの頭の上を乗り越えさせられた。われらは火の中、水の中を通った。しかし［これらすべてにもかかわらず］あなたはわれらを導き出し、憩いの地〔すなわち救出〕へ至らせてくださった。（詩篇66篇8-12節）

(1)新しき歌を主にむかってうたえ。主はくすしきみわざをなされたからである。その右の手と聖なる腕とは、おのれのために勝利を得られた。(2)主はその勝利を知らせ、その義をもろもろの国民の前にあらわされた。(3)主はそのいつくしみと、まこととをイスラエルの家にむかって覚えられた。地のもろもろのはては、われらの神の勝利を見た。(4)全地よ、主にむかって喜ばしき声をあげよ。声を放って喜び歌え、ほめうたえ。(5)琴をもって主をほめうたえ。琴と歌の声をもってほめうたえ。(6)ラッパと角笛の音をもって王なる主の前に喜ばしき声をあげよ。(7)海とその中に満ちるもの、世界とそのうちに住む者とは鳴りどよめけ。(8)大水はその手を打ち、もろもろの山は共に主のみ前に喜び歌え。(9)主は地をさばくために来られる（文字どおりには「来られた」）からである。主は義をもって世界をさばき、公平をもってもろもろの民をさばかれる。(詩篇98篇1-9節/NIV訳)　

（9）よきおとずれをシオンに伝える者よ、高い山にのぼれ。よきおとずれをエルサレムに伝える者よ、強く声をあげよ、声をあげて恐れるな。ユダのもろもろの町に言え、「あなたがたの神を見よ」と。(10)見よ、主なる神は大能をもってこられ、その腕は世を治める。見よ、その報いは主と共にあり、そのはたらきの報いは、そのみ前にある。(11)主は牧者のようにその群れを養い、そのかいなに小羊をいだき、そのふところに入れて携えゆき、乳を飲ませているものをやさしく導かれる。（イザヤ40章9-11節/KJV訳）

（1）起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の栄光があなたの上にのぼったから。(2)見よ、暗きは地をおおい、やみはもろもろの民をおおう。しかし、あなたの上には主が朝日のごとくのぼられ、主の栄光があなたの上にあらわれる。(3)もろもろの国は、あなたの光に来、もろもろの王は、のぼるあなたの輝きに来る。（イザヤ60章1-3節）

（1）万軍の主は言われる、見よ、炉のように燃える日が来る。その時すべて高ぶる者と、悪を行う者とは、わらのようになる。その来る日は、彼らを焼き尽して、根も枝も残さない。(2)しかしわが名を恐れるあなたがたには、義の太陽がのぼり、その翼には、いやす力を備えている。あなたがたは牛舎から出る子牛のように外に出て、とびはねる。(3)また、あなたがたは悪人を踏みつけ、わたしが事を行う日に、彼らはあなたがたの足の裏の下にあって、灰のようになると、万軍の主は言われる。（マラキ4章1-3節）

3．メシヤのエルサレムへの凱旋入城
（7）門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光の王がはいられる。(8)栄光の王とはだれか。強く勇ましい主、戦いに勇ましい主である。(9)門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光の王がはいられる。(10)この栄光の王とはだれか。万軍の主、これこそ栄光の王である。〔セラ　（詩篇24篇7-10節/NIV訳）
主はこう仰せられる、『わたしはシオンに帰って、エルサレムの中に住む。エルサレムは忠信な町ととなえられ、万軍の主の山は聖なる山と、となえられる』。(ゼカリヤ8章3節)
シオンの娘よ、大いに喜べ、エルサレムの娘よ、呼ばわれ。見よ、あなたの王はあなたの所に来る。彼は義なる者であって勝利を得、柔和であって、ろばに乗る。すなわち、ろばの子である子馬に乗る（参照.黙示録19章11節）。(ゼカリヤ 9章9節)
（4）主の栄光が、東の方に面した門の道から宮にはいった時、(5)霊がわたしを引き上げて、内庭に導き入れると、見よ、主の栄光が宮に満ちた。(6)その人がわたしのかたわらに立った時、わたしはひとりの人が、宮の中からわたしに語るのを聞いた。(7)彼はわたしに言った、「人の子よ、これはわたしの位のある所、わたしの足の裏の踏む所、わたしが永久にイスラエルの人々の中に住む所である。（エゼキエル43章4-7節前半/NIV訳）

4.メシヤの戴冠:
「わたしはわが王を聖なる山シオンに立てた」と。(詩篇2篇6節)
（5）神は喜び叫ぶ声と共にのぼり、主はラッパの声と共にのぼられた。(6)神をほめうたえよ、ほめうたえよ、われらの王をほめうたえよ、ほめうたえよ。(7)神は全地の王である。巧みな歌をもってほめうたえよ。(8)神はもろもろの国民を統べ治められる。神はその聖なるみくらに座せられる。（詩篇47篇5-8節/NIV訳）

（24）神よ、あなたの行列が見えます。私の神、王であるあなたの、聖所へ向かう行列が見えます。（25）先頭には歌う者たち、その後に楽人たちが続き、その間にタンバリンを打ち鳴らす乙女たちがいます。（26）大いなる会衆の中で神をほめたたえよ。イスラエルの集会の中で主をほめたたえよ。（27）そこには小さな部族ベニヤミンが彼らを導き、ユダの君たちの大いなる群れがあり、ゼブルンの君たちとナフタリの君たちもいます。（詩篇68篇24-27節/NIV訳）

主が治められる。地は喜べ。遠い島々も喜べ。 (詩篇 97篇1節/NIV訳)
主は王として治めておられる。諸国の民は震えよ。主はケルビムの上に座しておられる。地は揺れ動け。(詩篇99篇1節; 参照. イザヤ37章16節)

5. メシヤによる統治：
（1）全地よ、神に向かって喜びの声を上げよ。（2）御名の栄光をほめ歌え。その賛美を栄光に満ちたものとせよ。（3）神に言え。「あなたの御業はなんと恐るべきことでしょう。あなたの力はあまりにも大きく、あなたの敵はあなたの前にひれ伏します。（4）全地はあなたを伏し拝み、あなたをほめ歌い、あなたの御名をほめ歌います。」セラ（5）来て、神のなさったことを見よ。人の子らに対する御業はなんと恐るべきことでしょう。（6）神は海を乾いた地に変えられた。人々は歩いて川を渡った。さあ、神にあって喜ぼう。（7）神はその力によってとこしえに治め、その目は諸国の民を監視される。そむく者はみずからを高くしてはならない。〔セラ　（詩篇66篇1-7節/NIV訳）

（10）諸国の民の中で言え。「主は王として治めておられる。」世界は堅く据えられ、揺るぐことがない。主は諸国の民を公正にさばかれる。（11）天は喜び、地は楽しめ。海とそこに満ちるすべてのものはとどろけ。（12）野とその中にあるすべてのものは喜び躍れ。そのとき森のすべての木々は喜び歌う。（13）主の御前で。主が来られるからだ（直訳「来られた」）。主は地をさばくために来られる（直訳「来られた」）。主は義によって世界をさばき、その真実によって諸国の民をさばかれる。（詩篇 96篇10-13節/NIV訳）

（６）ひとりのみどりごがわれわれのために生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えられた。まつりごとはその肩にあり、その名は、「霊妙なる議士、大能の神、とこしえの父、平和の君」ととなえられる。（７）そのまつりごとと平和とは、増し加わって限りなく、ダビデの位に座して、その国を治め、今より後、とこしえに公平と正義とをもってこれを立て、これを保たれる。万軍の主の熱心がこれをなされるのである。 (イザヤ9章6-7節)

（17）あなたの目は麗しく飾った王を見、［あなたの前方に］遠く広い国を見る。(18)あなたの心は［かつての］かの恐ろしかった事を思い出す。「数を調べた者（すなわち［獣の役人］）はどこにいるか。みつぎを量った者（すなわち［獣の役人］）はどこにいるか。やぐら（直訳「塔」）を数えた者はどこにいるか」。(19)［しかし］あなたはもはや高慢な民を見ない。かの民の言葉はあいまいで、聞きとりがたく、その舌はどもって、悟りがたい。(20)定めの祭の町シオンを見よ。あなたの目は平和なすまい［として］、移されることのない幕屋エルサレムを見る。その杭はとこしえに抜かれず、その綱は、ひとすじも断たれることはない。(21)主は威厳をもってかしこにいまし、われわれのために広い川と流れのある所となり、その中には、こぐ舟も入らず、大きな船も過ぎることはない。(22)主はわれわれのさばき主、主はわれわれのつかさ、主はわれわれの王であって、われわれを救われる。(イザヤ33章17-22節)

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　文					
これから、聖書に預言されている主の千年王国支配のさまざまな側面についても、以下で時間の経過に従って順次検討していくことになります。しかし冒頭において、ぜひ押さえておくべき重要な点があります。それは、地上に楽園がもたらされること（正確には第六の、そして最後から二番目の楽園[footnoteRef:3]）が、人間の罪深い本性そのものを変えるわけではない、という事実です。人類は、それ以前と同様に自分の境遇に満足することはなく、正義や義を求める傾向が特別に強くなるわけでもなく、また神を求めることにおいても格別に熱心になるわけではありません。たとえその偉大な日に、イエス・キリストご自身による直接の統治という驚くべき現実を体験し、また主と御父とから地上に注がれる数々の祝福を享受したとしても、その点は変わらないのです。 [3:  「サタンの反逆：第一部.Ⅱ.6「七つのエデン」を参照下さい。] 
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[bookmark: _Toc239517866]I．再臨における裁き：黙示録20章1-3節

（26）さあ、わが民よ、あなたのへやにはいり、あなたのうしろの戸を閉じて、憤りの過ぎ去るまで、しばらく隠れよ。(21)見よ、主はそのおられる所を出て、地に住む者の不義を罰せられる。地はその上に流された血をあらわして、殺された者を、もはやおおうことがない(すなわち、信者に対する迫害が罰せられる)。（イザヤ 26章20-21節）（参照. 第二ペテロ3章10節後半）

人の子は父の栄光のうちに、御使たちを従えて来るが、その時には、実際のおこないに応じて、それぞれに報いるであろう。(マタイ 16章27節)

(6)すなわち、あなたがたを悩ます者には患難をもって報い、悩まされているあなたがたには、わたしたちと共に、休息をもって報いて下さるのが、神にとって正しいことだからである。(7)それは、主イエスが炎の中で力ある天使たちを率いて天から現れる時に実現する。(8)その時、主は神を認めない者たちや、わたしたちの主イエスの福音に聞き従わない者たちに報復し、(9)そして、彼らは主のみ顔とその力の栄光から退けられて、永遠の滅びに至る刑罰を受けるであろう。（第二テサロニケ1章6-9節）

本書の前半（すなわち黙示録10章1–11節）において、ヨハネは七つの雷の声を聞くことを許されましたが、その内容を書き記してはならないと命じられました。本シリーズ第3部Aで説明したように、この七つの雷の声は、将来の裁きについての予告であり、第十章の御使いの、獅子のような叫び声――すでに見てきたとおり、それはキリストの再臨を象徴的に表している――を受けて発せられるものです。[footnoteRef:4]　ちょうど、艱難期の前半が七つの「警告の裁き」（ラッパの裁き）によって締めくくられ、また再臨の直前に七つの「刑罰の裁き」（鉢の裁き）が下されるのと同様に、キリストの実際の再臨そのものも、これら七つの「雷の裁き」を伴って起こります。このように、三つの「七つの裁き」は、「主の日」の到来と不可分に結びついており、特に、神の計画の第二段階「完成（Completion）」の中の裁きの局面を構成する、艱難期の本質的な要素となっているのです。[footnoteRef:5] [4:  詩篇29篇3–9節においても、「主の御声」は雷として表現されており、この表現は七回繰り返されています。さらに、この詩篇の結びの文脈は、キリストの千年王国における統治（10節後半）を示しているため、黙示録10章1–11節を読む際、少なくともこの詩篇の箇所を念頭に置くよう意図されている可能性が高いと言えるでしょう。なお、この重要な観察はスーザン・フィリップス氏によるものです。]  [5:  詳細については、『サタンの反逆』第5部「裁き・回復・置き換え」.IV.「来たるべき事柄――裁き・回復・置換（第IIおよび第III段階）」＜リンク先ファイルでは128頁/A4版印刷本「サタンの反乱」では468頁>を参照してください。] 


第二段階：完成（Completion）：時の中で勝利をもって永遠の目的を実現する段階（「さらに進んだ」段階）。

第二の裁き：艱難期（Judgment II: the Tribulation）：悪魔の王国と、その地上の配下に対する神のさばき。サタンとその天使たちは天から追放され、やがて投獄される。

第二の回復：千年期（Restoration II: the Millennium）：地は祝福に満ちた環境へと回復される。

第二の置き換え：キリストの統治（Replacement II）：王なるキリストが、地上の事実上の支配者であったサタンに取って代わられる。教会もまた復活し、置き換えに参与する。

七つの雷は、艱難期の終わり、すなわちキリストの再臨と直接結びついている裁きを表しています。それらは第十章に言及されていますが、大艱難期の開始直前の段階で論じるのは適切ではありません。というのも、実際にそれらが起こるのは、さらに後の時点だからです。しかし、その年代的な位置づけにおいては聖書から容易に見て取ることができ、ここで取り上げておく必要があります。[footnoteRef:6]　すでにすべての裁きを委ねられている方として（ヨハネ5章22節, 5章27節; 使徒行伝10章42節, 17章31節; ローマ2章16節, 14章10-12節; 第二コリント5章10節; 第二テモテ4章1節, 4章8節; ヤコブ5章9節; 第一ペテロ4章5節; 黙示録2章5-6節, 3章1-3節, 3章19-20節）、これらのさばきをイエス・キリストご自身が、直接かつ個人的に執行されることは、まさにふさわしいことです。 [6:  黙示録第十章の文脈は、キリストとその再臨を象徴するものとして遣わされた力強い御使いの到来を扱っています。このため、その再臨に伴うさばきが（雷によって）示されてはいますが、まだ説明はされていません（というのも、その説明は、本書の後の年代的展開を待たなければならないからです）。] 


これら七つのさばきは、次のとおりです。
	
1. バビロンが破壊される（黙示録18章）。
        2. ハルマゲドンの軍勢が破壊される（黙示録19章1-21節）。
        3. 獣と偽預言者は、火の池に送られる（黙示録19章20節）。
        4. サタンとその悪霊どもの投獄（黙示録20章1-3節）。
5. マゴグと海岸地帯を襲う火（エゼキエル39章6節；黙示録20章9節参照）。
6. イスラエルの再集結と浄化（エゼキエル20章34-38節； 黙示録21-22章も参照）。
7. 教会への裁き（ローマ2章16節; 第二コリント5章10節; 黙示録2章26-27節,  3章21節,  20章4-6節 参照）。

雷は稲妻のしるしです。地上の雷鳴が、まだ目には見えない嵐の接近をしばしば告げ知らせるように、ヨハネは、それらが定められた順序で実際に起こる前には、七つの雷が前兆として示していた実際のさばき、すなわち「稲妻の閃光」を見ることは許されませんでした。しかし嵐が近づくにつれて、稲妻は順を追って目に見えるようになります。この燃えるような稲妻は、神のさばきを象徴しています。火が一般にそうであることが多いように（参照. 申命記4章24節「われわれの神は焼き尽くす火である」）、また特に稲妻も、主の矢、槍、剣としてさまざまに描かれています（第二サムエル22章13-15節; 詩篇18篇12-14節, 144篇5-6節; エゼキエル21章8-14節, 21章28-30節; ハバクク3章11節; ゼカリヤ9章14節; 参照.詩篇29篇7節, 77篇18節）。さらにそれは「神の火」とも呼ばれています（列王記下1章12節; ヨブ1章16節; 詩篇97篇3-4節; エゼキエル1章4節, 1章13-14節; ハバクク3章4節; 参照 黙示録4章5節, 8章5節, 11章19節, 16章18節）。

キリストの再臨に伴うこれら七つの神の裁きもまた、同様に、何らかの形で火を裁きの手段として伴っています。

1.バビロンの滅亡：「彼女は火によって焼き尽くされる」（黙示録18章8節）。

2.ハルマゲドンの軍勢の滅亡：「主は火をもって来られる」（イザヤ66章15節）。

3.獣と偽預言者：「彼らは生きたまま火の池に投げ込まれた」（黙示録19章20節）。

4.サタンとその悪霊たちの拘禁（黙示録20章1-3節）：「稲妻と雹、雪と雲、みことばを行う激しい風よ」（詩篇148篇8節）と、「主は御使いたちを風とし、その仕える者たちを燃える火とされる」（詩篇104篇4節）とを比べてみてください; 底知れぬ所において、堕落した御使いたちは、火の池における自らの差し迫った終わりを待つほかに何もすることがない。

5.マゴグと海沿いの地：「わたしは火を送る」（エゼキエル39章6節）。

6.イスラエルの再集結と清め：「主は……さばきの霊と焼き尽くす霊とによって、彼らを清められる」（イザヤ4章4節）。

7.教会のさばきと報い：「もしだれかの働きが焼けてしまえば、その人は損失を受ける。しかし彼自身は救われる――ただし、火をくぐるようにしてである」（第一コリント3章15節）。

これら再臨に伴うさばきの第１番目、すなわちバビロンの滅びは、キリストの再臨の直前に起こり、しかもその出来事と密接に結びついています。第２から第４のさばきの時間枠は、本質的に再臨と同時的です。第５のさばきは、その直後ごく短い間隔のうちに起こるようです。第６と第７のさばきは、完了までに段階的により長い期間を要し、順を追って進行します。これらすべてのさばきが成し遂げられると、王なるキリストの千年統治、すなわちその戴冠、ハルマゲドンにおける勝利、そして花嫁なる教会との婚姻が、正式に祝われます。その後に続くのが、アダムとエバの堕落以来、地がかつて経験したことのない至福と祝福に満ちた千年の時代です。このシリーズの初めから見てきたように（特に＜「来たる艱難期」第1部参照）、艱難期に続く千年期は、人類史の最終の「日」、すなわち「終末」（エスカトン）、「主の日」であり、そのとき、すべての神の裁きがイエス・キリストという御方において完遂されます。この過程は艱難期の裁きによって始まり、続いてこれら七つの裁きが行われ、そしてキリストの千年にわたる義なる統治の終わりに、最後の審判によって完結します。その後、現在の宇宙は再創造され、火によって清められ、新しい天と新しい地へと変えられます。「そこには義が宿り」ます（第二ペテロ3章13節）。しかしその祝福された永遠の日に先立って、すべての敵がキリストの足の下に置かれるまで、主は統治されなければなりません（第一コリント15章25節; 参照 詩篇110篇1節; へブル2章5-9節）。

神は一日を定めておられる（すなわち、最後の審判をもって頂点に達する人類史の最終の日である）。その日に、神は義[の基準]によって、この世界をさばこうとしておられる。それは、この[目的そのものの]ために神が定められた一人の人を通してである。そして神は、この方を死者の中からよみがえらせることによって、[その方であることの]証を[私たちに]与えられたのである。（使徒行伝17章31節/NIV訳）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ.再臨における裁き：黙示録20章1-3節　　　　　　　　　　　　　　　　　					

[bookmark: _Toc239517867]1．バビロン
この段階では、このさばきはすでに行われています。それは再臨の直前に起こるものですが、終末論的には再臨の一部と見なされます（すなわち、このさばきは、その主要な内容が再臨である第七の鉢のさばきの中に、文字どおり「包み込まれている」のです。黙示録16章19節〔16章17-21節の文脈〕参照）。私たちはこのさばきについては、すでに詳述されている箇所、すなわち黙示録第18章（本シリーズ第5部.II.「バビロンへのさばき」＜「来たる艱難期第五部」32頁-＞）において取り扱いました。[footnoteRef:7] [7:  特に、イザヤ書13章―14章、46章―47章、ならびにエレミヤ書50章も参照してください。] 


[bookmark: _Toc239517868]2．ハルマゲドンの軍勢
第２番目の再臨と、ハルマゲドンにおいて主が獣の軍勢を滅ぼされる出来事については、このシリーズの前回の部分で扱いました。このさばきもまた、バビロンの滅亡に続いて、キリストの栄光ある再臨の時に行われるものであり、黙示録の時系列のこの段階では、すでに行われています。
[bookmark: _Toc239517869]3．獣と偽預言者
女から生まれたすべての人の中で唯一、反キリストとその偽預言者だけが、キリストの再臨と同時に、第二の死を受けるため、生きたまま火の池へ投げ込まれます。

しかし、獣は捕えられ、また、この獣の前でしるしを行って、獣の刻印を受けた者とその像を拝む者とを惑わしたにせ預言者も、獣と共に捕えられた。そして、この両者とも、生きながら、硫黄の燃えている火の池に投げ込まれた。(黙示録19章20節)

このさばきもまた、この段階ですでに起こったものです。それは、キリストの再臨の最初の場面（黙示録19章1-19節）と、ハルマゲドンにおける大虐殺の頂点（黙示録19章21節）との間の期間に生じます。本シリーズの前回部分で指摘したように、この二者（獣と偽預言者）は最後の審判―「最後の審判」―における裁判の場に出ることを許されません。なぜなら、艱難期を通じてサタンに仕え、神の民を完全に滅ぼそうとした彼らの極端な言動そのものが――それ自体が一つの裁きの過程でもあるのですが――すでに彼ら自身を、いかなる疑いも反論の余地もないほどに有罪と定めているからです。堕落した御使いたちの場合と同様に、彼らの選択を明らかにするためのさらなる裁判は必要ありません。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ.再臨における裁き：黙示録20章1-3節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1. バビロン　2. ハルマゲドンの軍勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3. 獣と預言者					


その選択は、かつてないほど決定的なかたちで確証されているからです。艱難期そのものが彼らの「裁きの場」を構成しているのであり、それはちょうど、人類史全体がサタンとその御使いたちの裁きの過程を構成しているのと同様です（イザヤ30章32-33節; ダニエル7章11-14節, 9章27節, 11章45節; ハバクク3章13-14節; 第二テサロニケ2章8節; 参照.エレミヤ25章26節; ダニエル7章26節; ハバクク2章2-20節）。

[bookmark: _Toc239517870]4．サタンとその配下の悪霊たちの拘禁

（1）またわたしが見ていると、もうひとりの御使が、底知れぬ所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天から降りてきた。(2)彼は、悪魔（ディアボロス〔διάβολος／diábolos〕、すなわち「中傷する者」）でありサタンである龍、すなわち、かの年を経たへびを捕えて千年の間つなぎおき、(3)そして、底知れぬ所に投げ込み、入口を閉じてその上に封印し、千年の期間（すなわち千年王国）が終るまで、諸国民を惑わすことがないようにしておいた。その後、しばらくの間だけ解放されることになっていた。(黙示録20章1–3節/NIV訳)

サタンは今や、神である父の御前に出て信者たちを中傷することを阻まれているだけではありません（黙示録12章10節）。ここに私たちは、この世の事柄から悪魔が完全に取り除かれるという、かねてより待ち望まれていた出来事の成就を見るのです。

（12）黎明の子、明けの明星よ、あなたは天から落ちてしまった。もろもろの国を倒した者よ、あなたは切られて地に倒れてしまった。(13)あなたはさきに心のうちに言った、『わたしは天にのぼり、わたしの王座を高く神の星の上におき、北の果なる集会の山に座し、(14)雲のいただきにのぼり、いと高き者のようになろう』。(15)しかしあなたは陰府に落され、穴の奥底に入れられる。(イザヤ14章12-15節)

あなたは造られた日から、あなたの中に悪が見いだされた日まではそのおこないが完全であった。 あなたの商売が盛んになると、あなたの中に暴虐が満ちて、あなたは罪を犯した。それゆえ、わたしはあなたを神の山から汚れたものとして投げ出し、守護のケルブはあなたを火の石の間から追い出した。 あなたは自分の美しさのために心高ぶり、その輝きのために自分の知恵を汚したゆえに、わたしはあなたを地に投げうち、王たちの前に置いて見せ物とした。(エゼキエル28章15-17節)

七十二人が喜んで帰ってきて言った、「主よ、あなたの名によっていたしますと、悪霊までがわたしたちに服従します」。 彼らに言われた、「わたしはサタンが電光のように天から落ちるのを見た。(ルカ10章17-18節)

今や、この世はさばきを受けようとしている。今や、この世の支配者は追い出されようとしているのである。 (ヨハネ12章31節/NIV訳)

a. もうひとりの御使い： この御使いの名は記されていませんが、聖書の他の箇所に見られる御使いたちの軍事的行動の描写に基づけば、彼が大天使の階級に属している可能性は高く、そしてその人物はおそらくミカエルにほかならないと考えられます。サタンとの戦いにおいて際立った働きを示してきた、最精鋭の天使的戦士たち（ダビデの「勇士たち」にも比すべき存在）を率いる指揮官として、ミカエルはこの特別な任務に最もふさわしい存在です。おそらく彼は、自らの精鋭部隊の天使たちを直接率いて、この任務に当たるのでしょう。[footnoteRef:8] [8:  本シリーズ第4部.III.「ミカエル」＜リンク先ファイルでは15頁-/A5版印刷本「来たる艱難期第四部：大艱難期」の22頁-＞; 第3部A.I.1.「七つのラッパを持つ七人の大天使」＜リンク先ファイル2頁-/A5版印刷本「来たる艱難期第三部A:艱難期の始まり」の2頁-＞;および聖書の基礎 第2部A.II.9.3.3項「大天使」＜英文＞参照。] 


b. かぎ：　これは底知れぬ所そのものの鍵であって、その入口の縦坑の鍵ではありません。入口の縦坑の鍵は、黙示録9章1節で見たように、第五のラッパのさばきのために、そこに拘束されていた悪霊たちの一部を部分的に解放する目的で用いられました。これに対して、この第二の鍵――すなわち入口だけでなく底知れぬ所そのものに属する鍵――は、地下の牢獄を開閉する権限だけでなく、その内部にあるあらゆる拘束具を施錠・解錠する権威をも含んでいます。そしてこの鍵は、黙示録9章14節に登場する御使いによってすでに用いられたものと見られます。すなわち、第六のラッパのさばきのために、底知れぬ所の本体、その主要な入口の扉の奥に鎖でつながれていた多数の堕天使たちを解き放つ際に用いられたと考えられるのです。[footnoteRef:9]　 [9:  本シリーズ第3部A.III.6.「第二の災い：悪霊の滅び」＜A5版印刷本「来たる艱難期第三部A:艱難期の始まり」の231頁-＞参照。] 

c. サタンに対する特別な厳重拘禁措置：　ここで注目すべきなのは、千年王国の全期間にわたって悪魔を隔離するために用いられる拘禁措置が三重であり、その点で特異であるということです。第一に、彼は底知れぬ所に閉じ込められます。これは、人類史の初め以来、神の定められた境界をさまざまな形で侵したために活動の場から排除された他の堕天使たちと同様です（ルカ8章31節参照）。第二に、悪魔は底知れぬ所の内部で鎖につながれます。これは、洪水以前に人の女たちと同居するという重大な越権行為を犯した堕天使たちが鎖につながれたのと同様の、第二段階の拘束措置です（創世記6章; 第二ペテロ2章4-10節; ユダ1章5-7節参照）。そして第三に、しかも特に異例なことですが、底知れぬ所そのものに封印が施されます。これは千年王国の全期間を通じて、底知れぬ所へのいかなる出入りも一切不可能であること――すなわち、偶発的であれ意図的であれ、定められた時まで悪魔が脱出する可能性が全くないこと――を示しています。このように例外的なまでに厳重な措置が取られている事実は、悪魔のいない千年王国がいかに重要であるかを、きわめて明確に示しているのです。
「また、まず強い者（すなわち、サタンに相当する者）を縛り上げてしまわなければ、だれが強い者の家に入り、その家財を奪い取ることができようか。そのようにして初めて、その家を略奪することができるのである（すなわち、サタンの王国を征服したのち、その戦利品が分配されることに類比される：詩篇68篇18節; イザヤ33章23節後半, 53章12節, 60章11節; ルカ11章22節; エペソ4章7-8節）。」（マタイ12章29節/NIV訳）
いかなるサタン的影響も一切存在しない状況において、しかもメシヤご自身によって完全な環境が備えられているにもかかわらず（もっともそれは、その時代に地上に生きる、死すべき存在であり本質的に罪の性質を有する人間が耐え得る範囲においての「完全さ」ですが）、それでもなお人類の大多数は、神から与えられた自由意志を用いて、イエス・キリストの犠牲を信仰によって受け入れるのではなく、むしろ拒むことを選びます。こうして、自由意志の本質とその現実性とが証明されるのです。このことは天使的存在についても同様です。堕天使たちは千年のあいだ活動を停止させられ、自らの完全な敗北を目の当たりにし、さらに永遠の直前に現れる驚くべき栄光に満ちた王国――いわば最終段階のエデン――を目撃することになります。それにもかかわらず、彼らのうちに心の変化や悔い改めは一切見られません。実際、千年王国の終わりに悪魔が解き放たれるとき、彼は再び、神に対抗して戦うために自らの持つ力のすべてを用いることになるのです。
d. 千年王国における他の堕天使たちの状態： 神に敵対する反乱の首領として、サタンの投獄が黙示録20章1-3節で特に強調されているのは当然のことです。とりわけこの出来事は、多くの長く待ち望まれてきた預言の成就でもあります（例：創世記3章15節; ルカ10章18節。また象徴的にはパロとエジプトの予型としてのラハブ〔ヨブ26章12節; 詩篇89篇10節; イザヤ51章9節〕、さらにレビヤタン〔詩篇74篇14節; イザヤ27章1節〕参照）。しかし、投獄される存在としてサタンだけが特に言及されているからといって、他の堕天使たちが免除されていると考えるべきではありません。むしろこれは、聖書が反乱の首領に焦点を当て、その配下の者たちも同じ運命を共有することを含意的に示している一例です。ちょうど、千年王国の終わりにおいて、悪魔だけが火の池に投げ込まれる存在として単独で言及されているものの（黙示録20章10節）、彼の配下の悪霊たちも同じ最終的結末を受けることを私たちが知っているのと同様です（マタイ25章41節）。したがってここでも同じように、キリストの再臨の際、サタンの配下にある堕天使たちもまた御国から追放され、その首領とともに千年のあいだ底知れぬ所に拘束されると理解すべきです。これもまた、預言において同様に待望されてきた祝福の一側面なのです。
[十字架によって神は][悪霊の]支配と権威[からその力を]はぎ取り、彼らを公然と辱め、[キリストにおいて]彼らに対して勝利を収められたのである。(コロサイ2章15節/NIV訳)
上で論じた、千年王国の間に悪魔が活動できないようにされる理由を考えるなら、数えきれないほど多くのその手下どもが自由のまま残されるとするのは、来たるべきその祝福された時について私たちが知っているすべてのことと一致しなくなります。実際、すべての悪霊がこの時に深淵へ移されることを示す強い聖書的根拠があります。すなわち、悪魔自身は最後にそこへ投げ込まれる存在であり、その後、千年王国の期間中そこが封印されるのです。
（21）その日（すなわち再臨の日）に、主は天の高き所にいる天の軍勢（すなわち堕天使たち）を、また地の上にいる地の王たち（すなわち反キリストに属する支配層）を罰せられる。（22）彼らは一つ所に集められ、穴に閉じ込められ、牢に監禁される。そして多くの日の後、罰せられる。（イザヤ24章21-22節）
ここで言われている「穴/口語訳では「ろう」」は、人間の「王たち」が収容される場所を指しており、シェオル（よみ）またはハデスと同義語として用いられています（詩篇30篇3節; イザヤ14章15節, 14章19節; 参照. 詩篇28篇1節, 143篇7節; イザヤ38章18節; エゼキエル26章20節 ほか）。とりわけこれは、陰府の中でも「苦しみの場所」を指しており、そこはすべての不信者の死者が、最後の審判を待ちながら留め置かれている領域です（ルカ16章19-31節）。これに対して「牢＜口語訳で「獄屋」＞」は、同じシェオル＝ハデスの別の区分、すなわち底知れぬ所（深淵/アビス）を指しています（この文脈では、鎖があり、入口が閉ざされ封印されている場所としてまさにこのように描かれています）[footnoteRef:10]。そこに「高き天の軍勢」、すなわちサタンと共に歩むことを選んだ堕落した御使いたちが入れられ、歴史の終わりにおける最終的な処分を待つことになるのです。[footnoteRef:11] [10:  「底知れぬ所（The Abyss）」については、『サタンの反乱』第5部「さばき・回復・置き換え」IV.＜A4版印刷本「サタンの反乱」では472頁-＞参照。なお、黙示録18章2節においてバビロンが「悪霊の住まい、あらゆる〔種類の〕汚れた霊の閉じ込められる所」と呼ばれているのは、神のさばきの後におけるその地の状態を指しています。すなわち、それ以後その地は、そのような存在の棲みかとしてしかふさわしくないものとなる、という意味です（マタイ12章43節; 参照：イザヤ13章21-22節, 34章13-17節）。]  [11:  「天の万象が暗くなること」や「星々が地に落ちること」についての黙示的言及もまた、この栄光に満ちた悪霊一掃の時を予示している可能性があります（例：イザヤ34章4節; ヨエル3章15節; マルコ13章24-25節; 黙示録6章13節; 参照：エレミヤ10章11節）。] 

（４）もろもろの天の全ての星は衰えて失せ、もろもろの天は巻物のように巻かれ、その星の軍勢はぶどうの木から葉の落ちるように、いちじくの木から葉の落ちるように落ちる。(5)わたしの剣は天においてその飲むべきものを飲み尽くした。(イザヤ34章4-5節前半/NIV訳)
あなたがたは彼らに、こう言わなければならない、「天地を造らなかった神々は地の上、天の下から滅び去る」と。(エレミヤ 10章11節/NIV訳)
地のすべての民は無に等しいものと見なされる。［神は］天の軍勢と地の民の間で、ご自分の望むとおりに行われる。(ダニエル4章35節/NIV訳前半)
悪霊たちが人類史の終末における最終裁きを待って拘禁されるこの出来事は、メシヤ再臨の際に囚人となっている人間が解放されるということと、はっきりとした祝福された対比をなしています。
（6）「主なるわたしは正義をもってあなたを召した。わたしはあなたの手をとり、あなたを守った。わたしはあなたを民の契約とし、もろもろの国びとの光として与え、(7)盲人の目を開き、囚人を地下の獄屋から出し、暗きに座する者を獄屋から出させる（すなわち、身体的、霊的救い）。（イザヤ42章6-7節）
（8）主はこう言われる、「わたしは恵みの時に、あなたに答え、救の日にあなたを助けた。わたしはあなたを守り、あなたを与えて民の契約とし、国を興し、荒れすたれた地を嗣業として継がせる。(9)わたしは捕えられた人に『出よ』と言い、暗きにおる者に『あらわれよ』と言う。彼らは道すがら食べることができ、すべての裸の山にも牧草を得る。（イザヤ49章8-9節NIV訳）
主なる神の霊がわたし[メシヤ]に臨んだ。これは主がわたしに油を注いで、貧しい者に福音を宣べ伝えることをゆだね、わたしをつかわして心のいためる者をいやし、捕われ人に放免を告げ、縛られている者に解放を告げ、 主の恵みの年とわれわれの神の報復の日とを告げさせ、また、すべての悲しむ者を慰め、 シオンの中の悲しむ者に喜びを与え、灰にかえて冠を与え、悲しみにかえて喜びの油を与え、憂いの心にかえて、さんびの衣を与えさせるためである。 (イザヤ61章1-3節前半)
あなたについてはまた、あなたとの契約の血のゆえに、わたしはかの水のない穴から、あなたの捕われ人を解き放す。(ゼカリヤ9章11節)
e. 復活した教会がこの働きに参与することについて： 信者がキリストの千年王国統治を執行する権威にあずかることは、疑いありません（第一コリント4章8節; 第二テモテ2章12節; 黙示録2章26-27節, 3章21節, 20章4節）。さらに、第一コリント6章3節において、私たちが「御使いたちをさばく」と告げられていることから考えると、ここで念頭に置かれているのは堕落した御使いたちである可能性が高いです（選ばれた御使いたちが、いかなる意味でも裁きの審査を必要とするとは考えにくいからです）。また、黙示録19章21節では、ハルマゲドンにおける殺戮を実行する責任が主ご自身にのみ帰されている一方で、ゼカリヤ14章5節および黙示録19章19節は、私たちが主と共に「戦いに加わる」ことを明らかにしています。
こうして、あなたがたの神、主はこられる、もろもろの聖者と共に[戦いに]こられる。(ゼカリヤ14章5節後半)
なお見ていると、獣と地の王たちと彼らの軍勢とが集まり、[白い]馬に乗っているかたとその軍勢とに対して、戦いをいどんだ。(黙示録 19章19節)
この時点、すなわち再臨の時において、すべての堕落した御使いたちは自由の状態にあります（ラッパのさばきの過程で解き放たれているためです）。しかし同時に、彼らの行動範囲は、すべて地上とその周辺に制限されています（サタンおよび他の悪霊どもが、ミカエルとその軍勢によって「地に投げ落とされた」からです：黙示録12章7節）。これまで見てきたように、教会に属する復活した信者の数、すなわちキリストの二重の分け前の第一の部分に属する者たちの数は、堕落した御使いたちの数と正確に等しくなります[footnoteRef:12]。したがって、このような箇所は、私たちが主と共に「戦いに加わる」理由が、私たち一人ひとりが自分に対応する悪霊をアビス(底知れぬ所)へと送り返すためであることを示している可能性があります。そのとき私たちは、御使いたちに対して、キリストが持っておられるのと同じ優越性を、復活のからだにおいて享受しているのです（へブル1章4-14節）[footnoteRef:13]。もしこの理解が正しいとするならば、それは、悪魔とその使いたちが教会によって置き換えられることを、私たちの主が強調されるための、きわめてふさわしい方法であると言えます。すなわち、今まさに初めて復活し、栄光を与えられたばかりの教会によって置き換えられることを示す方法です。[footnoteRef:14] [12:  『サタンの反逆』シリーズ第5部.II.8.c.「ユダヤの祭儀暦」の項を参照してください。]  [13:  しかし、他の箇所においてそのような働きが記録されている場合には、選ばれた御使いたちがこれを行うことも事実です（黙示録20章1-3節, 9章1-3節, 12章7-9節参照）。]  [14:  『サタンの反逆』シリーズ第5部.IV.3.「置き換え II：キリストの支配と神の国」――神のご計画において、キリストと教会がサタンとその御使いたちに取って代わるという原則について――を参照してください。] 

主はシナイから来られ、セイル[の山]から[footnoteRef:15]、彼らに向かって曙の光のように現れ出た（すなわち、ご自身のすべての敵、人間の敵および御使いの敵に向かって）。主はパラン山から輝き出で、ちよろずの聖者と共に進み出られた。その右の御手から、彼らに向かって燃えるさばきが投げかけられた。(申命記33章2節/NIV訳) [15:  私たちの主のハルマゲドン戦役が南方から進軍してくることを描写している諸箇所については、本シリーズの『来たる艱難期』第5部、脚注75、および第VII章5.c節「イスラエルの戦い」を参照してください。] 

神はその怒りを引き返されることはない。その御もとにはラハブ（すなわち、エジプトと悪魔の双方を象徴する神話的な蛇）の助け手どもが身をかがめるのである。（ヨブ9章13節/NASB訳）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ.再臨における裁き：黙示録20章1-3節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４.サタンとその配下の悪霊たちの拘禁
					
（5）聖なる者たち（すなわち信者たち）は、この誉れを喜び、その床の上で喜び歌うのである。（6）彼らの口には神への賛美があり、その手には諸刃の剣があるのである。（7）それは、国々に復讐を加え、もろもろの民に刑罰を下し、（8）彼らの王たちを足かせで縛り、その高貴な者たちを鉄の鎖で縛り、（9）彼らに対して書き記されている宣告を執行するためである。これは主のすべての聖徒たちの栄光である。主をほめたたえよ。（詩篇149篇5-9節; 参照.雅歌2章15節）
「見よ、主は無数の聖徒たちを率いてこられた。 それは、すべての者にさばきを行うためであり…」。 (ユダ1章14節後半-15節前半)
（2）それとも、聖徒（すなわち、信者たち）は世をさばくものであることを、あなたがたは知らないのか。そして、世があなたがたによってさばかれるべきであるのに、[これらの]きわめて小さい事件でもさばく力がないのか。(3)あなたがたは知らないのか、わたしたちは御使をさえさばく者である。ましてこの世の事件などは、いうまでもないではないか。(第一コリント6章2-3節)  
わたしたちの戦いは、血肉に対するものではなく、[天使の]もろもろの支配と、[天使の]権威と、やみの世の[現在の]主権者、また天上にいる悪の霊に対する戦いである。(エペソ6章12節)
f．サタンの後の解放：
黙示録20章7-10節は、千年王国の終わりに、悪魔がしばらくの間解き放たれることを明確に告げています。しかし、その配下の者たちも同様に解放されるという示唆はどこにもなく、またその必要性もありません。サタンが一時的に解き放たれ、世界が急速に彼の旗の下に結集して完全なる支配者の統治に反対するという出来事は、この罪に満ちた世界において可能なかぎり最も完全な環境の中にあってさえ、人類はなお神の権威を憎むものであるということを、最終的に示すことになります。このようにしてゴグとマゴグの反乱は、イエス・キリストの犠牲によって神の恵みによりすべての人のために備えられている救いが、最終的には選択の問題であることを決定的に証明することになります。滅びる者たちは、主に服することを本質的に拒むために、自らの自由意志によって滅びるのです。たとえその結果が永遠のいのちを失うことであったとしてもです。
[bookmark: _Toc239517871][bookmark: Ⅰ_5]5．マゴグと島々の地への火（火によるバプテスマ）
そのとき（すなわち、ハルマゲドンの直後に）、わたしはマゴグ（すなわち、終末のバビロン）と、安らかに島々に住む者たち（すなわち、異邦世界の残り；創世記10章5節；詩篇97篇1-3節; イザヤ11章11節, 13章22節(KJV), 24章15節, 26章11節, 40章15節, 41章1節, 41章5節, 42章4節, 42章10節, 42章12節, 49章1節, 51章5節, 59章18節, 66章19節; エレミヤ31章10節; エゼキエル27章35節; ミカ5章15節; ゼパニヤ2章11節, 3章8節後半 参照）の上に火を送る。こうして、彼らは、わたしが主であることを知るようになる。（エゼキエル39章6節）
ハルマゲドンに先立って起こったバビロンへのさばきは、その領土を比類なく恐るべきしかたで荒廃させはしましたが、その全人口を滅ぼしたわけではありませんでした。私たちはすでに、バビロンが多くのユダヤ人集団に避難所を提供しており、彼らは現在イスラエルの地へ帰還させられることになっているであろうと示唆してきました（ミカ4章10節；また直下の第I.6節参照）。私たちの主の再臨の時には、彼女の領域内、そして異邦世界全体にわたって、獣の刻印を受けた相当数の人々が見いだされることになります。この刻印を受けることを拒んだ者たちは、そのゆえにこのさばきから免れますが（黙示録13章8節; 17章8節後半；参照. ヨシュア6章25節; マタイ25章37-40節）、反キリストを礼拝し、自らその刻印を受けたすべての者たちは、主の千年王国から排除されることになります。それも、主の再臨ののち、超自然的に焼き尽くされるという奇跡的な方法によってです。それは、エリヤを捕らえようとした兵士たちがたどった運命に類似しており（列王記下1章9-15節；ルカ9章52-55節参照）、またその選び分けられ方においては、コラ、ダタン、アビラムとその家族が滅ぼされた出来事にも似ています（民数記16章）。[footnoteRef:16] [16:  このシリーズの第4部.VII.2.c.「火と硫黄の中の苦しみ」＜リンク先ファイルの107頁-/A5版「来たる艱難期第４部：大艱難期」の219頁-＞の項の論考を参照してください。黙示録14章9-11節は、厳密には刻印を受ける者たちの最終的状態を指しているものですが、それでもなお、ここで論じられている、より直接的な帰結についての厳粛な警告となっています。すなわち、火による死が彼らをハデスにおける苦しみへと移行させ、さらに最後の審判の結果として、火の池における永遠へと至らせるのです。] 

しかしわたしが王になることを好まなかったあの敵どもを、ここにひっぱってきて、わたしの前で打ち殺せ』」。(ルカ19章27節)  
この滅びの基準は二つあります。すなわち、不信仰だけでなく、「不義を喜ぶこと」です。これは、獣とその反神的な計画を支持することを意味し、その結果として、まさに定義上、メシヤを退けて偽物を選ぶことになります。そして、獣の刻印を受け入れるということは、まさにこのことを意味しています（第二テサロニケ2章12節）。
（8）そのとき、不法の者（すなわち反キリスト）が現れる。その者を、主イエスは御口の息によって殺し、その栄光の来臨の現れによって滅ぼされるのである。――（9）その不法の者の出現は、サタンの働きによるものであり、あらゆる〔種類の〕偽りの奇跡と、しるしと、不思議とを伴い、（10）また、滅びに向かっている者たちのための、あらゆる〔種類の〕不義の欺きを伴う。彼らが滅びるのは、救われるために真理への愛を受け入れようとしなかったからである。（11）そのために神は、彼らがその偽りを信じるように、惑わしの力を彼らに送られる。（12）それは、真理を信じず、かえって不義を是認したすべての者たちが、さばかれるためである。(第二テサロニケ2章8-12節)
メシヤの到来しつつある王国から、このようなつまずきのもととなる者たちが取り除かれることを予示している他の箇所としては、次のものがあります。
1．畑にいる働き人たちのうち、取り去られない者たち（マタイ24章36-44節）。
2．偽善者たちとともに外に投げ出され、そこで泣き叫び、歯ぎしりする悪いしもべ（マタイ24章45-51節）。
3．王国から締め出される眠っていたおとめたち（マタイ25章1-13節）。
4．外の暗やみに投げ出され、そこで泣き叫び、歯ぎしりする怠けたしもべ（マタイ25章14-30節）。
5．王が自分の上に支配することを望まなかった敵たちで、王の帰還の際、その御前で殺される者たち（ルカ19章27節；前掲）。
マゴグ＝バビロン（ここでは獣の本国であったため特に名指しされている）に下される超自然的な火、そしてイスラエルの外にある諸国民の上にも下されるこの火は、しばしば「火によるバプテスマ」と呼ばれます。これは、バプテスマのヨハネが、イエス・キリストを受け入れること（すなわち御霊のバプテスマを受けること）の代わりに取られる終末論的なもう一つの選択肢として用いた表現に由来しています（マタイ3章11節; ルカ3章16節；マルコ1章8節参照）。
（10）すでに斧は木の根元に置かれている。だから、良い実を結ばない木はみな切り倒され、火に投げ込まれるのである。(11）わたしはあなたがたを悔い改めのために水でバプテスマしている。しかし、わたしのあとに来られる方はわたしよりも力のある方で、わたしはその方の履き物を持つ値うちもない。その方こそ、あなたがたに聖霊と火によってバプテスマを授けられるのである。（12）また、その手には箕があり、ご自分の脱穀場をすっかりきれいにし、麦を倉に集められる。しかし、殻は消えることのない火で焼き尽くされるのである。（マタイ3章10-12節）
聖霊のバプテスマがペンテコステに注がれて教会時代を開始したのと同様に、火のバプテスマもまた、再臨される王が千年王国を開始する際の最初の御業の一つとなります。イエスはご自身の脱穀場を「完全に掃き清め」、殻（すなわち、刻印を受け入れることによってすでに正式に主への敵意を表明している不信者）を取り除き、彼らを火による終わりに服させます（ここで「消えることのない火」と呼ばれているのは、この火による処刑の後、彼らが千年のあいだ苦しみの場所に置かれ、最終的には火の池に投げ込まれるためです。下記VI.2参照）。一方、麦の収穫には二重の意味があります。それは終末全体を見据えたものであり、一つはしばしば預言されているイスラエルがメシヤの千年王国へ再び集められること（すぐ下のI.6参照）、もう一つは歴史の終わりの後にすべての信者が永遠の御国へ集められる最終的な終末論的集結を指しています（マタイ13章24-30節, 13章47-50節参照）。
（1）主は王となられた。地は喜べ。遠い島々も喜び楽しめ。（2）雲と濃き闇とが主を取り巻き、義と公正とはその御座の基である。（3）火は御前に先立ち、周囲の敵を焼き尽くす。(詩篇97篇1-3節/NIV訳)
（1）「見よ、その日が来る。それは炉のように燃える。すべて高ぶる者、すべて悪を行う者は、刈り株のようになる。来ようとしているその日は、彼らを焼き尽くし、彼らには根も枝も残さない」と万軍の主は言われる。（2）しかし、わが名を畏れるあなたがたには、義の太陽が、その翼にいやしを携えて昇る。あなたがたは外に出て、牛舎から放たれた子牛のように跳びはねる。（3）あなたがたは悪しき者を踏みつける。わたしがこれらのことを行うその日に、彼らはあなたがたの足の裏の下で灰となる」と万軍の主は言われる。(マラキ4章1-3節/NIV訳)
（6）神は正しい方であるから、あなたがたに苦難を与えている者たちには苦難をもって報い、（7）苦しめられているあなたがたには、私たちとともに安息を与えてくださるのである。それは、主イエスが力ある御使いたちを伴って天から現れるときのことである。（8）そのとき、神を知らず、私たちの主イエスの福音に従わないこれら〔同じ迫害者たち〕に、燃える火の中で報復を行われる。（9）彼らは、主の御前から、またその御力の栄光から離れて、永遠の滅びという刑罰を受けるのである。(第二テサロニケ1章6-9節; 参照. イザヤ59章18節後半）
ここに挙げられている最後の箇所もまた、千年王国開始時における火によるバプテスマと、最後の審判におけるすべての不信者の処分、さらに千年王国の終わりにおけるすべての信者の永遠の王国への入国とを、重ね合わせて述べています[footnoteRef:17]。再臨に関する適用という点では、地上にいるすべての不信者が、主の再臨の際に火によるさばきに服するわけではありません。もしそうであれば、人類を再び増え広がらせる者がだれも残らないことになるからです[footnoteRef:18]。というのも、再臨の時に生きているすべての信者は、「空中で主に会う」ために復活させられるからです（第一テサロニケ4章17節）[footnoteRef:19]。火によって取り去られる者たちは確かに不信者であり、「神を知らない者たち」、また「私たちの主イエスの福音に従わない者たち」です。しかし、火による裁きで直ちに滅ぼされるのは、特に「あなたがたを苦しめた者たち」です。この罪は、獣の刻印を受けたすべての者が例外なく犯しているものと思われます。というのは、大艱難期における信者への迫害は、反キリストに加わった者たちすべての顕著な特徴であり、彼らはその偽キリスト教的宗教に参与し、大迫害の中で彼の道具として行動したからです（本シリーズ第4部＜リンク先ファイル73頁-/A5版印刷本「来たる艱難期第4部：大艱難期」155頁-＞を参照下さい）。したがって、獣に加わりその刻印を受けた者の中で、この点に関して潔白である者は一人もいません。またメシヤの到来しつつある王国を汚すままに残される者も、ひとりとして許されないのです。 [17:  終末の出来事が簡潔さのために一つにまとめて語られる「預言的重層（コンフレーション）」の主題については、すでに学んできました。本シリーズ第1部.IV.1.b.「『主の日』のパラダイム」を参照してください。]  [18:  また、信者ではない生存者たちが存在することも、私たちは知っています（イザヤ66章19節; 黙示録1章7節; 参照.イザヤ2章2-3節）。]  [19:  本シリーズ第5部、第V章「小羊の花嫁の復活」を参照してください。] 

（15）見よ、主は火をもって来られる。その戦車はつむじ風のようであり、怒りをもってその憤りを下し、火の炎をもってそのとがめを下される。（16）主は火をもって、またその剣をもって、すべての肉なる者にさばきを行われる。主に殺される者は多い。（17）園の中で身を聖別し、身を清め、あの[暴虐を特徴とする]者に従い、豚の肉や忌むべきものやねずみを食べる者たちは、（再臨の時に）共に滅ぼし尽くされると主は言われる。(イザヤ66章15-17節)
上に述べられている、剣（すなわちハルマゲドンの戦いにおいて：黙示録19章21節）による滅びと、火による滅びという二重の破壊は、明らかに二段階の滅びを示しています。すなわち、（1）ハルマゲドンにおいて、主と戦うために集められたすべての者たちが、「その口から出る鋭い大剣」（黙示録19章15節）によって滅ぼされること、そして（2）刻印を受けたすべての者たちに向けられる火によるバプテスマです。このことはイザヤ66章17節からも見て取れます。そこに記されている忌むべき礼拝行為の描写は、獣を礼拝し、その宗教の汚れた儀式や行為に参与する者たちを指しています。これらは反キリストとの結びつきによって「暴虐を特徴とする」者たちであり、上に引用した第二テサロニケ1章7節に言及されている信者に対する迫害（大迫害を含む）を指し示しているものです。
再臨の直前に起こる復活が選別的であり、個々人ごとに決定されるものであるのと同様に（マタイ24章40-41節参照）、千年王国の開始時に行われる火のバプテスマもまた、特定の人々に限定されます。しかし、その対象は、イエス・キリストのために生きていた者たちが生きたまま特別に復活させられるというような意味での選ばれた人々ではなく、むしろ、最も強く意図的な形でキリストを拒んだ者たちです。彼らが千年王国の栄光に少しも関わることがないよう、地上から取り除かれるというこの出来事もまた、人類の歴史の中で類のないものとなります。
（9）また、第三の御使いが彼らに続き、大声で言った。「もしだれでも、獣とその像を拝み、その額またはその手に刻印を受けるなら、（10）その者もまた、神の怒りの杯に、混ぜ物なく注がれた神の憤りのぶどう酒を飲むことになる。そして、その者は、聖なる御使いたちと小羊の御前で、火と硫黄によって苦しめられる。（11）彼らの苦しみの煙は、世々限りなく立ち上り、獣とその像を拝む者、またその名の刻印を受ける者は、昼も夜も休みを得ることがない。」(黙示録14章9-11節)
本項＜「5．マゴグと島々の地への火（火によるバプテスマ）」＞の初めに引用した聖句、エゼキエル39章6節が示しているとおり、火によるバプテスマは広範囲に及び、世界に残っている人口の大多数を焼き尽くすことになるでしょう（というのも、イエスに従わない者のほとんどは、代わりに獣に従うことを選んでいるからです。黙示録13章8節; 17章8節後半参照）。しかし、このさばきは完全にすべてを滅ぼすものではありません。そして、このさばきを生き残る者のかなり大きな割合は、第二の降臨の時点でまだ責任能力の年齢に達していない子どもたちであると考えられます（イザヤ2章2-3節, 60章14節, 66章17節参照）。この裁きの目的は二重であり、神のあわれみに応答しようとするすべての者にとって、あらゆる点であわれみに満ちたものです。脱穀場を清め、メシヤの王国からすべてのつまずきの原因を取り除くこと（イザヤ57章14節; ゼパニヤ3章11節; 参照. マタイ13章41節）によって、「マゴグと、島々に安らかに住む者たちの上に」送られる火には、もう一つの非常に具体的な目的があります。それは、第一の目的と密接に結びついたものであり、「彼らがわたしが主であることを知るため」です（エゼキエル39章6節）。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ.再臨における裁き：黙示録20章1-3節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.マゴグと島々の地への火（火のバプテスマ）
					
（2）終わりの日に、主の宮の山は、すべての山のかしらとして堅く立てられ、すべての丘よりも高く上げられる。すべての国々はそこに流れて来る。（3）多くの民が来て言う。「さあ、主の山、ヤコブの神の家へ上ろう。主がその道を私たちに教え、私たちがその小道を歩むためである。」（イザヤ2章2-3節）
[bookmark: _Toc239517872]6．イスラエルの再集結ときよめ
a．イスラエルの再集結：
ユダヤ民族がイスラエルの地へ帰還することは、旧約預言における約束の中でも、最も祝福に満ち、かつ最も頻繁に語られているものの一つです。この帰還について述べる聖句は、旧約・新約を問わず聖書全体に広く見られ、文字どおりにも、比喩的にも、預言としても、また約束としても表現されており、それらを完全に網羅した一覧を作成することは、ほとんど不可能であると言ってよいほどです。
ハルマゲドンの直後、栄光の主ご自身が、ユダヤの血を引くすべての生存者をイスラエルの地へ連れ戻す働きを開始されます。バビロンから来る者であれ（エレミヤ50章4-8節; ミカ4章10節）、捕らわれの状態から解放される者であれ（イザヤ51章14節, 61章1節; ゼカリヤ9章11-12節; 詩篇68篇6節, 79篇10-11節, 102篇20節, 146篇7節参照）、反キリストの暴虐によって引き起こされた最近の離散の結果、諸国に散らされた者であれ（申命記26章6-8節; ホセア8章10節; ヨエル3章2-8節; ゼカリヤ14章2節; ルカ21章24節）、あるいは世界各地に古くから定着しているユダヤ人共同体に住む者であれ（エレミヤ3章18節, 30章10節; エゼキエル37章21節; ゼパニヤ3章10節）、ユダヤの血を引く者はすべて、千年王国の開始初期に、イスラエルの地の入口に位置するさばきの場所へと帰還させられます。そこで彼らは、「諸国の荒野」において、その地に入る資格についてのさばきを受けることになります。この帰還は、公然と宣言されます。

（11）その日、主は再び御手を伸ばし、ご自分の民の残された者を取り戻される。すなわち、アッシリア、下エジプト、上エジプト、クシュ、エラム、バビロン、ハマテ、また海の島々からである。（12）主は国々のために旗を掲げ、イスラエルの追われた者たちを集め、ユダの散らされた者たちを地の四方から呼び集められる。(イザヤ11章11-12節/NIV訳)

（12）その日、主は大河ユーフラテスからエジプトの川（ワディ）に至るまで打ち揺らし＜脱穀し＞、イスラエルの子らよ、あなたがたは一人ひとり集められる。（13）その日、大いなるラッパが吹き鳴らされる。アッシリアで滅びかけていた者たち、またエジプトに追いやられていた者たちが来て、エルサレムの聖なる山で主を礼拝する。（イザヤ27章12-13節/NIV訳）

（10）彼らは主に従って歩む。主は獅子のようにほえたける。主がほえたけるとき、その子らは西の方から震えながら来る。（11）彼らはエジプトからは鳥のように、アッシリアからは鳩のように震えながらやって来る。主は言われる「わたしは彼らをその住まいに住み着かせる」と。（ホセア11章10-11節/NIV訳）

（8）わたしは彼らに合図を送り、彼らを集める。わたしは確かに彼らを贖う。彼らは以前のように数多くなる。（9）たとえわたしが彼らを諸国の民の間に散らしたとしても、彼らは遠い地にあってわたしを思い起こす。彼らとその子らは生き延び、そして帰って来る。（10）わたしは彼らをエジプトの地から連れ戻し、アッシリアから集める。わたしは彼らをギレアドとレバノンの地に導き入れる。そこには彼らを収める場所が足りないほどになる。（11）彼らは苦難の海（すなわち、艱難期）を通り過ぎるのである。荒れ狂う海は静められ、ナイルのすべての深みは干上がる。アッシリアの高ぶりは打ち砕かれ、エジプトの王権は取り去られる。（12）わたしは彼らを主にあって強める。彼らは御名によって歩む」と主は言われる。（ゼカリヤ書 10章8–12節/NIV訳）

帰還は、＜混乱や逃走のような形ではなく＞秩序あるかたちで行われる：

（11）去れ、去れ、そこから出よ。汚れたものに触れるな。その中から出て身を清めよ、主の器を担う者たちよ。（12）しかし、あなたがたは急いで出るのではない。逃げるようにして行くのでもない。主があなたがたの前を行かれ、イスラエルの神があなたがたのしんがりとなられるのである。（イザヤ書52章11–12節）

帰還は、きわめて迅速に行われる：

（7）彼女は産みの苦しみをする前に産み、苦痛が来る前に男の子を産んだのである。（8）だれがこのようなことを聞いたであろうか。だれがこのようなことを見たであろうか。国が一日のうちに生まれるであろうか。国民が一瞬のうちに生み出されるであろうか。しかしシオンは産みの苦しみをするやいなや、その子らを産んだのである。（9）「わたしは産み出させるところまで導いておきながら、産ませないであろうか」と主は言われる。「わたしは産ませる者でありながら、胎を閉ざすであろうか」とあなたの神は言われるのである。（イザヤ書66章7–9節）

帰還のための手段もまた、豊かに備えられる（イザヤ43章19–21節, 48章20–21節, 60章4節, 62章10節）：

（15）主はエジプトの海の入江を干上がらせ、焼けつく風をもって御手をユーフラテス川の上に振りかざし、それを七つの流れに打ち分けられて、人が履き物のままで渡ることができるようにされるのである。（16）ちょうどイスラエルがエジプトの地から上って来た日のために備えられたように、アッシリアから残されるその民の残りの者たちのために大路が備えられる。（イザヤ書11章15–16節/NIV訳）

（7）焼けつく砂地は池となり、乾いた地は水のわき出る泉となる。かつて山犬の伏していた住みかには、草と葦とパピルスが生い茂るようになる。（8）そこには大路があり、その道は「聖なる道」と呼ばれ、これはその道を歩む者たちのためのものである。汚れた者はそこを通らず、愚かな悪しき者もそこをさまようことはない。（9）そこには獅子はおらず、猛獣も上って来ることはない。そのようなものはそこで見いだされることはない。ただ贖われた者たちだけがそこを歩むことになる。（10）主に贖われた者たちは帰って来て、歌いながらシオンに入り、とこしえの喜びがその頭を冠のように覆う。歓喜と喜びが彼らを捕らえ、悲しみと嘆きとは逃げ去る。(イザヤ書35章7–10節/NIV訳)

（9）捕らわれ人に向かっては「出よ」と言い、闇の中にいる者に向かっては「自由になれ」と言う。彼らは道々で牧草を得、すべての裸の丘の上にも牧場を見いだす。（10）彼らは飢えることも渇くこともなく、熱風も太陽も彼らを打つことはない。彼らをあわれむ方が彼らを導き、水の泉のほとりへと伴われるのである。（11）わたしはすべての山を道とし、わたしの大路を高く上げる。（12）見よ、彼らは遠くから来る。ある者は北から、ある者は西から、ある者はアスワンの地から来る。（イザヤ書49章9–12節/NIV訳）

まことに島々はわたしを待ち望み、先頭に立つのはタルシシュの船である。あなたの子らを遠くから、その銀と金とを携えて、あなたの神、主の御名の誉れのため、イスラエルの聖なる方のために連れて来る。主があなたに栄光を与えられたからである。（イザヤ書60章9節/NIV訳）

彼らはすべての国々からあなたの兄弟たちを、主へのささげ物として、わたしの聖なる山エルサレムへと連れて来る――馬に乗せ、戦車に乗せ、荷車に乗せ、らばやらくだに乗せて――と主は言われる。ちょうどイスラエルの子らが、きよい器に穀物の供え物を入れて主の宮に携えて来るように、彼らは彼らを連れて来る。（イザヤ書66章20節/NIV訳）

帰還の実行者は、主イエス・キリストご自身（エゼキエル11章17節, 20章41–42節 参照）：

（5）恐れるな。わたしはあなたとともにいる。わたしは東からあなたの子らを連れ帰り、西からあなたを集める。（6）わたしは北に向かって「引き渡せ」と言い、南に向かって「引き止めるな」と言い、遠くからわたしの子らを、地の果てからわたしの娘たちを連れて来る。（7）すなわち、わたしの名で呼ばれるすべての者を――わたしの栄光のために創造し、形造り、造り上げた者たちを。（イザヤ書43章5–7節）

帰還は完全なもの（ダニエル12章1節後半参照）：

そのとき彼らは、わたしが彼らの神、主であることを知る。わたしは彼らを諸国の間に散らしたが、彼らをその地に集め、一人も残さない。（エゼキエル39章28節）

（12）ヤコブよ、わたしは必ずあなたがたをすべて集める。イスラエルの残りの者を必ず寄せ集める。わたしは彼らを囲いの中の羊のように、牧場の群れのように一つにし、その場所は人で満ちあふれる。（13）道を切り開く者が彼らの前に上って行き、彼らは門を打ち破り、そこから出て行く。彼らの王が彼らの前を進み、主が彼らの先頭に立たれるのである。（ミカ書2章12–13節）

帰還はまた、彼らの名誉回復でもある：

（19）その時、わたしはあなたを苦しめたすべての者を対処する。足のなえた者を救い、散らされた者を集めるのである。彼らが恥を受けたすべての地において、わたしは彼らに誉れと名声を与える。（20）その時、わたしはあなたがたを集め、その時、あなたがたを連れ帰る。わたしがあなたがたの目の前でその繁栄を回復するとき、地のすべての民の間で、わたしはあなたがたに誉れと名声を与える、と主は言われる。（ゼパニヤ3章19–20節）

b. 約束の地に再び入る前の、ユダヤの民の清め

（4）主はその民をさばくために、上なる天を呼び、また地を呼び集められる。（5）「わたしに集めよ、わたしの聖徒たちを。いけにえによってわたしと契約を結んだ者たちを」と。(詩篇50篇4–5節; 参照. ホセア6章11節）

その日、あなたは、わたしに対して犯したすべての行いのゆえに、もはや恥を見ることはないのである。わたしはあなたの中から、高ぶりを喜ぶ者たちを取り除くからである。あなたは、わたしの聖なる山において、もはや高ぶることはない。(ゼパニヤ書3章11節)

再集結は確かに、生き残ったすべてのユダヤ人に及びます。しかし、約束の地に入ることが許されるのは、メシヤを受け入れる者たちだけです（キリストの再臨以前に信じた者たちは、もちろんすでにキリストの花嫁の一部として復活しています）。この清めの過程は、七つのさばきのうちの第六にあたります。すなわち、イスラエルの地の入口に再集結させられた後、新しい残りの者が清められ、義なる者だけがメシヤの千年王国を開始するために入ることができるようにするためのさばきです（イザヤ60章21節参照）。

（34）わたしは、力強い手と伸ばした腕、そして注ぎ出される憤りをもって、あなたがたを諸国の民の中から導き出し、散らされた国々から集める。（35）わたしはあなたがたを「諸国の荒野＜新改訳Ⅳ：「国々の民の荒野」/口語訳:「もろもろの民の荒野」＞に連れて行き、そこで顔と顔とを合わせて、あなたがたをさばく。（36）エジプトの地の荒野であなたがたの先祖をさばいたように、わたしはあなたがたをさばく、と主なる神は宣言される。（37）わたしはあなたがたを杖の下を通らせ、契約のきずなの中に導き入れる。（38）わたしは、わたしに反抗し背く者たちをあなたがたの中から取り除く。わたしは彼らを、その住んでいる地から導き出すが、イスラエルの地には入らせない。そのとき、あなたがたは、わたしが主であることを知る。（エゼキエル書20章34–38節）

解説：
この箇所には、再集結の過程に関する本質的な要素がすべて示されています。1）獣の刻印を受けなかったユダヤ人は、血統に属する者すべてが集められます（34節）。2）最初の再集結の場所は約束の地の近くですが、まだ実際にはその地の中ではありません（35節）。3）この段階的な帰還の目的は、だれが地に入るにふさわしいかをさばくためです（36–37節）。4）メシヤの奇跡的な再臨と、自分たちの驚くべき再集結を目撃した後でさえ、なお「反抗し背く」者たちは残りの民の中から取り除かれ、約束の地に入ることは許されません（38節）。

1）清めの場所：
すぐ前で説明したとおり、このさばきはイスラエルの地の近くで行われますが、実際にはその地の中ではありません（エゼキエル20章38節）。エゼキエル20章35節は、このさばきの場所を「諸国の荒野」（ヘブル語 midhbar ha'amiym、מדבר העמים　ミドバル・ハーアミーム）と呼んでいます。これを世界各地のユダヤ人離散の地と解釈することがよくありますが、それは明らかに誤りです。なぜなら38節は、ユダヤの血統に属する者は皆「その住んでいる地から導き出される」が、「イスラエルの地には入らない」と明確に述べているからです。「諸国の荒野」とは実際にはシナイを指しています。イスラエルは、諸国の中から導き出され、神のもとで一つの国民国家となるために、シナイの荒野を通り、モーセ（キリストの予型）の指導の下で清めとさばきの過程を経験しました。第一の出エジプトにおいてシナイが試練と清めの場所であったように、この将来の時にも、同じ「諸国［からの解放］の荒野」はシナイとなります。[footnoteRef:20] エゼキエル20章において、この将来の世代の状況と出エジプトの世代との間に意図的に示されている強い類似は、この対応関係を裏づけています。かつての世代もまた、諸国から奇跡的に導き出される神の救いを経験しながら、シナイに長くとどまるという不幸な結果に直面しました。シナイは約束の地の入口に位置しています。聖書地理の観点から言えば、そこは厳密にはエジプトではありませんが、かといって「その地」の中でもありません（千年王国時代のイスラエルの南西の境界は「エジプトの川」です：エゼキエル47章19節, 48章28節）。したがって、「諸国の荒野」とは確かにシナイであると結論づけることができます。この特別な名称が用いられているのは、ユダヤの血統に属する者たちが、かつて散らされていた世界中のすべての国々から、この場所へと集められるからです。エジプトからだけではありません。シナイは、メシヤを受け入れることを望むすべての者にとって、祝福された清めの場所となります。そしてその後、彼らはイスラエルの地へと帰還することになります。 [20:  この点については、C・F・カイルによる『旧約聖書注解』（1980年、グランドラピッズ再版）の該当箇所（第9巻）における優れた論考を参照してください。] 


それゆえ、見よ、わたしは彼女を誘い出し、荒野へ導き、その心に優しく語りかけるのである。(ホセア2章14節)

主はこう言われる。「剣を免れた民は荒野で恵みを見いだすのである。わたしはイスラエルに安息を与えるために来るのである。」(エレミヤ31章2節)

2）清めの時期：

前述のとおり、聖書はこの地への帰還がイエスの再臨にすぐ続いて起こることを示しています。したがって、集合、シナイへの移動、さばき、そしてイスラエルの地への帰還という一連の過程全体は、非常に迅速に進むと考えられます。実際、ダニエル書12章は、この点について具体的で決定的な日程を示しています。

（11）常供のいけにえが取り除かれ、荒らす忌まわしいものが据えられる時から、千二百九十日がある。（12）待ち望んで千三百三十五日に達する者は幸いである。(ダニエル書12章11–12節)

上の第十一節にある「常供のささげ物が取り除かれ、荒らす忌むべきものが据えられる時から」という句は、本シリーズ第3部Bですでに見たとおり、艱難期の中間点と、神の神殿における反キリストの着座を指しています。この出来事には、常供のささげ物の廃止と、偽預言者が命を吹き込む反キリストの礼拝像の設置が伴います（すなわち「荒らす忌むべきもの」、より正確には「荒廃をもたらす忌むべきもの」です。ダニエル9章27節; 黙示録13章11-15節; 第二テサロニケ2章1-12節参照）。さらに、「千二百九十日」は、艱難期の終わりを越え、再臨の後にまで及ぶ時を含まなければなりません。なぜなら、大艱難期そのもの、すなわちダニエル12章11節で言及されている出来事によって始まる期間は、三年半しか続かないからです。この期間は、聖書において（太陰暦/月の暦による数え方-で）四十二か月、あるいは千二百六十日、または「ひと時とふた時と半時」として表されています（ダニエル7章25節, 12章7節; 黙示録11章2節, 12章6節, 12章14節, 13章5節）。そしてこの期間は、「選民のために」さらにいくらか短くされることになりますから（マルコ13章20節）、千二百九十日をそのまま艱難期の後半の枠内にすべて収めることは不可能です。たとえ一年を三百六十五日として計算したとしても、うるう年を前提にした場合の最大日数は千二百七十八日にしかならず、この数字には「選民のために」短縮される不特定の期間は含まれていません。したがって、キリストの実際の再臨と千二百九十日との間の差は、全イスラエルがシナイに再び集められるまでの期間を示すものと理解するのが最も適切と思われます。ですから、ダニエルの言葉は次のように補って理解すべきです。「常供のささげ物が取り除かれ、荒廃をもたらす忌むべきものが立てられる時から、千二百九十日がある［その時までに全イスラエルが再び集められる］」。すなわち、ダニエルが待ち望んでいた主要な預言的出来事が成就する時まで、ということです。

さばきと清めのために再び集められる場所は、「諸国の荒野」です。そして再集結の過程は、およそ三十日間を占めることになります（上で述べた諸条件によります）。そうすると、千二百九十日と千三百三十五日との差、すなわち四十五日間が残ります。この四十五日間が、実際のさばきの期間となります。

上記の解釈は、これらの出来事について私たちが持っている他のすべての情報と完全に一致するだけでなく、さらに二つの利点も持っています：

1. それは出エジプトの出来事との密接な類似を可能にします。すでに見てきたとおり、イスラエルが最初に「諸国の荒野」、すなわちシナイに再び集められ、最初の出エジプト世代が経験したのと同様の方法で選り分けられるという事実は、この比較を全体として強く示しています。本シリーズの初めから見てきたように、預言の文脈において日が年を表すことはしばしばあります（詩篇90篇4節; ダニエル9章25-27節）。したがって、四十五日は、シナイにおける四十年の放浪と試練、さらにヨシュアの下での入国の五年を自然に示唆します（ヨシュア14章10節参照）。このダニエルの特定の預言への適用においては、四十日はシナイに再び集められたすべての者を主がさばく期間となり、五日はメシヤの統治の下で彼らが約束の地に回復され、再び定住する期間となります。

2. これはまた、「千三百三十五日に至るまで待ち望む者は幸いである」というダニエルの言葉を説明します。この解釈によれば、「主を待ち望む」者（信仰の姿です。詩篇27篇14節, 37篇9節; イザヤ40章31節; ミカ7章7節; ハバクク2章3節; ゼパニヤ3章8節; ローマ8章25節; マタイ24章13節; ルカ12章36節; ローマ11章25-26節参照）、そして「終わりに至る」者とは、荒野での審査に合格し、その地に入るユダヤ人の帰還者たちです。このさばきを生き残るすべての者は、疑いなく「幸い」です。それは、生き残らなかった者たちとの比較においても、また絶対的な意味においてもそうです。なぜなら、彼らはメシヤの統治の下にある千年期イスラエルの言い尽くせない祝福を経験することになるからです。それは創世記から黙示録に至るまで、預言の中で大いに待ち望まれてきた恵みです。

（15）イエスとともに食卓についていた者のひとりがこれを聞いて、イエスに言った。「神の国で食事をする人は、なんと幸いなことでしょう。」（16）するとイエスは彼に言われた。「ある人が大きな宴会を催そうとして、多くの人を招いた。（17）宴会の時刻になったので、しもべを遣わして、招いておいた人々に、『さあ、おいでください。もうすっかり用意ができましたから』と言わせた。（18）ところが、みな同じように断りはじめた。最初の人は言った。『畑を買ったので、見に行かなければなりません。どうぞお許しください。』（19）ほかの人は言った。『五くびきの牛を買ったので、それをためしに行くところです。どうぞお許しください。』（20）また別の人は言った。『妻を迎えたばかりですから、行くことができません。』（21）しもべは帰って来て、これらのことを主人に告げた。すると家の主人は怒って、しもべに言った。『急いで町の大通りや路地に出て行って、貧しい人、からだの不自由な人、盲人や足のなえた人たちをここに連れて来なさい。』（22）しもべは言った。『ご主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席があります。』（23）主人はしもべに言った。『街道や垣根のところにまで出て行って、無理にでも人々を連れて来て、わたしの家をいっぱいにしなさい。（24）言っておくが、招かれていたあの人たちの中で、わたしの宴会を味わう者はひとりもいない。』」(ルカ14章15-24節)

（1）イエスは再びたとえをもって彼らに語られた。（2）「天の御国は、その子のために婚礼の祝宴を催した王のようなものです。（3）王は、祝宴に招いておいた人々を呼びにしもべたちを遣わしましたが、彼らは来ようとしませんでした。（4）そこで再び別のしもべたちを遣わして言いました。『招いておいた人々にこう言いなさい。ごちそうはもう用意ができました。牛も肥えた家畜もほふられて、何もかも整っています。さあ、婚礼の祝宴においでください。』（5）しかし彼らは気にもかけず、ひとりは自分の畑へ、ひとりは自分の商売へと出て行きました。（6）ほかの者たちは、王のしもべたちをつかまえて乱暴し、ついには殺してしまいました。（7）王は怒って軍隊を送り、その人殺したちを滅ぼし、彼らの町を焼き払いました。（8）それから王はしもべたちに言いました。『婚礼の祝宴は用意ができているが、招いておいた人々はそれにふさわしくなかった。（9）だから、大通りの四つ角に行って、出会う者はだれでも祝宴に招きなさい。』（10）そこで、しもべたちは通りに出て行き、見つけた者をみな、善人も悪人も集めたので、祝宴の席は客でいっぱいになりました。（11）ところが、王が客たちを見ようとして入って来ると、婚礼の衣を着ていない人がひとりいるのに気づきました。（12）王はその人に言いました。『友よ、どうして婚礼の衣を着ないでここに入って来たのか。』しかし、その人は黙っていました。（13）そこで王は給仕たちに言いました。『この者を手足を縛って外の暗やみに放り出せ。そこでは泣いて歯ぎしりするのだ。』（14）招かれる者は多いが、選ばれる者は少ないのです。」(マタイ22章1-14節)

私たちの主のたとえが明白にしているとおり、イスラエルにおける大いなる祝宴（御子の婚礼の祝宴。マタイ22章2節参照）、すなわち小羊とその花嫁の婚姻を祝うその席にいることは、まことに幸いです（上記ルカ14章15節）。しかし、そこに至る者、すなわち、招きを拒んで滅ぼされる者ではない者（すなわち獣の刻印を受け、それゆえに先行する「雷のさばき」、また「火のバプテスマ」としても知られるさばきによって滅ぼされる者ではない者）[footnoteRef:21]、そしてさらに、その後の荒野におけるさばきにおいて不適格とされない者たち（上記マタイ22章11-14節において、正しい礼服を着ていなかったために退けられた人が示しているような状態に陥らない者たち）だけが、その地に入ることを許され、これから来るすべてのすばらしい祝福を享受することができるのです。 [21:  ダニエル12章1節参照：「その時、あなたの民は救われる、すなわち、その書[いのちの書]に記されている者はみな」――すなわち、獣の刻印を拒んだ者たちの名はすべていのちの書にとどまり、そのため彼らは「火のバプテスマ」の対象とはならないのです。] 



3) 清めの過程： 

（25）兄弟たちよ。この奥義についてあなたがたに知らずにいてもらいたくはない。それは、あなたがたが自分を過大に評価しないためである。異邦人の満ちる時が来るまで（すなわち、再臨の時に教会が完成するまで）、イスラエルの一部はかたくなになっているのである。（26）そして、このようにして（すなわち、メシヤの再臨を目撃して信じるに至ることによって）、すべての［真の］イスラエルが救われる。次のように書いてあるとおりである。「救う者がシオンから出て、ヤコブから不敬虔を取り除く。（27）これが、わたしが彼らの罪を取り除くとき、彼らと結ぶわたしの契約である。」(ローマ11章25-27節)

すでに本シリーズ前回で見たとおり、イスラエルのすべてがその地の境に集められるとき、その中の多くはすでにイエス・キリストを信じるに至っています。すなわち、天に現れる十字架のしるしと、主の奇跡的な再臨を目撃することによって、主がメシヤである真理を確信するのです。

見よ、彼は雲に乗って来られる。すべての目が彼を見るであろう。彼を突き刺した者たちも。また地上の諸族はみな、彼のゆえに嘆くであろう。（黙示録1章7節）

わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと悔い改めの霊を注ぐ。彼らは、自分たちが突き刺したわたしを仰ぎ見て、ひとり子のために嘆くようにその者のために嘆き、長子のために激しく泣くように、その者のために激しく泣く。（ゼカリヤ12章10節）

さらに、悔い改めの過程は、このさばきの期間の終わりに至るまで続くことを示すしるしもあります。

（4）イスラエルの子らは、多くの日の間、王もなく、君もなく、いけにえもなく、石の柱もなく、エポデもテラフィムもなく過ごす。（5）その後、イスラエルの子らは帰って来て、その神、主と、彼らの王ダビデを求め、終わりの日に主とその恵みとにおののきつつ来る。（ホセア3章4-5節）

上に引用したホセア3章の文脈が明らかにしているとおり、主はイスラエルが以前は乗り気でなかったにもかかわらず、彼女との和解を強く望んでおられます。それは、ホセアが妻の不貞にもかかわらず彼女と和解するよう命じられたのと同じです。

（10）「シオンの娘よ、喜び歌え。歓呼せよ。見よ、わたしは来て、あなたのただ中に住む。」と主は言われる。（11）「その日、多くの国々が主に連なり、わたしの民となる。わたしはあなたのただ中に住む。あなたは、万軍の主がわたしをあなたに遣わされたことを知る。」（ゼカリヤ2章10-11節）

千年期の間に、イスラエルの残りの者の子孫における心の変化は、ユダヤ人がキリストへの信仰へと流れ込む大きなうねりをもたらします（それは教会時代を特徴づける異邦人の大きな流れに匹敵します）。メシヤを顔と顔とを合わせて見ることにより（申命記4章30節; イザヤ17章7-8節; エレミヤ3章22節後半-25節, 23章19-20節; ヨエル3章17節; ゼカリヤ12章10-14節; 黙示録1章7節; イザヤ31章6節, 60章20-21節; マタイ24章30節参照）、イスラエルは主に立ち返り、その数は割合において教会時代の最大の増加をもしのぐことになります。神はご自分の選ばれた民を豊かに祝福し、約束されたすべてのことを成就されるのです（詩篇80篇18節; イザヤ65章8-10節; エレミヤ31章31-34節; エゼキエル20章33-38節, 37章11-14節; ホセア1章10-11節; マラキ4章5-6節; マタイ23章39節; ローマ11章26節）。しかし悲しい事実として、イスラエルが「荒野」でほぼ二千年を過ごしてきたにもかかわらず（アモス9章9節）、艱難期のあらゆる圧力にもかかわらず（イザヤ48章10節; ルカ13章6-9節参照）、また「人はみな共に主の栄光を見る」とある再臨のすべての栄光にもかかわらず（イザヤ40章5節）、さらに主との顔と顔を合わせるこのさばきの過程にもかかわらず、最初の生存者たちの多くの心のかたくなさは持続し、打ち砕かれることがありません（ゼカリヤ2章10-11節参照）。聖書はこの点について非常に明確です。再び集められた者のすべてが入るのではなく、ただ残りの者だけが入ります。そしてその残りの者は一貫して少数であると描写されています（イザヤ6章13節, 17章5-7節, 65章8-12節; エレミヤ50章20節; ヨエル2章32節; ミカ4章6-7節; ローマ9章27-29節; ゼカリヤ13章8節参照）。

イスラエルよ、たといあなたの民が海の砂のようであっても、そのうち残る者[だけ]が帰って来る。（イザヤ10章22節）

わたしはあなたがたを選ぶ。町からひとり、氏族からふたりを選び、あなたがたをシオンに連れて行く。（エレミヤ3章14節/NIV訳）

（8）「全地において」と主は言われる。「三分の二は断たれて滅びる。しかし三分の一はそこに残る。（9）この三分の一をわたしは火の中に入れ、銀を精錬するように彼らを精錬し、金を試すように彼らを試す。彼らはわたしの名を呼び、わたしは彼らに答える。わたしは『彼らはわたしの民である』と言い、彼らは『主は私たちの神である』と言う。」（ゼカリヤ13章8-9節/NIV訳）

特に最後の箇所から明らかなとおり、艱難期においてユダヤ人の人口が全体として著しい死者が発生することに加えて、生き残る「三分の一」もまた「精錬される」ことになります。すなわち、彼らは選り分けられて清められ、信者の残りの民へと整えられるのです。この残りの者が、千年期における豊かなユダヤ人の人口の根株となります。その大多数は、彼らの先祖と同様に、まことのメシヤであるイエス・キリストへの信仰の歩みに従い続けることになります。

清めの過程は、エゼキエル20章から明らかに見ることができます。この主題に関係する箇所は次のとおりです。

（37）わたしはあなたがたを杖の下を通らせ、契約のきずなに入らせる。（38）わたしはあなたがたの中から、わたしに逆らい、わたしに背く者たちを除き去る。わたしは彼らをその寄留の地から連れ出すが、イスラエルの地には入らせない。そのとき、あなたがたは、わたしが主であることを知る。（エゼキエル20章34-38節）

したがって、このさばきの手続きは、マタイ25章31-46節に記されている最後のさばきの初期段階、いわゆる羊と山羊のさばきと非常によく似ています（第VI章1節で扱います）。どちらの場合も、分けられなければならない混在した集団がおり、またどちらの場合も、分けるのは主イエス・キリストご自身です。しかし、羊と山羊のさばきが歴史の終わりにおける千年期の全住民を対象とするのに対し、このさばきは、火のバプテスマの後になお生き残り、イスラエルの地の入口に再集結させられたユダヤ人だけに関わるものです。また、後のさばきは生ける復活をもって終わり、信じる者は永遠に入り、不信者は火の池に投げ込まれますが（マタイ25章41-46節）、この時にはそのような復活は起こりません。イエスを真に信じる者であることが示された者は、その肉体のままでメシヤの千年王国に入ります。イエスを受け入れることを拒む者は、苦しみの場所へ送られます。そこは、歴史の初め以来、すべての不信者が死後にとどまる一時的な場所であり、最後のさばきを待つ所です。さばきの基準、すなわち根拠は、新たに戻られたメシヤに対する各人の態度です。エゼキエル20章38節が述べているとおり、イエスは「わたしに逆らい、わたしに背く者たちを除き去る」のです。信仰によってイエス・キリストを受け入れ、従うことに抵抗するすべての者、すなわち、これまでに起こったすべてのことにもかかわらず不信を持ち続ける者は、その地に入ることを許されません。

したがって、艱難期を生き残ったユダヤ人の血統に属する者たちの中には、五つの明確な区分があります。

1. 以前に獣の刻印を受け入れた者たち：これらの者は、火のバプテスマの一環として処刑されます。

2. 主の再臨を目撃してイエス・キリストのメシヤ性を受け入れる者たち：これらの者は、このさばきの終了時にその地に入ることを許されます。

3. 先に起こった奇跡や、このさばきの間に与えられた宣言にもかかわらず、イエス・キリストのメシヤ性を受け入れることを拒む者たち：これらの者は、このさばきの過程で処刑され、最後のさばきを待つために苦しみの場所へ送られます。

4. 主の再臨を見たときにはイエス・キリストのメシヤ性を受け入れなかったが、このさばきの過程の中で悔い改め、イエスを救い主として受け入れる者たち：これらの者もまた、このさばきの終了時にその地に入ることを許されます。

5. まだ責任能力のある年齢や理解に達しておらず、この重大な決断について責任を負う段階にない者たち：これらの者もまた、このさばきの終了時にその地に入ることを許されます。

したがって、このさばきの目的は、約束の地において千年期が、「真理に逆らい、背く」傾向のある者や、支配者である主イエスに不平を言う者のいない、清められたユダヤ人信者の純粋な一団によって始まることを確実にすることだけではありません（レビ24章10-23節および使徒行伝5章1-11節の類似を参照）。それだけでなく、これまで何らかの理由でためらってきた者たちにも、かたくなな心を捨て、救いのための神の無償の恵みを受け入れるあらゆる機会を与えることにもあります。それにもかかわらず、そのように集められた者たちの相当数が、なおイエス・キリストのメシヤ性の真理を受け入れることを拒むという事実は、驚くべきことであり、また恐るべきことです。そしてそれは、真理がこれほどまでに圧倒的に示されているときでさえ、人間の心を盲目にする自己意志の高慢の力を証しするものでもあります。というのは、メシヤご自身と顔と顔を合わせ、その御口から福音のことばを聞き、不信の結果を自分の目で見ながら、それでもなお高慢に主を拒み続けることは、私たちの自由意志を完全に取り去らないかぎり、神がどのようなことをなさっても、すべての人間が信仰によって神に立ち返ることにはならない、という事実の動かしがたい証拠だからです。そして私たちは、自由意志を信仰において用いてイエス・キリストを受け入れる（あるいは拒む）ためにここにいるのですから、神は決してその自由意志を取り去ることはなさいません。

主の名を呼ぶ者はみな救われる。シオンの山とエルサレムには逃れ場があると主が言われたとおり、生き残った者のうち、主が呼ばれる者たちにも救いがある。（ヨエル2章32節）

（11）まことに、主なる神はこう言われる。「見よ、わたしは自らわたしの羊を捜し、これを尋ね求める。（12）牧者が、自分の羊が散らされている日にその群れの中にいて羊を捜すように、わたしもわたしの羊を捜し、雲と暗やみの日に散らされたすべての所から彼らを救い出す。（13）わたしは彼らを諸国の民の中から連れ出し、国々から集め、彼らの地に導き入れる。そしてイスラエルの山々、谷間、その地のすべての住まいで彼らを養う。（14）わたしは良い牧場で彼らを養い、イスラエルの高い山々を彼らの牧場とする。そこで彼らは良い牧場に伏し、イスラエルの山々で豊かな牧場に草を食む。（15）わたし自らがわたしの羊を養い、彼らを伏させる」と主なる神は言われる。（16）「わたしは失われた者を捜し、追いやられた者を連れ戻し、傷ついた者を包み、弱った者を強くする。しかし肥え太った者と強い者を滅ぼす。わたしは正義をもって彼らを牧する。（17）わたしの群れよ、あなたがたについて主なる神はこう言われる。見よ、わたしは羊と羊の間、雄羊と雄山羊の間をさばく。（18）あなたがたは良い牧場を食べるだけでは足りないのか。残りの牧場を足で踏みつけるのか。澄んだ水を飲むだけでは足りないのか。残りを足で濁すのか。（19）わたしの群れは、あなたがたが足で踏みつけたものを食べ、足で濁したものを飲まなければならないのか。（20）それゆえ、主なる神は彼らにこう言われる。見よ、わたしは肥えた羊とやせた羊の間をさばく。（21）あなたがたは脇と肩で押し、角で弱い羊を突いて追い散らした。（22）しかし、わたしはわたしの群れを救い、もはや略奪されることはない。わたしは羊と羊の間をさばく。（23）わたしは彼らの上にひとりの牧者、すなわちわたしのしもべダビデを立てる。彼は彼らを養い、彼らの牧者となる。（24）わたし主が彼らの神となり、わたしのしもべダビデが彼らの中で君となる。わたし主が語った。（エゼキエル34章11-24節）

出エジプトの時に、エジプトを出たすべての者が約束の地に入ったわけではなかったように（実際、年長の世代ではカレブとヨシュアだけがその地に入りました）、この将来のさばきにおいても同様です。出エジプトにおいて、まだ責任能力のある年齢に達していなかった子どもたちが、四十年の精錬の後にその地に入ったように、同じように、このさばきを通過して入る者たちの大きな割合は、現在は責任を問われないほど若い者たちであり、その結果として自動的に入ることを許されると考えられます。また、悔い改めの機会も与えられます。主ご自身から福音の宣言がなされ、神のことばの水による洗いを通しての救いの真理が示されます。すなわち、主の御人格と御業、キリストの血を受け入れることによって、すべての罪からの清めと解放と救いが、真理を受け入れる意思のあるすべての者にもたらされるのです（ヨハネ3章5節; エペソ5章26節; テトス3章5節; へブル10章22節; 第一ペテロ3章21節; へブル9章14節; ヤコブ1章18節; 第一ペテロ1章23節参照）。

主は、さばきの霊と焼き尽くす霊によって、シオンの娘たちの汚れを洗い落とし、エルサレムの血の汚れをその中から清められる。（イザヤ4章4節/NIV訳）

わたしは、彼らがわたしに対して犯したすべての罪から彼らを清め、わたしに対して犯したすべての咎と背きの罪を赦す。（エレミヤ33章8節/NIV訳）

「その日、その時」と主は言われる。「イスラエルの咎が捜し求められても、それはない。ユダの罪が捜し求められても、それは見つからない。わたしが残しておく残りの者を赦すからである。」（エレミヤ50章20節/NIV訳）

（18）あなたのような神がほかにあるでしょうか。咎を赦し、その相続の残りの者の背きを見過ごされる神が。あなたはいつまでも怒りを保たず、恵みを喜ばれる。（19）あなたは再び私たちをあわれみ、私たちの咎を踏みつけ、私たちのすべての罪を海の深みに投げ込まれる。（ミカ7章18-19節/NIV訳）

（9）「その時、わたしは諸国の民のくちびるを清め、彼らがみな主の名を呼び求め、肩を並べて主に仕えるようにする。（10）クシュの川の向こうから、わたしを礼拝する者たち、散らされたわたしの民が、わたしにささげ物を携えて来る。（11）その日、あなたはわたしに対して行ったすべての悪しき行いのために恥を見ることはない。わたしがあなたの中から高ぶり喜ぶ者たちを取り除くからである。あなたはもはや、わたしの聖なる山で高ぶることはない。（12）わたしはあなたの中に、へりくだった貧しい民を残す。彼らは主の名に信頼する。（13）イスラエルの残りの者は不正を行わず、偽りを語らず、その口に欺きは見いだされない。彼らは草を食み、伏し、だれも彼らを恐れさせる者はいない。（ゼパニヤ3章9-13節）

その日、ダビデの家とエルサレムの住民のために、罪と汚れを清める一つの泉が開かれる。（ゼカリヤ13章1節）

しかし、この時に以前の不信を悔い改め、イエスをメシヤ、そしてまことの神の御子として受け入れるすべての者は清められ、赦されますが、清めの過程は滓（かす）をあらわにし、そうでなければ「御国の子ら」であったはずの者たちは、外の暗やみに追い出されます。

わたしは再び手をあなたに向け、あなたの滓をことごとく取り除き、あなたの不純物をすべて除く。（イザヤ1章25節）

（11）「あなたがたに言うが、東からも西からも多くの人が来て、天の御国でアブラハム、イサク、ヤコブとともに食卓に着く。（12）しかし、御国の子らは外の暗やみに投げ出さる。そこでは泣いて歯ぎしりする。」（マタイ8章11-12節）

この過程が完了するとき、神は残りの者、すなわち信仰の試みに耐えた者たちを約束の地へ導き入れ、イエス・キリストの千年統治の栄光ある祝福を経験させられます。

（8）主はこう言われる。「ぶどうの房にまだ汁があって、人々が『それを損なうな。そこにはなお祝福がある』と言うときのように、わたしはわたしのしもべたちのためにそうする。わたしは彼らをすべて滅ぼすことはしない。（9）わたしはヤコブから子孫を出し、ユダからわたしの山々を所有する者を出す。わたしの選ばれた民がそれを受け継ぎ、そこにわたしのしもべたちが住む。（10）シャロンは再び羊の牧場となり、アコルの谷は牛の伏す所となる。わたしを求めるわたしの民のためである。」（イザヤ65章8-10節）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ.再臨における裁き：黙示録20章1-3節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.イスラエルの再集結ときよめ 
					

[bookmark: _Toc239517873][bookmark: Ⅰ_7]7. 教会のさばきと報い

「キリストの裁きの座」とも呼ばれるこの裁きは、復活した教会、すなわちキリストの花嫁（すなわち、アダムとエバから、キリストの再臨の前にキリストを受け入れる最後の人に至るまでの信者たち）に対する、キリストによる評価です。私たちの主は、これまで生きたすべての人間の人生を、その復活の後に、命に至るものであれ死に至るものであれ、個人的に評価されます。これは、そのような復活の裁きの最初のものです。なぜなら、教会はイエス・キリストの復活に続く復活の第一の集団であり、最終的な裁きは私たちから始まるからです。

神の家から裁きが始まる時が近づいているからである（第一ペテロ4章7節 参照）。そして、もしそれがまず私たちから始まるなら、神の福音（すなわち、イエス・キリストへの信仰による救いという『良い知らせ』）に従わない者たちには、いったいどのような結果になるであろうか。（第一ペテロ4章17節）

a. さばきの時と場所：

人の子は父の栄光のうちに御使いたちとともに来るが、そのとき、おのおのその行いに応じて報いる。（マタイ16章27節）

見よ、わたしはすぐに来る。わたしは報いを携えて来て、それぞれの行いに応じて報いる。（黙示録22章12節）

上の箇所および他の多くの箇所は、主の再臨の時における私たちの報いについて述べています（イザヤ40章10節, 62章11節; マタイ16章27節; ルカ14章14節; 黙示録11章18節, 22章12節）。したがって、教会のさばきは、イスラエルの再集結と清めが終わり、残りの者がイスラエルの地に再び住み着いた直後に行われる可能性がきわめて高いです。しかしそれは、なお死すべきからだにある者たちのさばきではありません。教会の最終的な評価は、アダムとエバから再臨に至るまでのすべての信者に関わるものであり、彼らはすでに主の再臨の時に復活し、キリストの花嫁の一部となっています。信者であれ不信者であれ、復活は各人の永遠の最終的な状態（救われているか、滅びているか）を確定させます。そして最終的なさばき（それぞれ報い、あるいは刑罰の確定のため）を受ける前に、復活は必要な出来事です（ダニエル12章1-3節; 黙示録20章11-15節参照）。

しかし、あなた[ダニエル]は終わりまで行きなさい。あなたは休み、日々の終わりに、あなたの割り当てられた分を受けるために立ち上がる。（ダニエル12章13節）

したがって、このさばきにおいて私たちの永遠の身分が問題となることはありません。たとえ生涯においてイエスのための実りがほとんどなかった場合であっても、すべての偽りの働きは焼き尽くされますが、そのような信者もなお「救われる」のです。ただし「火の中をくぐるようにして」です（第一コリント3章15節）。イエス・キリストに対する信仰を保ったまま生涯を終えた私たちは、たとえ永遠の報いが最小のものであったとしても、永遠に主のからだの一部であり続けます。

（10）神から私に与えられた恵みに従い、私は賢い建築家のように土台を据え、別の人がその上に建てる。しかし、それぞれがどのようにその上に建てるかに注意しなさい。（11）だれも、すでに据えられている土台のほかに、別の土台を据えることはできない。その土台とはイエス・キリストである。（12）もしだれかが、この土台の上に、金、銀、宝石、あるいは木、草、わらで建てるなら、（13）いずれの場合でも、その人のわざは明らかにされる。その日がそれを明らかにするからである。なぜなら、それは火によって現され、その火が各人のわざがどのような質であるかを評価するからである。（14）もしだれかがその土台の上に建てた自分のわざが残るなら（すなわち、火による評価によって焼き尽くされないなら）、その人は報いを受ける。（15）もしだれかのわざが焼けてしまうなら、その人は損失を受けるが、彼自身は救われる――しかし、このようにして、すなわち火を通るようにして救われるのである。（第一コリント3章10-15節）

ローマ14章10-12節および第二コリント5章10節は、ともにこのさばきが「キリストのさばきの座の前で」行われると述べています。「さばきの座」（また「法廷」とも訳されます）という語は、ギリシヤ語のベーマ（βῆμα／bēma）であり、公の演説や裁判の執行のために用いられる公的な壇、演壇、または高座を指します。後者の意味は、パウロがこれら二つの箇所で用いているたとえ、すなわち信者の地上での奉仕の公的評価をローマの司法制度にたとえている点と、よりよく一致します（使徒行伝18章12-17節; 参照. マタイ27章19節; ヨハネ19章13節; 使徒行伝12章21節, 25章6-17節）。現代の多くの司法の場が屋内で行われ、一般に広く公開されないのとは異なり、ローマの裁判では、都市や自治体の中心部で、しばしば屋外において、常にだれもが立ち会える形で行われました。同様に、キリストのベーマ、すなわちさばきの座の前での私たちの評価も公的なものとなります。そして教会のすべての成員が評価されるのですから、キリストのからだ全体が立ち会うと考えるのが自然です。この状況は、会場が屋内、すなわちキリストが千年の間統治される神殿の至聖所の中ではなく、屋外であることを示唆しています。そしてイザヤ書によれば、千年期の間、エルサレムには神殿の近くに、そのような大規模な屋外の集会の場所があり、奇跡的に風雨から守られることが示されています。

（5）主はシオンの山の上と、そのすべての集会の上に、昼は煙の雲、夜は燃える火の輝きを創造される。そのすべての栄光の上には天蓋がある。（6）それは昼の暑さを避ける陰となり、また暴風や雨を避ける隠れ場、避難所となる。（イザヤ4章5-6節）

空間の困難（教会のおおよその規模は不明ですが、エデン以来、真に主に信仰を置いた者たちの数が数十億に達していたとしても、それは少しも不思議ではありません）や、時間の困難（明らかに、各人に個別の評価を与えるには、莫大な量の「地上の時間」を必要とすることになります）は、超自然的に解決される可能性が高いです。というのも、その時点で評価を受けるすべての者は「永遠の存在」となっているのであり、裁く方も裁かれる者も、通常の時間や空間の制約の内側にとどまりつつも、それらの外側にもある程度立つことができるようになるからです（復活のからだが、現在私たちが理解している時間と空間の制限に逆らうことができることと比較してください）。したがって、七つの裁きの最後である「教会のさばき」がどれほどの時間を要するかという問題は、聖書には示されていませんが、他の再臨に関わるさばきとの関連から考えると、それは確かに比較的短い期間で行われるに違いありません（ここでも「地上の時間」で見てのことです）。それは、この出来事が、もし現在の時間と空間の法則（それに私たちの主が明らかに制限されているわけではなく、また復活においては、私たちの現在の地上の制約も大きく変えられることになります）に制限されているとすれば、本来は達成するのに非常に長い期間を要するはずのことを、私たちの主が（現在の私たちの時間の理解で言えば）ほとんど瞬時に行われる場合であることを示しているように思われます。[footnoteRef:22] したがって、この七つのさばきの最後のものである「教会のさばき」がどれほどの長さになるのかは聖書に明示されていませんが、他の再臨時のさばきと結びついていることからすれば、確かに比較的短期間であるはずです（やはり「地上の時間」において）。それは、現在の時間と空間の法則に制限されているなら非常に長い期間を要するであろうことを、私たちの主がほとんど瞬時に（現在の時間理解の観点から）行われることを示しているように思われます（主は明らかにそのような制限には縛られず、復活においては私たちの現在の地上的制約も大きく変えられます）。[footnoteRef:23] [22:  過去六千年の間の信者の総数を、非常に控えめで、しかもほぼ確実に少なすぎる数として十二億人と仮定したとしても、それでもなお、「実時間」で昼も夜も裁きを行うとすれば、約六万八千年が必要となり、各人が私たちの主から約束されている個人的な裁きを受けるために割り当てられる時間は、一人につきわずか三十分しかないことになります。]  [23:  サタンは、私たちの主に、この世の諸国とそのすべての栄光を「一瞬のうちに」見せることができました（ルカ4章5節）。もし一つの被造物にすぎない者（しかも悪しき者である者）が、現在のコスモス（κόσμος／kósmos）においてそのような時間の圧縮を行うことができたのであれば、主が、私たちの裁きの時間を、人間の時間の流れで言えば瞬きの間にまで圧縮することがおできになると、確かに言えるでしょう。] 


b. さばきの順序：

私たちが主によってどの順序でさばかれるのかについて、聖書は明確には述べていません。しかし、その順序は功績に従って進むことを示唆する多くの点があります。すなわち、年代順（アベル、アダムとエバなどから始める）でもなく、逆年代順（キリストの出現直前に救われた最後の艱難期の世代から始める）でもなく、最も偉大な信者たちから最も小さい者たちへと進むと考えられます。王ダビデや預言者たち、使徒たちのような者たちから始まり、この世における実りが最小限であったすべての者たちで終わることになります。

1) 多くの後の者が先になる：

この世で高く上げられた多くの者が、そうでなかった者と立場を逆転させるという主の預言は、自己利益に仕える自己高揚（すなわち地位や肩書そのものではなく、自ら求めた昇進）が報いを失わせる傾向がある一方で、神の御国に仕える自己卑下（すなわちそれ自体を目的としたゆがんだ禁欲ではなく、キリストの教会に仕えるためになされた真の犠牲）が、現在の秩序の逆転をもたらす傾向があるという原則と明らかに結びついています。

だれでも先頭に立ちたいと思うなら、みなの最後の者となり、みなの仕える者とならなければならない。（マルコ9章35節）

だから、この子どものように自分を低くする者が、天の御国でいちばん大きいのである。（マタイ18章4節）

あなたがたの中でいちばん小さい者が、いちばん大きいのである。（ルカ9章48節）

この意味において、「先の者と後の者」が入れ替わるというイエスのことばを理解すべきです。この世の基準は、私たちの永遠の報いを決定する際に主が用いられる基準ではありません。むしろ主は真のさばきを行われ、「多くの」この世で偉大に見えた者が実際にはほとんど実を結んでいなかったことが明らかにされ、「多くの」この世で取るに足りないように見えた者が実際には豊かな実を結んでいたことが明らかにされます。そしてそれぞれが「その行いに応じて」報いを受けます（詩篇62篇12節; マタイ16章27節; ローマ2章6節; 第一コリント3章8節; 黙示録2章23節, 22章12節）。

それは、この世の目に「偉大」に見えるすべての者が永遠においてはそうではない、という意味ではありません（たとえば、ダビデ、モーセ、ダニエル、預言者たち、使徒たち、その他多くの者は当時も偉大に見え、実際に偉大でした。これらの人々がその日の高い位置を占めることは疑いありません）。また、この世の評価で取るに足りないように見えるすべての者が、永遠においてはそうではない、という意味でもありません（主のために実を結んでいないように見える者の中には、実際に結んでいない者もいるからです）。それでもなお、この点について主が強調されたことは、現在の見かけが「多くの」場合において欺きやすいものであるという原則を心に留めるべきであることを強く示しています。いま私たちの目に御国で先頭に立っていると思われる「多くの」者が、実際には主のために重要な実をほとんど結んでいなかったことが明らかにされる一方で、現在はその働きや犠牲があまり目立たない「多くの」者が、「神がイエス・キリストによって人々の隠れたことをさばかれる日」に（ローマ2章16節）、主のために大きな実を結んでいたことが明らかにされるのです。このゆえに、私たちは「その時が来る前にさばく」ことを控えるべきです。

（4）わたしをさばく方は主である。（5）だから、主が来られるまでは、何事についても早まってさばいてはならない。主は暗闇に隠れていることを明るみに出し、心のはかりごとを明らかにされる。そのとき、それぞれの人は神から称賛を受ける。（第一コリント4章4節後半-5節）

この観点から見るなら、「多くの先の者が後になり、多くの後の者が先になる」という主のことばは、キリストの教会のさばきの順序が上で述べたように、すなわち最も功績の大きい者から最も小さい者へと進むことをも示している可能性が高いです。

しかし、多くの先の者が後になり、後の者が先になる。（マルコ10章31節/NIV訳）

見よ、後の者が先になり、先の者が後になることがある。（ルカ13章30節/NIV訳）

最初の箇所、マルコ10章17-31節の文脈は、金持ちの青年が永遠のいのちを受け継ぐために何をすべきかをイエスに尋ねたこと、財産を売るように言われて失望したこと、そしてイエスに従って犠牲を払ってきたペテロが、自分たちの受ける報いについて確認を求めたことです。この背景のもとでの「多くの先の者が後になり、後の者が先になる」というイエスのことばは、この世の目には当時の使徒たちが裕福で権力あるパリサイ人やサドカイ人に比べて無に等しく見えたとしても、さばきにおいてはその立場が逆転することを示すものです（したがってペテロたちは、現在の低い立場ではなく、永遠の報いに目を向け続けるべきでした）。第二の箇所、ルカ13章22-30節の文脈は、救いの狭い門についてのイエスの説明と、その時代の著名な宗教指導者の多くが千年期の大いなる祝宴から締め出されることです。この背景においても、「後の者が先になり、先の者が後になる」というイエスのことばは、この世で名声を得ている者のうち神の目にもそのように評価される者は少なく、反対に、この世では取るに足りないと見なされている多くの者が、その将来の日に栄誉を受けることを示しています。

この「先―後、後―先」に関する一連の箇所の中で、この役割の逆転（すなわち、見かけだけ霊的に見える者と、無名であっても真に功績あるキリストの働き人との対比）と、さばきと報いの順序との対応を最も明確に示しているのは、ぶどう園の労働者のたとえです。

（30）しかし、多くの先の者が後になり、多くの後の者が先になる。
（1）「天の御国は、朝早くぶどう園で働く人を雇いに出かけた家の主人のようなものである。（2）主人は一日一デナリの約束で労働者たちと合意し、彼らをぶどう園に送った。（3）第三の時ごろにまた出て行くと、市場で何もしないで立っている人たちを見た。（4）そこで彼らに言った。『あなたがたもぶどう園に行きなさい。相当の賃金を払おう。』（5）彼らは出かけて行った。主人は第六の時ごろと第九の時ごろにも出て行き、同じようにした。（6）第十一の時ごろにも出て行き、ほかの人たちが立っているのを見て言った。『なぜ一日中ここに立って何もしないでいるのか。』（7）彼らは言った。『だれも雇ってくれないからです。』主人は言った。『あなたがたもぶどう園に行きなさい。』（8）夕方になって、ぶどう園の主人は監督に言った。『労働者たちを呼び、最後に雇った者たちから始めて、最初の者たちにまで賃金を払え。』（9）第十一の時ごろに雇われた者たちが来て、それぞれ一デナリを受け取った。（10）最初に雇われた者たちが来たとき、もっと多くもらえると思った。しかし彼らもそれぞれ一デナリを受け取った。（11）受け取ると、主人に対して不平を言い始めた。（12）『最後に来たこの者たちは一時間しか働かなかったのに、あなたは一日の労苦と暑さに耐えた私たちと同じにしました。』（13）しかし主人はその一人に答えた。『友よ、わたしはあなたに不当なことはしていない。あなたは一デナリで合意したではないか。（14）自分の分を取って帰りなさい。わたしは最後に来たこの人にも、あなたと同じだけ与えたいのだ。（15）自分のものを自分の思うようにしてはならないのか。それとも、わたしが気前よくするのでねたむのか。』（16）このように、後の者が先になり、先の者が後になる。」（マタイ19章30節-20章16節）

上記第十六節で「このように」（ギリシヤ語ホウトス〈οὕτως／houtōs〉、「このように／この仕方で」）という語が用いられていることから、期待されていた順序の逆転こそが、「後が先、先が後」という預言の成就であることがわかります。これを教会全体に当てはめるなら、一デナリは、キリストを信頼するすべての者が等しく持つ救いの賜物を表します。最初に雇われた労働者は、この世の基準によれば、より大きな報いを受けるにふさわしいと思われる者たちを表しています。一方、最後に雇われた者たちは、その反対、すなわち最も小さな報いしか受けないと思われる者たちのように見えます。しかし実際には、状況は世の印象とはまったく逆です。ここで解釈上重要なのは、今この時点では私たちの目に見えにくい働きをしている者たちが、評価の順序によってより大きな栄誉を与えられているという点です。列の最後で待たされるのではなく、彼らは最初に賃金を受け取ることによって高く引き上げられています（それとは反対に、私たちの目にはよりふさわしく見える者たちは、実際にはそうではなく、真にふさわしい者たちの後ろに置かれています）。したがって、このたとえは、神の目において真に第一である者たちが、最初にさばきと報いを受けること、そして私たちにはより目立って見えても実際にはそうでない者たちは後に回されることを示しています。その状況は、彼らの報いが比較的小さいこともまた反映しているのです。

2) 宴会の客のたとえ：

（7）イエスは、招かれた人々が上座を選んでいるのを見て、たとえを話された。（8）「婚礼の祝宴に招かれたときには、上座に着いてはならない。あなたよりも身分の高い人が招かれているかもしれない。（9）あなたとその人を招いた主人が来て、『この人に席を譲ってください』と言うなら、あなたは恥をかいて末席に着くことになる。（10）招かれたなら、末席に着きなさい。そうすれば、主人が来て、『友よ、もっと上の席へ進みなさい』と言うだろう。そのとき、同席しているすべての人の前で誉れを受ける。（11）だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされる。」（ルカ14章7-11節/NIV訳）

先の者と後の者の場合と同様に、自分は「第一の席」にふさわしいと思い（また他の人々からもそのように見なされている）多くの者が、真の審判者が評価を始めるとき、列の最後へと下げられることになります。それとは対照的に、最初は同席者からそのような誉れにふさわしいと見なされず、自分自身でもそう思っていなかった者たちが、第一の地位へと引き上げられます。キリストのために自らを低くすること、すなわちこの世が尊ぶものではなくイエスのご計画をこの人生において追い求めることは、通常この世での栄光をほとんどもたらしません。しかしそれこそが、主のために真に価値あることを成し遂げる唯一の道であり、その結果としてその大いなる日に主によって高く上げられ、第一の位に進められる道です。すなわち、より大きな報いを反映する順序において早く評価されることです（それに対して、この世で誉れを求めながらイエスのためにほとんど実を結ばなかった者たちは、最後に評価される者たちに属し、それはより小さな報いを示しています）。

3) タラントとミナのたとえ：

タラントのたとえ（マタイ25章14-30節）とミナのたとえ（ルカ19章11-27節）は、細部においては同一ではありませんが、同じ原則を教えています。どちらの場合も、主人または王は私たちの主を表し、しもべたちは私たちを表しています。いずれのたとえにおいても、しもべたちは主人の金を与えられ、主人が戻るまでそれを有効に用いるよう命じられます（主人の帰還は再臨を表しています）。私たちに与えられる金は、主に代わってこの地上で行動するための手段、機会、そして権威を表しています（マルコ13章34節参照）。それは私たちに与えられた賜物に応じたものです（英語の “talent(タレント)” という語は実際にこのたとえに由来します）。タラントとミナはいずれも、バビロンからローマに至るまで、古代地中海世界全域で用いられていた貨幣単位です。用いられる基準の違いによって、タラントのおおよその重さは約27キログラムから45キログラムの範囲に及ぶことがありました。現在の金価格に換算すれば、一タラントは現代の価値で百数十万ドルにも相当し得ます（ただし、貨幣が相対的に希少であった古代経済における購買力は、さらに大きかったと考えられます）。ミナ（またはムナ）は通常タラントの六十分の一であり、依然として高価ではあるものの、かなり低い価値でした（タラントを与えられたしもべたちの総額と、一人一ミナを与えられたしもべたちの総額を比較すると、およそ八百万ドルと二万から三万ドルほどの差に相当します）。これら二つの類似したたとえにおける大きな差は、私たちに与えられる賜物や機会にも大きな幅があることを示しています。しかし、さばきの基準はすべての場合において同じです。主はご自分の投資に対する実りを期待しておられ、私たちの努力に比例して、すばらしく豊かな報いを与えられます（たとえば、一ミナで十ミナをもうけた者は十の町を治め、一ミナで五ミナをもうけた者は五つの町を治めます）。しかもその報いは、私たちの結果をはるかに超える、想像も及ばないほど豊かなものです（古代世界の基準においては、なおさら、町を治めることは一ミナよりもはるかに大きな価値を持っていました）。ここでの要点は、両方のたとえにおいて、最も多くを成し遂げたしもべたちが最初にさばかれ、報いを受け、さばきは何も成し遂げなかったしもべに至るまで、順次下っていくという点です。

4) 千年期の職務：

最後に、信者がキリストの千年統治を分かち合うことがわかっている以上（マタイ25章19-23節; ルカ22章28節; 第一コリント6章3節; ローマ8章17節; 第二テモテ2章12節; 黙示録1章6節, 2章26-27節, 3章21節, 20章4-6節参照）、最高の地位に就く者たちが最初に報いを受けると考えるのは当然です（いかなる階層組織を整える場合でも、最上位の地位から始めるのが通例だからです）。ダビデや、キリストの右と左に座る二人（おそらくモーセとエリヤ）、そして十二使徒のような者たちが、評価において第一の位置の誉れを受け、主が確立される千年期の統治構造の中で最初にその地位に就くことは、論理的であるだけでなく、聖書が示すふさわしい栄誉の概念とも一致しています。
	
c. さばきの手続きと基準：
受肉によって、すべてのさばきは私たちの主イエス・キリストの手にゆだねられました（ヨハネ5章22節; 使徒行伝10章42節参照）。イエスは今この時も私たちの審判者であり、その日に私たちをさばかれるのもこの方です。そうである以上、キリストにある兄弟姉妹を批判し、さばきを自分の手で行おうとするいかなる考えも、（すぐ下の聖句箇所が述べているとおり）きわめて思い上がったものです。私たちはイエスの花嫁、すなわちその教会です。そしてこの地上の生涯を主のためにどのように生きたか（あるいは生きなかったか）を、個人的に評価されるのは主ご自身です。

（10）それなのに、なぜあなたは兄弟をさばくのか。あるいは、なぜ兄弟を軽んじるのか。私たちはみな神のさばきの座の前に立つことになるのである。（11）「わたしは生きている、と主は言われる。すべてのひざはわたしにかがみ、すべての舌は神をほめたたえる。」（イザヤ45章23節）（12）だから、私たちはそれぞれ、自分について神に申し開きをすることになる。（ローマ14章10-12節）

私たちはみなキリストのさばきの座の前に立たなければならない。それは、それぞれが自分のからだを通して行ったことに応じて、善であれ無価値なことであれ、報いを受けるためである。（第二コリント5章10節）

これらの箇所および他の箇所から明らかなように、このさばきは徹底的で包括的なものです。私たちの行いは一つ一つ評価され、私たちがこの地上の生涯において時間、資源、機会を用いて「何を成し遂げたか」に応じて、永遠の報いが決まります。したがって、主のさばきは非常に詳細なものであり、私たちのすべての良い行いと、すべての否定的な行いをも含みます（第一コリント3章12-15節）。さらに、私たちのすべてのことばさえも含まれます（マタイ12章36-37節; へブル13章17節; ユダ1章15節参照）。直前の第二コリント5章10節の文脈において、パウロはこの将来のさばきを、今ここでの私たちの行動を動機づけるために用いています。この将来のさばきは、（復活の後に行われるとはいえ）私たちの地上の生涯の頂点となる出来事だからです。ですから私たちは、「主に喜ばれることを第一の目標にする」べきなのです（同9節）。もし私たちが今この瞬間に主の御前に立つとしたら、私たちは、この人生のあらゆる苦しみと喜びが、ただそれらを主への奉仕において乗り越えたかどうか（あるいは、そうしなかったかどうか）という点においてのみ意味を持っていたのだと、今よりもはるかに深く悟るに違いありません。実際、パウロが私たちの目標や願い、心構えを表すために用いている語は、ギリシヤ語フィロティメオマイ（φιλοτιμέομαι／philotimeomai）であり、語源的にも本質的にも「誉れや地位、昇進を愛する」という意味を持ちます。この動詞はギリシヤ文学全体において、政治、競技、その他あらゆる分野において最高の栄誉を目指して競う、強い内的動機を持つ人々を表すために用いられます。そのような人々は「野心的」であり、それぞれの分野で成功を切望する燃えるような願いを持っています。パウロが別の箇所で述べているとおり（第一コリント9章25節）、キリストを信じない人々は「朽ちる冠を得るために」全力を尽くしますが、私たちは「朽ちない冠を得るために」そうするのです。私たちがイエスの御前に立つとき、評価されるのはことばや行いだけではなく、心の意図や動機もであることは確かです。もし私たちが、永遠に主をあがめる報いとその主ご自身よりも、この世と世のものを愛していたなら、そのこともまた明らかにされます。

わたしをさばく方は主である。だから、主が来られるまでは、何事についても先にさばいてはならない。主は暗やみに隠れていることを明るみに出し、心のはかりごとを明らかにされる。そのとき、それぞれの人は神から称賛を受ける。（第一コリント4章4-5節）

私たちは他人をさばいてはならないだけでなく、「その時が来る前に」自分自身をさばくことも控えるべきです。その理由は明らかです。もし私たちが自分の奉仕に目に見える進歩がないことを理由に自分に厳しすぎるなら、実際には自分の責任ではない些細なことのために不必要に落胆し、その結果として努力を緩めてしまうかもしれません（主がなさることを望んでおられる奉仕であっても、他の働きのように目立った結果を生まない場合も常にあります）。一方で、もし私たちが自分や自分の働きに満足しすぎるなら、その評価が正しい場合であっても、あるいは大きく見誤っている場合であっても、いずれにしても、すでに「到達した」かのように努力を緩めてしまう可能性があります（しかも、もし主が私たちに特に豊かな畑を与えておられるなら、主は少ない実ではなく、より多くの目に見える実を期待しておられることは確かです）。私たちが耕すべき特定の畑が、非常に肥えたものであれ、不毛なものであれ、それを割り当てられたのは主イエスです（第一コリント12章5節）。そして結果を与えられるのは父なる神です（第一コリント12章6節; マルコ4章26-28節参照）。したがって、前方のゴールに目を向け続け、後ろを振り返る誘惑に抵抗することによって、私たちは両方の落とし穴を避けることができます。

（13）兄弟たちよ、わたしはすでに得たとは思っていない。ただ一つのことをしている。うしろのものを忘れ、前のものに向かって身を伸ばし、（14）キリスト・イエスにあって神が上に召してくださるその賞を得るために、目標を目ざして走っている。（ピリピ3章13-14節）

私たちは競走の道を知っています。規則も知っています。どのように走るべきかも知っています。今はコースを見回したり、どれほど進んだかを振り返ったりする時ではありません。今は走る時です。主が望まれる仕方で走り続けるなら、報いはおのずと与えられます。

手続きの点では、前に述べたとおり、私たちの評価は主との対話の形を取ると考えられます。タラントとミナのたとえにおいて、主人はしもべたちを呼び出し、どのように働いたかを確かめます。そしてしもべたちは報告をします（マタイ25章19節; ルカ19章15節参照）。いずれの場合も、報告が好ましいものであれ、そうでないものであれ、主人はその結果に基づいて報い（または処罰）を宣告します。これらのたとえが示す一般的な方法と、キリストのさばきの座における具体的手続きとの間には、二つの明白な違いがあります。第一に、主は私たちが何をしてきたかを前もって完全に知っておられますから、手続きの中で何かを「知るようになる」ということはありません。第二に、命令をまったく果たさず、その結果として地獄に投げ込まれる最後の人物は、不信のまま生涯を浪費した者を表しています。この人々は最後のさばきで評価されます。実りが最小限であった信者は最後に、しかも最も小さく報われます（前述のとおり）。また、真に無価値であった働きをした信者は、期待していた報いを失いますが（第一コリント3章10-15節）、このさばきにおいて永遠のいのちやキリストにある完全な分け前を失う者はひとりもいません。[footnoteRef:24] [24:  主が、永遠の裁きの全過程を一つのものの中に「望遠鏡のように圧縮して示された」こと（ただし、その実際の過程においては、信者に対する二つの評価と、不信者に対する一つの評価が含まれることになります）は、「預言の短縮遠近法」として知られている、標準的な預言的手法です（このシリーズの第1部、第IV章1節a項＜A5印刷本「来たる艱難期第一部：艱難期の聖書研究資料」の62頁-＞で部分的に扱いました）。] 


このさばきが対話形式であることは、主が共観福音書で述べられた、千年期の信者（マタイ25章の「羊」）の評価、そしてそれに続くすべての不信者の最後のさばき（同章の「山羊」）の描写からも推測できます。どちらの場合も、主はまずその人の行いに基づいて全体的評価を述べます。その行いはその人の救いか滅びかという状態を反映しています。そして評価を受ける者は問いかけをし、主がそれに答えられます。これらは概要的な描写ですから、行為や欠如の一覧がすべての人に同一であることを示すものではありません。ただ、私たちのさばきにおいても、問いと答えのやり取りを通して、自分の生涯の働きの質（あるいはその欠如）が明らかにされることが示されています。同様の図は第一ペテロ4章5節にも見られます。不信者は「生きている者と死んだ者とをさばこうとしておられる方に申し開きをする」と言われています（彼らは黙示録20章12-13節によれば「その行いに応じて」さばかれます）。また、へブル13章17節では、牧会者たちが「申し開きをする者として」労苦していると述べられています。彼らの奉仕のもとにある者たちは、彼らが喜びをもって申し開きをし、うめきながらではないように従うべきであるとされています。要するに、キリストのさばきの座の前における私たちの生涯の評価の具体的手続きについて聖書が示していることは、完全な権威と完全な証拠を持つ裁判官が、教訓と報いのために個人の記録を評価する場合に当然予想されるものです。すなわち、事実が問いと答えの過程を通して明らかにされ、最後に裁判官が宣告を下す対話です。そしてその宣告が、私たちの永遠の報いを永遠にわたって決定するのです。この厳粛な事実からパウロが引き出す結論は、第二コリント5章10節のさばきの座についての言及に続いて、明確に示されています。

こうして、私たちは主を恐れるとはどういうことかを知っているので（すなわち、このさばきを思い見て）、（よい走り方をするようにと）すべての人を説得しようと努めている。私たちの動機は神には明らかである。そして、あなたがたの心（直訳「良心」）にも明らかであってほしいと願っている。（第二コリント5章11節）

私たちはこのことを真剣に受け止め、この将来のさばきに照らして自分の生涯を整えるべきです。私たちはこの世で果たさなければならないこと（仕事や職業）、自ら引き受けたこと（結婚や家庭）、さらには自分で選んだこと（趣味や活動）において成功しようと努めています。それならば、地上の短い生涯だけでなく永遠にわたって意味を持つことにおいて、少なくとも同じ熱意をもって努めないのはなぜでしょうか。教会のすべての兄弟姉妹の前で、主ご自身によって公にさばかれるという見通しは、私たちに敬虔な畏れを抱かせるべきです。しかし、それは不合理な恐怖ではありません。神は、私たちにできないことを求めておられるのではありません。イエスのために生きることが時にどれほど困難に思えたとしてもです。私たちはこの競走を、一歩ずつ、一日ずつ、一つの思い、一つのことば、一つの行いずつ走ります。そしてそれらはすべて数えられています。どれほどレースの終盤に差しかかっていようとも、私たちにはなお時間があります――「きょう」と呼ばれているうちに（へブル3章13節）――残されているすべての機会を、イエス・キリストのために価値あるものとする時間があるのです。私たちがその気になりさえすれば、神は志を与え、実行する力をも与えてくださいます（ピリピ2章13節）。また、神が完全に公正であり、そうでないことはあり得ないという事実も、私たちに慰めを与えます。したがって、主イエスのさばきは絶対に偏りなく、完全に客観的で、完全かつ完全無欠な情報に基づくものです。イエスはあらゆる関係する要素を完全に考慮し、あらゆる点においてまったく正しいさばきを下されます。

（5）しかし、あなたのかたくなで悔い改めない心のゆえに、あなたは、自分のために怒りの日、すなわち神の正しいさばきが現されるその日に向けて、怒りを積み上げている[footnoteRef:25]。（6）神は、それぞれの人にその行いに従って報いられる。（7）忍耐をもって善を行い、栄光と誉れと不滅を求め続ける者には、永遠のいのちを。（8）しかし、利己的な思いから真理に従わず、不義に従う者には、怒りと憤りが下る。（9）悪を行うすべての人には、患難と苦悩が臨む。まずユダヤ人に、そしてギリシヤ人（すなわち異邦人）にも。（10）しかし、善を行うすべての人には、栄光と誉れと平安が与えられる。まずユダヤ人に、そしてギリシヤ人にも。（11）神にはえこひいきがないからである。（12）律法なしに罪を犯した者は、律法なしに滅び、律法の下で罪を犯した者は、律法によってさばかれる。（13）なぜなら、律法を聞くだけの者が神の前に義とされるのではなく、律法を行う者（直訳「実行する者」）が義とされるからである。（14）律法を持たない異邦人であっても、本性によって律法にかなうことを行うなら、律法を持たなくても、自らにとって律法となる。（15）彼らは、律法の本質が自分たちの心に書き記されていることを示している。彼らの良心が証しし、また彼らの思いが互いに責めたり、あるいは弁明したりするからである。（16）このことは、神が私の福音に従って、イエス・キリストを通して人々の隠れた事柄をさばかれるその日に明らかになる。（ローマ2章5-16節） [25:  直訳すると「蓄える」という意味で、ギリシヤ語のテサウリゾー（θησαυρίζω／thēsaurízō；英語の「thesaurus（シソーラス）」参照）から来ている語であり、これは、地上ではなく天に宝を「蓄える」ことを勧めるために、私たちの主イエスが用いられたのと同じ動詞です（マタイ6章19-24節）。] 


（12）神のことばは生きていて力があり、どんな両刃の剣よりも鋭く、魂と霊、関節と骨髄とを切り分けるほどにまで刺し通し、心の思いやはかりごとを見分ける。〔それは（すなわち、良心のうちに宿るみことばが）私たちの心の意図と思いをさばくからである。〕（13）また、神の御前に隠れることのできる被造物は一つもない。すべてのものが、私たちが申し開きをしなければならないその方の御目の前に、裸であらわにされている。（ヘブル4章12-13節）

そして、もしあなたがたが、各人の行いを[完全に]公平にさばかれる父を呼び求めているのなら（そして実際そうしているのであるが）、この地上における[一時的な]滞在の残りの時を、[敬虔な]恐れをもって生きるべきである。（第一ペテロ1章17節）

このさばきにおいて用いられる基準について言えば、前に取り上げた箇所、そして他の多くの聖句からも明らかなように、すべての人は「行いに従って」さばかれます（例：マタイ16章27節; 第二コリント5章10節; 第一ペテロ1章17節; 黙示録2章23節, 20章12-13節, 22章12節）。しかし、「行い」（ギリシヤ語 ergon〔ἔργον〕：英語の erg, ergonomics, energy などの語源）とは、聖書においては、私たちのこの地上の生涯における行動の総体を指す包括的な用語です。そしてそこには当然、「行わなかったこと」も含まれます（この点は、同じさばきがやや異なる表現で語られながら本質的に同じ意味を持つ多くの箇所――ローマ2章7節, 14章10-12節; 第一コリント4章4-5節; 第二コリント5章10節; 第二ペテロ1章9-11節など――からも明らかです）。要するに、私たちは「誘惑されたがしなかったこと」や「しようと思ったがしなかったこと」によってではなく、この地上の生涯を通して、思いと言葉と行為において実際に行ったことによってさばかれます。そこには当然、私たちが何かを行った（あるいは行わなかった）動機や理由、そしてそれに伴うあらゆる状況も含まれます。端的に言えば、主は、私たちが何をし、なぜそれをしたのかについて、この人生において私たち自身が知り得る以上のことを、すでにご存じです。たとえそれを私たちが人生最大の関心事として徹底的に調べ上げようとしても、到底及ぶものではありません（しかも、それはきわめて空しく無益な作業となるでしょう）。

多くのクリスチャンが、「行い」という言葉を慈善行為（あるいは具体的な外面的行動一般）に限定して理解しているとすれば、それはまったく正しくありません。ヤコブは「行いのない信仰は死んでいる」と述べていますが、彼が「信仰の行い」として挙げている例は、いわゆる慈善行為ではありません。すなわち、アブラハムがイサクをささげるよう命じられたときに神を信頼したこと、そしてラハブが自分の町の人々から命を脅かされる危険よりも神を恐れ、斥候をかくまったことです（ヤコブ2章21-25節）。同様に、ヘブル書11章において、使徒パウロが過去の信者たちの「偉大な行い」を列挙している箇所を見ても、今日私たちが「慈善」と呼ぶような事例は一つもありません。そこに共通しているのは、神に対する卓越した信仰の応答です。すなわち、最も困難な状況において神を信頼し、結果がどうであれ、神が命じられたことを実行する姿勢です。神が本当に喜ばれる「行い」は、このような信仰から生まれるものです。神が、ご自身と御子イエス・キリストへの忍耐強い信頼と忠実な奉仕に報いてくださるという希望に立ってなされる行いこそが、真に価値あるものなのです。

信仰がなければ、神に喜ばれることはできない。神に近づく者は、神がおられること、そして神を真剣に求める者に報いてくださる方であることを、信じなければならない。（ヘブル11章6節）

結局のところ、私たちの報いの基礎となるのは、神に向けて積み重ねられた信仰の選択の積み重ねです。その信仰は私たちの希望を生み出し、神とその子どもたちに対する真実な愛を現します（そしてその愛は、必ず具体的な実を伴います）。これこそが私たちの真の「行い」です。世の誤解や、ある種の組織がそれをどのように狭く定義しようとも、その本質は変わりません。

「わたしのために、人々があなたがたをののしり、迫害し、ありもしないことで悪口を浴びせるとき、あなたがたは幸いである。喜びなさい。大いに喜びなさい。天においてあなたがたの報いは大きいからである。あなたがたより前の預言者たちも、そのように迫害されたのである。」（マタイ5章11-12節/NIV訳）

（5）このゆえに、あなたがたは信仰に徳を加え、徳に知識を、（6）知識に自制を、自制に忍耐を、忍耐に敬虔を、（7）敬虔に兄弟愛を、兄弟愛に愛を加えなさい。（8）これらがあなたがたのうちにあって増し加わるなら、あなたがたは、私たちの主イエス・キリストを知ることにおいて、怠ることも実を結ばないこともない。（9）しかし、これら［の徳］を備えていない者は、近視眼的であり、ほとんど盲目であって、かつての罪のきよめを忘れているのである。（10）だから兄弟たちよ、ますます熱心に、あなたがたの召しと選びを確かなものとするよう努めなさい。これら［徳・霊的成長・キリスト者としての実り］に専心するなら、あなたがたは決してつまずくことはない。（11）このようにしてこそ、私たちの主であり救い主であるイエス・キリストの永遠の御国への道は、豊かに、また確かに開かれるのである。（第二ペテロ1章5-11節）

d. 報酬について：

報酬の問題に関して、まず理解しておくべきことは、キリスト者の歩みにおける「報いへの動機」は正当であるだけでなく、信仰の競走を正しく、また成功裏に走り抜くために不可欠であるということです。私たちは負けるためではなく、勝つために走るのです。

神に近づこうとする者は、神がおられること、そして神を真剣に求める者に報いてくださる方であることを、信じなければならない。（ヘブル11章6節後半）

報いへの動機は、私たちの思考を変革するための極めて重要な手段です。それは、この世に対する見方を改めさせ、必要なところで行動を変えさせ、優先順位を一時的なものよりも永遠のものへと調整させてくれます。

地上に宝を蓄えてはならない。そこでは虫やさびがそれを食い尽くし、盗人が押し入って盗むのである。天に宝を蓄えなさい。そこでは虫もさびもそれを食い尽くすことなく、盗人も押し入って盗むことがない。あなたの宝のあるところに、あなたの心もあるからである。（マタイ6章19-21節）

教会のあらゆる世代における偉大な信仰者たち――アダムとエバから艱難期の終わりに至るまで――は常に、神を喜ばせたいという願い、そして神から報いを受けたいという願い（ただし一時的な報いではなく永遠の報い）を、その思考の土台としてきました。そしてそれは、彼らのキリスト者としての生き方全体を方向づけ、信仰の競走を走り続ける原動力となってきました。

(24)信仰によって、モーセは成長したとき、パロの娘の子と呼ばれることを拒み、(25)罪のはかない楽しみにふけるよりも、神の民とともに苦しむことを選んだ。彼は、キリストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝のすべてにまさる富と考えたのである。(26)彼は報いを見つめていたからである。（ヘブル11章24-26節）

最高の報いを受けるためには、それにふさわしい最高度の勤勉さをもって、真理に注意を払い、それを自分の人生に適用していくことが求められます。さらに、そのような生き方は、この地上でイエス・キリストのためになされることが、他のどんなことよりも無限に重要であると本気で信じていなければ不可能です。ですから、キリスト者として良い走りをし、主に喜ばれる豊かな報いを望む者にとって、何よりも大切なのは、この世のはかない富（実際には塵にすぎません）に目を向けるのではなく、キリスト者として忠実に歩んだ者に約束されている天の宝に目を向けることです。そして、この真理をこれ以上ないほど明確に示し、この問題についての正しい考え方の最高の模範を示しておられるのは、私たちの愛する主であり救い主イエス・キリストご自身です。

こういうわけで、私たちもまた、これほど多くの証人に取り囲まれているのであるから、あらゆる重荷と、まとわりつく罪を捨てて、忍耐をもって自分の前に置かれている競走を走ろうではないか。信仰の創始者であり完成者であるイエスから目を離さないでいよう。イエスは、ご自分の前に置かれていた喜びのゆえに、恥をものともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座されたのである。（ヘブル12章1-2節）

この霊的戦場における最も成功した戦士として、私たちの主は「すべての名にまさる名」をお受けになり（ピリピ2章9節）、王の王、主の主として即位される日を待ちながら、神の栄光の右に着座しておられます（詩篇110篇1節）。しかし、上に引用した聖句が示しているように、主はその報いの一部として、ご自身のために花嫁、すなわち教会をも勝ち取られました。私たちこそが、主がこの悪魔の支配する世界において、あらゆる競走の中でも最も困難な競走を走り抜くために、ご自身の励ましとなった「喜び」、すなわち特別な報いなのです。

（20）その力を、神（すなわち御父）はキリストにおいて働かせ、キリストを死者の中からよみがえらせ、天においてご自分の右の座に着かせられた。（21）すなわち、あらゆる支配、権威、力、主権のはるか上に、また、この時代だけでなく来たるべき時代においても呼ばれる、あらゆる名のはるか上に置かれた。（22）そして神（すなわち御父）は、すべてのものをキリストの足の下に従わせ、キリストをすべてのものの上に立つかしらとして教会に与えられた。（23）教会はキリストのからだであり、すべてのものをあらゆる仕方で満たしておられる方の満ちているところである。（エペソ1章20-23節）

万物は、この勝利の中の勝利を成し遂げられたお方のものとなりました。そして私たち信者もまた、「主人の喜びの中に入れ」と言われる者とされたのです（マタイ25章21-23節）。主イエスが「ご自分の前に置かれていた喜び」によってご自身を励まされたように、私たちもまた、この地上での忠実な働きに対して主からほめられ、報われるという喜びを、心の目から決して離してはなりません。それこそが、主が私たちに望んでおられることなのです。

（5）あなたがたは、キリスト・イエスが抱いておられたのと同じ思いを抱きなさい。（6）キリストは神のかたちで存在しておられたが、神と等しくあることに腰室しなければならないものとは考えにならなかった。（7）かえって、この[神と等しい方としての]ご自分の地位を捨て、しもべのかたちを取り、人の姿で生まれ、（8）自らを低くし、死に至るまで、実に、十字架の死に至るまで従順になられたのである。（9）それゆえ、神はキリストを最も高く上げ、すべての名にまさる名をお与えになった。（10）それは、イエスの名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてが、ひざをかがめ、（11）すべての舌が、「イエス・キリストは主である」と告白して、父なる神に栄光を帰するためである。（ ピリピ2章5-11節 ）

イエスの犠牲は、歴史上もっとも崇高なものでした。それは単にご自身を低くして人となられたことだけではなく、単に人類史上もっとも困難な生涯を忍ばれたことだけでもなく、単に完全な奉仕を成し遂げられ、その結果として非難と十字架刑を受けられたことだけでもありません。何よりも重要なのは、十字架の闇の中で、私たちのすべての罪のために死なれ（霊的死をもって）、その罰を完全に支払われたことです。そのゆえに、主は想像し得るかぎり最大の報いを受けられました。そして、やがて私たちが主のさばきの座の前に立つその日に受ける報いも、主が勝ち取られた勝利の中から分け与えられるのです。ですから、主こそ完全な歩みの模範であり、その歩みにおいて不可欠な要素の一つは、永遠の報いに対する明確な焦点です。それは単に許されている動機ではなく、成功のために必要な動機です。イエスが歩まれたように歩む者に蓄えられる永遠の報いを見つめることが重要なのです。この地上で、真にイエス・キリストのために行われたことは、決して報われないまま終わることはありません。主ご自身が報いてくださり、その報いは永遠に存続します。

しかし、あなたがたは強くあれ。手を弱めてはならない。あなたがたの働きには報いがあるからである。（歴代誌下15章7節/NIV訳）

主はこう言われる。「あなたの泣き声と、あなたの目の涙をとどめよ。あなたの労苦には報いがあるからである」と主は言われる。（エレミヤ31章16節前半/NIV訳）

あなたがたを受け入れる者はわたしを受け入れるのであり、わたしを受け入れる者は、わたしを遣わされた方を受け入れるのである。預言者を預言者として受け入れる者は預言者の報いを受け、義人を義人として受け入れる者は義人の報いを受ける。また、これらの小さい者の一人に、わたしの弟子であるゆえに冷たい水一杯でも与える者は、決してその報いを失うことはない。（マタイ10章40-42節/NIV訳; 参照. マルコ9章41節）

昼食や夕食の席を設けるときには、友人や兄弟、親族や裕福な隣人を招いてはならない。そうすれば、彼らがあなたを招き返し、それで報いを受けることになるからである。むしろ、宴会を開くときには、貧しい人、からだの不自由な人、足の不自由な人、目の見えない人を招きなさい。彼らは返すことができないが、あなたは義人の復活のときに報われるのである。(ルカ14章12-14節)

（5）あなたがた奴隷である者は、肉の主人に、恐れとおののきをもって、心の素直さをもって、あなたがたが主に従うように従いなさい。（6）人に喜ばれようとする者のように、「目先だけの奉仕」（すなわち、彼らがあなたを見ているときだけのもの）としてではなく、キリストのしもべとして、心から神のみこころを成し遂げなさい。（7）人に対してではなく、主に対してするように、善意をもって仕えなさい。（8）なぜなら、あなたがた一人一人が、それが奴隷であっても自由人であっても、行うどんな良いことでも、そのことについて主から報いを受けることを、あなたがたは知っているからである。 (エペソ6章5-8節)

（23）あなたがたが何をするにも、人に対してではなく主に対してするように、心を尽くしてそれに取り組みなさい。（24）あなたがたは、主から報いとして相続を受けることになると知っているからである。あなたがたが仕えているのは主キリストである。(コロサイ3章23-24節)

また私は天からの声がこう言うのを聞いた。「書き記せ。今から後、主にあって死ぬ死者たちは幸いである。彼らはその労苦から解かれて休むためである」と御霊は言われる。「彼らの行いが彼らに伴って行くからである。」(黙示録14章13節)

すべての真の信者は、この地上での歩みにおいて、少なくとも何らかの実を残すことになります。ヤコブが「行いのない信仰は死んでいる」と述べているように、生きた信仰を持つ真の信者であれば、その信仰から生まれる何らかの行為を、この地上で必ず表すからです。先に述べたように、そのような行為を、いわゆる「慈善活動」に限定して考えるべきではありません。信仰に基づく行動はさまざまな形をとります。主イエスご自身が、「神が遣わされた者を信じること、それが神のわざである」と言われたとおりです（ヨハネ6章29節）。この世における実りの程度や、それに対応する来たる世での報いの程度にかかわらず、イエス・キリストにあるすべての真の信者で、この世を去るときにもその信仰を保ち続けている者は、「決して滅びることも、汚されることも、しおれることもない」永遠の相続（第一ペテロ1章4節）、完全な復活のからだ、新しいエルサレムにおける場所、そして神の御子ご自身、すなわち私たちの愛する主であり救い主であるイエス・キリストに永遠に近づくという祝福を受けることになります。キリストのからだ全体が共にあずかることになる、他にも多くの特別な祝福があります。そのうちのいくつかについては聖書が言及しています（たとえば、いのちの木に近づくことができることについてのように：　黙示録2章7節, 22章2節）。そして、他のものについては、私たちには現在まだ想像することさえできません。

『目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、人の心に思い浮かびもしなかったもの、それを神は、ご自分を愛する者たちのために備えておられる』と書いてあるとおりである。(第一コリント2章9節)

神は、私たちをキリストとともによみがえらせ、キリスト・イエスにあって天上にともに座らせてくださった。それは、来るべき世々において、キリスト・イエスにあって私たちに示された慈しみによって、神の恵みのはかり知れない豊かさを示すためである。（エペソ2章6-7節）

この、すべての信者に永遠に与えられる共通の祝福は、約束の地に入ったイスラエル人がそれぞれ受けた相続地にたとえることができます――いや、より正確に言えば、地上の相続のほうが、永遠の相続を教えるための比喩なのです（ちょうど地上の神殿が、天にある真の実体の写しにすぎないのと同じです）。実際、新約聖書はこの「相続」の比喩に満ちています。それは、私たちが今ここにあるはかないものではなく、やがて受ける永遠の所有に心を集中させることが、いかに重要であるかを示しています。私たちはキリストのからだの一員として、神の相続人であり、またキリストとともに相続する者です。神の永遠の御国における永遠のいのちという相続を受ける者であり、その豊かさは、今の私たちの想像をはるかに超えています。この地上でどれほど多く、あるいはどれほどわずかしか主のために成し遂げられなかったとしても、すべての信者はイエスご自身とその御国において、完全な分け前を受けるのです。

（16）御霊ご自身が、私たちの霊とともに、私たちが神の子どもであることを証ししてくださるのである。（17）そして、もし私たちが神の子どもであるなら、私たちはまた相続人でもあり、キリストとともに共同の相続人なのである――もし本当にキリストとともに苦しむなら、キリストとともに栄光を受けるようになるためである。（ローマ8章16-17節）

あなたがたがキリストのものであるなら、あなたがたはアブラハムの子孫であり、約束による相続人である。（ガラテヤ3章29節/NIV訳）

このようにして、私たちはその恵みによって義とされ、望んでいる永遠のいのちに関して相続人となったのである。（テトス3章7節）

このように神は、約束の相続人である［アブラハムの信仰の型にしたがう者としての］私たちに対して、このこと［すなわち救いと、それに伴う祝福についてのこと］におけるご自身のみこころが変わることのないものであることを、私たちにいっそう明確に示そうと望まれ、そのことを誓いによって保証されたのである（創世記22章16-17節 参照）。（ヘブル6章17節）

愛する兄弟たちよ、よく聞きなさい。神は、この世では貧しい者を選んで信仰に富む者とし、神を愛する者たちに約束された御国を相続させるようにされたのではないか。（ヤコブ2章5節/NIV訳）

（8後半）……すべての知恵と思慮のうちに、［神は］ご自身が望まれた奥義を、私たちに知らせてくださったのである（それは、ご自身の善なるご計画にしたがい、［キリスト］にあってお定めになったものであり、（10）時の満ちるこの［現在の］成就を管理するためのものである。すなわち、天にあるものも地にあるものも、すべてのものをキリストにあって一つにまとめることである）。（11）このキリストにあって、私たちはまた相続を受ける者とされたのであり、それは、すべてのことをそのみこころの願いにしたがって働かせておられる方のご計画にしたがって、あらかじめ定められていたからである。（12）それは、先にキリストに望みを置いていた私たちが、（この地上の歩みにおいて）神の栄光への賛美を生み出すために、その目的に仕える者となるためであった。（13）このキリストにあって、あなたがたもまた、真理のことば、すなわちあなたがたの救いの良い知らせを聞き、このキリストにあって――すなわち、あなたがたが信じたときに――約束の御霊、すなわち聖なる［御霊］によって封印されたのである。（14）この御霊は、私たちの相続の保証であり、それは、その保存の贖い（すなわち、私たちの復活と報いをあらゆる点で守り保つこと）のためであり、神の栄光への賛美のためである。（エペソ1章8後半-14節）

あなたがたの心の目が開かれて、神の召しによる望みがどのようなものであるか、また聖徒たちのうちにある神の栄光の相続がどれほど豊かなものであるかを知ることができるように。（エペソ1章18節）

光の御国における聖徒たちの相続にあずかる資格を与えてくださった父に、感謝しなさい。（コロサイ1章12節）

（23）何をするにも、心から行いなさい。人に対してではなく、主に対してするようにしなさい。（24）あなたがたは、主から報いとして相続を受けることを知っているからである。あなたがたが仕えているのは、主キリストなのである。（コロサイ3章23-24節 /NIV訳）

このゆえに、キリストは新しい契約の仲介者である。それは、召された者たちが永遠の相続の約束を受けるためである。キリストは、最初の契約の下で犯された罪から彼らを贖うために死なれたのである。（ヘブル9章15節）

私たちの主イエス・キリストの父なる神がほめたたえられるように。神は、その豊かなあわれみによって、イエス・キリストの死者の中からの復活を通して、私たちを新たに生まれさせ、生ける望みを与え、朽ちず、汚れず、しぼむことのない相続にあずからせてくださった。それは天において私たちのために保たれており、あなたがたもまた、終わりの時に現される救いに至るまで、神の力によって信仰を通して守られているのである。（第一ペテロ1章3-5節）

やがて私たちが受ける報いの重要な側面の一つは、主から与えられる権威や賜物、その他の具体的な報酬の多くが、主ご自身が十字架の勝利によって獲得された「分捕り物（戦利品）」を私たちが分配されることによって与えられる、と記されている点です（詩篇68篇12節; 110篇1-7節; ミカ4章13節 参照）。

立ち上がれ、神よ。地をさばいてください。あなたはすべての国々を、ご自分のものとして受け継がれるからです。（詩篇82篇8節）
	
そのとき（すなわち再臨のとき）、豊かな戦利品が分けられ、足のなえた者さえも分捕り物を奪う。（イザヤ33章23節NIV訳後半）

それゆえ、わたしは彼に［その分捕り物を］多くの［彼の兄弟たち］の中で割り当て、彼は力ある者たち［彼らの中の］に分捕り物を分け与えるのである。なぜなら、彼は自らのいのちを死に至るまで注ぎ出し、罪人たちが扱われるように扱われ、多くの者の罪を負い、罪人たちのために［ご自身を］身代わりとされたからである。（イザヤ53章12節）

（21）「強い者（すなわち、たとえによって言えばサタン；14-20節参照）が十分に武装して自分の家を守っているときには、その持ち物は安全である。（22）しかし、彼よりも強い者が攻めて来て彼を打ち負かすと、その者が頼りにしていた武具を取り上げ、その分捕り物を分け与えるのである。」（ルカ11章21-22節/NIV訳; 参照. マタイ12章25-29節; ルカ20章16節）

（7）しかし、私たち一人ひとりに、この恵みはキリストの賜物の量りに従って与えられた。（8）それゆえ、こう言われている。「彼は高い所に上られたとき、とらわれ人をとらえ（すなわち、十字架以前の信者たちを天に導き）、人々に賜物を与えられた。」（9）さて、「上られた」とは何を意味するのか。それは、まず地の低い所に下られた（すなわち、ハデスに下り、そこから十字架以前の信者たちを天に導き出された）ということではないか。（10）下られた方こそ、すべてを満たすために、すべての天よりも高く上られた方である（すなわち、父の住まわれる第三の天に上られ、十字架で勝ち取られた勝利を完成されたのである）。（エペソ4章7-10節; 参照. 詩篇68篇18節）

この最後の箇所において注目すべきことは、教会時代の信者に特有の霊的賜物が、本質的に私たちの「武器」であるという点です。それらは、霊的戦場において用いられるものであり、それによって私たちは戦功を立て、やがて永遠に私たちのものとなる「戦利品」の分け前にあずかることになるのです。悪魔とその使いたちは、十字架において打ち破られ、分捕りの対象とされた存在として描かれています。したがって、彼らが現在保持している地上および宇宙における地位、権威、支配領域などは、やがて将来の大いなる分配の日に、私たちの受け継ぐところとなる、という意味合いがあるのです。

しかしながら、豊かな報いを得ることは自動的なものではありません。キリストのさばきの座の前で大きな栄誉にふさわしい歩みの実績を築くためには、勤勉さ、継続性、忍耐、そして揺るがぬ持続的な努力が必要です。信仰生活において一時的な熱心さだけでは十分ではなく、長期にわたる忠実な歩みが求められているのです。

腰に帯を締め、あかりをともしていなさい。主人が婚宴から帰って来て戸をたたくとき、すぐに戸を開けられるように待っている人たちのようでありなさい。主人が帰って来たとき、目を覚ましているのを見られるしもべたちは幸いである。まことにあなたがたに言う。主人は帯を締め、彼らを食卓に着かせ、そばに来て仕えるであろう。たとえ主人が夜の第二、更には第三の見張りの時に帰って来ても、そのように備えているのを見られるしもべたちは幸いである。（ルカ12章35-38節/NIV訳）

（6）御言葉について教えを受けている者は、教える者とすべての良いものを分かち合うべきである。（7）思い違いをしてはならない。神は侮られるような方ではない。人は種を蒔けば、その刈り取りもすることになる。（8）自分の［罪深い］肉に種を蒔く者は、その［罪深い］肉から滅びを刈り取り、御霊に種を蒔く者は、その［同じ］御霊から永遠のいのちを刈り取るのである。（9）だから、私たちは善［なる神の働き］を行うことに疲れてはならない。あきらめさえしなければ、定められた時に［報いを］刈り取ることになるからである。（10）それゆえ、機会のあるかぎり、すべての人に対して、とりわけ信仰の家族に対して、善［なる神の働き］を行おう。（ガラテヤ6章6-10節）

また、競技に出場する者も、規則に従って競技しなければ、冠を受けることはできない。労苦して働く農夫こそ、収穫の分け前に最初にあずかるべきである。私の言っていることをよく考えなさい。主はすべてのことについて、あなたに理解を与えてくださるであろう。（第二テモテ2章5-7節/NASB訳）

（7）ですから、兄弟たちよ、主の来臨（παρουσία［パルーシア］、すなわち再臨）の時まで忍耐しなさい。見なさい。［良い］農夫は地が［その］尊い実りを産み出すのを待ち望み、それが後の雨と前の雨［それを成長させる雨］を受けるまで、辛抱強く待っている。（8）それゆえ、あなたがたも［そのような］忍耐を働かせ、［そして］心を堅固に保っていなさい。主の来臨は近づいているからである。（9）兄弟たちよ、互いに不平を言い合ってはならない。そうすれば、［そのことで］さばかれることはない。見よ、さばき主［イエス・キリスト］は戸口の前に立っておられる（すなわち、主の再臨と私たちの最終的なさばきは切迫している）。（ヤコブ5章7-9節）

（35）ですから、あなたがたのこの確信を投げ捨ててはならない。それは大きな報いをもたらすものである。（36）神のみこころを行ったのちに、約束されたものを勝ち取るために、あなたがたには忍耐が必要である。（37）「もうしばらくすれば――いかにも短い間であり、［その待ち時間は］なんと短いことか――来たるべき方は来られる。遅れることはない。（38）『わたしの義人は信仰によって生きる。もし信仰を棄てて退くなら、わたしの心は彼を喜ばない』（ハバクク2章3-4節）。」（39）しかし私たちは、滅びに至る背教に属する臆病者ではなく、［永遠の］いのちに至る信仰を持つ者である。（ヘブル10章35-39節）

私たちがやがて豊かに報われることになる、この一貫した献身的な働きとは、実のところ、当然なすべきことにすぎません。

（7）「あなたがたのうちのだれかに、畑を耕すか羊を飼うしもべがいるとする。そのしもべが野良仕事から帰って来たとき、『さあ、すぐに席について食事をしなさい』と言うだろうか。（8）むしろ、『夕食を用意し、帯を締めて、私が食べたり飲んだりする間、給仕をしなさい。そのあとで、自分が食べたり飲んだりしなさい』と言うのではないか。（9）命じられたことをしたからといって、そのしもべに感謝するだろうか。（10）同じように、あなたがたも、命じられたことをすべて行ったなら、『私たちは取るに足りないしもべです。ただ自分のなすべきことをしただけです』と言いなさい。」（ルカ17章7-10節）

私たちは神の作品であって、キリスト・イエスにあって良いわざを行うために造られたのである。神は、私たちがその中を歩むようにと、あらかじめその良いわざを備えてくださったのである。（エペソ2章10節）

約束の地に至るまでには、長い道のりがあります。そこで約束されている相続を受けるためには（しかも豊かに受けるためには）主が導かれるところへ、どこまでも従って行かなければなりません（黙示録14章4節参照）。水や食物が不足するように思える時でも、神はこれまでも、そしてこれからも必ず備えてくださいます。敵が多く、しかも強大に見える時でも、神はこれまでも、そしてこれからも必ず勝利を与えてくださいます。私たちが戦っている戦い、歩んでいる旅路、向き合っている葛藤は、この世の目にははっきりとは見えないかもしれません。その背後にある目的も、究極的な報いも、世には理解されません。しかし、「出発点」（今まさに自分が立っている地点）から、「到着点」（主イエスが私たちを御もとに呼び戻されるその時）までの距離を、どのように歩むかが決定的に重要なのです。忠実に歩み続け、戦い続け、耐え忍び続けることによってのみ、私たちは召された最大の報いを受けることができます。途中で立ち止まるのではなく、後退するのでもなく、最後まで主に従って進み続けること――それこそが、豊かな相続に至る道なのです。

（1）兄弟たちよ、私はあなたがたにこのことを知らずにいてほしくない。私たちの［霊的な］先祖たち（すなわち出エジプトの世代）は、皆、雲の下におり（すなわち栄光によって守られ）、（2）皆、雲と海において、モーセにあずかるバプテスマを受けたのである（すなわち彼と密接に結びつき、彼と同じ守りと救いを受けたのである）。（3）皆、同じ霊的な食物（すなわち神が与えられたマナ）を食べ、（4）皆、同じ霊的な飲み物（すなわち神が与えられた水）を飲んだ。彼らはみな、自分たちについて来た霊的［な意味を持つ］岩から飲んだからであり――その岩とはキリストであったのである。（5）しかし、彼らの大多数については、神は喜ばれず、その結果、彼らの骨は荒野に散らされたのである。（6）これらのことは、彼らが私たちへの警告となったのであり、それは、彼らが悪いことを欲したように、私たちが悪いことを欲することのないためである。（7）それゆえ、彼らのうちのある者たちがそうであったように、あなたがたは偶像礼拝者となってはならない。こう書かれている、「民は座って食べたり飲んだりし、立ち上がって戯れた（すなわち、宴会の後に偶像礼拝の儀式にふけった）」。（8）また、彼らのうちのある者たちが姦淫を犯し、一日のうちに十二万人が倒れたように、私たちも姦淫を犯してはならない。（9）また、彼らのうちのある者たちが主を試み、その結果、蛇によって殺されたように、私たちはキリストを試みてはならない。（10）また、彼らのうちのある者たちが不平を言い、滅ぼす者によって殺されたように、私たちは不平を言ってはならない。（11）これらのことはすべて、彼らに起こったことであり、私たちへの模範として書き記されたのである――すなわち、時代の終わりに生きている私たちへの警告のためである。（12）それゆえ、立っていると思っている者は、倒れないように気をつけなさい。（13）あなたがたが受けた試練は、通常の人間［の経験］を超えるものではない。そして神は真実であられる。神は、あなたがたが耐えることのできる力を超えて試されることを許されず、その試練とともに、それに耐えることができるように、逃れる道をも備えてくださるのである。（第一コリント10章1-13節）

先に見た出エジプトの世代の不十分な行いについてのパウロの評価が示しているように、シオンへ向かう道の途中には多くの危険や落とし穴があり、それらを乗り越えて大きな報いを得る信者の数は、その結果として少なくなります。実際、競技や軍事の比喩が用いられ、そこでは大きな報いが少数の者にのみ与えられることが示されているように、聖書もまた、私たちが見て分かることを確かに示しているように思われます。すなわち、最も高い段階の報いを受ける者は比較的少数であるということ、そしてそれに伴って、すべての信者が救い、永遠のいのち、イエス・キリストにおける等しい分け前、復活のからだ、そして新しいエルサレムに永遠に住む場所を享受するとはいえ、多くの者――おそらく大多数の者――は、この地上での生涯について、さらなる報いという点では示すものがほとんどないことになる、ということです（ローマ2章7節; 第一コリント9章24-27節; ガラテヤ6章7-9節; ピリピ3章11-16節; 第一ペテロ1章9節 参照）。というのは、多くの信者の場合、この地上での時間の多くが（神の観点から見て）ほとんど無駄にされたものであったことが明らかになるからです。彼らはイエスのために生きる代わりに、恐れや貪欲によって気をそらされ、自分自身のために働いていたのです。種まきのたとえにおいて言えば、これらの者たちは、雑草やいばらの中に落ちた者たちのことです。

いばらの中に蒔かれた者とは、御言葉を聞くが、この世の思い煩いと富の惑わしとが御言葉の［実を結ばせる力を］ふさぎ、その人は実を結ばなくなる者のことである。（マタイ13章22節）

また、いばらの中に蒔かれた者とは、御言葉を聞いた者であるが、世の思い煩いと富の惑わし、さらに他のものへの欲望が［いばらや雑草のように覆いかぶさって］入り込み、御言葉の［実を結ばせる力を］ふさいでしまい、実を結ばなくなる者のことである。（マルコ4章18-19節）

いばらの中に落ちた［種］とは、御言葉を聞いたが、人生の思い煩いと富と快楽とによってふさがれ、その結果、十分に実を結ぶことがない者たちのことである。（ルカ8章14節）

最後にこの点について言えば、神が真に正当な実りと判断されるものと、人間がそう見なすものとの間には、大きな隔たりがあります。種まきのたとえが明らかにしているように、真の実りは、常にそれに先立つ真の霊的成長の結果です。御言葉を受け入れ、妥協せず、それに対して神にかなった応答をする「良い地」だけが、豊かな収穫を生み出します（マタイ13章23節; マルコ4章20節; ルカ8章15節 参照）。人が自分の行いによって天国に入ろうとしたり、神の好意を得ようとしたりすることは、キリスト教の歴史においても、人類の歴史全体においても、きわめて一般的なことでした。確かに、主の御名のゆえにささげられた一杯の冷たい水でさえ、その報いを失うことはありません（マタイ10章42節; マルコ9章41節 参照）。しかし、自己義認や自己顕示の心からささげられた巨額の寄付は、神の恵みを得るためには何の役にも立ちません。不信者がそのような方法を用いるとき、彼らはただ自分自身を欺いているにすぎません。信者が同じことを行い、霊的成長と真に神にかなった実りに代えて、自分自身の行いをもってそれに置き換えようとするとき、その誤った努力はキリストのさばきの座において消し去られることになります（ちょうど、いばらの中に落ちた種が、イエス・キリストのためには実を結ばない信者を示しているのと同じように）。彼ら自身は救われますが、それはただ「火を通るようにして」救われるだけなのです。

（10）私に与えられた神の恵みにしたがい、私は賢い建築者のように土台を据え、そして他の人がその上に建てているのである。しかし、それぞれがどのようにその上に建てるかに注意しなさい。（11）というのは、すでに据えられているものイエス・キリストの土台のほかに、だれも別の土台を据えることはできないからである。（12）もしだれかがこの土台の上に、金、銀、宝石、［あるいは］木、草、わらをもって建てるなら、（13）［いずれの場合でも］その人の働きは［その真の性質が］明らかにされる。というのは、その日［すなわち、さばきの日］が、それを［それが本当に何であるかを］明らかにするからであり、それは火によって示される（すなわち、覆いが取り除かれる）からである。そして、その火は、それぞれの人の働きがどのような［真の］性質のものであるかを評価する（すなわち、「吟味する」）のである。（14）もしだれかの働きが、彼が［キリストへの信仰という土台の上に］建てたものとして残るなら（すなわち、その火による評価によって焼き尽くされないなら）、彼は［そのための］報いを受けるのである。（15）もしだれかの働きが焼き尽くされるなら、その人は［そのために受け得たはずの報いを］失うことになる。しかし、彼自身は救われるのである――ただし、それは［今述べたように］火を通るようにして［すなわち、彼の誤った働きが無価値なものとして評価され、焼き尽くされることによって］である。（第一コリント3章10-15節）

あなたがた自身に気をつけなさい。私たちがこれまで労して得たものを失わないためであり、むしろ十分な報いを受けるためである。だれでも行き過ぎて、キリストの教えのうちにとどまらない者は、神を持っていない。（第二ヨハネ1章8-9節）

わたしはすぐに来る。だれにもあなたの冠を奪われないように、」あなたが持っているものをしっかり保っていなさい。（黙示録3章11節）

第一段階の報い：
主イエス・キリストを真に愛するすべての人は、このすばらしい事実を心に刻むべきです。すなわち、この地上で主のために正しくなされたすべての努力は、主ご自身のさばきの座において豊かに報われる、ということです。もっとも基本的な段階は、「救いはあるが顕著な実りは少ない」状態です。これは、人生の「いばら」に心を奪われ、十分な霊的生産に至らなかった信者に相当します。それでもなお、救いそのものは確保されています。しかし聖書は、この基本的段階を超えて、さらに三つのより高い報いの段階について語っています。これらはそれぞれ、義の冠、いのちの冠、栄光の冠によって象徴され、また種まきのたとえにおける三十倍、六十倍、百倍の実りによって表されています。

1）すべての信者は、イエス・キリストに信仰を置き、その信仰を生涯の終わりまで保ち続けたことによって、相続を受けることになります。この相続は、言葉では言い表せないほどすばらしく、また、現在の私たちの理解の力をもってしてもなお理解できないほどのものであります。確かに、主が永遠の報いをお与えになるとき、その列のいちばん最後にいる人が経験する永遠の至福の一瞬でさえ、この地上の時間の中での、どんなに長く祝福された人間の一生よりも、無限にすぐれたものとなるに違いありません。すべての信者は、永遠のいのち、イエス・キリストにおける完全な取り分、主と天の父に永遠に近づくことのできる特権、決して老いることも痛みや悲しみを知ることもない復活のからだ、新しいエルサレムへの出入りとそこにおける場所、そして現在の私たちにはかすかにさえ理解することのできない、数多くのきわめてすばらしく高貴な祝福を持つことになります。しかしそれでもなお、「さらに多く」のものが可能であり、私たちはその「さらに多く」を持つように召されており、この「さらに多く」は、この地上の時間における霊的成長、前進、そして奉仕によって得られるものであり、この「さらに多く」は永遠にわたって私たちの主イエスに栄光を帰することになり、また、それを得ようとする私たちの努力は、今主を喜ばせ、そしてこのさばきにおいて主によって正式に認められることになるのです。

2）ここで考えられているタイプの信者（信仰の人生においてほとんど実を示していない者 ― いばらの地のタイプ）と、まったく信仰を持たなかった不信者（踏み固められた地のタイプ）、あるいは信仰を失ってしまった者（岩地のタイプ）との間には、重要な区別があります。行いをまったく伴わない信仰は死んだものだからです（ヤコブ2章20節）。したがって、すべての真の信者は、どれほど小さくても、何らかの正当な実りの記録を持つことになります（出エジプト34章20節後半）。ここでの例は「死んだ信仰」ではありません。むしろ「生命維持装置につながれた信仰」とでも言うべきもの、つまり、かろうじてイエスへの信仰にしがみついているだけの、ぎりぎりの状態の信者です。このような信者は、この世の思い煩いや楽しみに気を取られ、霊的成長に本気で取り組むことがなく、その結果、本当の意味で試練を経験することもなく、本来与えられていた奉仕の使命を果たすこともありません。この「いばらの地」の信者というカテゴリーは、確かに存在します。実際、聖書の記述と私たちの経験の両方から見ても、キリスト者の中で最も多いのはこの種類である可能性が高いと言えます。しかし、このカテゴリーは報いが最も少ないだけでなく、同時に最も危険なカテゴリーでもあります。そのため、種まきのたとえ（いばらの地）や、先に引用した聖句（第一コリント3章10-15節；　第二ヨハネ1章8-9節；　黙示録3章11節など）に見られるように、この種類の信者が描かれている箇所では、ほとんど実を結ばない信者と不信者との区別があまり明確にされていません。なぜなら、そのような信者は、「人生で大きな実を結ばなくても、永遠は計り知れないほどすばらしい」という聖書の真理に安心するべきなのではなく、むしろ恐れを抱くべきだからです。というのも、そのような中途半端な歩みは、彼らをイエス・キリストから完全に離れてしまう危険にさらすからです（さらに言えば、そのような生き方は、主の願いをまったく顧みず、自分が召され、救いのときに特別な賜物まで与えられてこの世に残された使命に、実質的に何も関わろうとしていないことを意味します）。

（45）「では、主人がその家のしもべたちを任せて、時に応じて食物を与えさせる忠実で賢いしもべとはだれであるか。（46）主人が帰って来たとき、そのようにしているのを見られるしもべは幸いである。（47）まことにあなたがたに言う。その主人は、そのしもべに自分の全財産を任せるであろう。（48）しかし、そのしもべが悪い者で、『主人はまだ帰って来ない』と心の中で思い、（49）仲間のしもべたちを打ちたたき、酒飲みたちと一緒に食べたり飲んだりし始めるなら、（50）そのしもべの主人は、思いがけない日に、知らない時に帰って来る。（51）そして彼を厳しく罰し、偽善者たちと同じ場所に置く。そこでは泣いて歯ぎしりするのである。」（マタイ24章45-51節/NIV訳）

タラントのたとえ（マタイ25章14-30節）やミナのたとえ（ルカ19章11-27節）と同様に、聖書において強調されている主な区別は、実を結ぶ信者と不信者との対比です。上の箇所では、ほとんど実を結ばない信者については、実際には言及されていません。一方、タラントやミナのたとえでは、そのような信者は、不信者が叱責される際に示される「仮の選択肢」として間接的に表されています。すなわち、自分で働く代わりに「タラント」を利息のために預け、他の人に働かせるという方法です（その場合でも、わずかながらの利益は得られますが、それはきわめて小さなものです）。あらゆる証拠が示しているのは、イエス・キリストのためにほとんど何も成し遂げないような、ぎりぎりのキリスト者の生き方は、ほとんど無駄に近い人生であるということです。ただし、それでもなお、不信仰のまま死ぬことに比べれば、計り知れないほどまさっているのです。

3）最後に（前もって確認しておくべき事柄として）、世が「良い行い」と見なすものと、イエス・キリストのための真の実り（報いを受ける働き）との間にも、重要な区別があることを理解しておく必要があります。このことは、パウロが第一コリント書3章で非常に明確に説明しているとおりです。そこでは、「木・草・わら」は焼き尽くされると語られており、その評価を受ける信者は、自分では豊かな報いが与えられると思っていた事柄についても、報いを失って「損失を受ける」ことになると述べられています（第一コリント3章10-15節）。報いを受けるのは、イエスが本当に望んでおられることを、イエスの方法で行った場合だけです。自分がやりたいことを行ったり、この世が称賛することを行ったり、あるいは自分の思い込みで神に喜ばれるはずだと考えて行ったりしても、それは報われることはありません。積極的な観点から見るなら、以下に述べる三つのより高い報いの段階は、この点に関する神の御心が何であるかを、概括的に示しています。霊的成長（第2段階）、霊的前進（第3段階）、霊的賜物に対応した奉仕（第4段階）。これら三つの段階は順序的な関係にあります。多少の重なりはあるものの、神がその人のために備え、またその人に賜物を与えて任せておられる奉仕を真に意味ある形で果たすことは、まず霊的成熟があり、さらに試練において成功する経験が先行しなければ不可能です。そしてそれらは、真に効果的な奉仕のために不可欠な要素でもあります。また、否定的な観点からも、報われる正当な実りと焼き尽くされる不正当な働きとの違いを明確にする聖書の警告がいくつもあります。人は外見を見るのに対し、神は心を見られるからです（サムエル記上16章7節）。「この人がわたしの弟子だから」という理由で与えられる一杯の冷たい水は報いを受けます（マタイ10章42節；マルコ9章41節）。しかし、そこから考えるなら、動機が正しくないまま、ただ何となく与えられた冷たい水については、報いを受けるものではないでしょう。神は、動機が正しいかどうかを確実に見分けることがおできになります。たとえ私たちにとって、その区別をすることが難しい場合であってもです。

（25）「よく言っておく。エリヤの時代、三年六か月の間天が閉ざされ、全地に大きな飢饉が起こったとき、イスラエルには多くのやもめがいた。（26）しかし、エリヤはそのうちのだれのところにも遣わされず、ただシドンの地方ザレパテにいた一人のやもめのもとにだけ遣わされた。（27）また、預言者エリシャの時代には、イスラエルには多くのらい病人がいたが、そのだれもきよめられず、ただシリア人ナアマンだけがきよめられた。」（ルカ4章25-27節/TNIV訳）

正しい動機は常に、へりくだり、神とその真理への従順、そして自分ではなく神の栄光を求める心から生まれます。

（18）「自分から語る者は自分の栄光を求める。しかし、自分を遣わした方の栄光を求める者は真実であり、その人のうちには不正がない。」（ヨハネ7章18節）

パリサイ人たちは、神の栄光を求めて行動していたのではなく、むしろ自分自身を栄光ある者として見せるために行っていました。

（5a）彼らは自分の行うことをすべて、人に見せるためにするのである。（マタイ23章5節前半）

そのような動機で行われたことは、たとえ正しい動機で行われていれば報いを受けたはずのことであっても、神からの報いをもたらしません。

（1）人に見せるために、人前で自分の義を行わないように気をつけなさい。もしそうするなら、あなたがたの天の父から報いを受けることはない。（2）だから、施しをするときには、偽善者たちが会堂や通りで人にほめられようとしてするように、ラッパを吹き鳴らしてはならない。まことにあなたがたに言う。彼らはすでに自分の報いを受け取っているのである。（マタイ6章1-2節/TNIV訳）

（5）また祈るときには、偽善者たちのようであってはならない。彼らは人に見てもらおうとして、会堂や大通りの角に立って祈ることを好む。まことにあなたがたに言う。彼らはすでに自分の報いを受け取っているのである。（マタイ6章5節/TNIV訳）

（16）断食するときには、偽善者たちのように暗い顔をしてはならない。彼らは断食していることを人に見せるために顔をやつす。まことにあなたがたに言う。彼らはすでに自分の報いを受け取っているのである。（マタイ6章16節/TNIV訳）

私たちはしばしば、慈善のためにささげられる金銭的な献金こそが「善い行い」の主要な手段であり、その尺度であると考えがちです。しかし実際には、誤った動機で与えられた献金は神にとって何の価値もありません（それはキリストのさばきの座の前で焼き尽くされる働きの典型的な例です）。さらに、金額の多さが神にとって重要であると考えるのも誤りです。神は何一つ必要とされない方だからです（詩篇50篇8-15節；使徒行伝17章25節参照）。神は、私たちの献げるものを、その真の動機と、実際の能力（持っているもの）に基づいて評価されます。

（41）イエスは献金箱の向かいに座り、人々が宮の献金箱に金を入れる様子を見ておられた。多くの金持ちが多額を投げ入れていた。（42）ところが、ある貧しいやもめが来て、レプトン銅貨二枚を入れた。それはほんのわずかな額であった。（43）そこでイエスは弟子たちを呼び寄せて言われた。「まことにあなたがたに言う。この貧しいやもめは、献金箱に入れているほかのすべての人よりも多く入れたのである。（44）彼らはみな、あり余る中から入れたが、この人は貧しい中から、自分の持っているすべて、すなわち生活費の全部を入れたからである。」（マルコ12章41-44節/TNIV訳）

キリスト者の人生におけるほとんどすべての事柄と同様に、正当な実りは霊的成長の結果として生まれるものです。それは、信仰に基づいて心の正しい態度が働くことに依存しています。私たちは信仰のために召されており、そしてイエス・キリストへの信仰こそが、すべての働きの土台となる根本的な「働き」だからです。

神が求めておられる働きとは、神が遣わした方を信じることである。（ヨハネ6章29節）

より高い報い：
この地上の人生においてイエス・キリストのためにどれほどわずかな働きしかしていなかったとしても、すべての信者には与えられる基本的な報いがあります。すべての信者は復活にあずかり、完全で永遠の、想像を超えるほどすばらしい復活の体を与えられます。その復活の体は、痛みも苦しみも、いかなる否定的なものも存在しない祝福された永遠を楽しむための基本的な「基盤」となります。そこでは言葉では言い表せないほど喜びに満ちた存在を、私たちは永遠にわたって味わうことになるのです（黙示録7章17節, 21章4節, 21章9-27節, 22章1-5節参照）。単に永遠のいのちに復活するということだけでも、今の私たちの理解をはるかに超える祝福と恵みが伴います。それは、私たちが本来そのために造られた目的の完全な成就であり、今私たちが切に待ち望んでいる希望そのものなのです。

（17）もし私たちが神の子どもであるなら、私たちはまた神の相続人であり、キリストとともに相続人でもある。ただし、それは私たちがキリストとともに苦しむなら、キリストとともに栄光を受けるためである。（18）私は思う。今の時の苦しみは、やがて私たちに現されることになっている栄光とは、比べものにならない。（19）被造物は、[再臨の時に]神の子どもたちの現れを切に待ち望んでいる。（20）被造物は虚無に服させられたが、それは自分の意志によるのではなく、［アダムの罪の結果として］そうされた方によるのである。しかし、望みがないわけではない。（21）すなわち、被造物自身もまた、[再臨において]滅びの束縛から解放され、神の子どもたちの栄光ある解放（すなわち私たちの復活）にあずかるようになるのだから。（22）私たちは知っている。すべての被造物が、今に至るまで、ともにうめき、ともに産みの苦しみをしていることを。（23）それだけでなく、御霊を初穂として受けている私たち自身も、心の中でうめきながら、子としての身分、すなわち私たちの体の贖い（復活）を切に待ち望んでいる。（24a）私たちはこの望みによって救われたのである。（ローマ8章17-24節前半）

これらすべての驚くべき祝福は、イエス・キリストを信じる者に待ち受けているものであり、この地上の人生における霊的努力の多少にかかわらず与えられます。そして、この世の生涯を信仰を保ったまま終えるすべての人は、このさばきの場において主イエスが私たちの名を「わたしの父の御前、また御使いたちの前で言い表す」と言われたとおり、神の承認を受けることになります（黙示録3章5節）。その日から、私たちの名は「新しい名」となります（黙示録2章17節, 3章12節； イザヤ65章15節, イザヤ62章2節後半参照）。そして、このさばきの時に行われる改名は、非常に重要な出来事となります。なぜなら、この新しい名は、私たちがこの地上で歩んできた霊的な生涯を反映するものだからです。聖書において神が与えられる名前はどれもきわめて重要であり、常に本質的な霊的現実を表しています。同様に、私たちの永遠の名もまた、イエス・キリストとその教会のために、私たちがどのような努力を払ったかを要約するものとなるでしょう。それが非常に大きなものであったのか、それとも取るに足りないものであったのかにかかわらずです。この事実だけでも、私たちは主に仕えるためにできる限りのことを行おうというひたむきな決意に満たされるべきです。そうすることによって、この新しい名が後悔ではなく喜びの原因となり、また神の聖霊の力によって、恵みにより私たちのためにあらかじめ備えられていた働きを成し遂げることを通して、永遠に主の栄光を現す名となるようにするためです（エペソ2章8-10節）。なぜなら、その大いなる日に主のさばきの座の前に立つすべての人が、イエス・キリストから「よくやった」と言われるわけではないからです。また、その言葉とともに与えられる追加の報いを受けるわけでもありません。それを受けるのは、すべての信者に共通する基本的祝福を超えて、より高い報いの段階に到達した者たち、すなわち正しい努力を通してそこに至った者たちだけなのです。

（21）主人は彼に言った。「よくやった、良い忠実なしもべ。あなたはわずかなことに忠実であったから、私はあなたに多くのものを任せよう。主人の喜びに入りなさい。」（マタイ25章21節/NIV訳）

（17）主人は言った。「よくやった、良いしもべ。あなたはごく小さなことに忠実であったから、十の町を支配する者になりなさい。」（ルカ19章17節/NIV訳）

イエス・キリストへの卓越した奉仕によって、これらのより高い報いを受けることを表す最も一般的な聖書の象徴は、（競技の）冠、すなわち ステファノス（ギリシヤ語 στέφανος）です（王の冠である ディアデマ διάδημα とは対照的です）。このステファノスの「冠」は、ギリシヤやローマの世界において長く豊かな歴史を持っていますが、その多様な用いられ方には共通する一つの特徴があります。それは、軍事的功績、競技での勝利、芸術的業績、あるいは政治的功績など、どのような場合であっても（そしてそのような例は数多く知られています）、ステファノスの冠は常に、優れた奉仕や特別な行いに対する報いとして授けられるという点です。このような理由から、聖書においてこの冠は、復活の体という祝福を超えて与えられる報いへの希望と密接に結びつけられて語られることが多いのです。

ですから、私が深く慕い求めている愛する兄弟たち、私の喜びであり、私の［勝利の］冠である人たちよ。愛する者たちよ、このように［私があなたがたに書き送ったとおりに］主にあって堅く立ちなさい。（ピリピ4章1節）

（19）私たちの望み、喜び、あるいは誇りとする［勝利の］冠とは何でしょうか。それは、主イエスが来られるときに、主の御前に立つあなたがたではありませんか。（20）実に、あなたがたこそ私たちの栄光であり喜びなのです。（第一テサロニケ2章19-20節）

見よ、わたしはすぐに来る。あなたの持っているものをしっかり保ちなさい。だれにもあなたの冠を奪われないようにするためである。（黙示録3章11節）

このように、競技のように努力して勝利を目指すという冠の概念は、聖書全体に広く見られるものです。しかし、私たちが競っている相手は、「この世、肉、そして悪魔」であって、他のクリスチャンではありません。信者である私たちは勝利を目指して努力しますが、その勝利は、兄弟姉妹のだれかが失うことを意味するものではありません（むしろ、私たちは互いに助け合うことで、その栄誉を得るのです）。私たちは皆、最高の報いを受けることもできますし、受けないこともあります。神は確かに、すべての信者に同じ最高の祝福と報いを与えることもおできになります（実際、すべての人が信じるなら、すべての人にそれを与えることも可能でした）。しかし、永遠において最高の栄誉に到達する信者が少ないのは、神の備えが不足しているからではありません。それは、一人ひとりが毎日下している選択に関係しています。だからこそ、私たち一人ひとりは、自分に与えられているこの人生を正しく理解する必要があります。それは単に、神が求めておられることを果たす責任の時であるだけではなく、同時に、主イエスが私たちにぜひ勝ち取ってほしいと願っておられる報いを得るための、大きな機会の時でもあるのです（マルコ4章21-25節）。

私たちはいったん救われ、また自分自身と自分の人生をイエス・キリストにささげたなら、もはやこの地上に生き続けている目的は、この世が重視する優先事項（それらの中には確かに重要なものもありますが）とは本質的に関係がなくなります。むしろ、その目的はすべて、主イエスの「わたしに従いなさい」という命令に従って生きることに関わっています。主イエスを求めるための継続的で真剣な努力（霊的成長とその適用）、そして主イエスに仕えるための働き（霊的前進と奉仕）を通して、私たちは報いを得るのです。前に述べたとおり、私たちは皆、現在の世界が提供できる最良のものさえ無限にしのぐ祝福を相続として受けます。しかしそれでもなお、より高い報いの段階が確かに存在します。そしてそれらは、イエスに従い主に仕えることを人生の最優先とした人々に与えられます。そのような人々は、この地上でただ時間を過ごし、ときどき「神にうなずく程度」の信仰生活を送るのではありません。むしろ、日々与えられる機会を最大限に生かし、主のために最善を尽くすという挑戦を毎日受け入れるのです。そして、そのように生きることによって与えられる報いを希望として歩みます。したがって、この世で軍事的、政治的、芸術的、競技的、あるいはその他の職業的分野において卓越した業績をあげ、称賛や栄誉を受ける人々を見るとき、私たちは自分自身も同じような追求に関わっていることを思い起こすべきです。ただし一つ大きく異なる点があります。それは、私たちが求めている報いと栄誉は、この世の一時的で消え去るものではなく、永遠に続くものだということです（ガラテヤ2章2節, 5章7節； ピリピ2章16節参照）。

あなたがたは知らないのか。競技場で走る者はみな走るが、賞を受けるのはただ一人である。あなたがたは、それを得ることができるように走りなさい。」さらに、競技に携わる者はすべてのことについて自制するのである。彼らがそのようにするのは、朽ちる冠を受けるためであるが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのである。それゆえ、私はこの私たちの競走を走るにあたり、目標に向かってまっすぐ進んでおり、この私たちの戦いを戦うにあたり、すべての一打を無駄にしないようにしているのである。いわば私は「自分のからだを打ちたたいて」、自分自身を厳しく従わせているのである。それは、他の人々に［福音を］宣べ伝えた後で、この私自身が［私たちすべてが求めている賞を受けることから］失格者とならないためである。（第一コリント9章24-27節）

（12）［それは］私がすでに［求めているものを］得たというのでもなく、すでに［自分の走路を］走り終えたというのでもない。むしろ私は、それを完全に自分のものとすることを望みつつ、なおそれ［その賞］を追い求めているのである――［この賞を得るために］私はキリスト・イエスによって捕えられたのである。（13）兄弟たちよ、私はそれをすでに得たとは考えていない。ただこの一つのことに心を向けている。後ろにあるものを忘れ、前にあるものに向かって身を伸ばし、（14）目標に向かってまっすぐ進み、キリスト・イエスにあって、神が私たちを召してくださった賞を目指して走り続けているのである。（ピリピ3章12-14節）

（3）キリスト・イエスの良い兵士として、私とともに苦しみに耐えなさい。（4）兵役に就いている者はだれも、日常生活の事柄に巻き込まれることはしない。［そのようなことを避けるのは］自分を召し入れた者を喜ばせるためである。（5）同様に、だれでも競技に参加する者は、規則にしたがって競わなければ、冠を受けることはない。（第二テモテ2章3-5節）

（1）こういうわけで、私たちもまたこの［ヘブル11章の信者たちの］ように多くの証人に取り囲まれているのであるから、すべての重荷――特に私たちにまとわりつく罪――を捨てて、私たちの前に置かれている競走を忍耐をもって走ろうではないか。（2）そして、信仰の創始者であり完成者であるイエスに目を向けよう。イエスは、ご自分の前に置かれていた喜びのゆえに、十字架の恥を耐え忍び、それを恥とも思わず、神の御座の右に着座されたのである。（へブル12章1-2節）

（12）それゆえ（1節の競走のたとえに戻って）、垂れ下がった手を引き上げ、弱ったひざを強くしなさい。（13）また、あなたがたの足のためにまっすぐな道を作りなさい。それは、［たとえ倒れて］関節をねんざしても完全に外れてしまうことがないようにし、むしろ回復に向かうようにするためである。（へブル12章12-13節）

上に挙げたすべての聖句は、この私たちの競走において、時間を無駄にする余裕はまったくないこと、またこの競争に全力を尽くすために惜しむべき努力は何一つないことを、きわめて明確に示しています。なぜなら、それは単に私たちの務めであるだけでなく、そこには大きな報いも伴っているからです。

これらのより高い報いは、三つのはっきりした段階に分かれています。そしてそれらは、種まきのたとえにおいて「良い地」が生み出した実り、すなわち「三十倍、六十倍、百倍」と表現されている三つの実りの段階によって象徴されています（マタイ13章8節, 13章23節； マルコ4章8節,　4章20節； ルカ8章8節参照）。また、第一コリント3章12節の「金、銀、宝石」（ここでは逆の順序ですが）によっても表され、さらに「義の冠」「いのちの冠」「栄光の冠」という三つの勝利の冠によっても、この三段階の体系が示されています。現代的な例えで言えば、これら三つのより高い報いのどれかの段階に入るだけの実りをこの地上で生み出した人は、いわば「士官級」に相当すると言えるでしょう。つまり、一般の兵士たちとは区別される立場です。しかし、その士官の中にも、さらに三つの階級の違いがあることになります（現代の軍隊で言えば、尉官・佐官・将官の違いのようなものです）。さらにこの例えをもう少し進めるなら、最も高い階級の中でさえ、特に卓越したごく少数の最高位の人々が存在することも確かです（たとえば統合参謀本部のような存在です）。永遠の世界においても、同様のことがあると考えられます。たとえば、二人の証人、モーセとエリヤ、十二使徒、そして聖書に登場する著名な預言者や信仰者たちは、最も高い階級の中でも、特別で独自の集団を構成することになると考えられます。

もし、私たちが得る報いによってイエスを栄光とすることへの願い、またこの最後のさばきにおいて主から称賛を受けたいという願い（そして逆に、自分の努力が無に帰してしまったことを示されることへのためらい）が、私たちに霊的成長・実り・奉仕を人生の最優先事項とさせる十分な動機にならないとするならば、聖書が示している報いの具体的な内容（それが限られた範囲でしか語られていないとしても）こそが、私たちをさらに大きな努力へと駆り立てるに十分なものであるはずです。神に喜ばれる正しい方法でそれらの報いを求めて努力する者に待っている報いは、この人生でのどんな苦しみや犠牲や努力ともまったく比較にならないほど大きなものだからです。先に見たタラントのたとえは、このことを非常にはっきりと示しています。与えられたものに応じて（比較的）わずかな利益を生み出したしもべたちでさえ、町を治める権威という報いを与えられました。つまり、それは王が不在の間に彼らが持っていたものや達成したものよりも、はるかに大きな価値を持つ報いだったのです。もしこのことが地上の例えにおいてさえ真実であるなら、永遠の報いに当てはめて考えるならどうでしょうか。そこは新しい宇宙であり、欠乏は存在せず、私たちの想像をはるかに超える豊かさだけが満ちている世界なのです。

（17）というのは、私たちのこの現在の軽い苦しみは、どのような比較や計測も及ばない永遠の栄光の重みを、私たちのために生み出しているからである。（18）それゆえ、私たちは、見えるものにではなく、見えないものに目を向けようではないか。見えるものは一時的なものであるが、見えないものは永遠のものだからである。（第二コリント4章17-18節）

この三つのより高い報いの段階にふさわしい働きには、悪しき者（サタン）から激しい反対が加えられることが予想されます。実際、ある意味では、このような反対は努力と報いの原則にとって不可欠な要素でもあります。これらの高い報いは、キリスト者の真の生き方であるこの戦いにおいて、効果的に関わったことへの表彰だからです。そして、古代においてステファノスの冠がしばしば軍事的功績の表彰として用いられたことを考えるなら、軍事勲章という例えもここでは非常に適切です。この三つの段階の報いを、たとえば「銅・銀・金のメダル」と考えることもできますし、あるいは「シルバースター、ネイビークロス、名誉勲章」といった軍事勲章になぞらえることもできます。どちらの例えにおいても、より高い段階ほど、より大きな困難と功績が伴うことが明らかです。そして永遠の報いに関して言えば、その反対は段階が上がるごとに、サタンの勢力からますます強く激しく加えられることになります。主ご自身が反対を受けられたように、その御名を担い、主に仕える働きを真剣に前進させる者たちも、同じように反対を受けることになります。実際、主イエスの生涯そのものが、その模範と原則を示しています。すなわち、最も効果的で自己犠牲に満ちた生涯と奉仕は、神のために最も大きな実りを生み出すと同時に、悪魔から最も激しい反対を受けます。そして同時に、それが最も高い報いを受けるのもまた当然のことなのです。

（5）あなたがたも、キリスト・イエスのうちにあったこの思いを抱きなさい。（6）キリストは、神のかたちで存在しておられたが、神と等しいことを［当然のこととして］固守すべきものとはお考えにならなかった。（7）かえって、［すでに持っておられた神と等しい神性にもかかわらず］ご自分の地位を捨て、しもべのかたちを取り、人間と同じ姿におなりになった。（8）そして人としての姿においてご自身を低くし、死に至るまで、しかも［私たちすべてのための］十字架の死に至るまで従順となられた。（9）それゆえ神は、この方を高く引き上げ、すべての名にまさる名をお与えになった。（10）それは、イエスの御名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてがひざをかがめ、（11）すべての舌が「イエス・キリストは主である」と告白して、父なる神の栄光となるためである。（ピリピ2章5-11節）

（5）というのは、神は（今私たちが論じている主題である）来たるべき世界を御使いたちに従わせるのではないからである。（6）むしろ、あるところで、だれかがこう証言している、「人とは何者なので、あなたはこれを心に留められるのでしょうか。また人の子とは何者なので、あなたはこれを顧みられるのでしょうか。（7）あなたは彼を御使いたちよりもしばらくの間低くされ、彼に栄光と誉れとの冠を授け、あなたの御手のわざのすべてを彼に治めさせ、（8）すべてのものを彼の足の下に置かれました」（詩篇8章4-6節）。神がすべてのものを彼に従わせられたとき、彼に従わないものは何一つ残されなかったのである。しかし、現時点では、まだすべてのものが彼に従っているのを私たちは見てはいない。（9）しかし私たちは今、死の苦しみのゆえに栄光と誉れとの冠を授けられたイエスを見ているのである。すなわち、神の恵みによって、私たちすべてのために死を味わうために、「御使いたちよりもしばらくの間低くされた」そのお方を見ているのである。（へブル2章5-9節）


一般的に言えば、信者は霊的成長と霊的成熟の達成によって、第二段階の報いに到達します。すなわち、神の真理を学び、それを信じ、そして自分の生活に適用することを粘り強く続けることによって、目に見える現実を超えて神を信頼する継続的な信仰を示すことです。第三の段階は、通常の日常的な種類を超える、重大で重要な試練に打ち勝つことによって達成されます。そのことによって、この世の一時的な反対よりも、永遠の現実への希望をいっそう強く持っていることが示されるのです。信者は、あらゆる反対にもかかわらず、効果的で一貫した奉仕を行い、自分の人生と霊的賜物の究極の目的を果たすに至ることによって、最高、すなわち第四の段階の報いに到達します。こうして、救い主に対する愛が、他のすべての個人的関心を超えるものであることが示されるのです。最後に、どのような人生においても、これらの働きの間にはある程度の重なりが生じることは確かでありますが、それでもなお、これらの報いの段階は、非常に段階的に進んでいく性質のものです。すなわち、完成された奉仕（第4段階）は、それに先立つ重大な試練と練り清め（第3段階）という備えなしには不可能であり、また、そのような試練に打ち勝つ能力も、それに先立つ霊的成長と真の霊的成熟の到達（第2段階）なしには不可能であるのです。

第2段階の報い：義の冠 ― 霊的成熟という「信仰」の段階

義の冠は、種まきのたとえにおける三十倍の実り、また第一コリント3章12節における「宝石」によって象徴されるものであり、より高い報いの中でも「信仰の段階」と呼ぶことができます。これは、霊的成熟の達成によって与えられるものです。すなわち、神の御言葉を継続して学び、学んだ真理を信じ、そして神の真理を自分の生活に一貫して適用することによって到達する、霊的成長の完成です。この意味は、種まきのたとえにおける否定的な例や、パウロが第一コリント3章で語っているさばきの描写からも、ある程度理解することができます。後者の場合、多くの信者、とりわけより高い報いに到達しなかった信者は、自分の人生で行ったことがキリストのさばきの座の前で焼き尽くされるのを目にすることになると語られています。その信者自身は救われますが、「火をくぐるようにして」救われ、「報いの損失」を受けるのです（第一コリント3章15節）。私たち一人ひとりの働きを試すその火は、私たちが得た真の報いを損なうことはありません（冠には至らなくても、この世での歩みにおいて何らかの正当な実りを持つ信者の場合でも同様です）。しかし、「木、草、わら」にたとえられるもの、すなわちこの人生における誤った働き、過ち、そして無駄にしてしまった機会は、その真の価値を試し評価する神の火によって完全に焼き尽くされます。一方で、この人生における努力が少なくとも「宝石」の段階に達していると認められる人は、与えられた機会をある程度生かしてきた人です。その人は、十分な程度に聖別を追い求め、信仰によって継続的に歩み、霊的成長を生み出し、霊的成熟に到達する歩みをしてきたことになります。そしてその結果として、意味のある報いを受けるのです。

聖書は、霊的に成熟している者とそうでない者との間に、非常にはっきりした境界線を引いています（第一コリント2章6節［第一コリント3章1節参照］； コロサイ1章28節； ピリピ3章15節； コロサイ4章12節； ヘブル5章14節, 6章1節； ヤコブ1章4節）。

（20）兄弟たちよ、考え方において子どもであってはならない。悪に関しては幼子でありなさい。しかし考え方においては成熟した者となりなさい。（第一コリント14章20節/NASB訳）

兄弟たちよ、たとえだれかが何らかの罪に捕らえられることがあっても、霊的なあなたがたは、そのような人を柔和な心で立ち直らせなさい。それぞれ自分自身にも気を配りなさい。あなたがた自身も誘惑に陥らないためである。（ガラテヤ6章1節 /NASB訳）

しかし、私たちは成熟した者たちの間では知恵を語っているのである。ただし、それはこの時代の知恵でもなく、この時代の支配者たちの知恵でもない。彼らはやがて無に帰する者たちだからである。（第一コリント2章6節 /NIV訳）

これらの点は、種まきのたとえにおいてさらに具体的に説明されています。そこでは、霊的成熟がその結果によって示されるものとして描かれています。良い地は、たとえ最初の高い報いの段階である「三十倍」の実りしか生み出さない場合であっても、必ず先に見た種類の地、すなわちいばらに覆われた地の落とし穴を避けていることになります（マタイ13章1-9節； マルコ4章1-9節； ルカ8章4-8節参照）。

「いばらの中に蒔かれた者とは、みことばを聞くが、この世の思い煩いと富の惑わしとが、みことばの［実を結ばせる力を］ふさいでしまい、実を結ばなくなる者のことである。」（マタイ13章22節）

（18）「また、いばらの中に蒔かれた者たちがいる。これらは、みことばを聞いた者たちである。（19）しかし、この世の思い煩いと富の惑わし、さらにほかのさまざまな欲望が［いばらや雑草のように彼らの上に］生い茂り、みことばの［実を結ばせる力を］ふさいでしまうので、彼らは実を結ばなくなるのである。」（マルコ4章18-19節）

「また、いばらの中に落ちた［種］とは、みことばを聞いた者たちのことである。しかし、彼らは思い煩いと富と、この世の楽しみによってふさがれてしまい、その結果、十分に実を結ぶことができないのである。」（ルカ8章14節）
塀
したがって、霊的成熟に到達するためには、思い煩い、富への欲望、そしてこの世の快楽を神のみこころより優先させる態度をすべて克服しなければなりません。これは、主のために真の実を結ぶためには、欠点のない完全なクリスチャン生活を達成しなければならない、という意味ではありません。しかし、人生の思い煩い、富、あるいは快楽がその人の考え方や生活様式を支配することを許している信者は、必然的にイエス・キリストのために「第二段階」の実りを生み出すことはできません。もし私たちが生活の必要について過度に思い煩い、心を奪われているなら、主が私たちの問題を顧みてくださることを信頼する成熟した信者の信仰の段階に、まだ達していないということです（マタイ6章25-34節； ルカ12章22-34節参照）。また、この世の富の中に満足や安全を第一に求めているなら、永遠の報いに心を向ける成熟したクリスチャンの希望は、まだ十分に成長していないことになります（マタイ6章19-23節； ルカ12章33-34節参照）。さらに、自分自身の楽しみを第一に求め、主を喜ばせることを第一に求めていないのであれば、キリスト者の愛はまだ霊的成熟の段階に達していないことは明らかです。上で定義したように、霊的成熟とは、基本的なキリスト者の徳において成長し、この世に背を向けて主に向き直る段階にまで至ることです。そしてこの段階こそが、より高い報いを獲得するための戦いの場へと入る入口となります。

（15）この世も、この世にあるものも愛してはいけない。もしだれかがこの世を愛するなら、父への［真の］愛はその人のうちにない。（16）なぜなら、この世にあるすべてのもの、すなわち肉の欲望、目の欲望、そして生活の誇りは、父から出たものではなく、この世から出たものだからである。（17）この世とその欲望は過ぎ去る。しかし神のみこころを行う者は、永遠に生き続ける。（第一ヨハネ2章15-17節）

この箇所や他の多くの聖句から分かるように、聖化、すなわち罪や肉的な性質から離れていくことは、霊的成長の方程式において重要な要素です。軍事作戦や競技において優れた防御が不可欠であるのと同じです。しかし、これらの世俗的なたとえと同様に、防御だけでは勝利することはできません。霊的成熟に到達するためにさらに重要なのは、霊的な攻勢（オフェンス）です。そしてその中心にあるのは、神の真理です。すなわち、真理を熱心に求め、それに耳を傾け、信じることによって心に受け入れ、そしてそれを生活に適用することです。つまり、神の御言葉から知らされる神のみこころに基づき（未熟な思い込みに基づくのではなく）、信仰・希望・愛に基づいて実際に行動し、生活することです。

（11）キリストご自身が、ある者たちを使徒とし、ある者たちを預言者とし、ある者たちを伝道者とし、ある者たちを牧者また教師とされたのである。（12）それは、すべての聖徒たちが自分自身の奉仕の働きのために整えられ、その結果、キリストのからだ全体が建て上げられるためであり、（13）私たちすべてが、正しいことを信じること（すなわち「信仰」、ギリシヤ語：ピスティス（πίστις／pístis））と、神の御子に対して全面的な忠誠をささげること（ギリシャ語：エピグノーシス（ἐπίγνωσις／epígnōsis））という一致した目標に到達し、それぞれが完全な人となるため、すなわち、キリストによって定められている成熟の基準に到達するためである。（14）それは、私たちがもはや未熟な者でなくなり、人々の欺きと、彼らが巧みに欺こうとしてあらゆることを行うそのずる賢さから出てくる、いわゆる教えのあらゆる風によって進路を外され、もてあそばれることがないためである。（15）むしろ、愛のうちに真理をしっかりと受け入れることによって、私たちがあらゆる点で成長し、教会のかしらであるキリストを模範としていくためである。（16）キリストによって、教会全体は、あらゆる節々を通して、それぞれの部分に力強く供給される支えによって、互いに堅く結び合わされ、一つに組み合わされています。そして、それぞれの部分がその務めを果たすことにより、自らの成長を進め、愛のうちに自分自身を建て上げていくのである。（エペソ4章11-16節）

上の13節で言及されている「目標」は、ピスティス（πίστις）すなわち信仰（＝信じること）と、完全な認識（エピグノーシス：ἐπίγνωσις）から成り立つものとして説明されています。ここでこれら二つの語が結びつけられていることは、非常に重要です。後者の語は通常「知識」と訳されますが、その訳では十分ではありません。ギリシヤ語には単なる知識を表す語がいくつもありますが、この新約聖書の重要な専門用語には epi-（エピ） という接頭辞が付いており、そこには方向性や到達性の意味が含まれています。つまりこれは、単に理解されているだけのものではなく、理解され、実際に適用されているものを意味します。エピグノーシスとは、信じられ、信仰によって完全に内面化された知識です（第一コリント13章12節； 第二コリント1章13節； エペソ4章13節； コロサイ1章9-10節, 2章2節； 第一テモテ2章4節, 4章3節； 第二テモテ2章25節, 3章7節； テトス1章1節； 第二ペテロ2章20-21節； ローマ1章28節, 1章32節, 3章20節, 10章2節, エペソ1章17節; ピリピ1章9節; コロサイ1章6節, 3章10節； ピレモン6節； 第二ペテロ1章2-3節, 1章8節参照）。エピグノーシスは、それを十分に消化した人を変革します。なぜなら、この新しい「情報」は単に記憶の一部となるだけでなく、良心の一部となり、内なる人を形づくり直すからです。その結果、人は物事を全く新しい仕方で理解し、行動するようになります。エピグノーシスは、内面的な変化を引き起こし、それが外面的な結果を生み出します。したがって、真の霊的成長は、真理を信じることによってのみ起こります。真の霊的成長は、内側から外へ向かう過程です。たとえば、（パリサイ人たちがしたように）杯の外側を何度も何度も洗い清めることはできますが、それでは成長は生まれません。また、どれほど厳格な行動規範を採用したとしても（これもパリサイ人たちがしたことです）、それによって神に近づくことも、キリストのために生き、キリストに仕える準備が整うこともありません。事実を暗記することは、この世の試験に合格する助けにはなるかもしれません。しかし、神の真理を信仰によって心に刻み込むことこそが、信者が人生の霊的試練に合格するために役立つ唯一のものです。そしてその試練こそが、信仰を強くし、希望を研ぎ澄まし、そして主イエス・キリストへの愛を動機づけ、導いていくのです。

実際、「いつも学んでいながら、真理の認識に至ることができない」ことはあり得ます。なぜなら、この箇所（第二テモテ3章7節）で言われている「知識」あるいは「理解」が、単なるグノーシス（γνῶσις）、すなわち抽象的原理に対する学問的理解にすぎない場合には、内面的な変化も霊的成長も生じないからです。神の真理が信仰によって心の中に取り込まれること、すなわち神の知識が信じられることによってのみ、私たちの内なる人は変えられ、イエス・キリストのため、またキリストの教会のために実を結ぶ者として用いられる可能性が生まれます。たとえ、真理が誠実に、正確に、しかも詳細に教えられている聖書研究会に出席していたとしても（このラオデキヤ的な教会時代においては、それ自体が確かに稀なことですが）、それだけで霊的成長が生まれるわけではありません。真理は信じられてこそ実際に役立つものとなります。真理は信じられてこそエピグノーシス（ἐπίγνωσις）となるのです。

先に引用したエペソ4章11-16節は、キリストの体（教会）がどのように建て上げられるべきかという方法を非常にはっきり示しています。それは、神の御言葉が、賜物を与えられ備えられた人々によって、信者共同体全体の中で教えられることです。その目的は、信者が霊的成熟に至ることにあります。この祝福された状態は、次にはすべての信者に与えられている賜物を十分に働かせる力を与え、さらにその結果として、いわば祝福された「フィードバック循環」の中で、すべての信者においてさらなる成長と、より効果的な奉仕を生み出します。これこそ、私たちが召されている理想的なプロセスです。しかし残念なことに、今日のキリスト教の集会の中で、表面的なレベルを超えて真理の教えが存在している所は非常に少ないのが現状です。しかも、そのような交わりが見つかったとしても、イエス・キリストにある神の真理が信じられなければ何の益にもなりません。この本質的な霊的仕組み、すなわち信仰によって真理を受け入れることによってのみ、エピグノーシス（ἐπίγνωσις）が心に取り入れられ、神の真理が信者の心の中で御霊によって用いられるものとなり、霊的成長が達成されるのです。[footnoteRef:26] [26:  これら二つの広範な主題、すなわち霊的成長とキリスト教的認識論（Christian epistemology）については、ここではごく簡単に触れるだけにとどめていますが、Bible Basicsシリーズの第5部「聖霊論（Pneumatology）」および第6A部「キリスト者の歩行論（Peripateology）」において、それぞれ詳しく扱われる予定です。私は、**グノーシス（γνῶσις／gnōsis）とエピグノーシス（ἐπίγνωσις／epígnōsis）との間の重要な区別を見いだされたR・B・シーム・ジュニア大佐（Col. R. B. Thieme Jr.）**に負うところがあります。すなわち、『The Grace Apparatus for Perception（知覚のための恵みの装置）』（ヒューストン、1969年）において示されたものです。] 


（7）私は良い戦いを戦い終え、自分の走路を走り終え、信仰を守り通した。（8）今や、義の冠が私のために用意されている。それは、その［大いなる］日［すなわち、さばきの日］に、義なるさばき主である主が、私に授けてくださるものであり、私だけでなく、その現れを愛してきたすべての者（すなわち、主の再臨を待ち望みつつ、イエス・キリストに対する変わらぬ愛を保ってきた者たち）にも授けてくださる。（第二テモテ4章7-8節）

義は、イエス・キリストを信じるすべての者に信仰によって与えられるものです（ローマ1章17節, 3章22節, 4章3-24節, 9章30-31節, 10章6節； ガラテヤ3章6節, 5章5節； ピリピ3章9節； ヘブル11章7節； ヤコブ2章23節）。しかし、この冠は、救いに至る最初の信仰によって得られるものではなく、「信仰を守り続けること」、すなわち上で定義したように「良い戦いを戦い」「神が私たちのために備えられた道のりを走り終えること」によって与えられるものです。私たちは皆、イエス・キリストにあって神の義を与えられています。しかし、霊的成熟に達した者だけが、すべての信者が立場的に持っているその義にふさわしく実際に生きるのです。義の冠は、成熟の証しに対して与えられます。すなわち、ある程度の霊的成長に達し、実際に「クリスチャンとして生きる」ようになった人に対する報いです。そうした人は、信仰とその原則に忠実にとどまり（「私は信仰を守り通した」）、地上の報いよりも永遠の報いを待ち望み（「その日に主が授けてくださる冠」）、この世よりも主を愛する者です（「主の現れを愛した者たち」）。信仰・希望・愛という、キリスト者の歩みにおける三つの基本的徳は、霊的成熟の段階に達したときに完全に機能するようになります（第一コリント13章13節）[footnoteRef:27]。先に引用した第二テモテ4章7-8節において、パウロは彼らしい謙遜をもって、次の二つの報いの段階、すなわち、いのちの冠（試練への忍耐に対して与えられるもの）と栄光の冠（奉仕の完成に対して与えられるもの）については、自分がそれを受けると主張してはいません――しかし、もし教会の中に「三冠達成者」と呼び得る人物がこれまでにいたとすれば、それは疑いなく使徒パウロです。むしろ彼は、「私に倣いなさい」と励まし、また勧めるために、この最初の冠、すなわち義の冠の約束を、堅固で成熟した信仰、焦点の定まった生き生きとした希望、そしてイエス・キリストに対する真実で絶えない愛に到達した「すべての者」に差し出しているのです。ほとんどの信者は、キリストと結び合わされるに至らせた、基本的な「からし種」の信仰を超える、ある程度の信仰を持っています。ほとんどの信者は、復活と永遠の栄光についての何らかの希望を持っており、それらの真理が、彼らのクリスチャンとしての動機や励ましの一部となっています。さらに、ほとんどの信者は、イエス・キリストを愛しており、私たちのための主の犠牲によって私たちが救われたことへの応答として、主のため、主の真理のため、主の教会のために、何かを行っているか、あるいは行ったことがあるものです。しかし、霊的成熟とは、これら三つの代表的な徳がすべて十分に形づくられ、完成し、実を熟した状態に達したことを言います。ちょうど、どのような果物や野菜でも、その成長の過程を観察することができるように――すなわち、かろうじて見分けられるほどの段階から、ほぼ十分な大きさになってもまだ青い段階を経て、やがて熟して収穫できる状態に至るように――信者の霊的成長の場合も同様です。どの熟した果物や野菜にも、大きさ、質、色、そして全体としての「良さ」にさまざまな程度があるように――そして実際、クリスチャン生活においても、神は達し得る善の可能性に限界や終わりを設けてはおられませんが――成熟したすべての信者に共通しているのは、この「熟し」、すなわち、はっきりと見分けられる明確な成熟です。未成熟の信者でも、これらの基本的なキリスト者の徳に関連するいくつか、あるいはすべての特徴を、ときには（しかも一貫しない形で）示すことがあります。しかし、どれほど大きくても青いトマトと、熟した赤いトマトとの間に明らかな違いがあるのと同じように、まだ霊的成熟に達していない者は明らかです――それは神には確実に、他の信者にも多くの場合、そしてしばしば世の人々にも分かるものです。同じように、成熟した信者もまた、「彼らの［熟した］実によって」、尊ぶべき忠実なイエス・キリストの従者であることが知られるのです（マタイ7章15-20節； ヨハネ15章1-17節参照）。信仰によってイエス・キリストにある義の基準に効果的かつ一貫してかなった生き方をすることによって示される、私たちの成熟した証しこそ、この第二段階の報い、すなわち義の冠をもたらす実なのです。 [27:  ペテロ・シリーズの特に#13-#18を参照下さい。] 


第三段階の報い：いのちの冠 ― 「希望」の段階の霊的実り

いのちの冠は、種まきのたとえにおける六十倍の実り、また第一コリント3章12節にある「銀」によって象徴される報いであり、より高い報いの中でも「希望」の段階に当たるものです。この冠は、永遠の報いに対する希望を、この世のあらゆる価値よりも優先することによって示した人々に与えられます。すなわち、成熟した信者でありながら、なおかつ重大な試練を耐え抜き、この世の命よりも永遠の命を選び続けた者に与えられるものです。いのちの冠を受ける者は、必ずまず霊的成熟に達していなければなりません。その成熟した信仰と忠実さは、その後、人生というるつぼの中で試されます。それは、その信仰をさらに精錬するためであると同時に、その真の価値を人間と天使の世界の両方に示すためでもあります。私たちがイエス・キリストを信じる信仰によって与えられた義にふさわしい生き方をすることは、この世に対して神の恵みと善を反映する証しとなります。しかしそれ以上に、成熟した信者が激しい圧迫や患難の中でも忍耐し続ける姿は、彼らがこの世の何よりも神を重んじていることを、はっきりと示します。それはまた、イエス・キリストの評価、そして主が約束された永遠の命と報いが、この朽ちゆく世のどんなものよりも、彼らにとって現実であり重要であることを証明するものでもあります。

（6）あなたがたは、この究極の救いを望み見て大いに喜んでいます。今はしばらくの間、さまざまな試練によって悲しまなければならないとしてもです。（7）それは、あなたがたの信仰が本物であることが明らかにされるためです。火によって精錬されてもなお朽ちる金よりもはるかに尊いあなたがたの信仰は、イエス・キリストが現れるとき、賛美と栄光と誉れをもたらすのです。（第一ペテロ1章6-7節）

上に引用した箇所で語りかけられている信者たちの多くは、すでに霊的に成熟しており、その時まさに激しい圧迫と試練の中に置かれていました。具体的には、この手紙の受取人たちは、1世紀中頃から後半にかけてキリスト教という新しい「宗教」がローマ世界に広がり始める中で、社会的な排斥に加え、法的・経済的制裁を経験していました。キリスト教が広がるにつれて反対も増大していったのです。クリスチャンの真に善い意図はすべて、悪しき者によって必ず反対されます。霊的に前進するあらゆる段階において、サタンの反対が伴うということは、聖書が明確に示している事実です。しかし同時に、霊的に成熟した信者ほど、より激しい攻撃を受けることが許されるということもまた事実です。ヨブ記が明確に示しているように、そのような特別な試練や苦難は、実際には一種の「誉れ」であると言えます。もっとも、その最中にいるときには、そのようにはほとんど感じられないことでしょう。霊的成熟によって特徴づけられる堅固で一貫した信仰にまだ到達していない信者は、そのような集中的なサタンの攻撃に耐えることができません。したがって、神は私たちが耐えられない試練を決して与えられません。

（13）あなたがたが受けた試練は、人間として通常のものを超えるものではありません。神は真実なお方です。あなたがたが耐えられないほどの試練に遭わせることはなさらず、試練とともに、それに耐えることができるように逃れる道も備えてくださいます。（第一コリント10章13節）

確かに、私たちに課せられた重荷は、とても背負いきれないように思えることがしばしばあります。しかし、それもまた、そのような試練の一部なのです。基本的な成熟の段階を越えて成長するためには、たとえ私たちには耐えられないように思えることであっても、神は真実なお方であり、私たちを最後まで支え通してくださると信頼することを学ばなければなりません。そして、そのような見方（視点）を得て保ち続けるうえで大きな部分を占めるのは、将来の報いを待ち望む思いに基づいているのです。（ヘブル11章6節）。

（24）信仰によって、モーセは成人したとき、パロの娘の子と呼ばれることを拒み、（25）罪のはかない楽しみにふけるよりも、神の民とともに苦しむことを選びました。（26）彼は、キリストのために受けるそしりを、エジプトの財宝よりも大きな富と考えたからです。彼は報いに目を向けていたのです。（ヘブル11章24-26節）

霊的に成長してきた信者にとって、信仰がさらに練られ、いっそう強靱なものとされるためには、私たちの前進に対するこの次の段階の抵抗（試練）は不可欠です。ペテロのたとえ（先に引用された箇所の第一ペテロ1章6–7節）において、神がまさに意図しておられることを見ることができます。鋼がるつぼの中で鍛えられるように、燃えるような試練は信仰を強くするために必要なのです。私たちの信仰が、将来の報いをこの世の何よりも価値あるものとして、実際に、また経験的に見ることのできる確かな希望へと鍛え上げられるためには、普通の程度を超えた試練や患難を通過し、それに打ち勝たなければなりません（マルコ10章30節； 使徒行伝14章22節； 第二テサロニケ1章3-4節； 第一ペテロ2章19-21節, 4章12節参照）。このような道を通してこそ、人はいのちの冠を得るのです。

（10）あなたがこれから受けようとしている苦しみを恐れてはならない。見よ、悪魔はあなたがたのうちの何人かを試みるために牢に投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、患難を受けることになる。しかし、死に至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはいのちの冠をあなたに与えよう。（黙示録2章10節）

この最終段階の一つ前の報い（第三段階）の障害を首尾よく乗り越えた信者のしるしは、苦しみのただ中にあっても前向きな態度を保つことです。つまり、この第三段階の霊的前進を達成した信者は、激しい試練の中でも信仰を保って耐えるだけでなく、その過程において愛と希望を保ち、さらには喜びさえも持つことができるのです。これは、まだ霊的に成熟していない人や、この世よりも永遠とその報いを価値あるものとして実際に評価できるほどまで精錬されていない人には、到底不可能なことです。このような天的な視点を持つ者だけが、涙の中でさえ笑うことができるのです。

そればかりではない。わたしたちは患難をも喜ぶ。患難は忍耐を生み、忍耐は練られた品性を生み、練られた品性は希望を生むことを知っているからである。そして、この希望は失望に終ることがない。なぜなら、わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注がれているからである（第二テモテ1章7節参照）（ローマ5章3-5節）

わたしは、今の時の苦しみは、やがてわたしたちに現される栄光に比べれば、取るに足りないものと思う（ローマ8章18節）
兄弟たちよ。さまざまな試練に会うときは、それをこの上ない喜びと思いなさい。あなたがたの信仰が試されることによって、忍耐が生じることを知っているからである。その忍耐を十分に働かせなさい。そうすれば、あなたがたは、何一つ欠けたところのない、完全に成熟した者となり、満ち足りた報いを受けるに至る（ヤコブ1章2-4節）

試練に耐え忍ぶ人は幸いである。その人は、試されて良しと認められたのち、主を愛する者たちに約束された、いのちの冠を受けるであろう（ヤコブ1章12節）

第四段階の報い：栄光の冠 ― 「愛」の段階の完成された奉仕

栄光の冠は、種まきのたとえにおける百倍の実り、また第一コリント3章12節の「金」によって象徴される、最高の報いです。これは、イエス・キリストに対する愛を示すことによって得られる、「愛」の段階の報いです。この冠は、主がご自身の教会を建て上げるために各信者に与えられた務め（ミニストリー）を、忠実に、継続的に、そして成功裏に完成した者に与えられます。この栄光の冠を得る者は、まず必ず霊的成熟に到達していなければなりません。そしてその成熟した信仰が、重大で厳しい試練を通してさらに精錬され、永遠に向けられた揺るがない希望へと変えられている必要があります。このように霊的に「戦いを経験した」信者、すなわち試練を経た熟練の兵士は、その後、主によって用いられる備えが整えられます。そして、主ご自身が与えられた霊的賜物を効果的に用いることによって、主の体である教会の成長と建て上げのための奉仕に携わることができるのです（第一コリント12章5節；　使徒行伝9章15節；　ローマ1章1節参照）。まず、霊的成熟に到達することによって、信仰によってこの世における自分の立場を正しく理解し、その後、この信仰が、イエス・キリストに焦点を合わせた卓越した「祝福された」希望へと磨き上げられるとき――すなわち、時間的な圧力や苦難に直面しても、私たちを天に属する視点につなぎ留めてくれる希望（テトス2章13節；ヘブル6章19節）へと高められるとき――私たちは、この成熟した信仰と試練を経た希望を、イエス・キリストへの愛のゆえに、また主とその教会への愛から、仲間の信者たちへと向ける備えが整うのです。このように、報いへの希望に満ちた期待をもって成熟した愛を実際に働かせていくことは、常に、それぞれの信者に与えられている特定の霊的賜物に応じた固有の奉仕を、忠実に果たしていくことを伴います。

ここで重要な注意点があります。それは、イエスが関心を持っておられるのは、教会が実際に成長していくことであって、表面的な意味しか持たない活動に費やされる、無駄な努力や見かけだけの努力ではないということです。最も高い報いを得るために励む資格があるのは、成熟した信仰を持ち、試練によって鍛えられた希望を持つ者だけであり、また、不信者の救いに実際に寄与する奉仕、あるいは信者の信仰の成長と前進に真に役立つ奉仕だけが、この条件を満たすことができるのです。さらに、この最高の冠を得るために必要な努力は疑いなく大きなものであり、長年にわたる忠実な働きを必要としますが、それでもなお、このような奉仕を従来の意味だけで考えてしまうことには注意が必要です。いわゆる「フルタイムの奉仕」と伝統的に考えられてきた職業や活動だけが、栄光の冠を受ける資格につながるわけではありません。そのようなものに至る正式な「決まった道筋」があるわけではなく、キリストの教会に対して意味ある形で仕える可能性は、霊的賜物の数と、それぞれの私たちや兄弟姉妹が置かれているさまざまな状況の組み合わせと同じほどに、多様で数多く存在しているのです（ローマ12章6–8節； 第一コリント12章4–31節； エペソ4章7–16節）。

（10）それぞれが受けている［特定の霊的］賜物に応じて、神の多様な恵みの良い管理者として、互いにそれを用いて仕え合いなさい。（第一ペテロ4章10節）

さらに覚えておくべき重要な点は、救いの時に私たちが受ける賜物を選ばれるのは聖霊であるということです（第一コリント12章4節, 12章11節）。そして、具体的な奉仕の働きを定められるのは主イエス・キリストであるということです（第一コリント12章5節）。したがって、効果的な奉仕のために不可欠なことは、自分に与えられている霊的賜物を正しく見極め、キリストの体を建て上げるために自分が働くべき適切な領域を見出すことです。そして、主によって最もふさわしい場所へ導かれ、最もふさわしい方法で用いられることを自ら受け入れることができるのは、霊的に成熟し、試練によって鍛えられた信者だけです。キリストの裁きの座の前では、「多くの先の者が後になり、後の者が先になる」ことになります。そして、この世では伝統的な意味での「フルタイムの奉仕」に携わっているという理由だけで、この最高の報いにふさわしいと見なされている人々の多くが、実際にはそれを受けないということも確かに起こるでしょう。その一方で、目に見える教会の伝統的な基準では正当な奉仕と見なされていない働きをしている人々が、「上座」に招かれることになり、すべての人を大いに驚かせることになるでしょう（ルカ14章7-11節）。

（1）そこで、あなたがたの中にいる長老たちに、同じく長老であり、キリストの苦難の証人であり、またやがて現される栄光にあずかる者として勧める。（2）あなたがたに委ねられている神の群れを牧しなさい。強制されてではなく、神のみこころに従って自発的に行い、卑しい利得を求めてではなく、心から喜んで行いなさい。（3）また、あなたがたに任されている者たちを支配するようにではなく、群れの模範となりなさい。（4）そうすれば、大牧者が現れるとき、あなたがたは決して朽ちることのない栄光の冠を受けるであろう。（第一ペテロ5章1-4節； ヘブル13章17節参照）

ここで使徒ペテロは、栄光の冠を、正しくその務めを果たしたすべての牧者に約束しています（この冠が他の信者に与えられないという意味ではなく、ここでは例として牧者に対して特に言及されているだけです）。ペテロは、いくつかの対照的な表現を用いながら、私たちすべてが持つべき奉仕の態度を示しています。すなわち、「強いられてではなく自発的に、利益を求めてではなく熱意をもって、支配者としてではなく模範として」仕えることです（2-3節；第一コリント9章16節参照）。キリストの群れを世話すること――それはすべての奉仕の目標であり、すべての霊的賜物の本質的目的です。この点は、主がペテロと交わされた最後の重要な会話の中でも強調されていました（ヨハネ21章15-19節）。主はそこで、ご自身への真の愛は必ず奉仕として現れるということを、繰り返し強調されました。もし私たちが本当にイエス・キリストを愛しているなら、その愛は、主の体である教会に対する奉仕として現れます。そしてその奉仕は、各信者に与えられているそれぞれの務めに従って行われます。このような奉仕こそが、私たちの愛の証しであり、栄光の冠によって報いられるのです。主イエスも、忠実なしもべのたとえの中で、このような奉仕は主の再臨のときに豊かに報われると教えられました（マタイ24章45-51節；　ルカ12章41-48節）。

（2）地のちりの中に眠っている多くの者が目を覚ます。ある者は永遠のいのちへ、他の者は恥と永遠の［神からの］隔絶へと至る。（3）そのとき、思慮ある者は大空の輝きのように輝き、多くの者を義へと導いた者たちは、星のように永遠に至るまで輝くのである。（ダニエル12章2-3節）

このような理由から、愛は徳の中で最も大いなるものなのです。ただし、それは未信者やこの世一般が定義するような愛ではなく、神が定義される愛です。すなわち、心を尽くしてイエスを愛し、その愛をこの人生におけるすべての行いの中で表すことです（マタイ7章12節, 22章36-39節）。

しかし［主が再び来られるその将来の時までは］、今もなお残るものは、信仰と希望と愛、この三つ［の主要な徳］である。そしてこれらの中で最も大いなるものは愛である。（第一コリント13章13節）

（5）このゆえに、あなたがたは信仰に加えて熱心に徳を養い、徳に知識を、（6）知識に自制を、自制に忍耐を、忍耐に敬虔を、（7）敬虔に兄弟愛を、兄弟愛に愛を加えなさい。（8）もしこれらのものがあなたがたのうちにあり、ますます増し加わっているなら、あなたがたは私たちの主イエス・キリストを知ることにおいて、無益でも実を結ばない者でもなくなる。（第二ペテロ1章5-8節）

このような愛の究極的な表れは、私たちそれぞれに与えられている霊的賜物を効果的に用い、召されている奉仕を果たすことによって、主の体である教会を養い支えることに見いだされます（第二ペテロ1章10節ギリシヤ語参照）。

（15）彼らが食事を終えたとき、イエスはシモン・ペテロに言われた。「ヨハネの子シモン、あなたはこの人たち以上に、わたしを愛しているか。」彼は答えた。「はい、主よ。あなたは、私があなたを愛していることをご存じです。」イエスは彼に言われた。「わたしの子羊を養いなさい。」（16）イエスは再び彼に言われた。「ヨハネの子シモン、あなたはわたしを愛しているか。」彼は答えた。「はい、主よ。あなたは、私があなたを愛していることをご存じです。」イエスは彼に言われた。「わたしの羊を世話しなさい。」（17）三度目にイエスは彼に言われた。「ヨハネの子シモン、あなたはわたしを愛しているか。」ペテロは、イエスが三度「あなたはわたしを愛しているか」と言われたので心を痛めて言った。「主よ、あなたはすべてをご存じです。私があなたを愛していることを、ご存じです。」イエスは彼に言われた。「わたしの羊を養いなさい。」（ヨハネ21章15-17節/NIV訳）

同じようにあなたがたも、霊的賜物を熱心に求めているのなら、教会の人々の成長のために、それらにおいて豊かになることを求めなさい。（第一コリント14章12節）

これらすべてのこと（すなわち、さまざまな霊的賜物の働き）は、人々の成長のために行われなければならない。（第一コリント14章26節後半）

この節の冒頭で見たように、私たちの愛する主イエス・キリストの愛と奉仕と犠牲の生涯、そしてその結果として主が受けられた栄光は、最も大きな正当な実りの後には最も大きな報いが続くということを疑いなく示しています。主はこの世から拒まれ、いばらの冠をかぶせられました。しかし今や主は多くの冠を戴き、すべての名にまさる御名を持っておられます。そしてすべての者が主にひざをかがめることになるのです（ピリピ2章9-10節）。もし私たちが主の栄光と報いに十分にあずかりたいと願うなら、主が導かれるところならどこへでも従うことを自分の務めとしなければなりません。たとえその大胆な従順が、主の苦しみにあずかることを意味するとしてもです（使徒行伝5章41節； ローマ8章17節； 第二コリント1章5節；　ピリピ1章29節, 3章10節； コロサイ1章24節； 第一ペテロ2章21節； 第二コリント13章4節, 13章9節； ガラテヤ6章17節参照）。

e. さばきの結果: 
キリストの裁きの座において、私たちが得られるはずであった報いを失うことがあるとしても（第一コリント3章12-15節）、また、自分の本来の可能性にふさわしく生きなかったことによる恥ずかしさを感じることがあるとしても（ヘブル13章17節）、さらに、主ご自身が私たちの地上での働きに欠けた点を見出されるときに顔を赤らめるようなことがあるとしても（ローマ14章10-12節； 第二コリント5章10-11節）、復活し、新しいエルサレムで愛する救い主と顔と顔を合わせるすべての者にとって、永遠は現在の私たちの理解をはるかに超えた歓喜に満ちたものになるということは確かです。しかしながら、報いを失うのではなく受けること、可能性を無駄にするのではなく実現すること、そして私たちが最も愛するお方から「よくやった、良い忠実なしもべよ」と言っていただくこと――そのような望みこそ、私たちが人生の「いばら」を超えて成長し、主の命令に応えて実を結ぶための十分な動機となるはずです。また同時に、これまで努力して築いてきたものを失わないよう、日々最善を尽くして歩むよう私たちを促すものでもあります（コロサイ2章18節；　第二ヨハネ1章8節；　黙示録3章11節）。なぜなら、この地上のごく短い期間において私たちが得る報いは、永遠に続くものであり、私たちにとって永遠の喜びとなり、またイエス・キリストにとって永遠の栄光となるからです。 
 
主が再臨において悪魔を最終的に打ち破られた後に分配される「勝利の戦利品」の一部として（詩篇110篇1-7節とイザヤ53章12節を比較；参照：エペソ4章7–8節；　ルカ11章21節； 20章16節）、そしてそのとき私たちが新しく復活したからだにおいて用い、また楽しむことができるものとして、この最終的な再臨後のさばきにおいて与えられる永遠の報いは、受け取ったその時から直ちに効力を持ち、千年王国の期間中に用いられ、また喜び楽しむことができるものとなるのです（ローマ8章17節； 第一コリント6章3節； 第二テモテ2章12節； 黙示録1章6節, 2章26–27節, 3章21節, 20章4–6節）。 
 
それゆえ、わたしは彼に大いなる者たちを分け与えて彼の分け前とし、彼は強い者たちと共に戦利品を分け合う。…（イザヤ53章12節前半） 
 
モーセとエリヤ（キリストの右と左に座る最も有力な候補者；マタイ20章23節；　マルコ10章40節参照）、十二使徒（マタイ19章28節； ルカ22章28-30節）、そしてダビデ（エレミヤ30章9節； ホセア3章5節）は、千年王国の期間に特別な役割を持つことになります（そして同様のことは、聖書に登場する他の卓越した信者たちについても言えるでしょう）。しかし、復活にあずかる私たちすべては、キリストの千年統治に参与し、その世界的な統治において何らかの役割を担うことになります（そして統治のより高い地位は、疑いなくより高い報いを受けた者たちに与えられるでしょう）[footnoteRef:28]。  [28:  また、千年王国における私たちの「務め」が、現在の私たちの霊的賜物と一致したものになるであろうということも、確かに理にかなっています（この指摘はリン・マレー氏によるものです）。] 

 
（26）勝利を得る者、そして終わりまでわたしのわざに従い続ける者には、諸国の民を支配する権威を与える。（27）彼は鉄の杖をもって彼らを牧し、陶器の器を砕くように彼らを打ち砕く。これは、わたしが父から［その権威を］受けたのと同じである。（黙示録2章26-27節） 
 
これほど大きなことが関わっている以上、永遠の報いについて聖書が語っているすべてのことを最大限に活用することは、私たちの永遠の益となるはずです。そしてそれによって、私たちはこの地上において主に一貫して、そして自分の最善を尽くして仕えるよう自らを励ますことができます。こうして私たちは、イエス・キリストを栄光に輝かせるためのこの特別な機会を最大限に用い、その過程で決して朽ちることのない栄誉を得ることができるのです。 
 
あなたがたは知らないのか。競技場で走る者たちはみな走るが、賞を受けるのはただ一人である。あなたがたは、賞を得ることができるように走りなさい。また、競技に出る者はすべてのことについて自制する。彼らは朽ちる冠を受けるためにそのようにするが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのである。だから私は、この競走を走るにあたり、目標を定めずに走るようなことはしない。また、この戦いを戦うにあたり、空を打つようなことはしない。むしろ私は、自分のからだを打ちたたいて厳しく従わせている。それは、他の人々に［福音を］宣べ伝えた後で、自分自身が失格とならないためである。（第一コリント9章24–27節） 
 
	　　　　　　　　　　　Ⅰ.再臨における裁き：黙示録20章1-3節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　7.教会のさばきと報い 
					
（12）私はすでにそれを得たわけでも、すでに完成されたわけでもない。むしろ、それを自分のものとするために追い求めている。というのも、そのためにこそ、私はキリスト・イエスによって捕えられたからである。（13）兄弟たちよ、私はまだそれを得たとは考えていない。ただこの一事に励んでいる。すなわち、うしろのものを忘れ、前のものに向かって身を伸ばし、（14）目標を目ざして走り、キリスト・イエスにあって神が上へ召してくださるという、その賞を得ようとしているのである。（ピリピ3章12–14節） 
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(7)「門よ、おまえたちのこうべを上げよ。永遠の戸よ、上がれ。栄光の王が入って来られる。」 (8)「栄光の王とはだれか。」 「強く、かつ力ある主、戦いに力ある主である。」 (9)「門よ、おまえたちのこうべを上げよ。永遠の戸よ、上がれ。栄光の王が入って来られる。」 (10)「この栄光の王とはだれか。」 「万軍の主、これこそ栄光の王である。」 (詩篇24篇7-10節/NSB訳)

(1)すべての国々よ、手を打ち鳴らせ。喜びの声をもって神に呼ばわれ。(2)いと高き主は恐るべきかた、全地の上におられる大いなる王である。(3)主はもろもろの民をわれらの下に従わせ、国々をわれらの足の下に従わせられる。(4)主はわれらのために嗣業を選ばれた。これは主が愛されたヤコブの誇りである。セラ (5)神は喜びの声のうちに上られ、主はラッパの音のうちに上られた。(6)神にほめ歌をうたえ、ほめ歌をうたえ。われらの王にほめ歌をうたえ、ほめ歌をうたえ。(7)神は全地の王であるから、巧みな歌をもってほめ歌をうたえ。(8)神はもろもろの国を治められる。神はその聖なる御座に着かれた。(9)もろもろの国の君たちは、アブラハムの神の民として集められる。地の王たちは神に属する。神は大いにあがめられる。 (詩篇47篇1-9節/NIV訳)

(19)［メシヤが語る：］「義の門をわたしのために開け（すなわち、エルサレムの東の門、および東に面した神殿の門）！ わたしはそれらを通って入り、主をほめたたえよう。 (20)これは主の門である。正しい者はこれによって入る（すなわち、キリストを通して；ヨハネ10章1-9節参照）。 (21) わたしはあなたをほめたたえよう。あなたはわたしを低くされたが（すなわち、第一の到来における苦しみ）、あなたはわたしに救いをもたらされたからである（すなわち、復活とハルマゲドンの勝利）。」 (22)［祝う者たちの合唱が応答する：］「建てる者たちの捨てた石は隅のかしら石となった！ (23) これは主から出たことであり、われらの目には驚くべきことである！ (24) これは主のなされた日である（すなわち、第二の到来）！ われらはこの日を喜び楽しもう！ (25) ああ主よ、どうかわれらを救ってください（ホーシーア・ナー（הוֹשִׁיעָה נָּא／hoshi'ah na'）＝ホサナ！）［艱難期から］。ああ主よ、どうかわれらに繁栄を与えてください（すなわち、千年王国の祝福）！ (26) 主の御名によって来られる方（すなわち、メシヤ）は祝福されるように！ 主の家から、われらはあなたがたすべて（すなわち、メシヤとその従者）を迎える。 (27) 主は神である！ そして主はその光をわれらの上に輝かせてくださった！ いけにえを縄で祭壇の角につなげ（すなわち、十字架を思い起こさせるための、千年王国の開始における記念的いけにえ）。」 (詩篇118篇19-27節)

上に挙げた預言的でメシヤ的な詩篇に描かれている、私たちの主イエス・キリストのエルサレムへの勝利の入城は、この時点ですでに起こっており、また、エルサレムの神殿における主の着座、および七つの雷の裁きの完了もすでに成し遂げられています。その中には、キリストの花嫁である教会の裁きと評価も含まれています。これらすべての予備的な事柄が完了し、主の日々の千年王国統治が始まる前に、世界の歴史の中で最も驚くべき祝宴が催されます。すなわち、主の勝利を祝う祝宴、小羊の婚宴です。この宴がこのように呼ばれるのは、それがまた、イエスがご自身の最も尊い所有物である教会を勝ち取り、それを受け取られたことを記念するものでもあるからです。この教会は十字架において勝ち取られ、そして今や復活によって永遠に主の御腕の中に置かれるのです。

(6) わたしは、大群衆の声のようなもの、多くの水の音のようなもの、また激しい雷鳴のようなものがこう言うのを聞いた、「ハレルヤ（すなわち、『主をほめたたえよ』）！全能者なるわれらの神、主は、その王としての統治を開始された！(7) われらは喜び、歓喜し、主に栄光を帰そう。小羊の婚礼が来て、その花嫁（直訳「妻」；黙示録21章9節参照）が自らを整えたからである。 (8) そして、彼女には純粋で輝く、最上の織物からなる［衣］を着ることが許された（この最上の織物とは、主の聖なる者たち［信者たち］の義の行いを表している）。」 (9) そして［御使い］はわたしに言った、「これを書き記せ。小羊の［婚礼の］晩餐に招かれている者たちは幸いである！ これらの［わたしの］言葉は、神の真実の言葉である。」 (黙示録19章6-9節)

私たちはすでに、キリストの花嫁としての教会という聖書的比喩について学びました（この研究シリーズの第5部.V.「小羊の花嫁の復活」＜「来たる艱難期第五部：ハルマゲドンと千年王国」99頁-＞参照；エペソ5章22-32節参照）。しかしここで重要なのは、この婚礼の祝いが旧約の預言の中にも見いだされるということです。雅歌（カルヴァン主義の諸派において伝統的に理解されてきたように[footnoteRef:29]）は、花婿としてのキリストと、その花嫁としての教会に関する寓話であり（雅歌3章6-11節, 8章11-12節； 歴代誌上22章5-19節参照；ソロモンは預言的存在ではないが、型としてのダビデの子です）、このメシヤとその婚約された花嫁との類比は、特にメシヤ的婚礼の詩篇である詩篇45篇においても見られます。 [29:  例えば、1599年ジュネーブ聖書における雅歌の注解を参照してください。] 


指揮者のために。「ゆり」の調べに合わせて。コラの子たちによる。マスキール。

婚礼の歌

(1) わたしの心は気高いことばによってかき立てられ、
王のためにわたしの詩を語り出す。
わたしの舌は巧みな書記の筆である。
(2) あなたは人の子らのうちで最もすぐれておられ、
あなたのくちびるには恵みが注がれている。
神があなたをとこしえに祝福されたからである。
(3) 勇士よ、あなたの剣を腰に帯びよ。
威光と威厳を身にまとえ。
(4) あなたの威厳をもって、勝利のうちに進み出よ。
真理とへりくだりと義のために。
あなたの右の手は恐るべきわざを成し遂げるであろう。
(5) あなたの鋭い矢は王の敵の心を射抜き、
国々はあなたの足の下に倒れるであろう。
(6) 神よ、あなたの御座は世々限りなく続き、
義のつえはあなたの王国のつえである。
(7) あなたは義を愛し、悪を憎まれる。
それゆえ神、あなたの神は、
喜びの油をもってあなたに油を注ぎ、
あなたをあなたの仲間たちにまさって高く立てられた。
(8) あなたのすべての衣は没薬と沈香と桂皮の香りに満ち、
象牙で飾られた宮殿から、
弦の音楽があなたを喜ばせる。
(9) 王の娘たちはあなたの栄えある婦人たちの中にあり、
あなたの右にはオフィルの金をまとった王妃が立つ。
(10) 娘よ、聞け。心して耳を傾けよ。
あなたの民とあなたの父の家を忘れよ。
(11) 王はあなたの美しさを慕い求める。
彼を敬え。彼はあなたの主である。
(12) ツロの娘は贈り物を携えて来、
富める者たちはあなたの恵みを求めるであろう。
(13) 王女はその内室においてすべて栄光に満ち、
その衣は金で織り込まれている。
(14) 刺繍の衣を着て、彼女は王のもとへ導かれる。
彼女に従うおとめたちも、
あなたのもとへ連れて来られる。
(15) 彼らは喜びと楽しみのうちに導き入れられ、
王の宮殿に入る。
(16) あなたの子らはあなたの父祖に代わり、
あなたは彼らを全地の君たちとするであろう。
(17) わたしはあなたの名をすべての世代にわたって記念させる。
それゆえ諸国の民は、とこしえにあなたをほめたたえるであろう。
(詩篇45篇1-17節/NIV訳)

上の節々において注目すべきことは、ここにも「花嫁に従うおとめたち」（14-15節）の存在が見られるということです。これらの「友人たち」は、黙示録19章9節においても、大いなる婚宴に招かれた者たちとして見られました（「小羊の［婚礼の］晩餐に招かれている者たちはさいわいである！」）。これらの人々には、この時点でイエス・キリストを信じているすべての者たちが含まれることになります。そして疑いなく、その中心は、主の再臨を目撃した直後にイエスへと立ち返ったユダヤ人たちの大集団であると思われますが、同様にイエスを信じるようになった異邦人たちも、もちろん除外されることはありません。

人々は東からも西からも、また北からも南からも来て、神の国の祝宴の席に着くであろう。 (ルカ13章29節；参照. マタイ8章11-12節, 22章1-14節, 25章1-13節; ルカ14章16-24節)

この宴の場所について言えば、それは確かにエルサレムにおいて行われることになります。

(6)万軍の主はこの山の上で、すべての民のために豊かな食物の宴を備えられる。それは、よく熟したぶどう酒の宴、脂ののった最上の肉と、えり抜きのぶどう酒の宴である。(7)この山の上で主は、すべての民をおおっているおおい、すべての国々の上にかぶさっている幕を取り除かれる。(8)主は死をとこしえにのみ込まれる。主なる神はすべての顔から涙をぬぐい取り、ご自分の民の恥を全地から取り除かれる。主がこう語られたのである。(9)その日、人々は言うであろう、「見よ、この方こそわれらの神。われらはこの方に信頼したので、われらを救ってくださった。この方こそ主である。われらはこの方に信頼した。われらはその救いを喜び楽しもう。」 (イザヤ25章6-9節/NIV訳)

この集まりのための特別な備えには、とりわけ会衆を風雨などの外的要素から守る、超自然的な「覆い」も含まれることになります。[footnoteRef:30] [30:  また、これには、参加者の極めて多数に対応するための、何らかの超自然的な収容手段も含まれるであろうと考えられます（教会の裁きの際における、時間の超自然的な圧縮に類似したものです）。] 


(11) わたしはあなたがたに言う。多くの人が東からも西からも来て、天の御国においてアブラハム、イサク、ヤコブと共に宴の席に着くであろう。(12) しかしこの国の子らは外の暗やみに投げ出され、そこで泣き叫び、歯ぎしりするであろう。」(マタイ8章11-12節； 参照.ルカ13章28節; 黙示録3章19-20節)

メシヤが再臨されるときに応じる者たちは、まことに幸いであると言えるでしょう。なぜなら彼らは、その来たる大いなる試練の時代において信仰を守り、主の再臨のときに主を迎えるためによみがえったすべての者たちと共に、その日々の中で最も偉大なその日に、栄光に満ちた祝いに招かれるからです。というのも、これらのすばらしく祝福された出来事は、むなしい望みではなく、神の揺るぐことのない御心によって定められた将来の現実だからです。それらは「神の真実の言葉」（黙示録19章9節後半）なのです。

この宴そのものの長さは明らかにされていませんが、疑いなく何週間も続くことでしょう（歴代誌下30章23節参照）。しかし多くの点において、千年王国そのものが、イエス・キリストの勝利と統治を祝う祝典となるでしょう。それは、エデンの園以来比類のない千年にわたる祝福であり、永遠の状態の開始に至るまでは、それに匹敵するものは現れないのです。それゆえ当然のことながら、預言者たち、とりわけ詩篇には、この驚くべき時を待ち望む勝利と祝いと感謝の歌が満ちあふれており、それらはその壮大な機会において歌われ、その意味の深さは、そのときになって初めて十分に理解されることになるでしょう（例えば、詩篇47篇1節-, 76篇1節-, 95篇1節-100篇; イザヤ26章1節-）。

あなたがたの神をほめたたえよ、もろもろの民よ。主をほめる声を響かせよ。主はわれらのいのちを保ち、われらの足が滑るのをお許しにならなかった。まことに神よ、あなたはわれらを試み、銀を精錬するようにわれらを精錬された。あなたはわれらを［牢の］とりでの中に導き入れ、われらの上に苦難を置かれた（直訳「われらの腰の上に」）。あなたは人々にわれらの頭の上を乗り越えさせられた。われらは火の中、水の中を通った。しかし［これらすべてにもかかわらず］、あなたはわれらを［憩いの］場所へと導き出された（すなわち、救いへと）。
(詩篇66篇8-12節)

それゆえ私たちは、そのすばらしい祝宴にただ加わるだけでなく、イエス・キリストのためにささげた私たちの生涯の働きの結果として、それを余すところなく楽しむことができるような、すぐれた席を占めることをも、自分にとって大切なこととすべきです。

(7)彼は客たちが上座を選んでいるのを見て、彼らにたとえを語られた、(8)「だれかに婚宴に招かれたなら、上座に着いてはならない。あなたより身分の高い人が招かれているかもしれない。(9)もしそうであれば、あなたがた両方を招いた主人が来て、『この人に席を譲りなさい』と言うであろう。そのとき、あなたは恥をかいて末席に着かなければならなくなる。(10)しかし招かれたなら、末席に着きなさい。そうすれば主人が来て、『友よ、もっと上座へお進みください』と言うであろう。そのとき、あなたは共に席に着いているすべての人々の前で誉れを受けることになる。(11)なぜなら、だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるからである。」(ルカ14章7-11節/NIV訳)
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[bookmark: _Toc239517875]III. イエス・キリストの千年統治：黙示録20章4-6節

そして私は、多くの座を見た。そして彼らはその上に座り、彼らに裁きが与えられた（すなわち、彼らは裁きを行うために座った）。すなわち、イエスについての証しのゆえ、また神の言葉のゆえに処刑された（直訳「斧で首を切られた」）人々であり、［すなわち］獣やその像を拝まず、また額や手にその刻印を受けなかった者たちである。彼らは生き返り、キリストと共に千年の間統治を始めた。 (5) これが第一の復活である（すなわち、すべての信者の復活）。[footnoteRef:31] (6) この第一の復活にあずかる者は幸いであり、聖なる者である！ これらの者たちの上には第二の死（すなわち、不信者に対する罪の宣告）は何の力も持たない。彼らは神とキリストとの祭司となり、千年の間、主と共に統治する。(黙示録20章4-6節) [31:  「しかし、残りの死者は千年が終わるまで再び生きなかった」（KJV）という文は、後代に加えられた、聖書本文には属さない付加であり、実際の聖書本文の一部ではありません。] 


これらの節によって、黙示録はイエス・キリストの千年王国統治の全体を、大づかみに導入し、また「概観」しています（続く節は、その終結と「ゴグとマゴグ」の反乱へと移っていきます）。この記述が簡潔であることは、予想外のことではまったくありません。この研究シリーズの最初から見てきたように、黙示録は、私たちが「あらかじめ基本の学びを済ませている」ことを前提としており、私たち読者、あるいは、より正確には教師が、聖書の他の箇所に見いだされる関連する他の聖句、教理、そして情報をすでに習得していることを想定しています。実際のところ、メシヤの祝福された統治という主題は、とりわけ旧約聖書において非常によく扱われているため、確かに語るべきことは多くあります。しかし、この箇所にさらに内容を補い加える前に、まず見落としてはならない点があります。すなわち、これらの節が、復活したばかりの教会が主の地上の王国の統治において果たす役割に、特別な強調を置いているということです。特に、イエス・キリストのゆえに艱難期の間に殉教した信者たちが強調されています。私たちがすでに非常に詳しく見てきたように、この時点までに教会全体はすでによみがえらされており、このような形で報いを受けることになります。そして黙示録20章4-6節は、それとは異なることを述べているのでもなければ、それに反することを示唆しているのでもありません＜つまり記されているとおりであるということ＞（特に、正しい翻訳を考慮するならば；前の脚注を参照してください）。しかし確かに、イエスのための艱難期の殉教者たちがここで特に言及されているのは、それが特別な励ましを与えるという疑いのない目的のためであることは確かです。艱難期をくぐり抜けることが自らの割り当てとなり、獣とその追随者たちによって迫害され、キリストのために死を受けることになる人々にとって、主と共に統治することを含む確かな報いの見込みが、ここでは当然のものとして提示されています。この特別な保証は、それゆえ、艱難期の最も暗い日々の間、この信者の群れを励まし支えることを目的とした神からの誓約なのです。どれほど状況が絶望的に見えようとも、またその恐るべき時代において真の弟子であることの代価が自らの命であるとしても、神は救いを約束しておられ、そして救いに加えて、反キリストの支配を拒み、獣にひれ伏すよりもイエスの御名のために処刑されることを選ぶすべての者に対して、キリストの統治にあずかるという報いを約束しておられるのです。

序文：

(19) だから悔い改めて、［神に］立ち返りなさい。そうすれば、あなたがたの罪がぬぐい去られ、主のみもとから回復の時が来るようになり、(20) また、あなたがたのために、キリスト［メシヤ］として認められている方、［すなわち］イエスを遣わしてくださるようになる。(21) この方は、万物が回復される時まで天にとどまっていなければならない（直訳「この方を天が受け入れていなければならない」）。その回復については、神が昔からご自分の聖なる預言者たちの口を通して語ってこられたのである。(使徒行伝3章19-21節)

千年王国は、文字どおりの千年の期間であり、その間イエス・キリストが、悪魔やその追随者たちからのいかなる妨害も受けることなく、回復された地上を直接統治される時代となります。シオンの山から全地を治めるメシヤの千年の統治は、言い尽くすことのできないほど祝福された時代となり、それは、究極のエデンである永遠の状態と新しいエルサレムが始まるまで（後記第VII章参照）、エデンの園以来、人類の歴史の中で他のいかなる時代の栄光をも上回る、エデンに次ぐもの（penultimate Eden）となるでしょう。[footnoteRef:32] というのも、艱難期という嵐（エレミヤ25章32節）はすでに過ぎ去り、今やイエス・キリストご自身が、これまでに例のない静けさと平和と豊かさの時代を統べ治められ、ご自身の王国を完全な義と公正によって、エデン的な状態のもとで統治されるからです。なぜなら、神がかつて、サタンの反乱に対する応答として人類を創造するために、壊滅的な暗黒の状態から地と天を回復し、住むことのできる状態に戻されたように、千年王国の間、地はそのかつての栄光の多くへと再び戻ることになるからです。[footnoteRef:33]　千年王国の間においても、私たちはなお「時間の中」に存在し続ける（したがって、サタンとその御使いたちは千年王国の終わりまで拘束されるとはいえ、なお罪と共存することになる）という事実は、地上の環境が「完全」ではないことを意味します。しかしそれでも、その環境は、アダムとエバがエデンから追放されて以来見られなかったほど、最もすばらしく優れた状態を提供することになるでしょう。 [32:  『サタンの反乱：第1部』.II.6.「七つのエデン」を参照してください。]  [33:  これらは、それぞれ第I段階の回復および第II段階の回復であり（第III段階は永遠の状態です）。『サタンの反乱』シリーズ第5部「裁き、回復、そして置き換え」.IV.「来たるべき事柄：裁き、回復、そして置き換えの第IIおよび第III段階」を参照してください。] 


創世記の第七日が、神が地を再創造するために行われたすべてのことが「良かった」ことの実証であったように（創世記1章31節）、同様に千年王国は、神によって（すなわち神の油注がれた御子によって）統治される世界だけが、「良い」ものとなり得ることを実証することになります。創世記第1章の地は、（サタンの反乱に対する神の裁きの後の）暗黒と荒廃の状態から、徐々に回復されていきます。それは、人間の生命と居住に不利なすべての要因を体系的に取り除くことによって行われます。すなわち、生命に敵対する要素からそれらを分離することによって、また生命に必要な要素を置き換え、満たすことによって行われるのです。[footnoteRef:34] これと同様の仕方で、イエス・キリストの完全な統治のもとにある千年王国の地は、再びこの世界に「良い状態」を回復させることになります。それは、この世界から最も有害な悪の源（すなわち悪魔とその使いたち、そして彼らが推し進める悪の世界体制：黙示録20章1-3節）[footnoteRef:35]を取り除くことによってだけでなく、イエス・キリストの完全な統治のもとで、祝福と豊かさをもたらすために必要なすべてのものを備えることによっても行われます。サタンとその追随者たちが人間の生活に干渉することができなくなり、またこの世界が神の御子の直接の統治のもとに置かれるとき（詩篇2篇; 黙示録19章6節）、そのとき初めて地は再び「良い状態」となるのです。そして信者たちは、この二つの重要な要素、すなわち悪魔の除去とキリストの再臨がなければ、地上の楽園に近づくようなことは、少しも可能ではないということを理解しておくことが重要です。 [34:  『サタンの反乱』シリーズ、特に第5部.II.8.b.「再創造の七日」を参照してください。]  [35:  「サタンの反乱」第4部「サタンの世界体制：過去・現在・未来」を参照。] 


千年王国は、神の御子の完全な統治を通して、地に対する神の直接の支配を取り戻し、また同時に、人間による統治もまた回復される時代となります。すなわち、最後のアダムであるイエス・キリストにおいて、最初のアダムによって失われたものが取り戻されるのです。罪は、現在の天と地が火によって滅ぼされ、新しい天と新しい地に置き換えられるまでは消え去ることはありませんが（イザヤ65章17節, 66章22節; 第二ペテロ3章7節, 10-13節; 黙示録21章1節）、千年王国は、始まりと終わりの両方において、ふるい分けと清めによって区切られる期間となります（すなわち、上の第I章で扱われた七つの雷の裁き、そして下の第IV-VI章で扱われる人と御使いたちに対する最終的な裁きのことです）。創世記の第七日のように、千年王国は、神ご自身によって聖別された（すなわち、聖なるものとされた）時代となります。神は、ご自身の御子によって実行される真の公正と義に満ちた世界を、人類に提供されます（詩篇2篇; 黙示録19章11節; 第二ペテロ3章13節参照）。申命記5章15節によれば、安息日の主要な目的の一つは、イスラエルが神の力強い御業によってエジプトから救い出されたことを思い起こすことでした。それは休みの日であり、他に手段を持たない者たち、すなわちしもべや家畜でさえも休息を得ることができるようにするためでした（申命記5章14節）。まさに同様に、千年王国は、悪魔の支配から世界を救い出された神の救いを思い起こす時となります。すなわち、それは、千年王国の直前に起こった大艱難期において、非常に鮮明に、しかも恐ろしい経験の中で体験したその救いを思い起こす時となります（黙示録20章1-3節）。それはまた、キリストの完全な統治のもとにある休息と祝福を楽しむ時であり、そして、人類史上最悪の時代から神が成し遂げられた大いなる救いを祝う時ともなるのです。

主なる神の霊が、わたし［メシヤ］の上にある。主がわたしに油を注がれたからである。主はわたしを遣わして、苦しむ者たちのために勝利を告げ知らせ、心の打ち砕かれた者たちの傷を包み、捕らわれ人には解放を、囚人には自由を宣言し、主の恵みの年［千年王国］と、われらの神の復讐の日［第二再臨］とを告げ知らせ、すべての嘆く者たちを慰め、シオンのために悲しむ者たちのために備えをなし、彼らの悲しみに代えて冠のような喜びを与え、弱り果てた霊に代えて賛美の衣をまとわせるためである。(イザヤ61章1-3節前半)

1. 千年王国における特有の物理的状態
a. キリストの千年統治　：

(1) 神よ、王にあなたの公正を授け、
王の子にあなたの義を授けてください。
(2) 彼はあなたの民を義によってさばき、
あなたの苦しむ者たちを公正によってさばくでしょう。
(3) 山々は民に繁栄をもたらし、
丘は義の実りをもたらすでしょう。
(4) 彼は民の中の苦しむ者たちを守り、
貧しい者の子らを救い、
しいたげる者を打ち砕くでしょう。
(5) 彼は太陽のある限り、
また月のある限り、
代々にわたって長く続くでしょう。
(6) 彼は刈り取られた野に降る雨のようになり、
地を潤す夕立のようになるでしょう。
(7) 彼の時代には義人が栄え、
月がなくなるまで豊かさが満ちあふれるでしょう。
(8) 彼は海から海まで治め、
大河から地の果てに至るまで支配するでしょう。
(9) 荒野の民は彼の前にひれ伏し、
彼の敵はちりをなめるでしょう。
(10) タルシシの王たちと遠い島々の王たちは
彼に貢ぎ物を持って来るでしょう。
シェバとセバの王たちは
彼に贈り物をささげるでしょう。
(11) すべての王は彼の前にひれ伏し、
すべての国々は彼に仕えるでしょう。
(12) 彼は、叫び求める貧しい者を救い、
助ける者のない苦しむ者を救うからです。
(13) 彼は弱い者と貧しい者をあわれみ、
貧しい者のいのちを救うでしょう。
(14) 彼は彼らを圧迫と暴虐から救い出し、
彼らの血を尊いものと見なされるからです。
(15) 彼が長く生きるように。
シェバの金が彼にささげられるように。
人々が絶えず彼のために祈り、
一日中彼を祝福するように。
(16) 国中に穀物が豊かに満ち、
丘の頂でもそれがたわわに実り、
その実りがレバノンのように豊かになり、
野の草のように栄えるように。
(17) 彼の名がとこしえに続き、
太陽のある限りその名が存続するように。
すべての国々が彼によって祝福され、
彼らが彼を祝福された方と呼ぶように。
(18) 主なる神、イスラエルの神がほめたたえられるように。
ただ主のみが不思議な御業を行われる。
(19) その栄光に満ちた御名がとこしえにほめたたえられるように。
全地がその栄光で満たされるように。
アーメン、アーメン。
(詩篇72篇1-19節)

旧約聖書の預言には、メシヤが来て統治されることを待ち望む箇所が数多くあります。というのは、メシヤこそ、神がイスラエルに与えられたすべての約束の成就であり、その中心だからです（サムエル記下7章14節; エレミヤ33章14-17節; ルカ1章32-33節）。上の詩篇において、ダビデの子としてダビデのより偉大な子、すなわちメシヤの型であるソロモンによって記されたその詩の中に、私たちはイエスの千年統治の最も重要な側面の多くが表現されているのを見ることができます。その時代は、あらゆる意味において祝福の時となります（そしてそれが、反キリストの艱難期の支配のもとにあった最悪の時代の直後に続くものであることを考えれば、なおさらそうです）。しかし、主の統治と王国に関するいくつかの特定の特徴は、預言において繰り返し強調されています。

1) 千年王国の確立の際にもたらされる、特別な喜びと歓喜：私たちの主が再臨される日は、全世界にとって喜びの日となり、とりわけイスラエルにとって、しかしまた他のすべての人々にとっても（すなわち、主に敵対してきた者たちを除いて）喜びの日となります（イザヤ9章3節, 12章3節, 6節, 35章1-10節, 42章11節, 44章23節, 49章13節, 55章3-11節, 60章1節, 61章3-7節, 65章18節; エレミヤ31章4-13節, 33章9-11節; ゼパニヤ3章14-20節; ゼカリヤ8章19節, 10章7節）。

(7) 山々の上にあって、良き知らせを伝える者の足は、なんと美しいことであろう。平和を告げ知らせ、良い知らせを伝え、救いを宣べ伝え、シオンに向かって「あなたの神は王となられた！」と言う者の足は。(8) 見張る者たちの声が聞こえる。彼らは声を上げ、共に喜び叫ぶ。主（すなわちメシヤ）がシオンに帰られるとき、彼らは［すべて］顔と顔を合わせて［主を］見るからである。(9)喜びの声を上げて共に歌え、エルサレムの廃墟よ。主はご自分の民をあわれみ、エルサレムを贖われたからである。(10)主はその聖なる腕をすべての国々の目の前に現された。地の果てのすべての者が、われらの神の救いを見るのである。(イザヤ52章7-10節)

主なる神の霊が、わたし［メシヤ］の上にある。主がわたしに油を注がれたからである。主はわたしを遣わして、苦しむ者たちのために勝利を告げ知らせ、心の打ち砕かれた者たちの傷を包み、捕らわれ人には解放を、囚人には自由を宣言し、主の恵みの年（すなわち、期間）［千年王国］と、われらの神の復讐の日［再臨］とを告げ知らせ、すべての嘆く者たちを慰め、シオンのために悲しむ者たちのために備えをなし、彼らの悲しみに代えて冠のような喜びを与え、弱り果てた霊に代えて賛美の衣をまとわせるためである。(イザヤ61章1-3節前半)

2) 千年王国における並外れた公正と義：キリストの義なる統治は、私たち自身の経験において非常に顕著である罪の性質の影響（例えば犯罪や戦争；ゼカリヤ5章参照）を抑え、すべての悪を行う者に対して、また不当にしいたげられているすべての者のために、迅速で完全な公正を行うことになります（詩篇2篇9-12節, 72篇1-2節, 12-14節; イザヤ1章26-31節, 9章6-7節, 11章3-5節, 16章4-5節, 32章1-8節, 33章5節, 42章1-4節, 51章4-7節; エレミヤ23章5-6節, 33章15節; エゼキエル34章16節; ゼカリヤ9章9節）。

主はとこしえに王として座し、さばきのために御座を据えられる。主は義をもって世界をさばき、公正をもって諸国の民をさばかれる。(詩篇9篇7-8節)

公正は荒野に住み、義は実り豊かな野に宿る。(イザヤ32章16節)

あなたの国の中で、もはや暴虐のことは聞かれず、あなたの領域の中で荒廃や滅びのことも聞かれなくなる。あなたはあなたの城壁を「救い」と呼び、あなたの門を「賛美」と呼ぶようになる。(イザヤ60章19節/NIV訳)

3）特別な平和と繁栄

千年王国は、真の平和と繁栄の時代、すなわち安全と豊かさの時代となり、エデンの園以来、地上に見られなかったほどの状態となります（イザヤ11章6-9節, 32章16-20節, 65章25節; エレミヤ33章16節; ゼパニヤ3章15節後半; 参照. 列王記上8章56節）。まさに、千年王国はエデンに次ぐエデンであると言えます。[footnoteRef:36] [36:  「サタンの反乱」第一部.Ⅱ.6.「七つのエデン」＜リンク先ファイルのページは22頁-, A４印刷本では24頁-参照下さい＞] 


主は国々の間をさばき、多くの民を戒められる。彼らはその剣を打ち直して鋤とし、その槍を打ち直して鎌とする。国は国に向かって剣を上げず、もはや戦いを学ばない。(イザヤ2章4節; 参照. ミカ4章3-4節）

(6) ひとりのみどりごが私たちのために生まれ、ひとりの子が私たちに与えられる。主権はその肩にあり、その名は「不思議な助言者」「力ある神」「永遠の父」「繁栄の君」と呼ばれる。(7) その主権とその繁栄には、限りも終わりもない。彼はそれをダビデの王座の上に、またその王国の上に据え、正義と義とによって、今よりとこしえまでそれを堅く立てる。万軍の主の熱心がこれを成し遂げる。(イザヤ9章6-7節)

(4) そのとき彼（すなわちメシヤ）は立ち上がり、主の力によって、その神である主の御名の威光によって、その群れを牧する。彼らは［平和のうちに］住む。そのとき彼は地の果てに至るまで大いなる者となる。(5) そして彼こそが彼らの平和となる。（ミカ5章4-5節前半）

彼は国々に平和を告げる。その支配は海から海へ、大河から地の果てにまで及ぶ。（ゼカリヤ9章10節/NIV訳）　　

（4）すべての中で最も大いなる祝福：イエス・キリストの臨在と直接の統治（詩篇2篇1節-, 45篇1節-, 48篇1節-, 72篇1節-; イザヤ2章1-5節; エゼキエル48章35節; ダニエル7章14節; ゼカリヤ14章; ルカ1章32節; 黙示録19章11節-20章6節参照）

月は恥じ入り、太陽は色あせる。万軍の主がシオンの山とエルサレムにおいて王として治め、その長老たちの前で栄光のうちに統治されるからである。（イザヤ24章23節/NIV訳）

その日、その時に、わたしはダビデのために義の若枝を芽生えさせる。彼は地において公正と義を行う。（エレミヤ33章15節）

(13) 私がその夜の幻を見ていると、見よ、天の雲とともに人の子のような方が来られ、年を経た方（すなわち父）のもとに進み、その御前に導かれた。(14) 彼には主権と栄光と王国が与えられ、すべての国々、民族、言語の者たちが彼に仕えるようになった。彼の主権は過ぎ去ることのない永遠の主権であり、その王国は滅びることがない。（ダニエル7章13-14節）

しかし、ベツレヘム・エフラタよ、あなたはユダの氏族の中で小さい者であるが、あなたからイスラエルを治める者がわたしのために出て来る。彼の起源は昔から、永遠の日々からである。（ミカ5章2節）

主はこう言われる。わたしはシオンに帰り、エルサレムのただ中に住む。エルサレムは「真理の都」と呼ばれ、万軍の主の山は「聖なる山」と呼ばれる。（ゼカリヤ8章3節）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

すでに述べたように、第二の到来（再臨）と、それに続くキリストの千年王国の統治は、悪魔に取って代わり、この世界を完全な調和と完全さへと回復するという神のご計画の第二段階を完成させるものです。[footnoteRef:37]　第一段階において、神は新しい被造物の秩序、すなわち人類を創造されました。これは、サタンとその御使いたちに完全に取って代わるための最終的な基盤となるものです。最初の人間アダムとその妻は、罪を犯すことが可能な存在でした。そして彼らがこの能力を実際に行使したことによって、彼ら自身は直ちに、また彼らの子孫は生まれながらの罪の状態へと落ち込むことになりました。しかしながら、悪魔の計画や予想に反して、神はアダムとエバ、そして贖いを望むすべての子孫を救う手段を備えられました。それは、最後のアダムである御子イエス・キリストという恵みの賜物によるものでした。そして、そ以前のあらゆる時代、またそれ以後のすべての世代においても、信者たちはキリストの教会の働きに加えられてきました。キリストが真の人性を取られ、十字架の上でご自身をささげられたことによって、置き換えの次の段階、すなわち信じる人類の復活への道が開かれました。この道はすでに「私たちの救いの君」（へブル2章10節）によって切り開かれていたからです。 [37:  上記の序論、および「サタンの反乱 第5部：さばき、回復、置き換え」IV.「来たるべき事柄：裁き、回復、置き換えの第二段階および第三段階」を参照してください。＜リンク先ファイルでは128頁-, A4印刷本では468頁-を参照下さい＞] 


罪のきよめを成し遂げた後、いと高きところにおられる大いなる方の右の座に着かれた。（へブル1章3節後半）

第一段階は、この置き換えのための基礎を据えました。すなわち、現在のこの世の支配者であるサタンに代わる新しい支配者（イエス・キリスト）、現在の暗闇の王国に代わる新しい王国（天の王国）（コロサイ1章13節）、そして悪魔の御使いたちに代わって王に仕える新しい臣民（キリストの血によって買い取られた信者たち）（ピリピ3章20節）が備えられました。第一段階の間において、これらの置き換えは本質的には原理上でのみ存在しています。なぜなら、それらは次の二つの段階の成就を待っているからです。すなわち、キリストは栄光を受けられましたが、まだ統治を開始するために戻ってはおられません。王国は原理の上ではすでに存在しています（信者たちのうちに、またキリストの御霊のうちに：ルカ17章21節）。しかし実際の働きとしてはまだ機能していません（マタイ11章12節参照）。また教会は急速に完成へと向かっていますが、まだ復活してはいません。第二段階において、私たちの王であるキリストは戻って来られ（第二の到来）、ご自身の王国に対する権利を主張されます（黙示録11章15節）。そしてその教会（人類史の最初の六日間の間に召し出された信者たちからなるキリストのからだ）は、キリストの千年の統治にあずかるために復活します（第一コリント15章23節）。正当な王であるメシヤ、私たちの主イエス・キリストは、第二の到来の時から、この世界の支配者として悪魔に代わり、千年王国の終わりに永遠が始まるその時まで統治されるのです。　　

a) 主の王権は、十字架における勝利の上に据えられている：

十字架によって、主は悪魔のコスモス（κόσμος／kósmos：この世の体系）に打ち勝たれ、それを終わらせられる（ヨハネ16章33節）。

十字架によって、御父は原理上ではすでに悪魔の勢力に勝利し、それらの力を奪われている（コロサイ2章14-15節）。

十字架によって、主は原理上ではすでに死の力を持つ者（すなわち悪魔）を滅ぼされている（へブル2章14節; 参照. 第二テモテ1章10節）。

したがって十字架によって、主はサタンの直接的支配の最終の時代（すなわち艱難期）を開始する権利を持たれ、それによってご自身の直接的な千年王国の統治への道を開かれる（黙示録5章5節）。

十字架によって、主は死に定められていた人類を、永遠のいのちの勝利へと導かれる（マタイ12章20節; コロサイ2章12-14節; へブル2章10節参照）。

したがって十字架によって、私たちもまた死に対する主の勝利にあずかる（第一コリント15章54-57節）。

b) 主の王権は、宣告、復活、昇天、および着座によって確証される：

宣告：ハデスに以前から閉じ込められていた悪霊たち（すなわちアビス〔底知れぬ所〕）への主の勝利の宣告（第一ペテロ3章19節; ローマ10章5-7節; コロサイ2章15節; エペソ4章8-10節参照）は、主の使命の成功と、主の統治が間近であることを確証するものとなった。またそれは、主の従う者たちが将来御使いたちにまさる存在となることを示すしるしでもあった（第一コリント6章3節; へブル2章5節）。[footnoteRef:38] [38:  この主題については、R・B・シーム著『勝利の宣告』（ヒューストン、第2版、1977年）を参照のこと。] 


復活は、主の来たるべき統治についての預言を確証し（詩篇16篇10節; 使徒行伝2章24-31節, 13章30-38節）、主が王国の相続者である地位を確証し（使徒行伝5章30-31節, 10章40-43節, 17章31節; ローマ1章4節; 第一ペテロ1章21節）、また主の犠牲の有効性を確証した（第一コリント15章13-19節, 21節; ピリピ3章10節; 第一ペテロ1章3節; 3章21節）。そしてこの犠牲こそが、主の従う者たちがその復活にあずかるための基礎となる（ローマ6章5節, 8章11節, 34-35節, 10章9節; 第一コリント6章14節; 第二コリント4章14節, 5章15節; コロサイ2章12節）。

昇天は、私たちの大祭司の犠牲が受け入れられたことを確証し（へブル4章14節, 6章19-20節, 7章26節, 9章11-12節）、主が真の至聖所に入られたことによって、信者が神の御前に入る道が開かれた（へブル10章19節）。また十字架以前に死んだ信者たちは、主の昇天の時に、主によって勝利のうちに天へと導かれた（詩篇68篇18節; エペソ4章8節; 詩篇68篇24-27節, 146篇7節後半; イザヤ14章17節後半, 42章7節, 49章9節, 61章1節; ヨハネ14章2-3節, 6節, 17章24節; コロサイ2章15節; 第一ペテロ3章18-22節; 黙示録1章18節参照）。

着座（御座に着かれたこと）は、主が王の王、主の主である地位を確証し（使徒行伝2章32-36節, 5章30-31節; エペソ1章20-23節; 第一ペテロ3章22節）、主の最終的な統治がやがて必ず実現することを明らかにし（詩篇110篇; 使徒行伝3章21節; へブル1章13節; 第一コリント1章7-8節; 第一テサロニケ1章10節; テトス2章13節; ヤコブ5章8節参照）、こうして信者の報いの基礎ともなる（詩篇68篇18節; イザヤ40章10節, 62章11節; エペソ4章8節; 第一テサロニケ2章19節; へブル12章2節; 第一ペテロ1章7節; 黙示録22章12節参照）。
　
c) 主の王権は、再臨において完成する：

主の統治が開始されるとき、最初のアダムによって失われた地上に対する人間の支配は、最後のアダムの御人格において回復される（詩篇8篇; ローマ5章12-21節; 第一コリント15章45節; へブル2章7-9節）。

主の統治が開始されるとき、神のすべての敵を完全な服従へと従わせる最終段階が始まる（第一コリント15章24-26節; ピリピ2章10節参照）。

主の統治が開始されるとき、「すべてのもの」を和解させ、神の宇宙に完全さと調和を回復する最終の過程もまた始まる（コロサイ1章20節; エペソ1章10節参照）。

主の統治が開始されるとき、地はとこしえに、完全な神の御子、すなわち私たちの主イエス・キリストの完全な統治と臨在を享受することになる（黙示録11章15節; 詩篇2篇1節-; 45篇１節-; 48篇1節-; 72篇1節-; イザヤ2章1-5節; エゼキエル48章35節後半; ダニエル7章14節; ゼカリヤ14章1節-; ルカ1章32-33節; 第二テサロニケ1章6-10節; 黙示録19章11節-20章6節参照）

b. 千年王国の統治体制：
千年王国は、統治という観点から見て、独特の状況を示すことになります。すなわちそれは、人類の歴史において初めて（そして唯一）、地上に、罪ある死すべき人間の（急速に増加していく）人口だけでなく、復活した信者たち（教会）、すなわちそれ以前の六千年の間のさまざまな時代に地上の生活を送った者たちの大集団が共に存在し、しかも両者がともに、完全で全能かつ全知の統治者の支配の下に置かれる時代となるからです。復活した信者たちという一定数の集団が、急速に増加していく千年王国の人口とどの程度関わり合うことになるのかについて、その正確な範囲は聖書の中で明確には述べられていません。しかし、前の節で見たように、私たちの報いの一部が、キリストの千年王国の統治に参与することであることは明らかです（イザヤ32章1-2節; ダニエル7章22節, 27節; マタイ19章28-29節, 25章21節; ローマ8章17節; 黙示録1章4-6節, 20章4-6節, 参照. 黙示録22章5節）。　

「よくやった、良いしもべだ。おまえはごく小さな事に忠実であったから、十の町を任せよう。」（ルカ19章17節/NIV訳）

(28) 「あなたがたは、わたしの試練（直訳「試み」）の間、わたしと共にとどまってくれた者たちである。(29) わたしの父がわたしに王国をお与えになったように、わたしもあなたがたに王国を与える。(30) それは、あなたがたがわたしの王国において、わたしの食卓で食べ、また飲み、そして王座に座してイスラエルの十二の部族をさばくためである。」（ルカ22章28-30節/NIV訳）

(2) それとも、聖徒たち（すなわち信者たち）が世をさばくことになるのを、あなたがたは知らないのか。もし世があなたがたによってさばかれるのであれば、あなたがたはこのような取るに足りない争いをさばくのにふさわしくない者なのか。(3) わたしたちが御使いたちをさばくようになることを、あなたがたは知らないのか。それならば、地上の事柄については、なおさらではないか。(第一コリント6章2-3節)

(11) 次のことばは確かである。もしわたしたちが彼と共に死んだのであれば、彼と共に生きるようになる。(12) ＜わたしたちは、＞もし耐え忍ぶなら、彼と共に支配するようになる。もし彼を否むなら、彼もまたわたしたちを否まれる。(13) もしわたしたちが不真実であっても、彼は常に真実であり続けられる。彼はご自身を否むことができないからである。（第二テモテ2章11-13節）

(26) 勝利を得る者、そして終わりまでわたしのわざを守る者には、わたしは諸国の上に立つ権威を与える。(27) 彼は鉄の杖をもって彼らを牧し、陶器を砕くように彼らを打ち砕く。これは、わたしがわたしの父から権威を受けたのと同じである。（黙示録2章26-27節）

勝利を得る者には、わたしと共にわたしの王座に座ることを許す。ちょうど、わたし自身が勝利を得て、わたしの父と共にその御座に座したのと同じである。（黙示録3章21節）

(9) 彼らは新しい歌を歌って言った。「あなたは巻物を受け取り、その封印を解くにふさわしい方です。あなたは屠られ、ご自分の血によって、すべての部族、言語、民族、国民の中から［人々を］わたしたちの神のために買い取られました。(10) そして彼らを、わたしたちの神のための王国とされ、祭司とされ、彼らは地上を支配するようになるのです。」（黙示録5章9-10節）　　　　

これらの聖句はすべて、復活した信者たちが、私たちの主の千年王国の統治体制を構成する中核となることを明らかにしています。イエスの千年王国の統治の間に、法と秩序を守り、支配し、正義を執行するのは御使いたちではなく、復活し報いを受けた主の教会です。そしてその千年の期間に私たちが担う地位は、この地上での現在の人生において得た位にふさわしいものとなります。また、上に挙げた聖句から、私たちが行う法の執行、正義の実施、そして私たちに委ねられる地域や領域に対して行う統治全般は完全なものとなることも読み取ることができます――それは、私たちが完全とされ、完全な主に完全に仕えるための者とされているのと同じようにです。　　　　

(1) 見よ、ひとりの王が義をもって治め、支配者たちは公正をもって統治する。(2) 各人（すなわちイエスの統治に参与する復活した者）は、風を避ける避け所、嵐を逃れる隠れ場のようになり、荒野に流れる水の流れのように、また乾いた地にある大きな岩の陰のようになる。（イザヤ32章1-2節; 参照. イザヤ32章8節）

復活した信者として、肉体的または感情的な苦痛や疲労を経験することができない者となった私たちにとって、千年王国における行政上の務めは、「愛の労苦」であり、「喜びに満ちた働き」となるのです。それは、アダムがエデンの園で与えられた働きのようなものですが、私たちの永遠の状態が彼の堕落前の状態をはるかに上回るだけに、はるかに満足に満ち、煩いのないものとなります。かつて虐げられ、退けられ、地上においては追放された者、また寄留者であった私たち（へブル11章36-38節参照）は、その栄光ある時において、「約束を得た」者、すなわち復活と報いにあずかった者となるのです（へブル11章39-40節参照）。もはやこの世や、その現在の悪しき支配者の気まぐれな支配に左右されることもなく（イザヤ33章18-19節参照）、私たちは義なる方と共に、その代理者として千年の間、この世界を治めるようになります。

あなたの心は、かつての恐れを思い起こす。「あの書記官はどこにいるのか。貢ぎを取り立てた者はどこにいるのか。塔を数えていた者はどこにいるのか。」あなたはもはや横柄な民を見ることがない。聞き取りにくい言葉を語る民、理解しがたい舌を持つ民を見ることはない。(イザヤ33章18-19節)
これらの節から分かるように、キリストの統治の祝福は、悪しき者の支配（特に獣の支配によって最も著しく示されたもの）とは鮮やかな対照をなすことになります。それは私たちにとってだけでなく、艱難期を生き延びる千年王国の住民にとっても同様であり、とりわけ上に述べられた将来の反応に関係するイスラエルの人々にとって、特に顕著となります。実際、この点においてイスラエルの統治は最も祝福され、最も特異なものとなります。というのは、エルサレムが世界の新しい首都となり、メシヤご自身がそこに住まわれ、直接統治されるからです。イスラエル本土は、復活したダビデ自身によって、その王として儀式的に統治されることになります（聖書の約束の成就として：エレミヤ30章9節, 33章15-17節; エゼキエル34章23-24節, 37章24-25節; ホセア3章5節）。一方、日常的な行政の務めは「君」によって担われます。この人物はダビデの家系に属する復活していない者であり、特別な特権を与えられています（エゼキエル45-46章）[footnoteRef:39]。さらにこの君の下にも、復活していない人々の中から選ばれた補佐者たちが置かれ、その務めを助けることになります。 [39:  君主が「自分の息子たち」に相続地を与えることができる以上、この称号によって意味されているのはダビデ自身ではなく、ダビデの子孫であることは確かです。エゼキエル46章16-18節は、実際にはこの君主の死を想定していません。彼には「息子たち」がおり、彼はなお生きている間に彼らへ相続を与えるのです―おそらく千年王国の終わりに至るまでそうするのでしょう（この最後から二番目のエデンにおいて、洪水以前の寿命へと戻ることと一致しています; 直後の c 項参照）。] 


(3) 「わたしは自分の群れの残りの者を、彼らを追い散らしたすべての国々から集め、彼らの牧場へ連れ戻す。そこで彼らは実を結び、数を増やす。(4) わたしは彼らの上に牧者たちを立て、彼らを養わせる。彼らはもはや恐れることも、おののくこともなく、ひとりも失われることはない」と主は言われる。（エレミヤ23章3-6節）

ここに、最も可能性の高い統治の型を見ることができます。すなわち、完全な監督がありながらも、死すべき人間との接点を持つ形での統治であり、この型は疑いなく世界中各地で同じように再現されることになるでしょう。すでに見たように、復活した信者たちはキリストの統治に参与しますが、おそらくダビデの例のように、いわば最高執行的な立場において、また裁判的な立場において関与することになります（マタイ19章28節; ルカ22章30節; 第一コリント6章2節; 黙示録3章21節, 20章4-6節）。そして、実務的で日々の行政は、復活していない者たちに委ねられることになるでしょう。現在、御使いたちが神のご計画の中で、使者や仲介者として重要な役割を果たしていること（特に神の御子に仕える点において：ヨハネ1章51節）を考えるなら、彼らもまたメシヤの千年王国の統治に関与しないはずはなく、ただし教会以上に表に出ることなく、背後でイエス・キリストに仕え続けることになるでしょう。最後に、復活した完全な教会の成員は、世界中のあらゆる行政の場において、死すべき人間の補佐者を選ぶ際に最善の選択を行うことになるため、最も弱い統治部門においてさえ、罪の性質を持つ人間であっても、最高水準が実現されることが期待されます（下の詩篇に示されている「行動規範」が示すように）。

(2b) わたしは、全き心をもって自分の家の中を歩む。
(3) わたしは、卑しいことを目の前に置かない。不信実な者の行いをわたしは憎む。それらがわたしに付きまとうことはない。
(4) 曲がった心の者はわたしから遠ざけられる。わたしは悪を知ろうともしない。
(5) 密かに隣人をそしる者を、わたしは黙らせる。高ぶる目と誇る心を持つ者を、わたしは耐え忍ばない。
(6) わたしの目は、この地の忠実な者たちに向けられる。彼らがわたしと共に住むためである。全き道を歩む者が、わたしに仕える。
(7) 欺きを行う者は、わたしの家に住むことがない。偽りを語る者は、わたしの前に立つことがない。
(8) 朝ごとに、わたしはこの地のすべての悪しき者を黙らせる。わたしはすべての悪を行う者を、主の都から断ち切る。（詩篇101篇2節後半-8節/NIV訳）　　　　　　　　

最後に、聖書が千年王国の世界統治について与えているわずかな詳細から、メシヤの統治における基本的な行政原則をも推し量ることができます。すなわち、完全な中央基準を持ちながら、各地の必要に対応するという原則です。

1) 言語： キリストの統治における公用語はヘブル語となります。これは、主がエルサレムから統治され、ユダヤ民族が主の特別な所有の民となることを考えると、理にかなったことですし、この可能性を示す聖書的根拠も存在します。主はゼパニヤ3章9節において、艱難期に諸国に対して怒りを注がれた後（8節）、「わたしは諸国の民に清い唇（すなわち清い言語）を与える。それは彼らが皆、主の名を呼び求め、心を一つにして主に仕えるためである」と述べておられます。この唇の清めは、イエス・キリストへの信仰による罪の赦しを含むだけでなく、適切な礼拝の行動をも含むことを文脈は示しており、したがってエルサレムにおける礼拝（場合によっては義務的となる：ゼカリヤ14章17節参照）においては、ヘブル語が必要とされる言語となる可能性が極めて高いと考えられます（下のIII.2.c参照）。さらにイザヤ19章18節は、「エジプトの五つの町がカナンの言葉（すなわちヘブル語）を語るようになる」と述べています。ここから、主とその真理に対して特に敏感に応答する地域では、可能な限りあらゆる面で完全な基準に一致しようとする熱意が見られるようになると推測できます。しかし、この変化が特筆すべきものとして語られていること自体、ヘブル語が公的・儀式的言語となる一方で、その使用が全世界に強制されることはないことも示しています。その他の場面では、諸国はそれぞれ自らの言語を保持し続けることになります。自由な表現が抑圧されるのではなく、正当な言葉のやり取りはむしろ豊かに発展し、悪しき言葉だけが抑えられることになるでしょう。

2) 経済: エゼキエル45章9-14節は、千年王国の期間中、イスラエル国内で用いられる完全な度量衡の制度を定めています。そしてこのことから、イスラエルだけでなく世界全体においても、完全な経済的規制が存在することを読み取ることができます。それは、各地域経済における正当な人間の意思決定を支配しようとする試みではなく、真に不公正で犯罪的な行為を防ぐための監督の仕組みです。言語の場合と同様に、世界的に強制されるのは細部ではなく原則であると考えることができます。地域ごとの独自の度量衡や基準、また多様な慣習は引き続き認められます。その結果、千年王国の祝福に満ちた環境の下で、自由企業による繁栄が爆発的に花開くことになるのです――ただし、不正な行為だけは抑制されます。

3) 国家主義：　もちろん私たちは、メシヤによる世界的支配が、国家間競争のあらゆる否定的側面を抑制することを知っています。なぜなら、キリストの千年統治の期間中、国家間の戦争は存在せず、イエス・キリストご自身がそのような重大な争いをすべて裁かれるからです。

彼は国々の間をさばき、多くの民を戒める。彼らはその剣を鋤に、その槍を鎌に打ち変える。国は国に向かって剣を上げず、もはや戦いを学ぶこともない。（イザヤ2章4節; 参照. ミカ4章3-4節）

しかしその一方で、この箇所自体が示しているように、それぞれ独自性を持った個別の国家はなお存在し続けます。そしてイスラエルの最も激しい敵であった国々の中にも、自らの地へと回復されるものがあります（エレミヤ12章14-15節）。

(23) その日には、エジプトからアッシリアへ通じる大路が設けられる。アッシリア人はエジプトへ行き、エジプト人はアッシリアへ行く。エジプト人とアッシリア人は共に礼拝する。(24) その日には、イスラエルはエジプトとアッシリアと並んで第三のものとなり、地の祝福となる。(25) 万軍の主は彼らを祝福して言われる。「祝福されよ、わたしの民エジプト、わたしの手のわざアッシリア、そしてわたしの嗣業イスラエル。」（イザヤ19章23-25節）

したがって、この「抑制された統治」という原則こそが、キリストの千年統治の他のすべての側面においても基本的な型となっているのでしょう。諸国民はなお諸国民であり続け、イスラエルはなおイスラエルであり続けます。反キリストは国家主義を滅ぼそうと試みましたが（ダニエル2章41-43節）、失敗しました。私たちの主の統治は、多数の独立した（しかも罪深い）国家が存在する世界に内在する問題を取り除きながらも、国家的・文化的区別そのものを消し去ることはありません。なぜなら、復活した教会に属する者たちを除けば、千年王国において急速に増加する地上の人口は、なお罪と悪と犯罪に服しているからです。罪の性質は、すべての死すべき人間の内に依然として存在しているからです。ここで非常に示唆的なのは、メシヤが、現在の天地そのものを滅ぼさない限り変えることのできないものを無理に変えようとはされず、むしろ、本質的に罪深い世界に対する完全な統治制度を打ち立てられるという点です。それは、厳格で画一的な均質化によって選択そのものを消し去ることではなく、賢明で公正な監督制度を通して自由意志を保つことです。私たちの主によって打ち立てられる真に完全な世界政府においては、より良い統制が、実際にはより大きな真の自由をもたらします。なぜなら、その目的は、完全な形で達成される悪の抑制だからです（悪魔の世界でしばしば見られるような、悪を増長させるような自由の抑圧ではありません）。こうした理由から、千年王国――すなわち単一の統一政府による最も完全な直接支配の時代――は、同時に、あらゆる正当な目標と願望を追求するための最大の自由の時代ともなるのです。これは、メシヤの統治制度が、犯罪や悪を効果的に抑制すると同時に、そのような反社会的な行為に関わっていない人々の行動の自由を、不必要に制限することがないためでもあります。

c. 千年王国の物質的祝福： 千年王国の期間中、人間はなお死すべき不完全な存在として生まれ続けますが、キリストの義なる統治（詩篇2篇9節）は、私たちが現在経験している罪の性質の影響――たとえば犯罪や戦争――を抑制します。千年王国の驚くべき物質的祝福は、創世記3章17-19節において神が地に下された呪いが、ついに取り除かれることによるところが非常に大きいのです（これは、キリストの統治とその教会の復活に加えて起こることです; ローマ8章18-24節; 参照. 創世記5章29節）。善悪の知識の木を食べた第一のアダムの不従順によってもたらされたこの呪いは、堕落以来初めて――その除去の代価をカルバリの木の上での従順な死によって支払われた最後のアダムが帰還される時に、取り除かれます（ローマ5章12-19節）。

(18) 私は、現在の苦しみは、[再臨の時に]私たちに現されようとしている栄光に比べれば、取るに足りないものと考える。(19) 被造物は、神の子たちの現れを切実に待ち望んでいる。(20) 被造世界は、自分の意志によるのではなく、それを従わせた方によって[アダムの罪の結果として]虚無に服させられた。しかし希望がないわけではない。(21) [再臨の時に]被造世界そのものもまた、朽ちていくことへの奴隷状態から解放され、神の子たちの栄光の自由（すなわち私たちの復活）にあずかるのである。(22) 私たちは、被造物全体が今に至るまで共にうめき、共に産みの苦しみをしていることを知っている。(23) それだけではなく、[来たるべき良きものの]初穂として御霊を受けている私たち自身もまた、自分の内でうめきながら、子としての身分、すなわち私たちのからだの贖い（すなわち復活）を熱心に待ち望んでいる。(24) 私たちは、この希望によって救われたのである。（ローマ8章18-24節前半）

アダムの堕落の結果としてもたらされた呪いが取り除かれる時、その結果として地上にはまさに天国のような状態が現れます。そこは可能な限り完全な環境となります（なお罪に服する不完全な人間を含むという制約はありますが）。その世界は、その光景と音、その繁栄、そして義なる方ご自身が統治されるエルサレムから流れ出る物質的・霊的完全さによって、祝福に満ちあふれることになります。これこそが預言されていた「主の恵みの年（すなわち時期）」であり（イザヤ61章2節）、待ち望まれていた「回復の時」（使徒行伝3章21節）なのです。

(10) 国々の中で言え。『主は統治しておられる。』世界は堅く据えられ、揺るがされることはない。主は公平をもって諸国の民をさばかれる。(11) 天は喜び、地は楽しめ。海とその満ちるものは、とどろけ。(12) 野とその中のすべてのものは喜び躍れ。その時、森の木々はみな喜び歌う。(13) 主の御前で。主が来られるからだ（直訳『来られた』）。主は地をさばくために来られる（直訳『来られた』）。主は義をもって世界をさばき、真実をもって諸国の民をさばかれる。（詩篇96篇10-13節/NIV訳）

主はシオンをあわれみ、そのすべての廃墟をあわれまれる。そしてその荒野をエデンのようにし、その砂漠を主の園のようにされる。（イザヤ51章3節）

この最後の節が示しているように（そして先にも示唆した通り）、千年王国において創世記の呪いが地から取り除かれることにより、全世界は楽園となります。イエス・キリストの王国において、地は真に「回復されたエデン」となり、急速に増え広がる未復活の人類がなお不完全であるという点を除けば、かつての栄光をすべて取り戻します。しかし、復活していない人類の罪の性質は、千年王国が真にエデン的であることを妨げるものではありません。サタンは千年の間縛られ、悪霊たちも同様に世界から取り除かれます。また聖霊による抑制の働きは、艱難期中に取り去られた後（第二テサロニケ2章6-12節）[footnoteRef:40]再び回復されるだけでなく、これまで以上に広範なものとなります。なぜなら、聖霊は教会初期以来見られなかった劇的かつ前例のない方法で「注ぎ出される」からです（イザヤ44章3節; ヨエル2章28節参照）。これらの大きな変化に加えて、完全な統治者による完全な支配が、その教会を通して執行されることを考えるなら、キリストの来たるべき王国における地上の状態が、そこに住む者たちの不完全さにもかかわらず祝福に満ちたものとなることは十分理解できます。 [40:  「来たる艱難期」第2部B.III.「聖霊の抑制的働き」を参照下さい。] 


彼（すなわちメシヤ）の時代には、義人は栄え、月がなくなるまで豊かな平和が満ちあふれる。（詩篇72篇7節/NIV訳）

1) 千年王国のエルサレムに見られるエデンのような状態：　艱難期において「つまずきの岩」となったエルサレム――そこにおいて主イエス・キリストは獣の軍勢を破滅へ導かれました――は、ハルマゲドンの戦いによって恐るべき被害を受けるものの、その灰の中から急速かつ奇跡的によみがえり、メシヤの首都となります。

(1) 主は大いなる方、大いにほめたたえられるべき方。われらの神の都、その聖なる山において。(2) 高くそびえて美しく、全地の喜びである。北の果てのように、シオンの山は大いなる王の都。(3) 神はその城郭の中におられ、ご自身を砦として示された。(4) 見よ、王たちは集まり、共に進んで来た。(5) 彼らは見て驚き、おじ惑い、恐れて逃げ去った。(6) その場で震えが彼らを捕らえた。産婦の苦しみのような痛みが。(7) あなたは東風をもってタルシシュの船を打ち砕かれた。(8) 私たちは聞いていたことを、万軍の主の都、われらの神の都において見た。神はこの都をとこしえに堅く立てられる。セラ。(9) 神よ、私たちはあなたの宮の中で、あなたの変わることのない愛を思い巡らします。(10) 神よ、あなたの御名のように、あなたへの賛美は地の果てにまで及びます。あなたの右の手は義に満ちています。(11) シオンの山は喜び、ユダの娘たちはあなたのさばきのゆえに楽しみます。(12) シオンを巡れ、その周りを歩け。その塔を数えよ。(13) その城壁をよく見、その城郭を眺めよ。後の世代に語り伝えるために。(14) この神こそ、とこしえまでも私たちの神。この方は終わりに至るまで私たちを導かれる。(詩篇48篇1-14節）

先に述べたように、神の創造の歴史には七つの「エデン」が存在します。[footnoteRef:41] [41:  「サタンの反乱」第1部、II.6.「七つのエデン」を参照下さい。] 


1. 元初の地（サタンの堕落以前）
2. 第三の天（人類創造以前）
3. エデンの園（アダムとエバの堕落以前）
4. 地下の楽園（いわゆる「アブラハムのふところ」― キリストが訪れられた場所; 第一ペテロ3章19-20節）
5. 第三の天（現在、十字架におけるイエスの勝利とその後の昇天以後、死んだ信者たちの住まいとなっている場所）
6. 千年王国のエルサレム（今ここで取り上げているもの）
7. 新しいエルサレム（新しい天と新しい地における永遠状態）

聖書に記されたすべての楽園は、極めて大きな祝福の場所であることを示す独特の特徴を共有しています。その第一は何よりも、神ご自身が交わりのために（さばきのためではなく）物理的に御臨在されるという点です。エデンの園において、私たちの最初の両親アダムとエバが、「日の涼しいころ」に習慣的に訪れてくださった主との甘い交わりを楽しんでいたように（創世記3章8節）、千年王国のエルサレムもまた、私たちの愛する主であり救い主であるイエス・キリストの恒久的臨在によって祝福されます。そして、その大いなる日に人類が享受する千年王国のあらゆる祝福は、主の御臨在の結果として、またその御臨在から流れ出るものとして与えられるのです（すべての祝福が神から来るのと同じです; ヤコブ1章17節）。

(2) 諸国民はあなたの義を見、すべての王たちはあなたの栄光を見る。あなたは主の口によって与えられる新しい名で呼ばれる。(3) あなたは主の手の中で輝く冠となり、あなたの神の御手の中で王のかぶり物となる。(4) もはやあなたは『見捨てられた者』とは呼ばれず、あなたの地は『荒れ果てた地』とは呼ばれない。あなたは『ヘフツィバ』（すなわち「わたしは彼女を喜ぶ」）と呼ばれ、あなたの地は『ベウラ』（すなわち「結ばれた者＜口語訳：配偶ある者＞」）と呼ばれる。主があなたを喜び、あなたの地が結ばれるからである。(5) 若者が処女をめとるように、あなたの子らはあなたをめとる。花婿が花嫁を喜ぶように、あなたの神はあなたを喜ばれる。(6) エルサレムよ、わたしはあなたの城壁の上に見張り人を置いた。彼らは昼も夜も決して黙ることがない。主に呼び求める者たちよ、自ら休むことなく、(7) 主にも休みを与えるな。エルサレムを堅く立て、地の誉れとされるまで。（イザヤ62章2-7節; 参照. エレミヤ3章14節）　　　　

艱難期の出来事、とりわけ獣によるハルマゲドン遠征によって荒廃させられるにもかかわらず、エルサレムは主ご自身によって超自然的な方法で速やかに再建され、地上で最も壮麗な場所となります（イザヤ11章10節, 44章24-28節, 51章3節, 52章1-2節; ミカ4章8節参照）。そして今や、主の守りの翼の下で永遠に安全と平安の内に住むことになるのです（エレミヤ31章38-40節; イザヤ54章14-15節参照）。

(1) 主はその基を聖なる山に据えられた。(2) 主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンの門を愛される。(3)神の都よ、あなたについて栄光あることが語られている。セラ。(4) 「わたしを知る者たちの中に、ラハブとバビロンを数えよう。見よ、ペリシテ、ツロ、クシュもまた。『この者はシオンで生まれた』と言われる。」 (5) まことにシオンについて、「この者も、あの者も、その中で生まれた」と言われる。いと高き方ご自身が彼女を堅く立てられるからである。(6) 主は諸国の民を登録される時、「この者はシオンで生まれた」と記される。セラ。(7) 歌う者も踊る者も言う。「私の泉はみな、あなたの中にある。」（詩篇87篇1-7節）

主はシオンの山の上と、そのすべての集会の上に、昼は煙の雲を、夜は燃え輝く火の炎を創造される。主の栄光のすべての上には天蓋があるからである。それは昼には暑さを避ける陰となり、暴風と雨を避ける避け所、隠れ場となる。（イザヤ4章5-6節）

わたしが創造するもののゆえに、とこしえに喜び楽しめ。見よ、わたしはエルサレムを喜びとし、その民を楽しみとして創造する。（イザヤ65章18節/NIV訳）　　　　

メシヤ、すなわち神の御子の御人格における神ご自身の現実の御臨在という究極の祝福に加えて、千年王国のエルサレムは、最もよく知られているエデン（そして他のすべての聖書に記された楽園も同様ですが）と共通する他の特徴を持つことになります：

a) 高められた場所：　千年王国のエルサレムは、大幅に拡張された規模を持つ都市となり（エゼキエル48章30-35節）、また文字通り非常に高い所へと引き上げられます（参照. 詩篇68篇15-16節; エゼキエル17章22節）。

終わりの日に、主の宮の山は山々のかしらとして堅く立ち、もろもろの丘より高く上げられる。そしてすべての国々がそこへ流れて来る。（イザヤ2章2節; 参照. ミカ4章1節）

神の幻の中で、主は私をイスラエルの地へ連れて行き、非常に高い山の上に置かれた。その南側には町のように見える建物があった。（エゼキエル40章2節/NIV訳）

(10)ゲバからエルサレム南方のリンモンに至る全地は、アラバのようになる。しかしエルサレムは高く上げられ、その場所にとどまる。ベニヤミンの門から第一の門の場所まで、また隅の門まで、さらにハナネルの塔から王のぶどう搾り場まで。(11) 人々はそこに住み、もはや再び滅ぼされることはない。エルサレムは安全に住まう。（ゼカリヤ14章10-11節/NIV訳）

b) 生ける水といのちの木：

一つの川があり、その流れは神の都を喜ばせる。いと高き方の住まわれる聖なる所を。（詩篇46篇4節/NIV訳）

千年王国のエルサレムの神殿からは、「生ける水」の流れが湧き出ます。それはエデンの園を潤していた流れに似た、超自然的な刷新の源です。この流れは東へ向かって流れ、アラバの平地へ下って行くにつれて幅と深さを増していきます（別の流れは西へ向かって地中海へ流れます; ゼカリヤ14章8節）。そして最後には死海へ注ぎ込みます。この流れの岸辺には、「いのちの木々」が生えます。それは創世記2章9節のいのちの木、また最終的な新しいエルサレムにある「いのちの木（々）」（黙示録22章2節）に対応するものです。これらの木々は、以前の木と、後に現れる木々と同じ目的を持っています。すなわち、物質的祝福だけでなく霊的祝福をも与えることです（参照. イザヤ41章19節, 55章12-13節; エゼキエル34章27節, 36章8節, 47章7節; 黙示録22章2節）。

「川のほとり、その両岸には、あらゆる食物を生じる木が生える。その葉は枯れず、その実は絶えることがない。毎月新しい実を結ぶ。聖所から流れ出る水がそれらを潤すからである。その実は食物となり、その葉は薬となる。」（エゼキエル47章12節）

上に述べられた木々が繁茂するその川は、創世記2章の川々、および黙示録22章の「いのちの水の川」と重要な共通点を持っています。

1) それは中央の源から発していること：エデンの園から水が流れ出ていたように、千年王国の生ける水の川も、エルサレムにある主の神殿の泉源から流れ出ます（エゼキエル47章1-12節; ヨエル3章18節; ゼカリヤ14章8節）。これは、新しいエルサレムに見られる「いのちの水の川」（黙示録22章1-2節）と非常によく似た状況です。 

2) 奇跡的に豊かな実りをもたらすこと：この川は、エゼキエル47章1-12節では農業の豊かな実りと豊富な漁獲に結び付けられています。またヨエル3章18節では、この泉が土地全体の繁栄と結び付けられています（イザヤ66章12節の類似した象徴的表現も参照。「わたしは彼女に平和を川のように延べ広げ、国々の富をあふれる流れのようにする」）。 

3) それはいのちを与える力を持っていること：ゼカリヤ14章8節では、この川は「生ける水」の川と呼ばれています。この名称は、黙示録22章17節に照らして考えるなら、それが与える霊的祝福を示唆しています（参照. エレミヤ2章13節; イザヤ55章1節）。 

メシヤの王国が、いのちを与える木にたとえられているように（マタイ13章31-32節; マルコ4章30-32節; ルカ13章18-19節; ダニエル4章10-27節; エゼキエル17章3-24節, 31章1-18節参照）、千年王国においても、生ける水の川のほとりに、文字通りのいのちの木々が繁茂するのを見ることになります。それは、私たちの最初の両親が、善悪を知る木を選んで最初のいのちの木を拒んで以来、初めてのことです。これらすべての祝福は、私たちの主イエスが「あの別の木」の上で、本来私たちに下るべきすべての呪いを負ってくださったのでなければ不可能であったことを覚えておくべきです。こうして私たちは永遠にいやされたのです。

主は自らその身において、木の上で私たちの罪を負われた。それは、私たちが罪に対して死に、義に対して生きるためである。その打たれた傷によって、あなたがたはいやされたのである。（第一ペテロ2章24節）

c) 比類なき繁栄： 千年王国のエルサレムの驚くべき性質は、あまりにも卓越しているため、私たちの現在の想像力をもってしては十分に思い描くことができないほどです: 

(11) 「苦しめられ、嵐に打たれ、慰めを受けなかった町よ、見よ、わたしはあなたをトルコ石で築き、あなたの土台をサファイヤで据える。(12) わたしはあなたの胸壁をルビーで造り、あなたの門を輝く宝石で、あなたの城壁をすべて貴石で造る。」（イザヤ54章11-12節/NIV訳）

あなたの門は常に開かれ、昼も夜も閉じられることはない。それは国々の富があなたのもとへ運ばれ、その王たちが導かれて来るためである。（イザヤ60章11節）

(15) 「あなたは見捨てられ、憎まれ、通り過ぎる者もなかった。しかしわたしはあなたを永遠の誇り、代々の喜びとする。(16) あなたは国々の乳を飲み、王たちの乳房に養われる。その時あなたは、わたし主があなたの救い主、あなたの贖い主、ヤコブの力ある者であることを知る。(17) 青銅の代わりに金を、鉄の代わりに銀を、木の代わりに青銅を、石の代わりに鉄をわたしはもたらす。わたしは平和をあなたの支配者とし、義をあなたの統治者とする。(18) あなたの地にはもはや暴虐が聞かれず、あなたの国境の内には荒廃も破滅もない。あなたは自分の城壁を『救い』と呼び、その門を『賛美』と呼ぶ。(19) 太陽はもはや昼の光とならず、月の輝きもあなたを照らさない。主ご自身があなたの永遠の光となり、あなたの神があなたの栄光となるからである。(20) あなたの太陽はもはや沈むことなく、あなたの月は欠けることがない。主があなたの永遠の光となられ、あなたの悲しみの日々は終わるからである。」（イザヤ60章15-20節/NIV訳）

あなたは主の御手の中で輝く冠となり、あなたの神の御手の中で王のかぶり物となる。（イザヤ62章3節）

見よ、わたしは彼女に平和を川のように延べ広げ、国々の富をあふれる流れのようにする。（イザヤ66章12節）

この町は、わたしがこれに施すすべての良いことを聞く地上のすべての国々の前で、わたしにとって名誉、喜び、賛美、栄光となる。彼らは、わたしがこれに与える豊かな繁栄と平安のゆえに恐れおののく。（エレミヤ33章9節/NIV訳）

(26) わたしは彼らと、わたしの丘の周囲の地を祝福する。わたしは時にかなって雨を降らせる。それは祝福の雨となる。(27) 野の木はその実を結び、地はその産物を生じる。民は自分たちの地で安らかに住む。（エゼキエル34章26-27節/NIV訳）
　　　　　　　　　　　　　
2) 千年王国のイスラエルに見られるエデンの園のような状態：千年王国のエルサレムに見られる楽園のような状態は、拡大された千年王国のイスラエル全土の境界内にも、大いに複製されることになります（そして、程度はやや劣るとはいえ、地上全体にも同様のことが及ぶようです）。完全なるイエス・キリストの統治の下にある千年王国は、不足のない豊かな農作物の時代であり、以前の時代に見られた苦難や災害のない繁栄した自然環境の時代であり、また、現在では到底想像もできないほどの全般的繁栄と祝福の時代となります――そして、それはイスラエルから始まるのです。

(29後半) 「わたしは穀物を呼び寄せてこれを豊かにし、あなたがたに飢饉を送らない。(30) また、木の実と畑の産物とを豊かにするので、あなたがたは再び飢饉のために国々の中でそしりを受けることはない。(31) その時あなたがたは、自分たちの悪しき道と良くない行いを思い起し、その罪と憎むべきこととのために、自分自身をいとうようになる。(32) しかし、わたしがこれをするのは、あなたがたのためではないことを知れと、主なる神は言われる。イスラエルの家よ、あなたがたの行いを恥じ、辱めを受けよ。(33) このように主なる神は言われる。わたしがあなたがたを、そのすべての不義から清める日に、わたしは町々に人を住まわせ、廃墟を建て直す。(34) 荒れ果てていた地は、そこを通るすべての人の目に荒れ地であったが、耕されるようになる。(35) 人々は言う、『この荒れ果てていた地は、エデンの園のようになった。また、荒れ果て、滅び、くずれていた町々は、城壁を築かれ、人が住むようになった』と。(36) その時、あなたがたの周囲に残っている国々は、主なるわたしが、くずれた所を建て直し、荒れた所に植えたことを知るようになる。主なるわたしはこれを語った。わたしはこれを行うのである。」（エゼキエル36章29節後半-36節/NIV訳）　

(21) 「その日、わたしは答えると主は言われる。わたしは天に答え、天は地に答える。(22) 地は穀物と新しいぶどう酒と油に答え、それらはエズレルに答える。(23) わたしは彼女を、この地にわたし自身のために植える。『わが愛する者ではない』と呼ばれた者を愛し、『わが民ではない』と言われた者に、『あなたはわたしの民である』と言う。そして彼らは、『あなたはわたしの神です』と言うであろう。」（ホセア2章21-23節/NIV訳）

(16) 主なる彼らの神は、その日、彼らをご自分の民として救われる。彼らは、その地の上に高く掲げられた冠の宝石のようになる。(17) 彼らは、なんと麗しく、美しいことであろう。穀物は若者たちを栄えさせ、新しいぶどう酒は若い女たちを栄えさせる。（ゼカリヤ9章16-17節/NIV訳）　　

要するに、それはまさにエデンの再生の時代となるのであり、イスラエルは、これらすべての祝福を経験することにおいて卓越した地位を占めることになります（エレミヤ31章2節）。そのことは、次の事柄によって示されています。

a) 野獣の獰猛さの終息（エゼキエル14章21節との対比）：

(6) おおかみは小羊と共に宿り、ひょうは子やぎと共に伏し、子牛と若じしと肥えた家畜とは共にいて、小さい子供がこれを導く。(7) 雌牛と熊とは共に草を食い、その子らは共に伏し、ししは牛のようにわらを食う。(8) 乳飲み子は毒蛇のほらの上で戯れ、乳離れした子はまむしの巣に手を入れる。(9) わが聖なる山のどこにおいても、害することも滅ぼすこともない。水が海をおおっているように、地は主を知る知識で満たされるからである。（イザヤ11章6-9節/KJV訳）

わたしは彼らと平和の契約を結び、国の中から悪い獣を絶やす。それゆえ、彼らは荒野に住んでも安らかにおり、森の中に寝ても恐れることはない。（エゼキエル34章25節/NIV訳; 28節参照）

その日、わたしは彼らのために、野の獣、空の鳥、地を這うものと契約を結ぶ。（ホセア2章18節前半/NIV訳）　

b) 奇跡的に改善された自然環境と農業条件：

山々は民に平和をもたらし、丘々は義をもたらす。（詩篇72篇3節）

穀物が国に満ちあふれ、その実が山々の頂で波打つように。実りはレバノンのように豊かになり、人々は地の草のように栄えるように。（詩篇72篇16節/NIV訳）

(23) 主は、あなたが地に蒔く種のために雨を与え、土地の産物を豊かで満ち足りたものにされる。その日には、あなたの家畜は広い牧場で草を食う。(24) 土を耕す牛とろばは、ふるい分けられた飼葉と飼料とを食う。(25) 大いなる殺戮の日、いくつもの塔が倒れる時、すべての高い山と高い丘の上に、水の流れと川とがある。(26) 主がその民の傷を包み、その打たれた傷をいやされる日に、月の光は日の光のようになり、日の光は七倍となって、七日の光のようになる（すなわち、永遠状態において文字通り成就される誇張表現）。（イザヤ30章23-26節/NIV訳）

(1) 荒野とかわいた地とは喜び、砂漠は楽しみ、花咲き、さふらんのように、(2) 盛んに花咲き、喜び楽しんで歌う。レバノンの栄えはこれに与えられ、カルメルとシャロンの麗しさも与えられる。彼らは主の栄光と、われわれの神の麗しさを見る。（イザヤ35章1－2節/NIV訳）

(18) わたしは、はげ山に川を開き、谷の間に泉を開く。荒野を水の池とし、かわいた地を水の源とする。(19) わたしは荒野に杉、アカシヤ、ミルトス、オリブの木を植え、砂漠に糸杉、にれ、つげの木を共に置く。(20) それは、すべての人が見て知り、心に留めて悟るためである。主の手がこれをなし、イスラエルの聖なる者がこれを創造したことを。（イザヤ41章18-20節）

わたしは渇いた地に水を注ぎ、かわいた土に流れを与える。（イザヤ44章3節前半/NIV訳）

主はシオンを慰め、そのすべての廃墟を慰められる。主はその荒野をエデンのようにし、その砂漠を主の園のようにされる。（イザヤ51章3節）

山と丘とは、あなたがたの前で声をあげて喜び歌い、野の木々もみな手を打ち鳴らす。いばらの代わりに糸杉が生え、おどろの代わりにミルトスが生える。（イザヤ55章12-13節前半）

シャロンは羊の群れの牧場となり、アコルの谷は牛の群れの伏す所となる。これは、わたしを求めるわたしの民のためである。（イザヤ65章10節/NIV訳）

(12) 彼らは来てシオンの高みで喜び歌い、主の恵み、すなわち穀物と新しいぶどう酒と油、羊と牛の子らとのゆえに喜び輝く。彼らの魂は潤った園のようになり、もはや再び悲しむことはない。(13) その時、おとめは踊って楽しみ、若者も老人も共に楽しむ。わたしは彼らの悲しみを喜びに変え、彼らを慰め、憂いに代えて喜びを与える。(14) わたしは祭司たちの魂を脂肪で満ち足らせ、わたしの民はわたしの恵みに満ち足りると、主は言われる。（エレミヤ31章12-14節/NIV訳）

わたしは時にかなって雨を降らせる。それは祝福の雨となる。（エゼキエル34章26節後半/NIV訳）

わたしは彼らのために名高い農園を備える。彼らはもはや国の中で飢饉の犠牲となることはなく、国々のそしりを受けることもない。（エゼキエル34章29節/NIV訳; エゼキエル34章27節参照）

その日には、山々は甘いぶどう酒をしたたらせ、丘々は乳を流し、ユダのすべての川には水が流れる。（ヨエル3章18節）

見よ、その日が来ると主は言われる。その時、耕す者は刈る者に追いつき、ぶどうを踏む者は種をまく者に追いつく。山々は甘いぶどう酒をしたたらせ、丘々は良き汁で満ちる。（アモス9章13節）

蒔かれたものは豊かに実り、ぶどうの木はその実を結び、地はその産物を生じ、天は必要な潤いを与えるからである。（ゼカリヤ8章12節）　

c) 全般的な平和と繁栄（詩篇68篇6節; イザヤ9章4節 ; エレミヤ31章22節 参照）：

わたしは弓と剣と戦いとを国の中から断ち、彼らを安らかに伏させる。（ホセア2章18節後半/NIV訳）

(14)　あなたは義によって堅く立てられる。しいたげはあなたから遠く離れ、あなたは恐れることがない。恐怖はあなたから遠ざかり、あなたに近づくことはない。(15) たとい人があなたを攻めても、それはわたしから出たことではない。あなたを攻める者は、あなたの前に倒れる。（イザヤ54章14-15節/NIV訳）

あなたの民はみな正しい者となり、とこしえにその地を所有する。彼らは、わたしの植えた若枝、わたしの手のわざであり、わたしの栄光を現すものである。（イザヤ60章21節/NIV訳）
	
(3後半) 彼らは義の樫の木と呼ばれ、主がご自身の栄光を現すために植えられた者となる。(4) 彼らは昔の荒れ跡を建て直し、久しく荒れすたれた所を興し、代々にわたって荒れすたれた廃墟の町々を新しくする。(5) 他国人は立ってあなたがたの羊の群れを飼い、異邦人はあなたがたの農夫とぶどう作りとなる。(6) しかし、あなたがたは『主の祭司』と呼ばれ、『われわれの神の仕え人』と言われる。あなたがたは国々の富を食べ、その栄えを自分のものとして誇る。(7) 彼らは辱めに代えて二倍の分を受け、はずかしめに代えて自分たちの受ける分を喜ぶ。それゆえ、彼らは自分たちの地で二倍の分を所有し、とこしえの喜びを得る。（イザヤ61章3節後半-7節/NIV訳）

(38) 「見よ、その日が来ると主は言われる。その時、この町は、ハナネルの塔から隅の門まで、主のために再建される。(39) 測りなわはそこからまっすぐガレブの丘へ伸び、さらにゴアの方へ向かう。(40) 死体と灰が投げ捨てられる谷全体、および東のキデロンの谷に至るまでのすべての段丘地、馬の門の隅に至るまで、すべてが主に聖なるものとなる。その町は、もはや再び引き抜かれることも、滅ぼされることもない。」（エレミヤ31章38-40節/NIV訳）　　

d) イスラエルの領土拡大： 千年王国の期間中、イスラエルの領土は、ついに本来持つべき境界まで拡大されます。そして、その地は、アブラハムのすべての子孫に豊かな相続地を保証するために、新たに割り当てられることになります。今や、メシヤの統治の下で一つに統一された彼女は（イザヤ11章12-13節; エレミヤ3章18節; エゼキエル37章15節以下; ホセア1章11節）、神がもともとアブラハムに与えられた土地の完全な約束を所有することになります（エゼキエル45章7-8節, 47章13節-48章29節; ゼカリヤ9章10節）。その日、イスラエルは、アブラハムが約束を受けて以来初めて、諸国民の中で最も卓越した地位へ高められることになります（創世記12章2-3節; 15章5-21節, 17章4-19節, 22章17-18節）。

(1) 主はヤコブをあわれみ、再びイスラエルを選び、彼らをその地に置かれる。異国人も彼らに加わり、ヤコブの家に連なる。(2) 諸国民は彼らを連れて、その場所へ帰らせる。そしてイスラエルの家は、主の地において彼らを男女のしもべとして所有する。彼らは自分たちを捕えていた者たちを捕虜とし、自分たちをしいたげていた者たちを支配する。（イザヤ14章1-2節）

e) イスラエルへの特別な富の付与： 集中的な祝福の時代において、イスラエルは二倍の祝福を受けることになります（イザヤ61章7節; ヨエル2章25節; ゼカリヤ9章12節）。そして、彼女自身もまた全世界への祝福となります（ゼカリヤ8章20-23節; 創世記12章3節参照）。千年王国の期間中、イスラエルに与えられると預言されている特別な祝福の一つは、さまざまな形で豊かに富ませられることです。メシヤご自身の臨在、新しい世界の首都としての地位、さらに前述した農業と自然環境への特別な祝福に加えて、イスラエルは諸国民からの「諸国の財貨を得る」ことによっても利益を得ることになります。それは、少し前に滅ぼされた反キリストの軍勢の莫大な財宝を再利用することによって得られる利益（エゼキエル39章7-16節; ゼカリヤ14章1節; 参照. 詩篇68篇12-13節; イザヤ9章3-5節）[footnoteRef:42]によるだけでなく、他のすべての国々から直接ささげられる貢ぎ物によるものでもあります。それは、メシヤの特別な所有としてイスラエルに与えられる「二倍の分」の戦利品です（イザヤ23章17-18節; 参照. 出エジプト3章22節, 12章36節; 申命記6章10節; 黙示録21章24節）。 [42:  これは前例のない現象というわけではありません（列王記下7章5-8節; また、第二次世界大戦後、リビアが長年にわたり鉄および鉄くずの主要輸出国であったことも参照）。しかし、その規模は、世界のそれ以前の歴史におけるいかなるものをもはるかに超えるものです。] 


(29) エルサレムにあるあなたの宮のゆえに、王たちはあなたに贈り物を携えて来ます。(30前半) 葦の中の獣を責め、国々の子牛の中にいる雄牛の群れを、叱ってください。彼らが身を低くして銀の延べ棒を携えて来ますように。（詩篇68篇29-30節前半/NIV訳; 詩篇72篇15節参照）

(5) その時、あなたは見て輝き、あなたの心は震えて喜ぶ。海の富はあなたに向かって流れ、国々の財宝はあなたのもとに来る。(6) らくだの大群があなたをおおい、ミデアンとエパの若いらくだが来る。シバの人々もみな来て、黄金と乳香を携え、主の栄誉を宣べ伝える。(7) ケダルの羊の群れはみなあなたのもとに集められ、ネバヨテの雄羊はあなたに仕える。これらはわたしの祭壇に受け入れられ、わたしはわたしの栄光の家を輝かせる。（イザヤ60章5-7節/NIV訳）

あなたの門は常に開かれ、昼も夜も閉ざされることはない。諸国民の富があなたに運ばれ、その王たちが導かれて来るためである。（イザヤ60章11節）

あなたは諸国民の乳を飲み、王たちの乳房に養われる。その時、あなたは、主なるわたしがあなたの救い主であり、あなたの贖い主であり、ヤコブの力ある者であることを知る。（イザヤ60章16節/NIV訳）

(5) 異国人は立ってあなたがたの羊の群れを飼い、外国人はあなたがたの農夫とぶどう作りとなる。(6) しかし、あなたがたは『主の祭司』と呼ばれ、『われわれの神の仕え人』と言われる。あなたがたは国々の富を食べ、その栄えを自分のものとして誇る。(7) 彼らは辱めに代えて二倍の分を受け、はずかしめに代えて自分たちの受ける分を喜ぶ。それゆえ、彼らは自分たちの地で二倍の分を所有し、とこしえの喜びを得る。（イザヤ61章5-7節/NIV訳）

わたしは川のように繁栄を彼女に延ばし、あふれる流れのように諸国民の富を彼女に与える。（イザヤ66章12節）

周囲のすべての国々の財宝、すなわち金銀と衣服が、非常に多く集められる。（ゼカリヤ14章14節）　　　　　　

3）寿命、健康、幸福の拡大という点から見たエデンの園のような状態：
千年王国の間における人類の肉体的健康、寿命、そして全般的幸福の向上もまた、同様に驚くべきものとなるでしょう。そして、これらの点において聖書がイスラエルに焦点を当てているのは、むしろユダヤ民族への約束の成就を重視しているためであって、千年王国世界の他の地域がそこから除外されることを示しているわけではない、と私たちは考えることができます。これらの効果は、エルサレムそのもの、そして一般的にイスラエルにおいて最も顕著に現れることが十分予想されます。しかし、聖書全体の証言を総合すると、病気、貧困、さらには死さえも、大いに取り除かれ、メシヤの栄光ある世界統治の祝福の下で、全世界的にも深刻な問題ではなくなることが示唆されているように思われます。

その日には、耳の聞こえない者が巻物のことばを聞き、盲人の目は暗闇とやみの中から見えるようになる。（イザヤ29章18節）

そのとき、盲人の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開かれる。そのとき、足の不自由な者は鹿のように飛び跳ね、口のきけない者の舌は喜び歌う。（イザヤ35章5-6節前半; 参照. イザヤ32章3-4節）

シオンに住む者は、『わたしは病気だ』とは言わない。そこに住む民の罪は赦されるからである。（イザヤ33章24節）

直前の箇所は、千年王国に関するより論争的な側面の一つ、すなわち、人間の寿命が洪水以前の驚くべき長さにまで伸びるのか――あるいはそれを超えるのか――という問題について、示唆を与えています。さらに直接的に言えば、千年王国の間に、人は死ぬのでしょうか。

彼らは、もはや家を建てて他人に住まわせることもなく、植えて他人に食べさせることもない。木の日数のように、わたしの民の日数は長く、わたしに選ばれた者たちは、自分の手のわざを長く楽しむ。彼らはむなしく労することもなく、災いのために子を産むこともない。彼らは主に祝福された者の一族であり、その子孫も彼らと共にいるからである。（イザヤ65章22-23節）

万軍の主はこう言われる。『再び、年老いた男や女がエルサレムの広場に座り、それぞれ年老いたゆえに杖を手にするようになる。』（ゼカリヤ8章4節）

(19)わたしはエルサレムを喜び、わたしの民を楽しむ。そこにはもはや泣き声も叫び声も聞かれない。(20)そこには、もはや若くして死ぬ乳飲み子もなく、寿命を全うしない老人もない。百歳で死ぬ者でも若者とみなされ、百歳で死ぬ罪人は、のろわれた者とされる。[footnoteRef:43]（イザヤ65章19-20節） [43:  この翻訳（これは著者自身の訳です）については、エイレナイオス『異端反駁』（Adversus Haereses）5巻34章4節を参照してください。] 


特にこの最後の箇所は、千年王国の間には自然死する者がいなくなることを意味すると解されることがあります。しかし20節には重要な限定があります。「百歳で死ぬ罪人は、のろわれた者とされる」（すなわち、その場合でも早死にしたものと見なされる）という部分です。大洪水以前には、実際に千年近い寿命が一般的に達成されていたこと（創世記5章参照）、しかもそれがエデンの園の外でであったことを考えるなら、地上にエデンのような状態が回復される際に、イエス・キリストの完全な統治の下で、さらに大きな肉体的強健さと健康が期待されるとしても、決して不可能ではありません（創世記における地への呪いも、ついに取り除かれるためです）。しかし、上に引用したイザヤ65章20節は、それでもなお時折死が起こることを述べており、その主な原因となるのは「罪」であることを示しています。実際、洪水以前の時代でさえ、人々は死にました。そして、創世記5章に記録されている例外的な長寿は、卓越した霊性を持つ信者たちに適用されていることを考慮するのがよいでしょう。また、上に引用したイザヤ33章24節では、「そこに住む民の罪は赦されるからである」という理由で、シオンには病が存在しないことが語られています。したがって、この点においては、霊性と肉性の違いが決定的な要因になると考えられます。というのは、イザヤ65章19節が述べているように、百歳で死ぬ者であっても、「罪人」であるなら、のろわれた者と見なされるからです。

その日、ダビデの家とエルサレムの住民のために、罪と汚れを清める一つの泉が開かれる。（ゼカリヤ13章1節）

上の節が示唆しているように、エルサレムの神殿から流れ出る命の水（エゼキエル47章1-11節; ヨエル3章18節; ゼカリヤ14章8節）は、その岸辺に薬効のある木々を生じさせますが（エゼキエル47章12節）、それは単に癒しの性質を持つだけでなく、罪による肉体的副作用からの霊的清めの力をも持っているように思われます。したがって、主と共に歩む信者たちが、非常に長い寿命を生きること、さらには千年王国全期間を通して生き続ける可能性さえも、否定されるべきではありません。

一方で、不信者であるだけでなく、霊的に堕落した者たち（「罪人たち」）については、その結果として寿命が短くされることも予想されます。それでもなお、イザヤ65章19-20節が示唆するように、彼らの寿命も現代の基準からすれば長いものとなるでしょう。この両極端――本質的義と、根深い不道徳との間――には、疑いなく多くの段階が存在し、それに応じてさまざまな寿命が生じることになるでしょう。

また、メシヤの完全な正義の統治の下では、犯罪に対して一切容赦しない方針が取られるため、犯罪行為への刑罰として、多くの死が千年王国中に起こることも予想されます。自然死の可能性を示唆しているように見える箇所もあります。たとえば、エゼキエル46章16-18節では、君主に対して相続財産の分配に関する規定が与えられています（ただし、これは別の説明も可能です。上のIII.1.b節参照）。また、少なくとも千年王国初期の「種となる集団」は、理想的とは程遠い状況の下で人生の一部（場合によっては大部分）を過ごしてきた人間たちから成ることも、思い起こすべきことです（最も直近では、七年間の艱難期を通過したことです）。したがって、健康と寿命が大幅に増大するにもかかわらず、人々はおそらくなお千年王国中に死ぬことになる、と結論づけるのが最も適切でしょう。結局のところ、非常に敏感に応答する信者の場合であっても、まだ復活していない者たちは皆、なお罪の性質を持っているのです。

最後に、自然死、犯罪、あるいは事故によって千年王国中に死ぬ信者たちがどうなるのか、という問題もあります。たとえそれらが珍しい出来事、あるいは非常にまれな出来事であったとしても、そのような人々がその後千年王国から除外されるというのは不自然に思われます。また、千年王国の間、彼らが第三の天にいることになる、という示唆も聖書には見当たりません。第三の天は、もちろん非常に良い場所ではありますが、その時には他の救われた人間たちは皆地上にいるため、そうした人々だけがそこにいることになります。したがって、そのような場合には、①そのような人々は、（たとえば殺人の被害に遭った場合などでも）直ちに生き返らされる、あるいは②主の臨在を楽しむための中間的な身体を与えられる、と考えるほうがよいでしょう――これは、現在すべての召された信者たちに起こっていることと正確に同じです。ただし、千年王国体制における主な違いは、現在この世を去った信者たちが行った第三の天でではなく、この地上で主の臨在を楽しむ、という点です。　　　　　　　　　　　　　

4）人口拡大という点から見たエデンの園のような状態：
ハルマゲドンにおける甚大な破壊に加えて、再集結したにもかかわらずなおイエスをメシヤとして受け入れようとしないユダヤ人たちの除去（第六の雷の裁き）と共に、第五の雷の裁きはまた、獣の刻印を受けたすべての不信者たちを罰して滅ぼします（そして、艱難期を生き延びる人々の大半は、そのような刻印を受けた不信者たちである可能性が高いのです）。したがって、艱難期中の他の多くの理由による膨大な人命損失も合わせて考えるなら、千年王国は、現在地球に住んでいる約70億人の人口と比較して、非常に少ない人口で始まることは、ほぼ確実です。そして、その人口は、艱難期開始時には100億近くに達している可能性も十分あります。しかし、たとえその数字が1％にまで減少したとしても（そして、艱難期における諸々の裁きの結果、人類は「オフィルの金のように希少になる」と告げられています――イザヤ13章12節, イザヤ24章6節; ゼパニヤ1章2-3節; ミカ7章13節参照）、残された1億人の生存者たちは、千年王国の祝福の下で、また長くなった人間の寿命を享受しながら、非常に短期間のうちに以前の人口規模へ回復することは確実であり（そして千年王国の終わりまでには、以前の人口を大幅に超えることになるでしょう）。実際には、生存者1億人という数字でさえ、あまりにも高すぎる可能性がありますが、それでもこのことに変わりはありません。これはまた、洪水前の人類人口の急速な増加（結局のところ、たった二人から始まりました）、そして洪水後の人口増加（八人という種集団から始まりました）の双方によっても裏づけられているように思われます。そして、そのいずれも、千年王国以下の条件の下で起こったのです。これより少なくとも数百万よりは多いに違いない数の人から始まることを考えるなら（第一テサロニケ4章の「生き残っている私たち」が、言及されるに値するほど十分大きな集団であること、またこの時期に世界中からユダヤ人が再集結することが、聖書預言の中でも最も強調されているものの一つであることから判断して）、この小さな「種集団」でさえ、現在の人口水準を短期間で超えるには十分すぎるほどであることは疑いありません（その結果、千年王国の終わりの最後の出来事の時には、主に敵対する者たちは「海辺の砂のように」数多くなるのです――黙示録20章8節）。この人口増加が最も顕著になる場所は、イスラエルの地においてです（イザヤ9章3節; エレミヤ33章10-13節; エゼキエル36章13-15節）。

(19)「あなたは荒れすたれ、滅ぼされ、あなたの地は廃墟となっていたが、今や、そこは住む者に対して狭すぎるほどになり、あなたを滅ぼした者たちは遠く離れ去る。(20)あなたが子を失った時に生まれた子らは、なおもあなたの耳に向かって言う、『この場所は私たちには狭すぎる。もっと住む場所を与えてくれ。』」（イザヤ49章19-20節/NIV訳）

(1)喜び歌え、子を産まなかった不妊の女よ。声をあげて喜び叫べ、産みの苦しみを知らなかった女よ。見捨てられた女の子どもたちは、夫ある女の子どもたちよりも多いからだと、主は言われる。(2)あなたの天幕の場所を広げよ。あなたの住まいの幕を大きく張り広げよ。惜しんではならない。綱を長くし、杭を堅く打て。(3)あなたは右にも左にも広がり、あなたの子孫は国々を所有し、荒れ果てた町々を住む場所とするからである。（イザヤ54章1-3節）

最も小さい者が千人となり、最も弱い者が強大な国となる。主であるわたしが、時が来れば、速やかにこれを行う。（イザヤ60章22節/NIV訳）

わたし自身が、追いやった国々から、わたしの群れの残りの者を集め、彼らをその牧場へ帰らせる。彼らは実を結び、数を増すようになる。（エレミヤ23章3節/NIV訳）

主はこう言われる。「見よ、わたしはヤコブの天幕の繁栄を回復し、その住まいをあわれむ。町はその廃墟の上に再建され、宮殿は元の場所に建てられる。そこから感謝の歌と喜びの声が聞こえてくる。わたしは彼らの数を増し、彼らは減ることがない。わたしは彼らに誉れを与え、彼らは軽んじられることがない。」（エレミヤ30章18-19節/NIV訳）

(8)「『しかし、イスラエルの山々よ、あなたがたは枝を出し、わたしの民イスラエルのために実を結ぶ。彼らは間もなく帰って来るからだ。(9)見よ、わたしはあなたがたに心を向け、恵みをもって顧みる。あなたがたは耕され、種をまかれる。(10)わたしはあなたがたの上に人を増し加える。イスラエルの全家をその上に増やす。町々には人が住み、廃墟は再建される。(11)わたしは人と獣をあなたがたの上に増し加える。彼らは多くの子を産み、数を増す。わたしは昔のように人を住まわせ、以前にも増してあなたがたを栄えさせる。そのとき、あなたがたは、わたしが主であることを知る。(12)わたしは人、すなわち、わたしの民イスラエルに、あなたがたの上を歩ませる。彼らはあなたを所有し、あなたは彼らの相続地となる。あなたは再び彼らから子を失わせることはない。（エゼキエル36章8-12節/NIV訳）

(37)「主なる神はこう言われる。再び、わたしはイスラエルの家の願いを聞き入れて、彼らのためにこれを行う。わたしは彼らの民を羊の群れのように増やす。(38)エルサレムが定められた祭りの時に、ささげ物の羊の群れで満ちるように、荒れ果てた町々は人の群れで満ちる。そのとき彼らは、わたしが主であることを知る。」（エゼキエル36章37-38節/NIV訳）

d．千年王国の霊的祝福： その前の艱難期において、サタンは神の知識を抑圧しようと、かつてないほど激しく試みます（ルカ18章8節; アモス8章11節参照）。それは、世界史上最大の背教（ダニエル8章12-13節, 11章33-35節; マタイ24章4-5節, 24節-25節; 第二テサロニケ2章3節; 第一テモテ4章1節）、世界史上最大の迫害（マタイ24章9-12節; 黙示録6章9-11節, 7章13-14節）、そして世界史上最も直接的な地上支配（その手先である反キリストを通して――黙示録13章）によって行われます。これとは最も鮮明な対照として、千年王国の間、神がイエス・キリストというお方において直接統治される時には、神についての知識は、世界の歴史上これまで以上に豊かに与えられるようになります（イザヤ12章3節, 19章21節, 54章13節前半; エレミヤ31章34節, 32章38-40節; エゼキエル11章19-20節, 36章25-27節; ハバクク2章14節; へブル8章10-11節）。

「さあ、主の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自分の道を私たちに教えられる。私たちはその小道を歩もう。」（イザヤ2章3節）

地は、海をおおう水のように、主を知る知識で満たされるからである。（イザヤ11章9節後半）

霊に迷った者たちは悟りを得、不平を言う者たちは教えを受け入れる。（イザヤ29章24節/NIV訳）

(3)そのとき、見る者の目は閉ざされることがなく、聞く者の耳はよく聞くようになる。(4)軽率な者の心も知識と理解を得、どもる舌も明瞭に語るようになる。（イザヤ32章3-4節/NIV訳）

(5)主は高き所に住まわれるゆえに、あがめられる。主はシオンを公正と義で満たされる。(6)主はあなたの時代の確かな土台となり、豊かな救いと知恵と知識の宝となられる。主を恐れることこそ、その宝である。（イザヤ33章5-6節/NIV訳）

あなたの子らはみな主によって教えられ、あなたの子らの平安は大いなるものとなる。（イザヤ54章13節）

地は、海をおおう水のように、主の栄光を知る知識で満たされるからである。（ハバクク2章14節/NIV訳）

(33)「その後の日に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこれである」と主は言われる。「わたしは、わたしの律法を彼らの思いの中に置き、彼らの心に書き記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。(34)もはや、人が隣人に、あるいは兄弟に、『主を知れ』と教えることはない。彼らはみな、小さい者から大きい者に至るまで、わたしを知るようになるからである」と主は言われる。「わたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪をもはや思い出さない。」（エレミヤ31章33-34節NIV訳）

1）礼拝の真の対象であるメシヤの臨在：
私たちの主がエルサレムで直接統治される時、もはや主がどなたであるかについて疑う余地はありません。主は栄光に満ちた神の御子であり、メシヤであり、ご自身が神として礼拝を受けるにふさわしく、また人として私たちの罪のために死なれたゆえにも礼拝されるにふさわしいお方です。

(1)立ち上がれ。輝け。あなたの光が来たからだ。主の栄光があなたの上に輝き現れたからだ。(2)見よ、やみが地をおおい、深い暗黒が諸国の民をおおう。しかし主はあなたの上に昇り、その栄光はあなたの上に現れる。(3) 国々はあなたの光に向かい、王たちはあなたの輝きに向かって来る。（イザヤ60章1-3節）

「その時から、その町の名は、『主はそこにおられる』となる。」（エゼキエル48章35節後半/NIV訳）

主は全地の王となられる。その日には、主おひとりだけが主であり、その御名だけが唯一の御名となる。（ゼカリヤ14章9節）

そして、イエスがすべての真の礼拝の明白な中心となられる一方で、偽りの宗教は、もはやその御国において容認されることはありません（イザヤ1章27-29節, 46章1節, 65章16節; エレミヤ16章19節; エゼキエル34章25節参照）。

(17) それゆえ言え、『主なる神はこう言われる。わたしはあなたがたを諸国の民の中から集め、散らされた国々から集めて、イスラエルの地を与える。(18) 彼らがそこに来る時、そこからすべての忌むべきものと憎むべきものを取り除く。(19) わたしは彼らに一つの心を与え、新しい霊をその内に授ける。わたしは彼らの肉から石の心を取り除き、肉の心を与える。』」（エゼキエル11章17-19節/NIV訳）

(2) 『その日、わたしは偶像の名をこの地から断ち滅ぼす。それらはもはや覚えられることがない』と万軍の主は言われる。『わたしは預言者たちと汚れの霊をこの地から取り除く。(3) もしなお預言する者があれば、その者を産んだ父と母が、「おまえは主の名によって偽りを語ったのだから、生きていてはならない」と言い、その者が預言する時、その父と母は彼を突き刺す。(4) その日には、すべての預言者は自分の幻を恥じ、欺くための毛衣を着なくなる。(5) 彼は、「私は預言者ではない。私は農夫だ。この土地が若い時からの生業だった」と言う。(6) もし人が彼に、「おまえの体のその傷は何か」と尋ねれば、彼は、「友人の家で受けた傷だ」と答える。』」（ゼカリヤ13章2-6節/NIV訳）

そして、その日において主は、救いと霊的成長のための真の教えを与える、多くのふさわしい教師たちを備えてくださいます。

わたしは、わたしの心にかなう牧者たちをあなたがたに与える。彼らは知識と悟りをもってあなたがたを牧する。（エレミヤ3章15節）

2）御霊の注ぎ：
教会最初のペンテコステの日以来、人類史のあらゆる時代において、霊的成長、前進、奉仕に決定的に重要である聖霊の働きは、より鮮明かつ力強く感じられるようになりました。それは、御霊が常に信者たちと「共に」おられた一方で、キリストの昇天によって、信者たちが御霊によるバプテスマを受け、御霊を「内側に」持つという賜物が可能になったからです（そしてこの恵みは、使徒時代の終わ前からすでに、イエスを信じるすべての者が受けるものとなっていました――ローマ8章9節; ヨハネ14章17節; 第一テサロニケ4章8節; 第二テモテ1章14節; へブル6章4節参照）。千年王国は、御霊の働きにおける第三の段階を構成することになります。その時には、少なくともユダヤ人信者たちは（エゼキエル37章9節参照）、単に御霊の内住を受けるだけでなく、最初のペンテコステや教会初期の使徒時代の日々のように、劇的な力を与えられることになります。今日、それらが（本物としては）起こっていないことからも明らかなように、あの初期の劇的な「しるし」の賜物による力は、萌芽期の教会と、使徒たちによって地中海世界全域に設立された地方教会との間を橋渡しするための、一時的現象でした。それらの教会は、完成された新約聖書に記された信仰と実践の教えによって導かれていました。しかし千年王国の間には、この奇跡的な御霊の現れは、エルサレムとイスラエルにおけるユダヤ人信者共同体の間で普遍的なものとなるだけでなく、メシヤの王国における恒久的特徴となります（それは、一時的で開始時だけの現象ではありません）。

(14)とりでは見捨てられ、騒がしい町は荒れ果て、とりでと見張りの塔は永遠に荒地となり、野ろばの喜ぶ場所、群れの牧場となる。(15) その時、上から御霊が私たちに注がれ、荒野は実り豊かな畑となり、その実り豊かな畑は森のように見える。（イザヤ32章14-15節/NIV訳）

わたしはあなたの子孫にわたしの霊を注ぎ、あなたの末裔にわたしの祝福を注ぐ。（イザヤ44章3節後半/NIV訳）

(20) 『贖い主はシオンに来る。ヤコブのうちで罪から立ち返る者たちのもとに来る』と主は言われる。(21) 『わたしについて言えば、これが彼らと結ぶわたしの契約である』と主は言われる。『あなたの上にあるわたしの霊と、あなたの口に置いたわたしの言葉は、今からとこしえに、あなたの口からも、あなたの子の口からも、その子孫の口からも離れることはない。』（イザヤ59章20-21節/NIV訳）

(26)わたしはあなたがたに新しい心を与え、あなたがたの内に新しい霊を授ける。わたしはあなたがたの肉から石の心を取り除き、肉の心を与える。(27)わたしはわたしの霊をあなたがたの内に置き、あなたがたがわたしのおきてに従って歩み、わたしの定めを守り行うようにする。（エゼキエル36章26-27節/NIV訳）

わたしはわたしの霊をあなたがたの内に置く。あなたがたは生きる。そしてわたしはあなたがたを自分たちの地に住まわせる。その時、わたしが主であり、このことを語り、これを行ったことを、あなたがたは知るようになると主は言われる。（エゼキエル37章14節/NIV訳）

「わたしはもはや彼らからわたしの顔を隠さない。わたしがイスラエルの家にわたしの霊を注ぐからである」と主なる神は言われる。（エゼキエル39章29節/NASB訳）

「わたしはダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと嘆願の霊を注ぐ……」（ゼカリヤ12章10節前半/NASB訳）

(28) 『その後、わたしはすべての人にわたしの霊を注ぐ。あなたがたの息子と娘は預言し、老人たちは夢を見、若者たちは幻を見る。(29) その日には、男奴隷にも女奴隷にも、わたしの霊を注ぐ。』（ヨエル2章28-29節/NASB訳）

この最後の箇所において、私たちは千年王国における御霊の注ぎの劇的な効果を最も明瞭に見ることができます。この出来事は、ペンテコステにおける並行的成就によって前もって示されていました。その時、ペテロは、「これは預言者ヨエルによって語られたことである」（使徒行伝2章16節）と述べて、その比較に言及しました。どちらの場合にも、驚くべき明白な御霊の現れは、キリストの勝利（それぞれ十字架とハルマゲドンにおける勝利）を記念する新時代開始の特別なしるしです。違いは、千年王国の間には、これらの賜物が、メシヤがエルサレムに住み続けられる限り持続するという点にあります（ヨエル2章30-32節は、再び主題を再臨直前の出来事へ戻しています）。

3）ユダヤ人の霊的指導権の再開：
上記のイスラエルへの特別な御霊の賜物は、もう一つの大きな千年王国の傾向のしるしです。すなわち、神のディスペンセーションが再びユダヤ民族へ焦点を合わせることです。というのも、ユダヤ民族の数が爆発的に増加し、世界の信者共同体におけるユダヤ人の割合が、イスラエル時代のように支配的になるだけではなく（下のIII.1.e節参照）、キリストの教会の指導権もまた、使徒時代のように、主としてユダヤ人から成る集団の手に再び戻ることになるからです。すでに見たように、千年王国における最初の新しい信者の波はユダヤ人たちであり、彼らは戻って来られたメシヤの現実に直面した時、神に立ち返ることになります（エレミヤ31章31-34節; ヨエル2章30-32節; ゼカリヤ12章10節; ローマ11章12節; 黙示録1章7節）。第二に、イスラエル、特にエルサレムは、千年王国の政治的中心地となるだけでなく、霊的中心地ともなります。そしてそれは、まさに同じ理由によるのです。すなわち、大祭司と王の王という職務を、そのお方自身の内に兼ね備えておられる方のご臨在によるからです。

(14) 「背信の子らよ、立ち返れ。──主のことば──わたしはあなたがたの夫だからである。わたしは町から一人、氏族から二人を選び、あなたがたをシオンへ連れて行く。(15) わたしは、わたしの心にかなう牧者たちをあなたがたに与える。彼らは知識と悟りをもって、あなたがたを牧する。(16) その日、その地であなたがたの数が大いに増えるとき、──主のことば──人々はもはや、『主の契約の箱』と言うことはない。それは彼らの心に思い浮かぶこともなく、思い出されることもなく、惜しまれることもなく、再び造られることもない。(17) その時、人々はエルサレムを『主の御座』と呼び、すべての国々は、主の御名のゆえにエルサレムに集まる。（エレミヤ3章14-17節前半/NIV訳）

上の15節で言及されている「牧者たち」の重要な役割の一つは霊的指導であり、私たちは、預言の賜物と務めが、再び神の民の徳を高めるために力強く働くようになることによって、千年王国に関する箇所の中に、神からの特別な霊的導きという主題が顕著に現れているのを見ます。

(19) シオンの民、エルサレムに住む者たちよ、あなたがたはもはや泣くことはない。あなたが助けを叫ぶ時、主はなんと恵み深くあられることか。主は聞くやいなや、あなたに答えられる。(20) 主があなたがたに苦難のパンと悩みの水を与えられても、あなたがたの教師たちはもはや隠されることがない。あなたがたは自分の目で彼らを見る。(21) あなたが右に行こうと左に行こうと、あなたの耳は後ろから、『これが道だ。これに歩め』と言う声を聞く。(22) その時、あなたがたは銀をかぶせた偶像や金でおおった像を汚れたものとし、それらを月経の布のように投げ捨てて、「出て行け」と言う。」（イザヤ30章19-22節/NIV訳）　　

(9) 「わたしは主、あなたの神である――あなたがエジプトの地にいた時から、わたしはそうであった。(10) わたしは再び、祭りの日々のように、あなたを仮庵に住まわせる（すなわち、再臨後の再集結を表す仮庵の祭りのように）。その時、わたしは再びあなたの預言者たちに語りかけ、彼らの幻を増し加える。まことに、わたしは預言者たちを通して、あなたに理解できる教えを与える。」（ホセア12章9-10節）

このように拡大された真理の教えと、御霊の特別な注ぎとが結び合わさる結果として、神についての知識は、特に神の民の間において、至る所に満ちるようになります。

地は、海をおおう水のように、主を知る知識で満たされるからである。（イザヤ11章9節後半）

主は言われる。「これこそ、その日々の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約である。わたしはわたしの教えを彼らの思いの中に置き、彼らの心に書き記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。彼らはもはや、それぞれ隣人に、また兄弟に、『主を知れ』と教えることはない。彼らはみな、小さい者から大きい者に至るまで、わたしを知るようになるからである。わたしは彼らの不義をあわれみ、彼らの罪をもはや思い出さない。」（エレミヤ31章33-34節）

また、真理が広められる主要な場所は、エルサレム、特に千年王国の神殿となります。

(26) わたしは彼らと平和の契約を結ぶ。それは永遠の契約となる。わたしは彼らを堅く立て、その数を増し加え、わたしの聖所を永遠に彼らの中に置く。(27) わたしの住まいは彼らと共にあり、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。(28) わたしの聖所が永遠に彼らの中にある時、諸国の民は、わたしがイスラエルを聖別する主であることを知るようになる。』」（エゼキエル37章26-28節/NIV訳）

第一神殿と比べると、当初その建設が見劣りしていた第二神殿（ハガイ2章3節）が、後に壮大に拡張され、見事に装飾されたように、艱難期の神殿もまた、儀式的清めと修復の後に、驚くほど美しく飾られ整えられ、エゼキエルの記述（すなわちエゼキエル40-47章）[footnoteRef:44]に記された完全な姿と美しさを備えるようになります。神殿そのものが一種の宮殿です（すなわち、ヘブル語のヘイカル（הֵיכָל／heykhal）は「神殿」または「宮殿」を意味します）。それは、至聖所の契約の箱が、御座（および戦車）[footnoteRef:45]の象徴であるのと同様です。さらに、忘れてはならないことに、反キリストは、まさに「自分が神だと宣言して」、実際に神の神殿に「座を設け」ます（第二テサロニケ2章4節）。これらの事実と、シェキナの栄光が神殿へ戻ることを合わせて考えるなら、私たちの主は確かに至聖所において御座に着かれ（エゼキエル43章1-12節）、そこから世界を統治し、またその場所から唯一の真の信仰――すなわち、世界の救い主としてのご自身への礼拝――を司られる、と考えるべきです。 [44:  ゼカリヤ6章12-13節の預言（すぐ下に引用されている箇所）は、私たちの主が再臨される時に、神殿が存在していないことを前提としているわけではありません。むしろ、この場合、ヘブル語のバーナー（בָּנָה／banah）という動詞は、そのような装飾・整備の過程を示しています。すなわち、メシヤはそれを「一から建てる」のではなく、「建て上げる」ということです。詩篇147篇2節における同じ動詞バーナー（בָּנָה／banah）の用法と比較してください。「主はエルサレムを建て上げ、イスラエルの追いやられた者たちを集められる。」（詩篇147篇2節/NIV訳）この箇所では、明らかに、エルサレムはすでに存在している状態で、このように美しく整えられているのです。]  [45:  契約の箱が、神の王座と戦車の両方を象徴していることについては、『来たる艱難期』第2B部、I.1.2.b.「御座」を参照してください。] 


その方は私に言われた、「人の子よ、ここはわたしの王座の場所、わたしの足の裏の場所であり、わたしがイスラエルの子らの間に永遠に住む場所である。（エゼキエル43章7節前半/NASB訳）

(12) その方は私に言われた、「万軍の主はこう言われる。『見よ、一人の人がいる。その名は「若枝」である（すなわちメシヤ。イザヤ4章2節, 11章1節, 53章2節; ゼカリヤ3章8節参照）。彼はその場所から芽を出し、主の宮を建て上げる。(13) まことに、この方が主の宮を建てられる。この方が栄光を帯び、その王座に着いて王として治められる。また、この方はその王座に着いて祭司ともなられる。そして、その二つの職務の間には完全な一致がある。」（ゼカリヤ6章12-13節）

千年王国の間に行われる神殿儀式は、第一・第二神殿の礼拝に似てはいますが、一つの非常に重要な点において大きく異なっています。過去の動物犠牲や他の儀式は、私たちの主の到来と、私たちのための十字架上の死を表し、それを前もって示す影でした。しかし、それとは大きく対照的に、千年王国の儀式は、主がすでに成し遂げられたことの記念となります（たとえば、エゼキエル39章13節によれば、キリストが栄光を受けられる日は特別な「記念の日」となります）。へブル10章18節が語るように、キリストが十字架で私たちのために死なれた現実の後には、「もはや罪のためのいけにえはない」からです。したがって、これら千年王国の犠牲は、たとえ儀式的意味においてであっても、何らかの贖いの手段となるのではありません。むしろ、それらは一種の集団的「聖餐」として、イエスが私たちすべてのためにしてくださったことを教え、思い起こさせる役割を果たします。イエスは王の王として直接統治されますが、それでもなお、人々が、かつて主が自分たちすべての罪のために死なれた苦難のしもべであったことを覚えているのは有益です。というのも、世界の統治者としてイエスを崇敬するだけでは救いはもたらされないからです。福音への応答には、主が十字架において私たちの罪を洗い流してくださったことを受け入れること、そして主を唯一の神人として認めることが依然として必要です。この記念的目的（将来を予表することとは対照的なもの）は、第二神殿が存在していた間には決して達成され得ませんでした。なぜなら、主の復活後もそこで行われていた儀式は、モーセ律法の規定に従っていたからです。そのため、それらは、主がすでに私たちの罪のために苦しみ、死なれた後でさえ、なお「神の子を再び十字架につけること」（へブル6章6節）を続けていたのであり、それらに参与することは恐るべき冒涜となっていました（そのため、エルサレムの信者たちはへブル書において厳しく叱責されています）。私たちの主が直接そこにおられ、実際に神殿で王座に着いておられる以上、千年王国の犠牲と儀式の意味は、それがまさに何であるか――すなわち、これから来るものの影ではなく、主の十字架の御業の記念である――ということが、完全に明らかになるに違いありません。この意味の違いは、モーセの律法と千年王国の神殿儀式との間に、重要でありながら幾分微妙な手続き上の違いも生み出します。千年王国の神殿には契約の箱は存在しません。それは間違いなく、イエスが、契約の箱と贖罪日における犠牲が前もって示していたすべてを、すでに成就されたからです。

(16) その日、その地であなたがたの数が大いに増えるとき、──主のことば──人々はもはや、『主の契約の箱』と言うことはない。それは彼らの心に思い浮かぶこともなく、思い出されることもなく、惜しまれることもなく、再び造られることもない。（エレミヤ3章16節）

また、千年王国における動物の犠牲の制度には違いがあります。それは、旧約の前方を見据えた教訓とは対照的に、その未来の実践の記念的側面を反映するものです。朝の犠牲としては一匹の小羊だけが献げられます。それは、キリストの統治が体現する「新しい日」を表しています。一方、夕方の犠牲はもはや必要ありません。信じる者たちにとって、すべての裁きがすでに過ぎ去ったからです（エゼキエル46章13-15節）。さらに重要なのは、異邦人たちも今やこの礼拝に加えられるということです。これは、彼らが神の家族に完全に加えられたことを表しています（イザヤ56章3-8節; エゼキエル45章13節-46章; 詩篇106篇4-5節; イザヤ60章7節参照）。十字架によって敵意は取り除かれたからです（エペソ2章15-16節）。実際、たとえば仮庵の祭りは、世界中のすべての民が代表者を送ることを求められる祭りとなります。そしてまた、自分を主の従者と考えるすべての者たちが、年に一度エルサレムで主の前に集まることを望むと考えるのも自然です（イザヤ19章18-20節, 66章23-24節; 古代イスラエルにおける「年に三度」――出エジプト23章14-17節参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　

その日、わたしはダビデの倒れた仮庵を再び立て直し、その破れを修復する。踏み荒らされたものも再び立て直し、昔の日のようにこれを建て直す。それは、人類の残りの者たちと、わたしの名で呼ばれるすべての異邦の国々とが、主を求めるためである。──これを成し遂げられる主のことば。（アモス9章11-12節; 使徒行伝15章16-17節参照）

この点において仮庵の祭りが重要なのは、それがメシヤの千年王国を指し示す祭りだからです（というのも、イスラエル人たちは、その地に再び入る時、約束の地に入った最初の世代がそうしたように、「仮庵」に住むことになるからです）。したがって、この祭りは、メシヤの統治の記念であり祝賀となります（また、イスラエルの地への帰還の記念でもあります――神がこの点に関するご自身のすべての約束を彼らに対して成就されたからです）。他の国々に関して言えば、この祭りに代表者を送らないことは重大な違反行為となります。なぜなら、その欠席によって、実質的には彼らが王の統治を喜ばしく思っていないことを示すことになるからです（ルカ19章14節, 27節参照）。

(16) その時、エルサレムを攻めに来たすべての国々のうち、生き残った者たちは皆、万軍の主なる王を礼拝し、仮庵の祭りを祝うために、年ごとに上って来る。(17) 地上の諸民族のうち、万軍の主なる王を礼拝するためにエルサレムへ上って来ない者たちには、雨が降らない。(18) もしエジプトの民が上って来ず、これに加わらないなら、彼らにも雨は降らない。主は、仮庵の祭りを祝うために上って来ない国々を打つその災害を、彼らの上にも下される。(19) これが、仮庵の祭りを祝うために上って来ないエジプトへの罰であり、またすべての国々への罰である。（ゼカリヤ14章16-19節/NIV訳）　　　

4）異邦人への福音宣教とその応答：
千年王国では、歴史上最大の福音宣教の爆発的拡大も見られることになります（そして、それには大きな応答も伴います――イザヤ19章18-20節）。その霊的中心であるエルサレムから広がって行き、主としてユダヤ人伝道者たちが世界を巡り、あの偉大な時についての預言――「地は、海をおおう水のように、主を知る知識で満たされる」――を成就へ導くことになります。

わたしは彼らの間にしるしを置き、彼らのうちの生き残った者たちを諸国へ遣わす。タルシシ、プテ、ルデ、弓を引く者たち、トバル、ヤワン、そして、わたしの名を聞いたことも、わたしの栄光を見たこともない遠い島々へ遣わす。こうして彼らは、諸国の民の間にわたしの栄光を宣べ伝える。（イザヤ66章19節）

また、この真理のための往来は一方通行だけではありません。イエス・キリストへ心引かれた多くの者たちは、その足台の前で礼拝し、その真理の御言葉から教えを受けるためにエルサレムへ来ることになります。そして、主にもっと近づき、真理の水をさらに深く、直接に飲むために、イスラエルへ永住するところまで行く者たちさえ現れるでしょう（ミカ7章11-13節, 17節参照）。

「わたしはラハブ（すなわちエジプト）とバビロンを、わたしを知る者たちの中に数える。ペリシテ、ツロ、クシュについても、『この者はシオンで生まれた』と言おう。」（詩篇87篇4節/NIV訳）

「さあ、主の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自分の道を私たちに教えられる。私たちはその小道を歩もう。」（イザヤ2章3節）

主はヤコブをあわれみ、再びイスラエルを選び、彼らを自分たちの地に住まわせる。異国人たちも彼らに加わり、ヤコブの家と結びつく。（イザヤ14章1節/NIV訳）

(14) 主はこう言われる。「わたしの民イスラエルに与えた相続地を奪う、わたしのすべての悪しき隣国について、見よ、わたしは彼らをその地から引き抜き、ユダの家を彼らの中から引き抜く。(15) しかし、わたしが彼らを引き抜いた後、再び彼らをあわれみ、それぞれを自分の相続地と自分の国へ帰らせる。(16) もし彼らが、かつてバアルによって誓うことをわたしの民に教えたように、『主は生きておられる』と言って、わたしの民の道をよく学ぶなら、彼らはわたしの民の中に堅く立てられる。(17) しかし、もし聞き従わない国があれば、わたしはその国を完全に引き抜き、滅ぼす」と主は言われる。（エレミヤ12章14-17節/NIV訳）

(21) 「あなたがたは、この地をイスラエルの部族に従って分配しなければならない。(22) あなたがた自身のため、また、あなたがたの間に住み、その中で子どもを生んだ異国人たちのためにも、それを相続地として割り当てなければならない。あなたがたは彼らを、生まれながらのイスラエル人と見なさなければならない。彼らもあなたがたと共に、イスラエルの部族の間で相続地を割り当てられる。(23) 異国人がどの部族の中に住むか、その部族の中で彼に相続地を与えなければならない」と主なる神は言われる。（エゼキエル47章21-23節/NIV訳）

「その日、多くの国々が主に結びつき、わたしの民となる。」（ゼカリヤ2章11節/NIV訳）

(20) 万軍の主はこう言われる。「多くの民と多くの町の住民が、なお来るようになる。(21) 一つの町の住民は別の町へ行き、『さあ、主に願いをささげ、万軍の主を求めに行こう。私も行こう』と言う。(22) 多くの民と強い国々が、エルサレムへ来て万軍の主を求め、主に願いをささげる。」(23) 万軍の主はこう言われる。「その日には、あらゆる言語の諸国の民から十人の者が、一人のユダヤ人の衣のすそをしっかりつかみ、『あなたがたと一緒に行かせてください。神があなたがたと共におられると聞いたからです』と言う。」（ゼカリヤ8章20-23節/NIV訳）

(20) その日には、馬の鈴に、「主に聖なるもの」と刻まれる。主の家の鍋は祭壇の前の鉢のようになる。(21) エルサレムとユダにあるすべての鍋は、万軍の主に聖なるものとなる。いけにえを献げるすべての者は来て、それを取って、その中で煮るようになる。その日には、万軍の主の家に、もはやカナン人はいなくなる。（ゼカリヤ14章20-21節/NIV訳）　　

e．千年王国の信者たち：
これらの異邦人たちと、主の栄光ある再臨の後に主へ立ち返る大勢のユダヤ人たちは共に、キリスト再臨時に完成する教会をさらに超えて、神の家族を満たす存在となります。すなわち、千年王国の信者たちは、悪魔とその追随者たちを、一対一の対応という厳密な意味で置き換えるために必要な数を超えて、キリストに与えられるのです（というのも、その置き換え自体は、この時点ですでに、再臨における教会の復活によって達成されているからです）。[footnoteRef:46] [46:  『サタンの反乱』第5部「裁き・回復・置き換え」を参照してください。また、特に、これら千年王国の信者たちがキリストの「二倍の分け前」であることについての論考は、同研究のII.8.b.「第七日」＜リンク先ファイルの60頁-/A4版印刷本「サタンの反乱」の398頁-＞を参照してください。] 


再臨後の信者たち、すなわち「小羊の婚宴に招かれる」者たち（それは、キリストとその教会との結合、そして千年王国という記念の時代全体を通して祝われるその祝宴を指します――黙示録19章9節）は、彼らのすべての霊的子孫たちと共に、キリストの千年王国統治における世界規模の祝福と豊かさを分かち合い、それを享受することになります。したがって、千年王国の信者たちは、キリストにとってのさらなる祝福、すなわち、伝統的に長子の権利である『二倍の分け前』の祝福となります（申命記21章15-17節; 創世記48章22節; 第一サムエル1章5節; 列王記下2章9節; ヨブ42章10節; イザヤ61章7節; ゼカリヤ9章12節; 第一テモテ5章17節参照）。これは、「すべての被造物の長子」（コロサイ1章15節; 詩篇89篇27節; コロサイ1章18節; へブル1章6節参照）であるお方に、まことにふさわしいことです。こうして主は、真に「多くの兄弟たちの中の長子」（ローマ8章29節）となられるのです。

	　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ.イエス・キリストの千年統治：黙示録20章4-6節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　 
					
千年王国の間に起こる劇的かつ前例のない地上の人口の再増加（前に扱った通りです; 黙示録20章8節後半参照）、そして、すでに復活した教会が悪魔の追随者たちに対する一対一の置き換えを構成していること（前の脚注参照）を考えるなら、『二倍の分け前』である千年王国の信者層は、教会とちょうど同じ人数になる可能性が高いと言えます（一千年という期間は、人口増加の観点から見れば、完全な環境の下では十分以上の時間だからです）。[footnoteRef:47]　　 [47:  『サタンの反乱』第5部のII.8.c.「ユダヤの祭儀暦」＜リンク先ファイルの65頁-/A4版印刷本「サタンの反乱」の403頁-＞を参照してください。] 

[bookmark: _Toc239517876]IV．ゴグとマゴグの反乱：黙示録20章7-9節

(7) そして千年が終わると、サタンはその牢獄から解き放たれ、(8) 地の四方（直訳「四隅」）に住む諸国の民、すなわちゴグとマゴグを惑わすために出て来る。彼らの数は海辺の砂のようであり、サタンは彼らを戦いのために集結させる。(9) 彼らはイスラエルの地の平原に上って来て、聖徒たちの陣営と愛された都〔エルサレム〕を取り囲んだ。すると天から神の火が下って来て、彼らを焼き尽くした。（黙示録20章7-9節）

最後の審判と永遠の開始に先立つ、人類史における最後の大事件について、まず注目すべきことは、ここで言及されているゴグとマゴグは、エゼキエル38章2節で語られている「マゴグの地のゴグ」とは、象徴的関係しか持たないということです。[footnoteRef:48] 後者は反キリストを指しており、エゼキエル38-39章の文脈は、艱難期最後の日々におけるハルマゲドンの戦いで、獣がエルサレムに対して率いて来る巨大な連合軍について記述しています。この、主イエス・キリストとその千年王国統治に対する最後の人類の反乱は、その以前の攻撃と多くの共通点を持っています。両者とも悪魔の欺きによって扇動され、両者とも神をその座から引きずり下ろそうとし、そして両者とも、エルサレムにおいてイエス・キリストと戦うために、前例のないほど大規模な軍勢を世界中から集めます。これらの理由から、ヨハネがよく知られていた呼称である「ゴグとマゴグ」を聖別された意味で用いたことは、異邦諸国の世界全体がこの攻撃に加わることを示す総称として、まことに理にかなっています。上の聖句から明らかなように、サタンが諸国民を募って大いなる王に敵対させる過程は、非常に短期間で進み、しかも驚くほど成功するようです。完全な統治のもとで、しかも世界がこれまで経験したことのないほど祝福された千年にわたる繁栄と幸福の時代が続いたにもかかわらず、悪魔の働きは千年王国の住民の圧倒的大多数から、きわめて熱狂的な支持を受けることになります。その時の世界の未信者人口のほぼ全員が、イエス・キリストの完全に公正で正しい統治から解放される機会に飛びつくという事実は、自由意志が環境によって決定されるものではないことを示しています。神を「何があっても拒絶する」という決意は、不信仰な心の奥深くに根を下ろしており、どれほど多くの物質的祝福が与えられたとしても、それによって真の変化へと導かれることはありません。これは実のところ、驚くべきことではありません。なぜなら、キリストが私たちのために死なれたことによって、何の代価も払うことなく罪の赦しが与えられ、また恵みにより信仰を通して永遠のいのちが提供されているにもかかわらず、それでもなお主を拒絶する人々がいるのですから、その人々が千年王国における主の完全に公正で豊かな統治に満足しないとしても、何ら不思議ではないからです。高慢と貪欲は決して満たされることがありません。そしてサタンはそのことをよく知っています。そこで彼は、新たな「綱領」として、救いのためにすでに拒絶されたイエス・キリストの地上統治からの自由を掲げます。その訴えは野火のような反乱を引き起こし、その魅力はすべての未信者にとってあまりにも強烈であるため、悪魔はほとんど労することなく、しかも監禁されている堕天使たちの軍勢の支援さえ受けずに、世界最後の戦いのために彼らを招集することができるのです。また、この時のエルサレムが「聖徒たちの陣営」と呼ばれていることは、この反乱が急速に拡大するとしても、ゴグとマゴグの侵攻と攻撃が始まる前に、イエス・キリストを選んだ多くの人々がエルサレムへ避難するだけの十分な時間が与えられることを示唆しています。 [48:  例えば、この箇所では反逆者たちは火によって焼き尽くされますが、ハルマゲドンの時のように死体を食べるための「鳥たち」が呼び集められることはありませんし、また七年間にわたる埋葬も必要ありません。なぜなら、この戦いの直後に人類の歴史そのものが終結するからです（この点については下記第VI章をご覧ください）。「マゴグのゴグ（Gog of Magog）」に関する詳しい論考については、本シリーズ第5部の第III章 「獣のハルマゲドン遠征（The Beast's Armageddon Crusade）」 をご参照ください。] 


(24) イエスは、また別のたとえを彼らに示して言われた。「天の御国は、自分の畑に良い種を蒔いた人のようなものである。(25) ところが、人々が眠っている間に、その人の敵が来て、小麦の中に毒麦を蒔いて立ち去った。(26) 小麦が芽を出し、実を結んだ時、毒麦も現れた。(27) そこで主人のしもべたちが来て言った。『ご主人様、畑には良い種を蒔かれたのではありませんか。どうして毒麦があるのですか。』 (28) 主人は言った。『敵の仕業だ。』するとしもべたちは言った。『では、行ってそれを抜き集めましょうか。』 (29) しかし主人は言った。『いや、毒麦を集めるうちに、小麦まで一緒に抜いてしまうかもしれない。(30) 刈り入れまで、両方とも一緒に育つままにしておきなさい。刈り入れの時に、刈る者たちに、「まず毒麦を集め、焼くために束ねよ。しかし小麦は私の倉に集めよ」と言おう。』」……(36) それからイエスは群衆を離れて家に入られた。すると弟子たちが近寄って来て言った。「畑の毒麦のたとえを説明してください。」(37) イエスは答えて言われた。「良い種を蒔く者は人の子であり、(38) 畑は世界である。そして良い種とは御国の子らであり、毒麦とは悪い者の子らである。(39) それを蒔いた敵は悪魔であり、刈り入れはこの世の終わりであり、刈る者たちは御使いたちである。(40) だから、毒麦が集められて火で焼かれるように、この世の終わりにもそのようになる。(41) 人の子は御使いたちを遣わし、つまずきを与えるすべての者たちと、不法を行う者たちとを、その御国から集め出し、(42) 火の燃える炉に投げ込む。そこでは泣き叫びと歯ぎしりがある。(43) その時、義人たちは彼らの父の御国で太陽のように輝く。耳のある者は聞きなさい。」（マタイ13章24-30節; 13章36-43節/NASB訳）

毒麦のたとえは、千年王国の終末期における王国の汚染と、それに対する神の解決の方法を描いています。すなわち、反逆はその実を結ぶところまで許されます。この場合、それはメシヤの都であるエルサレムに対する実際の攻撃を意味しています。そして、その攻撃軍が滅ぼされた後、悪魔に従ってイエスに敵対する心を抱いた残りの者たちは、「引き抜かれ」、そして「焼かれる」ことになります。これは比喩的表現であり、最後の審判と、彼らの最終的な行き着く先である火の池を指しています（この点については下記第VI章をご覧ください）。この一連の出来事の中には、エデンの園においてサタンがアダムとエバを誘惑した出来事との非常に明確な類似を見ることができます。わたしたちの最初の両親がそうであったように、千年王国の住民たちもまた、驚くほど恵まれた環境の中で生活することになります。それにもかかわらず、彼らはなお「さらに何か」を求める誘惑にさらされるのです。エバの場合、それは「知識」でした。しかし千年王国の終わりにおいては、サタンはこの問題を巧みに「自由」という形で提示することになります。そして人々を欺いて、その「自由」を求めるよう誘うのです（詩篇2篇1-3節）。こうして、イエス・キリストの千年王国は、サタンが腐敗させる第三にして最後の楽園となります。彼は最初、三分の一の天使たちをそそのかし、それによって最初の世界の破壊を引き起こしました。[footnoteRef:49] 次に、エバを欺き堕落させ、彼女を通してアダムを堕落させ、それによって彼らの園からの追放を引き起こしました。もちろん、そのような行動はすべて、神の計画をさらに前進させることになりました。第一の場合には人類創造をもたらし、第二の場合には人類史の開始をもたらしたのです。ゴグ・マゴグの反乱の終結において、歴史は終わりを迎え、永遠の状態が始まることになります――すなわち、サタンとその追随者たちの最終的処分（第V節）、そして千年王国の信者たちへの最後の報いと、すべての未信者に対する最後の審判（第VI節）の後にです。 [49:  『サタンの反乱（The Satanic Rebellion）』シリーズ第2部「創世記のギャップ（The Genesis Gap）」をご覧ください。] 


黙示録20章7-9節の簡潔な記述（その時代にエルサレムを攻撃するために押し寄せる無数の大群が、完全かつ瞬時に滅ぼされること）からも分かるように、悪魔の言い分は、いつものように、まったくの偽りと欺きにすぎません。神の力に逆らうことがいかに愚かなことであるかは、盲目的な高慢に支配されている者以外には明らかなことです。そして、その高慢から生まれるこの愚かさは、この反乱を扱うもう一つの主要な箇所である詩篇2篇にも、はっきりと示されています（参照：詩篇46篇6節）。すなわち次のとおりです。

(1) なぜ諸国の民は騒ぎ立ち、もろもろの民は空しくつぶやくのか。(2) 地の王たちは立ち上がり、君主たちは共に集まる――主と、その油注がれた方に逆らって――〔こう言う〕。(3) 「彼らの鎖を断ち切り、その縄を私たちから投げ捨てよう。」(4) 天に座しておられる方は笑われる。主は彼らを嘲られる。(5) その時、主は怒りをもって彼らに語り、憤りによって彼らを恐れおののかせる。(6) 「しかしわたしは、わたしの王をシオン、わたしの聖なる山に立てた。」(7) わたしは主の定めについて語ろう。主はわたしに言われた。「あなたはわたしの子。今日、わたしはあなたを生んだ。(8) わたしに求めよ。そうすれば、わたしは国々をあなたへの相続として与え、地の果てまでもあなたの所有として与える。(9) あなたは鉄の杖で彼らを牧し、陶器師の器のように彼らを打ち砕く。」(10) それゆえ今、王たちよ、悟れ。地をさばく者たちよ、戒めを受けよ。(11) 恐れをもって主に仕え、おののきをもって喜べ。(12) 子に口づけせよ（すなわち、彼に敬意を表せ）。さもないと、主は怒り、あなたがたはその〔不遜な〕行いのゆえに滅びる。主の怒りは瞬く間に燃え上がるからである。幸いなことよ、すべて主に身を避ける者たちは。（詩篇2篇1-12節）

最後に、この反乱と、それが一時的に世界中にもたらす不満と混乱――千年王国の人々にとっては全く慣れない状況――は、その時地上に住むすべての者たちの本質的な霊的状態を試すリトマス試験紙としても機能します。そして、そのことは、永遠に先立つ最後の審判において、まもなく明らかにされることになります。

(31) 「人の子がその栄光のうちに、すべての御使いたちを伴って来る時、彼は栄光の御座に着く。(32) そして、すべての国々の民が彼の前に集められる（すなわち、その千年王国統治の後に）。彼は、羊飼いが羊と山羊を分けるように、人々を互いに分ける。(33) 彼は羊を右に、山羊を左に置く。(34) その時、王は右にいる者たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された者たちよ。世の初めからあなたがたのために備えられていた御国を受け継ぎなさい。(35) わたしは空腹であった時、あなたがたは食べる物を与え、渇いていた時、飲ませてくれた。旅人であった時、宿を貸し、(36) 裸であった時、着せてくれた。病気の時、見舞い、牢にいた時、訪ねて来てくれた。』 (37) すると義人たちは答える。『主よ、いつ私たちは、あなたが空腹なのを見て食べさせ、渇いておられるのを見て飲ませたでしょうか。(38) いつ、旅人であるあなたを見て宿を貸し、裸であるのを見て着せたでしょうか。(39) また、いつ病気や牢におられるのを見て、お訪ねしたでしょうか。』 (40) 王は答える。『まことに、あなたがたに告げる。これらの、わたしの兄弟たちのうち最も小さい者の一人にしたことは、わたしにしたのである。』(41) それから左にいる者たちに言う。『のろわれた者たちよ、わたしから離れ去れ。悪魔とその使いたちのために備えられた永遠の火に入れ。(42) わたしは空腹であった時、あなたがたは食べさせず、渇いていた時、飲ませてくれなかった。(43) 旅人であった時、宿を貸さず、裸であった時、着せず、病気や牢にいた時、訪ねてくれなかった。』 (44) すると彼らも答える。『主よ、いつ私たちは、あなたが空腹であり、渇き、旅人であり、裸であり、病気であり、牢におられるのを見て、お世話をしなかったでしょうか。』 (45) その時、王は答える。『まことに、あなたがたに告げる。これらの最も小さい者たちの一人にしなかったことは、わたしにしなかったのである。』 (46) こうして彼らは永遠の刑罰へ、義人たちは永遠の命へ入る。」（マタイ25章31-46節/NIV訳）

というのも、この時はまさに全世界にとって試練の時となるからです。そして、この反乱の軍事的側面に直接関与していない者たちもなお、エルサレムへ向かう旅路の中で、サタン的勢力によって迫害され、妨害され、敵対される信者たちをどのように扱うか、という問題に直面しなければなりません。なぜなら、「これらの最も小さい者たち」に対する彼らの行動が、彼らの信仰、あるいは不信仰を明確に示すものとなるからです。

(12) ああ、多くの国々のどよめきよ。彼らは海の荒れ狂う音のようにどよめいている。ああ、諸国の民の騒ぎよ。彼らは大水のとどろきのように鳴り響いている。 (13) 諸国の民は激しい水のとどろきのように騒ぎ立てる。しかし主が彼らを叱責されると、彼らは遠くへ逃げ去り、山々の上のもみ殻のように風に吹き払われ、つむじ風の前の枯れ草のように吹き飛ばされる。 (14) 夕べには突然の恐怖が訪れる。しかし朝になる前に、彼らは跡形もなく消え去っている。これがわたしたちを略奪する者たちの受ける分であり、わたしたちから奪い取る者たちの定めである。（イザヤ17章12-14節/NIV訳）
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そして彼ら（すなわち千年王国時代の反逆者たち、いわゆる「ゴグとマゴグ」）を惑わしていた悪魔は、獣と偽預言者が［すでにいる］火と硫黄の池へ投げ込まれた。そして彼らは永遠に昼も夜も（直訳「世々限りなく」）苦しみを受けるのである。（黙示録20章10節）

ここでサタンはその最終的な結末を迎えます。そして、正式な審理や判決宣告を受けることなく、すでに火の池へ投げ込まれていた獣と偽預言者に加わるのです。

あなたは多くの罪と不正な商いによってあなたの聖所を汚した。それゆえ、わたしはあなたの中から火を出し、それはあなたを焼き尽くした。わたしは見ているすべての者の前で、あなたを地の上の灰とした。（エゼキエル28章18節/NIV訳）

悪魔がゴグ・マゴグの反乱を扇動することは、メシヤの完全な支配に対する前代未聞の反逆行為です。その厚かましいまでの大胆さは、悪魔がハルマゲドンの戦いを扇動したことに匹敵します（両者の違いは、ハルマゲドンがメシヤの再臨を阻止するために企てられたのに対し、ゴグ・マゴグの反乱はメシヤの統治そのものを覆そうとする点にあります）。獣と偽預言者の場合、彼らの行為はその断罪についてこれ以上の説明をまったく必要としないものでした。ここにはある種の対称性を見ることができます。すなわち、最も邪悪な天使であるサタン、最も邪悪な人間である偽預言者、そして最も邪悪な混成的存在であるネピリム（半天使・半人間である悪魔の子孫、すなわち反キリスト）が、いずれもその並外れた高慢ゆえに、この特別な扱いを受けて早期に火の池へ送られるということです。しかし、獣と偽預言者がそれ以上の裁判手続き（いわゆる最後の審判）を受けることなく、この簡潔ながら完全に正当な裁きを受けたのに対し、サタンはすでに裁かれているのです。

(8)「彼［聖霊］が来ると、罪と義と裁きについて世を責める。(9)罪についてとは、彼らがわたしを信じないからである。(10)義についてとは、わたしが父のもとへ行き、あなたがたがもはやわたしを見なくなるからである。(11)裁きについてとは、この世の支配者が[すでに]裁かれているからである。」（ヨハネ16章8-11節）

人間は神の栄光のために創造されました（イザヤ43章7節； エペソ1章5-14節参照）。そして、その栄光の大きな部分は、人間の中のある者たち（残念ながらすべてではありませんが）が、信仰によって神のもとへ来て、イエス・キリストの罪のための死に基づいて、恵みによって救われることによって現されます。なぜなら、人間の歴史は、わたしたちの近視眼的な人間的視点ではなく主の視点から見るならば、サタンと堕落した天使たちに対する神の裁きが正しいものであることを示す手段となるよう、初めから意図されていたからです。というのも、以前詳しく考察したように（すなわち、本シリーズの序論となる『サタンの反乱』全五部作において見たように）、サタンの事件は人類史が始まる前、すなわち創世記の七日間における地の再創造とアダムおよびエバの創造以前に、すでに主によって裁定されていたからです。

あなたはその広範な陰謀の中で悪に満ち、罪を犯した。それゆえ、覆うケルブよ、わたしはあなたを汚れた者として神の山から追放し、火の石の間からあなたを消し去った。（エゼキエル28章16節）

キリストの十字架における人類の贖いが成功裏に成し遂げられ、その後、教会がイエス・キリストの御業と御人格を信じたことによって、神は、自由意志を与えられた被造物が悔い改めてご自身のもとへ帰る意思を持ち得ることを示されただけでなく、それ以上に重要なこととして、彼らを救う手段を備える意思と能力を持っておられることを示されました。そしてその代価は想像を絶するものであり、わたしたちの主であるご自身の愛する御子の苦しみと死でした。これこそが、神が人類の歴史の中で悪魔に対して勝ち取られた勝利です。それは悪魔の物理的な敗北ではありません（そのようなことは神にとって、一瞬のうちに何の苦労もなく成し遂げられたことでしょう）。そうではなく、イエス・キリストの十字架によって、ご自身の愛と義とを示し、そのどちらをも損なうことなく両立させることがおできになることを証明されたのです。

(31)今こそこの世が裁かれる時である。今、この世の支配者は追い出される。(32)そして、わたしが地上から上げられる時、わたしはすべての人を自分のもとに引き寄せる。（ヨハネ12章31-32節）

［十字架によって神は］支配者たちや権威たち［すなわち悪霊の勢力］の力をはぎ取り、彼らを公然と辱め、キリストにあって彼らに勝利された。（コロサイ2章15節）

サタンへの有罪判決は人類史以前になされていたので、その執行、すなわち「第二の死」（黙示録20章14節, 21章8節；参照：黙示録20章6節）もまた、はるか以前から彼とその追随者たちのために備えられていました。それが「火の池」であり、神なる父とそのキリストを拒んだすべての被造物が永遠に受ける刑罰の場所です。

その時、王は左にいる者たちに言う。『のろわれた者たちよ、わたしから離れ去れ。悪魔とその使いたちのために［すでに］備えられている永遠の火に入れ。』（マタイ25章41節）

しかし黙示録はそう述べてはいないものの、今挙げた箇所、すなわちマタイ25章41節は、他の堕天使たちも悪魔と同じ運命をたどることを示しています（ヨブ4章18節, 15章15節； ユダ13節後半も参照）。しかし、サタンには最後の公式な審理を受ける機会が与えられない一方で、また堕天使たちが火の池に投げ込まれることや、彼らに対する最終的な裁きについては黙示録に記されていないものの、他の聖句は、彼らの最終的な処遇に関するこの手続きこそが、終末論的出来事の次の順序として行われることを示しています。

神に知識を教えることができようか。神は高き者たち［すなわち天使たち］をも裁かれるのに。（ヨブ21章22節）

神は罪を犯した御使いたちを容赦せず、タルタロスの暗い穴［すなわちアビス(深淵)］に投げ込み、裁きの日のためにそこへ閉じ込めておかれた。（第二ペテロ2章4節）

また、自分の地位を守らず、本来の住まいを捨てた御使いたちを、あの大いなる日の裁きのために、暗闇の下で永遠の鎖につないで閉じ込めておられる。（ユダ1章6節）

したがって、前述の理由から黙示録20章10節では悪魔だけがこの時点で火の池へ投げ込まれる者として取り上げられていますが、だからといってサタンの追随者たちにさらに執行猶予が与えられると考える理由はありません。人類に対する最後の審判が終末の順序として次に続く以上、残りの堕天使たちも、その指導者である悪魔に続いて、ほどなく、あるいは彼が永遠の火へ投げ込まれた直後に、火の池へ送られることはほぼ確実です。なぜなら永遠の状態は、「義だけが住む」場所だからです（第二ペテロ3章13節；参照：ダニエル9章24節）。また、それはあらゆる汚れの痕跡が取り除かれた場所として一貫して描かれています（黙示録21章8節, 21章27節, 22章5節, 22章15節）。そしてその状態は、堕天使たちが事前に完全に取り除かれていることを確実に含んでいます。それゆえ、「死とハデスが火の池に投げ込まれた」（黙示録20章14-15節）と記されている時、わたしたちは当然そこにサタンの軍勢も含まれていると理解すべきです。というのも、ハデス、とりわけアビス（底知れぬ所）あるいはタルタロスは、現在、多くの悪霊たちが閉じ込められている場所であり、また千年王国の期間中にも彼らの居場所となる可能性が高いからです（上記I.4.「サタンとその悪霊たちの拘禁」＜英文＞参照）。

火の池： 聖書は、不信者と堕天使たちのために用意された中間的な刑罰の場所と最終的な刑罰の場所について、「墓」、「トペテ」、「シェオル」、「ゲヘナ」、「ハデス」、「苦しみの場所」など、さまざまな名称を用いています。しかし、神を拒絶した者たちが最終的に送られる「地獄」は、非常に現実的で明確な場所であり、黙示録19章20節では「硫黄の燃える火の池」と呼ばれています（マタイ25章41節；　黙示録20章10節, 14-15節； 参照：マタイ13章42節, 50節）。中間的な「地獄」、すなわち「苦しみの場所」は、地の下にあるハデスの三つの区画の一つです（ルカ16章23節）。他の二つは、キリストの昇天以前に死んだ信者たちがいた、現在は空になっているパラダイスと、ある種の堕天使たちが閉じ込められているアビス（底知れぬ所）です。そして、死んだすべての不信者たちは、最後の審判の時までこの「苦しみの場所」に留まることになります。黙示録19章20節が示すように、反キリストと偽預言者は、ハルマゲドンの戦いの終結時に、最初に火の池へ投げ込まれます。その後、およそ千年後のゴグとマゴグの反乱の終結時に悪魔が続きます（黙示録20章10節）。そして、その時に堕天使たちも彼に続くことになります（前述のとおり。第二ペテロ3章13節； 黙示録20章14-15節, 21章8節, 27節, 22章5節, 15節； 参照：ダニエル9章24節）。

火の池は現在まだ誰も入っていませんが、それにもかかわらず、すでに存在しています。「悪魔とその使いたちのために」――それは「［すでに］備えられている」のです（マタイ25章41節； 参照：ダニエル7章9-11節）。しかし、火の池はサタンとその追随者たちのために備えられているとはいえ、マタイ25章は、不信の人類もまた同じ運命をたどることを非常に明確に示しています。というのも、「羊と山羊の裁き」において裁かれているのは天使ではなく人間であり、そして「山羊」と呼ばれる者たち――すなわち、イエス・キリストにある父なる神の恵み深い救いの申し出を意識的に拒絶した人々――もまた、この「最後の審判」の終わりに火の池へ行くよう命じられるからです（参照：黙示録20章14-15節, 21章8節）。したがって、現在のところ堕天使たちも死んだ不信者たちも火の池にはいません。しかし、この火の池こそが、イエス・キリストを拒むことによって神とその愛を故意に退けたすべての者たちの永遠の住まいとなるのです。

ヨハネは彼らすべてに答えて言った。『わたしはあなたがたに水で［象徴的に］バプテスマを授けている。しかし、わたしよりも力ある方がおいでになる。わたしはその方の履物のひもを解くにも値しない。その方はあなたがたに聖霊で……そして火でバプテスマを授けられる。その方は手に箕を持ち、脱穀場をきよめて麦を倉に集められる。しかし、もみ殻は消えることのない火で焼き尽くされる。』（ルカ3章16-17節）

この「火」は文字どおりの火であるだけでなく、不信仰のゆえにすべての人間がその下に置かれている神の裁きを象徴するものでもあります（ヨハネ3章18節, 16章5-11節； 第一ヨハネ3章14節参照。また、イエス・キリストを除いて完全に罪のない者は一人もいません。参照：ローマ3章9節, 23節, 5章8節）。神の裁きと、滅びの池を満たす火とのこの密接な関係は、反キリストの最終的な結末を描くイザヤとダニエルの記述の中にも見ることができます。

(33) トペテ（すなわち火の池）は、はるか以前から備えられている（参照：マタイ25章41節）。それは王（すなわち反キリスト）のために整えられている。その火床は深く広く造られ、多くの火と薪が備えられている。主の息は燃える硫黄の流れのように、それに火をつける。（イザヤ30章32-33節/NIV訳）

(9) わたしが見ていると、幾つもの御座が据えられ、年を経た方（すなわち父なる神）が座に着かれた。その衣は雪のように白く、頭の毛は純粋な羊毛のようであった。その御座は燃える火であり、その車輪は燃えさかる火であった。 (10) 火の流れがその御前から流れ出ていた。幾千、幾万という者たちが御前に仕え、無数の者たちが御前に立っていた。法廷が開かれ、書物が開かれた。 (11) その間も、わたしは角（すなわち反キリスト）が語る高慢な言葉のゆえに見続けていた。そして見ているうちに、彼は殺され、その体は滅ぼされて燃える火に引き渡された。（ダニエル7章9-11節）

このように、火の池は神の怒りと裁きの火の川によって満たされるのです（参照：イザヤ66章15-16節； マタイ3章7節； ルカ3章7節； ヨハネ3章36節； ローマ1章18節, 2章5-8節, 3章5節, 5章9節, 9章22節；エペソ2章3節, 5章6節; コロサイ3章6-8節; 第一テサロニケ1章10節, 2章16節, 5章9節； 黙示録6章16-17節, 11章18節, 14章19節, 15章7節, 16章1節, 19章15節）。その火の川は神の御座から流れ出ています。そしてダニエル7章のこの場面は、預言的重複表現によって、父なる神が永遠の過去においてサタンとその使いたちに下された裁きをも指しているのです（参照：ヨハネ16章11節）。黙示録14章では、この完全に準備された火の池が、人類に対する最後の審判の時に、キリストの大きな白い御座の前に置かれているのを見ます（そして、わたしたちが今見ている文脈では、その裁きがまさに始まろうとしているのです）。

(9) さらに第三の御使いが彼らに続いて、大声で言った。『もし誰かが獣とその像を拝み、その刻印を額または手に受けるなら、(10) その者もまた、神の怒りのぶどう酒を飲むことになる。その酒は神の憤りの杯に混じり気なく注がれている。そしてその者は、御使いたちと聖徒たちの前で、また小羊の前で、火と硫黄によって苦しめられる。 (11) 彼らの苦しみの煙は世々限りなく立ち上る。そして獣とその像を拝む者、その名の刻印を受ける者には、昼も夜も休みがない。』（黙示録14章9-11節）

上の箇所は、不信者に対する最後の審判の過程の一部として、その刑の執行が行われることを描いています。その意味が、前掲の10節にある「小羊の前で」という言葉に込められています。火の池が最初に父なる神の御座から流れ出る火によって満たされたように、すなわち悪魔とその追随者たちに対する太古の裁きの時にそうであったように、人類に対する最後の審判もまた、同じく火の池のすぐ前で行われるのです（参照：ダニエル7章9-11節； マタイ25章41節）。そして判決が下された後、不信仰のゆえにいのちの書から名を消された者たちは、小羊の「前で」、すなわち小羊の「御前で」、そしてその審理に立ち会うわたしたち主の従者たちの前で、直ちに火の池へ投げ込まれることになります。したがって、この箇所をもって、火の池が新しいエルサレムの中に存在すると理解してはなりません。父なる神と主イエス・キリストが永遠にわたしたちと共に住まわれる場所が火の池であるはずはないからです。聖書の他の箇所は、「地獄」がその栄光ある御臨在から遠く隔てられた場所にあることを明確に示しています。

(6)神にとって正しいことは、あなたがたを苦しめる者たちに苦しみをもって報い、(7)苦しめられているあなたがたには、わたしたちと共に安息を与えることである。それは、主イエスが力ある御使いたちを伴って天から現れ、(8)神を知らない者たち、またわたしたちの主イエスの福音に従わない者たちに対して、燃える火の中で報復を行われる時である。(9)彼らは主の御前から、またその力ある栄光から離れて、永遠の滅びという刑罰を受けるのである。（第二テサロニケ1章6-9節）

父なる神の恵みとあわれみによって、火の池へ投げ込まれる者たちの恐るべき運命は、わたしたちが神と愛する救い主イエス・キリストと共に過ごす祝福に満ちた永遠において、私たちの至福を少しも曇らせることはありません（イザヤ25章8節, 35章10節, 65章17-19節； 黙示録7章17節, 21章4節； 参照：第二コリント5章17節； へブル12章27節）。しかも聖書には、火の池とそこにいる者たちが永遠においても見える存在であることを示唆する箇所があります。

(22) 「わたしが造ろうとしている新しい天と新しい地が、わたしの前に存続するように」と主は言われる。「あなたがたの子孫とあなたがたの名もまた存続する。 (23) 月ごとに、安息日ごとに、すべての肉なる者がわたしの前に礼拝するために来る」と主は言われる。 (24) 「彼らは出て行って、わたしに背いた人々の死体を見る。彼らのうじは死なず、その火は消えることがなく、彼らはすべての肉なる者に忌み嫌われる。」（イザヤ66章22-24節）

火の池はすでに存在しており、（神とそのあわれみを拒んだ愚かさを永遠に思い起こさせる記念碑として: 黙示録14章10節参照）将来においても見ることができるものであり、しかも新しいエルサレムや新しい天と新しい地の一部ではありません。したがって、その場所はおそらく現在の地の地下世界に存在すると考えられます。この見解には多くの根拠があります。まず第一に、ダニエル7章に記されている火の池が先史時代に初めて用いられた出来事（前掲箇所参照）と、それに伴うサタンの裁判（ヨハネ16章11節）は、創世記のギャップの期間における最初の天地の破壊と水没の後に行われたはずだからです。すなわち、創世記1章1節と1章2節の間に起こったサタンの反乱の後です（『サタンの反乱』シリーズ第2部「創世記のギャップ」参照）。最初の宇宙がこの超自然的な裁きによって暗黒化された後、第三の天を除けば（第三の天は厳密には「天と地」とは別個の場所であり、それ自体が楽園であるため、火の池の所在地としては適切ではないため）、地下世界だけがその裁きの影響を受けずに残っていたことになります。ですから、その裁きが行われる場所としても、またダニエル7章10節に描かれている火の池が置かれる場所としても、地下世界以外には考えにくいのです。この解釈によれば、第三の天は初めから完全な状態で造られ、今に至るまで完全なまま保たれています。一方、［二層の］天、そして地は、自由意志を持つ被造物たちが、もともと完全に創造された世界の中で不完全さを生み出す場所であり、その結果として、あわれみと裁きのどちらかを選ばなければならない場となりました。そして地下世界は、前者ではなく後者を選んだ者たちを収容し拘束するための場所として造られたのです。彼らに判決が下された時点では、悪魔とその配下の天使たちは火の池に投げ込まれませんでした（神は、人類の創造と贖いの過程を通して、ご自身の裁きの正しさと、彼らにも与えられ得た憐れみとを示すことを良しとされたからです）。しかし非常に興味深いことに、神は彼らに、自分たちの最終的な運命の恐るべき姿を前もって見せられたにもかかわらず、彼らは悔い改めようとは全くしませんでした（むしろ、人類の歴史において待ち受けている戦いにおいて、サタンは主に対して勝利できると信じていたのです）。

最後の審判（これについてはこのすぐ後に詳しく扱います）もまた、先に述べた天地の再創造前の中間期間と非常によく似た移行期間に行われます。すなわち、現在の天と地が消え去った後（黙示録20章11節）でありながら、新しい天と新しい地となる前（黙示録21章1節）の期間です。この場合にも、第三の天（悪の存在や最終的な刑罰の場所にはふさわしくない場所）と地下世界だけが［一時的に］残ることになります。そして最後の審判は、その地下世界において、火の池のすぐ前で行われるのです。さらにその後、新しい天と新しい地が創られ、新しいエルサレムが第三の天から地上へ降りて来た後（黙示録21章2節, 10節）、先に引用したイザヤ66章は、新しい地から火の池を見る何らかの視覚的な経路が存在することを示しています。それは、今日の第三の天にある天の海が、現在の地上の出来事を観察するための「のぞき窓」のような役割を果たしているのと似たものかもしれません（黙示録4章6節と15章2-3節を比較。またヨブ記1-2章； 列王記上22章19-22節； ルカ15章10節； ヨハネ8章56節； 第一コリント4章9節, 11章10節； 第一ペテロ1章12節； へブル12章1節； 黙示録6章10節参照）。[footnoteRef:50]　しかし、地下のパラダイスと中間的な地獄である「苦しみの場所」との間に、互いに行き来できない「大きな淵」があるように（ルカ16章26節）、また、死んだ信者たちがこの世で神を拒んだ者たちの当然の運命にほとんど関心を示していなかったように（ルカ16章25節）、火の池と、主に対して高慢にも意図的に敵対したすべての者たちの最終的な運命もまた、わたしたちが愛する救い主イエス・キリストの御前で永遠の言い尽くせない祝福を楽しんでいる時には、ほとんど気にかけるようなことではないでしょう。 [50:  バビロンの滅びが「永遠に」見えるものとして描かれている黙示録19章3節と比較してください。] 
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先ほどのイザヤ書の引用や、聖書の他の多くの箇所は、この世で神に敵対し、イエス・キリストの尊い犠牲を踏みにじる者たちは最終的に無に帰すると主張する邪悪な異端を明確に否定しています。この世で主を必要としなかったすべての者たちに課される刑罰の苦しみは現実のものであり、しかも永遠に終わることがありません（例：マタイ8章12節, 13章42節, 49-50節, 22章13節, 24章51節, 25章30節, 41-46節； ルカ13章28節； 黙示録14章10-11節, 21章7-8節）。その刑罰は主として四つの要素から成っています。すなわち、①火、②硫黄、③暗闇、④神からの隔離です。これら四つのうち最初の二つの「直接的な」刑罰の形態こそ、上で引用したイザヤ書の箇所における「彼らのうじ」（主がマルコ9章48節で引用された言葉）が意味しているものに違いありません。これは非常に鮮烈な比喩であり、現在の肉体が墓の中で虫に食われて朽ちていく様子を想起させます。そして、現在の肉体の腐敗が有限であるのに対し、不義な死者たちが復活の際に受ける体は永遠に存続しますが、それは祝福のためではなく処罰のためであることを教えています。[footnoteRef:51] 文字どおりの火と硫黄が、不信者と堕天使たちが永遠を過ごす環境を構成します。前者は実際の肉体的苦痛を生み出し、後者は味覚や嗅覚に不快な苦しみを与えます。その結果、「泣き叫び、歯ぎしりする」（マタイ8章12節, 13章42節, 50節, 22章13節, 24章51節, 25章30節； ルカ13章28節）という表現が示すような、耐え難い苦悩の状態が続くことになります。しかし火の池には、これらに加えて「間接的な」苦しみも存在します。それが暗闇です（イザヤ8章22節； マタイ8章12節, 22章13節, 25章30節）。暗闇そのものが苦痛と不快感の原因となります（黙示録16章10節；参照：出エジプト10章21-23節； 黙示録8章12節）。そしてさらに、父なる神と主イエス・キリストという祝福と栄光に満ちた御方々から完全に隔てられることになります。神の御臨在こそが、本当の意味でのパラダイスを定義するものだからです。この世で光を拒み、闇を愛した者たちが（ヨハネ3章19-21節； 参照： ヨハネ1章3-9節； 第一ヨハネ1章5-7節）、永遠に暗闇の中に住むことになるのは、まことにふさわしいことです（参照：ルカ16章24節； 第二ペテロ2章17節； ユダ13節）。また、神とそのあわれみを拒んだ者たちが、永遠に神から離れて過ごすことになるのも当然のことです。イエス・キリストを通して神の近くにいることを願って生きてきたわたしたちにとっては、みことばなる御方との交わりを失うというこの刑罰こそが、火や硫黄や暗闇以上に、最も恐るべきものに思われます。彼らの恐ろしい運命を思う時、わたしたちは確かに身震いします。しかし、キリストの血を拒んだ者たちに同情する理由はありません。彼らは、自分たちを火の池から救うことのできる唯一の御方を拒絶することによって、自ら火の池を選んだからです。その結果、不信者たちは自らの自由意志による選択によって、永遠に神から隔てられることになります。そして、その神こそ、彼らがこの世で全く必要としなかった神なのです。ここに、「地獄」を意味する最も一般的なヘブル語であるシェオル（Sheol／שְׁאוֹל：シェオール）の語源が持つ本質的な意味があります。この語は sha'al（שָׁאַל：シャーアル）「求める・願い求める・求めること」を意味する語根に由来しています。したがって「シェオル」という語は、不信者たちがまさに自分たちの求めたものを受け取ることを示しているのです。すなわち、彼らが求めたのは神からの「自由」でした。そして、たとえ千回人生をやり直す機会が与えられたとしても、彼らは同じように神を拒み、同じようにその「自由」を求め続けることでしょう。 [51:  イザヤはこの点を詩的な方法で表現しています（この章は、イザヤ書の大部分と同様、ヘブル語本文では詩文です）。これと非常によく似た用法がイザヤ14章9-11節にも見られます。そこでは「バビロンの王」が「よみ」に下り、その身は「うじと虫」に覆われるとされています。したがってイザヤはここで、文字どおりの「墓」の情景と、不信者の永遠の「墓」とを重ね合わせて描いているのです。] 

[bookmark: _Toc239517878]Ⅵ. 最後のさばき：黙示録20章11-15節

(11) また私は、大きな白い御座と、その上に座っておられる方（すなわちイエス・キリスト）を見た。その御前から地と天は逃げ去り、それらのための場所はもはや見いだされなかった。(12) また私は、死者たちが、身分の高い者も低い者も、御座の前に立っているのを見た。そして、いくつかの書物が開かれた。また、別の書物も開かれた。それはいのちの書である。そして死者たちは、それらの書物に記されていることに基づき、自分たちの行いに応じてさばかれた。(13) 海はその中にいる死者を引き渡した。また、死とハデスも、その中にいる死者を引き渡した。そして、一人一人が自分の行いに応じて有罪と宣告された。(14) それから、死とハデス（すなわち、すべての不信者たち）は火の池に投げ込まれた。これが第二の死である。すなわち、火の池である。(15) そして、いのちの書にその名が記されていない者はみな、火の池に投げ込まれた。（黙示録20章11-15節）

上の箇所は、終末論において永遠が始まるまでに残されている出来事を、手短にたどっています。つまり、栄光に満ちた新しい天と新しい地の創造、および永遠の状態の始まり（21～22章で扱われます）を除けば、神の人類歴史に対するご計画の締めくくりとなるものです。上で述べられている大きな白い御座、すなわち「最後の審判」は、闇も涙も悲しみも永遠に消え去り、父なる神の永遠の御国において、神の輝かしい光によってすべてが洗い流され、私たちが神と私たちの主イエス・キリストとの甘美な交わりをとこしえに楽しむようになる、その直前に起こる最後の出来事です。古い天と地が消え去った後（11節で描写されています）、復活の最後の段階が始まります。その時、千年王国時代のすべての信者は復活し、永遠のいのちを与えられます。一方、すべてのまだ救われていない死者も復活しますが、それは上で述べた裁きと第二の死を受けるためです。黙示録の主題は、私たちの主が悪の勢力に対して正しいさばきを執行し、それらに完全な勝利を収められることにあります。したがって、聖書の他の箇所で語られているこれらの出来事（すぐ下で取り上げます）に代わって、ここでは最後の審判そのものを強調するために、まだ救われていない者たちの最終的な処遇に焦点が当てられていることは、何ら不思議ではありません。そして、この箇所が明らかにしているように（さらに、マタイ7章21-23節, 16章25-27節; マルコ8章35-38節; ルカ9章24-26節; 使徒行伝24章25節など、多くの聖書箇所も示しているように）、まだ救われていない死者に対する最後の審判は、確かに存在するのです。

正常な判断能力を備えた成人に達したすべての人は、自らの自由意志による選択について、神に対して責任を負っています。それは、自分の罪についても、神の憐れみを求めるか、それとも求めないかという決断についても同様です。ですから、すべての人が神の存在とご性質を知っているように（たとえ後になってそれを否定したり、この普遍的な真理に対して心をかたくなにしたりするとしても。例えばローマ1章18-32節）、また、自分が必ず死ぬ存在であることを知っているように、完全な神の審査と裁きを自分自身の功績によって切り抜けることは絶対に不可能であることも、すべての人は知っています。すべての不信者は、この最後の審判が来ることを知っています。私たちイエス・キリストを愛する者たちにとって本当に驚くべきことは、このような事実があるにもかかわらず、その問題をただ放置したり、さらには神の恵みを積極的に拒んだりするという、あまりにも恐ろしい愚かさなのです。

(1) 天は神の栄光を語り、大空は御手のわざを告げ知らせる。(2) 一日はまた一日へと[神の]ことばをあふれ出させ、一夜はまた一夜へと[神の]知識を伝える。(3) それら（すなわち、天〔大空〕）の声を理解できない言語も民族もない。(4) その造られた様は全地に行き渡り（すなわち、全地にわたって目に見え）、そのことばは世界の果てにまで届いている。その中に神は太陽のために幕屋を設けられた（すなわち、もろもろの天/大空の夜空の中に太陽を隠された）。(5) 太陽はそこから、[輝かしい]花婿が[婚礼の]天幕から出て来るように現れ、その走る道を、競技者のように喜び勇んで進む。(6) その出発点は天の一方の果てにあり、その巡り行く道は[空の]果てから果てにまで及ぶ。その光から隠れられるものは何一つない。（詩篇19篇1-6節）

神は、すべてをご自分の時にかなって美しく造られた。また、人の心に永遠を与えられた。しかし人は、神が初めから終わりまで行われるみわざを究めることはできない。（伝道者の書3章11節/NIV訳）

(18) 神の怒りは、あらゆる不敬虔と不義とに対して天から現されようとしている。すなわち、不義によって[神についての]真理を心の中で押さえつけている人々に対してである。(19) なぜなら、神について知り得ることは[日々の経験を通して]彼らには明らかだからである。神がそれを彼らに明らかにされたからである。(20) 神のご性質は目には見えないが、それにもかかわらず、この世界の創造以来、神の被造物を通してはっきりと認められる。すなわち、神の永遠の力と神性という両方が、この神の創造のみわざから明確に理解できるのである。それゆえ、彼らには何一つ弁解の余地がない。(21) 彼らは神を知っていながら、神を神としてあがめることも感謝することもせず、かえって思い巡らすことにおいて[この世の]むなしい考えに身を委ね、その無知な心は暗闇で満たされた。(22) 自分では知者であると主張しながら、愚かな者となり、(23) 朽ちることのない神の栄光を、朽ちる人間や鳥や獣や這うものの像や似姿と取り替えてしまった。(24) それゆえ神は、彼らが心の欲望のままに腐敗へと進ませ、互いに自分たちの体を汚すままに彼らを引き渡された（すなわち、まさに彼らが欲していたことを行わせるためである）。(25) [こうして]彼らは神の真理を[悪魔の]偽りと取り替え、創造主の代わりに被造物[すなわちサタン]を礼拝し、これに仕えた。創造主は、とこしえにほむべきお方である。アーメン。(26) [実に、]この[まさにその]理由のために、神は彼らを恥ずべき情欲に引き渡された。彼らの女たちは自然な関係を不自然なものと取り替え、(27) 同じように男たちも女との自然な関係を捨て、互いに情欲を燃やし、男が男と恥ずべき行いを行い、その誤りにふさわしい報いを自分自身の[肉体]に十分受けた。(28) また、彼らが神を心に留めておこうとしなかったように、神もまた彼らをそのふさわしくない思いに引き渡され、してはならないことを行うままにされた。(29) 彼らはあらゆる[種類の]不義、邪悪、貪欲、邪悪、ねたみ、殺意、争い、欺き、悪意、陰口に満ち、(30) 中傷する者、神に見捨てられ[神を]見捨てる者、横柄な者、高慢な者、大言壮語する者、悪事をたくらむ者、親に従わない者、(31) 分別のない者、約束を守らない者、情けのない者、あわれみのない者となった。(32) このようなことを行う者は死に値するという神の正しい定めを十分に知っていながら、彼らは自らそれらのことを行うだけでなく、それを習わしとしている者たちをも是認している。（ローマ1章18-32節）

(14) 律法を持たない異邦人でも、律法に[記されている]ことを生まれながらに行うなら、律法を持たない彼ら自身が、自分たちにとって律法となっているのである。(15)彼らは、律法の本質が自分たちの心に書き記されていることを示している。彼らの良心がそのことを証言し、それに伴う彼らの[心の]思い[すなわち、良心に基づく判断]が、ある時には彼らを責め、またある時には彼らを弁護するからである。(16) [ローマ2章11-15節で述べられているこの審査は、]神が私の福音にしたがって、イエス・キリストを通して人々の隠された事柄をさばかれる日に行われるのである。（ローマ2章14-16節）
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人はただ一度死ぬこと、そしてその後にはさばきが待っていることが定められている。（へブル9章27節）
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キリスト・イエスの千年王国統治の終わりには、「麦打ち場を完全にきよめる」ことが行われます。これは、再臨の「火のバプテスマ」（マルコ1章8節; マタイ3章10-12節; ルカ3章9-17節。本書のⅠ.5項参照）と対をなす、千年王国後の清めのことです。その時、メシヤの御国からすべてのつまずきの原因が取り除かれ、永遠の火へ投げ込まれます。それは、永遠の御国の始まりに備えるためです。その御国には、もはや悪も不信仰も永遠に存在しません（そして、このきよめを行うためには、その前に救われていない者たちの復活と裁きが必要になります）。

(12) 手には箕を持ち、ご自分の麦打ち場を隅々まできよめ、麦は倉に集められる。しかし、殻は消えることのない火で焼き尽くされる。（マタイ3章12節）

麦とは信者であり、殻とは不信者です。一方を倉に集め、他方を焼き尽くすためには、その前に両者が復活し、それぞれが個別に評価を受けなければなりません。その評価は、信者に対しては報いのための評価であり、不信者に対しては裁きのための評価です。

(47) 「また、天の御国は、海に投げ入れられてあらゆる種類の魚を集める網のようなものである。(48) 網がいっぱいになると、人々はそれを岸に引き上げ、座って良い魚を器に集め、悪い魚は捨てる。(49) 世の終わりにも、そのようになる。御使いたちが来て、正しい者たちの中から悪い者たちをより分け、(50) 火の燃える炉に投げ込む。そこで彼らは泣いて歯ぎしりするのである。」（マタイ13章47-50節/NIV訳）

「世の終わり」とは、人類の歴史の終わり、すなわち千年王国の終わりと時を同じくする出来事です。ヨハネが麦打ち場を用いて語ったたとえの場合と同様に、良い魚を集め、悪い魚を捨てるためには、その前に両方の復活が必要です（これは、「網」が世の終わりに残っているすべての者を集めることによって表されています）。そして、その後には全体的な評価が行われます（これは、漁師たちが魚を調べて、それが良い魚か悪い魚かを見分けることによって表されています）。このように、まず二つの基本的なグループへの分類が行われます。この箇所では、それは御使いたちによって行われていますが、羊と山羊の裁きにおいても同様であり、主は個々人に対する具体的なさばきに先立って、この二つのグループを分けられます（マタイ25章31-33節）。また、網のたとえでも、これら終末の出来事の順序において、悪しき者たちの最終的な処遇は最後に置かれています（すなわち、彼らが火の燃える炉、つまり火の池に投げ込まれるのは、正しい者たちが集められた後です）。したがって、この箇所にも、羊と山羊の裁き、バプテスマのヨハネの説明、そして私たちが現在見ている黙示録20章11-15節の文脈が示しているのと同じ順序を見ることができます。

1) 両方のグループの復活（すなわち、まだ復活していないすべての信者と、人類の歴史の初めからのすべての救われていない者たち）。
2) グループごとの区別（麦と殻、羊と山羊、良い魚と悪い魚）。
3) 正しい者たちの救いと評価。
4) 正しくない者たちへの裁きと最終的な処遇（火の池へ）。

さらに、私たちは現在の文脈、すなわち黙示録20章11節後半（「その御前から地と天は逃げ去り、それらのための場所はもはや見いだされなかった」）から、最後の審判に先立って古い天と古い地が滅ぼされること（第二ペテロ3章5-13節）、それによって過去のすべての歴史の中で起こったあらゆることが明らかにされること（第二ペテロ3章10節）、そして、この一連の過程がすべて完了した後になって初めて、新しい天と新しい地が創造され、それによって永遠が始まることを知っています（黙示録21章1節参照）。

(24) イエスは彼らに、別のたとえを話された。「天の御国は、自分の畑に良い種を蒔いた人のようなものである。(25) 人々が眠っている間に、その人の敵が来て、麦の中に毒麦を蒔いて立ち去った。(26) 麦が芽を出して穂をつけると、毒麦も現れた。(27) そこで主人のしもべたちが来て言った。『ご主人様、畑には良い種を蒔かれたのではありませんか。それなのに、どうして毒麦があるのですか。』　(28) 主人は言った。『敵の仕業だ。』すると、しもべたちは言った。『では、行ってそれを抜き集めましょうか。』　(29) 主人は言った。『いや、毒麦を抜くときに、一緒に麦まで抜いてしまうかもしれない。(30) 刈り入れまで、両方とも一緒に育つままにしておきなさい。刈り入れの時になったら、私は刈る者たちに、「まず毒麦を集め、焼くために束ねなさい。それから麦を集めて私の倉に納めなさい」と言おう。』」……(36) それからイエスは群衆を離れて家に入られた。すると弟子たちが近づいて来て言った。「畑の毒麦のたとえを私たちに説明してください。」(37) イエスは答えられた。「良い種を蒔く者は人の子である。(38) 畑は世界であり、良い種は御国の子らである。毒麦は悪い者の子らであり、(39) それを蒔いた敵は悪魔である。刈り入れは世の終わりであり、刈る者たちは御使いたちである。(40) 毒麦が集められて火で焼かれるように、世の終わりにもそのようになる。(41) 人の子は御使いたちを遣わし、罪につまずかせるすべてのものと、不法を行うすべての者を御国から取り除かせる。(42) そして彼らを火の燃える炉に投げ込む。そこで彼らは泣いて歯ぎしりするのである。(43) その時、正しい者たちは父の御国で太陽のように輝く。耳のある者は聞きなさい。」（マタイ13章24-30節, 36-43節/NIV）

上の麦と毒麦（雑草）のたとえは、まったく同じ一連の出来事を、もう少し詳しく描いています。「天の御国」とはメシヤの千年王国を指し（マタイ13章47節参照）、その千年王国では不信者（毒麦）が信者（麦）のすぐ近くで共に育ちます。刈り入れとは復活（第一段階）のことであり、その時、毒麦は麦から分けられ、火に投げ込まれる準備はされますが、まだ火に投げ込まれるわけではありません（第二段階）。[footnoteRef:52] 正しい者たちは倉に集められ（第三段階）、その後、悪しき者たちは最後の審判を経て火の池に投げ込まれます（第四段階）。さらに、このたとえは、この四段階すべての過程が終わった後の正しい者たちの姿を描いているという、もう一つの重要な点を付け加えています。彼らは今や「彼らの父の御国」において、永遠の状態の中で永遠のいのちを楽しんでいます（すなわち、「天の御国」、つまり先の千年王国とは対照的な、新しい天と新しい地のことです）。というのも、黙示録21章と22章の文脈から、父なる神が地上に臨在されるのは人類の歴史が終わった後であることが分かっているので、ここで正しい者たちが「太陽のように輝く」場所として述べられている「彼らの父の御国」とは、間違いなく新しいエルサレムの永遠の御国を指しているはずだからです。[footnoteRef:53] [52:  NIV訳の「まず毒麦を集め、焼くために束ねなさい」（"First collect the weeds and tie them in bundles to be burned"）という訳は、30節のギリシヤ語本文プロス・ト・カタカウサイ・アウタ（πρὸς τὸ κατακαῦσαι αὐτά）を正確に訳したものです。この表現は、殻（毒麦）が焼かれるために準備されることを示しています。しかし、麦の方が先に倉へ納められます。それは、麦の方がより重要だからです。束ねられた殻は、麦が無事に倉へ納められた後であれば、後から十分時間をかけて焼くことができるからです。]  [53:  すなわち、マタイ13章43節は、黙示録21章3節に描かれている情景と完全に対応しています。] 


(31) 「人の子がその栄光のうちに、すべての御使いたちを伴って来る時、人の子はその栄光の御座に着く。(32) すべての国々の民は人の子の前に集められ（すなわち、千年王国統治の後に）、人の子は羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼らを互いにより分ける。(33) そして羊を右に、山羊を左に置く。(34) その時、王は右にいる者たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された者たちよ。世界の創造以来あなたがたのために備えられていた御国を受け継ぎなさい。(35) あなたがたは、わたしが空腹であった時に食べる物を与え、渇いていた時に飲ませ、旅人であった時に迎え入れ、(36) 裸であった時に着せ、病気であった時に世話をし、牢にいた時に訪ねてくれたからである。』 (37) すると正しい者たちは答える。『主よ、いつ私たちはあなたが空腹でおられるのを見て食べさせ、渇いておられるのを見て飲ませたでしょうか。(38) いつ旅人でおられるのを見て迎え入れ、裸でおられるのを見て着せたでしょうか。(39) また、いつ病気でおられるのを見たり、牢におられるのを見たりして、お訪ねしたでしょうか。』 (40) 王は答える。『まことに、あなたがたに言う。あなたがたが、これらのわたしの兄弟たちのうち最も小さい者の一人にしたことは、わたしにしたのである。』 (41) それから王は左にいる者たちに言う。『のろわれた者たちよ、わたしから離れ去り、悪魔とその使いたちのために備えられた永遠の火に入れ。(42) あなたがたは、わたしが空腹であった時に食べる物を与えず、渇いていた時に飲ませず、(43) 旅人であった時に迎え入れず、裸であった時に着せず、病気であった時も牢にいた時も世話をしなかったからである。』 (44) すると彼らも答える。『主よ、いつ私たちはあなたが空腹でおられ、渇いておられ、旅人でおられ、裸でおられ、病気でおられ、あるいは牢におられるのを見て、お仕えしなかったでしょうか。』 (45) すると王は答える。『まことに、あなたがたに言う。あなたがたが、これら最も小さい者たちの一人にしなかったことは、わたしにしなかったのである。』 (46) こうして彼らは永遠の刑罰に入り、正しい者たちは永遠のいのちに入る。」（マタイ25章31-46節/NIV訳）

羊と山羊の裁きも、この順序と完全に一致しています。31節は、人類の歴史における最後の出来事全体を含んでいます。すなわち、再臨（「人の子がその栄光のうちに来る時」）から最後の審判（「その栄光の御座に着く」）までです。この御座とは、主イエスが、まだ復活していないすべての信者（羊）に対しては報いのための最終的な評価を、また、すべての不信者（山羊）に対してはさばきのための最終的な評価を下されるさばきの御座を指しています。「そして、すべての御使いたちが主と共にいる」という表現も、この記述が千年王国後の出来事を扱っていることを示すもう一つの証拠です。というのも、聖書の他の箇所には、御使いたちがキリストの千年王国において目に見える役割を果たすことを示す記述はないからです。さらに、「すべての御使いたち」がそこにいるということは、この時までに堕落した御使いたちはすでに取り除かれていることを意味しています（これは、第Ⅴ部で見たように、千年王国の終わりに起こる出来事です）。この記述でもまた、正しい者と悪しき者との区別が行われ、正しい者が先に評価を受け、悪しき者は最後に評価を受けます（そして、その評価の後に、彼らは火の池へ閉じ込められます）。最後に、この箇所でも、不信者たちが刑罰を受けた後に、信者たちが永遠を楽しむ姿が描かれています（「こうして彼らは永遠の刑罰に入り、正しい者たちは永遠のいのちに入る」）。

上の第一段階で述べたように、千年王国時代の信者たちへの報いと、すべての不信者たちへのさばきというこの過程は、その前に、まだ復活していないすべての人間の復活を必要とします（すなわち、一方では「いのちへの復活」の最後の段階、他方では、救われていないすべての死者の共同の復活です）。[footnoteRef:54]　この復活こそ、人類の歴史における地上での最後の出来事であり、この点も同様に強調すべき重要な事柄です。なぜなら、それは、この人生における私たちの選択が永遠の結果をもたらすという現実、そして、その選択に基づいて人類が二つの根本的な集団へと永遠に分かれることを明らかにしているからです。すなわち、イエス・キリストに応答したすべての者には永遠のいのちが与えられ、神の恵みを拒んだすべての者には第二の死が与えられるのです（マタイ10章34節参照）。 [54:  もちろん、いのちへの復活が複数の段階に分かれていること（すなわち、私たちの主の復活に続く、千年王国前と千年王国後の信者たちの復活。第一コリント15章23-25節）は、「奥義」（第一コリント15章51-52節）であり、使徒時代になるまで明らかにされませんでした（そのことは、ダニエル12章2-3節のような箇所で、これらの復活が一つの出来事としてまとめて描かれている理由を説明しています）。] 


(2) 地のちりの中に眠っている者の多くが目を覚ます。ある者は永遠のいのちへ、他の者は恥と永遠の［神からの］隔絶へと。[向かう] (3) その時、悟りある者たちは大空の輝きのように輝き、多くの人を義へ導いた者たちは、とこしえまでも星のように輝く。（ダニエル12章2-3節）

(21) 父が死人をよみがえらせ、いのちをお与えになるように、子もまた、ご自分の望む者にいのちをお与えになる。(22) 父はだれをも裁かず、すべての裁きを子に委ねられた。(23) それは、すべての人が父を敬うように子を敬うためである。子を敬わない者は、子を遣わされた父をも敬わない。(24) まことに、まことにあなたがたに言う。わたしのことばを聞き、わたしを遣わされた方を信じる者は永遠のいのちを持ち、裁きに至ることなく、死からいのちへと移っている。(25) まことに、まことにあなたがたに言う。その時が来る。今がその時である。死人が神の子の声を聞き、その声を聞く者は生きるのである。(26) 父がご自身のうちにいのちを持っておられるように、子にも、ご自身のうちにいのちを持つことをお与えになった。(27) また、子は人の子であるので、裁きを行う権威を父から与えられた。(28) このことに驚いてはならない。墓の中にいるすべての者が子の声を聞く時が来るからである。(29) そして彼らは出て来る。善を行った者たちはいのちへの復活へ（すなわち、イエス・キリストに忠実に従った者たち）、価値のないことを行った者たちはさばきへの復活へと。（ヨハネ5章21-29節）

そして私は、この人たち自身も抱いているのと同じ希望を神に抱いています。すなわち、正しい者にも悪い者にも復活があるという希望です。（使徒行伝24章15節/NIV訳）

[bookmark: _Toc239517881]b. 現在の天と地の滅び
(25) 昔、あなたは地の基を据えられた。天もあなたの御手のわざである。(26) それらは滅びる。しかし、あなたは永遠に変わることがない。それらはみな衣のように古び、あなたは衣を着替えるようにそれらを取り替えられる。すると、それらは変えられる。（詩篇102篇25-26節/KJV訳； へブル1章11-12節参照）
それゆえ、わたしは天を揺り動かし、万軍の主の怒りの日、その燃える怒りの日に、地はその場所から震え動く。（イザヤ13章13節； ハガイ2章6節, 21節参照）
天の万象はことごとく朽ち果て、天は巻物のように巻かれる。天の万象は、ぶどうの木から枯れ葉が落ちるように、また、いちじくの木からしなびた実が落ちるように落ちる。（イザヤ34章4節/NIV訳； マタイ24章29節； マルコ13章24-25節参照）
目を上げて天を見よ。また、下の地を見よ。天は煙のように消え去り、地は衣のように古び、その住民は虫のように死ぬ。しかし、わたしの救いは永遠に続き、わたしの義は決して尽きることがない。（イザヤ51章6節/NIV訳）
天と地は過ぎ去る。しかし、わたしのことばは決して過ぎ去ることがない。（マタイ24章35節/NIV訳； マタイ5章18節； マルコ13章31節； ルカ21章33節参照）
(25) あなたがたに語っておられる方を退けないように気をつけなさい。地上で警告を与えた者（すなわちモーセ）を退けたあの人々（出エジプトの世代）でさえ逃れることができなかったのだから、まして天から警告を与えておられる方に背を向けるなら、私たちが逃れられるはずはない。(26) あの時、神の御声がシナイ山で地を揺り動かしたが、今、神はこう約束しておられる。「もう一度、わたしは地だけでなく天をも揺り動かす」（ハガイ2章6節；同2章21節参照）と。(27) この「もう一度」ということばは、揺り動かされ得るもの、すなわち造られたものが取り除かれ、揺り動かされることのないものが永遠に残ることを明らかにしている。(28) そういうわけで、私たちは揺り動かされることのない御国を受けているのだから、感謝しようではないか。そして、その感謝をもって、敬虔な畏れを抱きつつ、神に喜ばれる仕方で神に仕えようではないか。(29) 私たちの神は焼き尽くす火だからである。（へブル12章25-29節）
(14) 天は巻かれる巻物のように消え去り、すべての山と島はその場所から移された。（黙示録6章14節）
また私は、大きな白い御座と、そこに座しておられる方（すなわちイエス・キリスト）を見た。その御前から地と天は逃げ去り、それらのための場所はもはや見いだされなかった。（黙示録20章11節）
上に挙げた諸聖句が示しているように、現在の宇宙が取り除かれることは、永遠が始まるために不可欠な前提であり、その後に、すべての信者と選ばれた御使いたちが永遠に住むことになる「新しい天と新しい地」が創造されます。[footnoteRef:55] 現在の宇宙が取り除かれる理由は、罪と不義によるあらゆる汚れを完全に除き去る必要があるからです。そして、そのような裁きにふさわしく、その取り除かれ方は火による滅びとなります（へブル12章29節参照）。 [55:  詩篇104篇5節や伝道者の書1章4節のような箇所は、一見するとそう見えるかもしれませんが、前に引用した「根本的な刷新」という明確な教えと実際には矛盾していません。地は現在の姿のまま「永遠まで」存続しますが、その「永遠」が始まるまさにその時に、新しい天と新しい地が古い天と地に取って代わるのです。] 


(7) 現在の天と地は、同じ御言葉（すなわち神の御言葉）によって火のために取って置かれ、不敬虔な者たちへの裁きと滅びの日まで保たれている。(8) 愛する者たちよ。ただ、この一つのことを見落としてはならない。主にあっては、一日は千年のようであり、千年は一日のようである（すなわち、その「日」は千年にわたる期間を含みます）。(9) （ある人々が遅れていると考えているように）主は、その約束の実現を遅らせておられるのではない。むしろ、あなたがたのために忍耐しておられるのである。それは、だれも滅びることを望まず、すべての人が悔い改めに至ることを望んでおられるからである。(10) しかし、主の日は盗人のようにやって来る。その日（すなわち、その期間）のうちに、天は大きな響きを立てて過ぎ去り、天体は燃え上がって溶け去り、地と、その上で行われたすべてのことは裸にされて［主の吟味を受けるために］現される。(11) このように、これらすべてのものが滅び去ることになっているのであるから、あなたがたは、どれほど聖く敬虔な生き方をすべきであろうか。(12) あなたがたは、神の日の到来を熱心に待ち望みつつ、その日を厳粛な思いで迎えるべきである。その日には、天は火に包まれて焼け崩れ、天体は燃えて溶け去る。(13) しかし私たちは、神の約束どおり、新しい天と新しい地、すなわち義の宿る世界を待ち望んでいるのである。（第二ペテロ3章7-13節）

現在の天と地が「不敬虔な者たちへの裁きと滅びの日まで保たれている」（7節: マタイ24章35-36節； マルコ13章31-32節； 第一ペテロ4章5-6節参照）という事実は、同じ出来事の順序を示しています。すなわち、宇宙の滅びが最後の審判に先立ち、その最後の審判が、新しい天と新しい地の創造に先立つということです。したがって、最後の審判は、時間と永遠との間にある短い移行期間のような時に行われるに違いありません。それは、いのちへの復活と裁きへの復活がすべて終わり、現在の宇宙が消滅した後であり、しかし、新しい天と新しい地が創造され、永遠が始まる前に行われるのです。

[bookmark: _Toc239517882]c. 羊の裁き
黙示録20章の最後の裁きは、時間の終わり（すなわち、黙示録20章11節後半に記されている復活と古い天と地の滅びの後）と、永遠の始まり（すなわち、黙示録21章1節に記されている新しい天と新しい地の創造の前）との間にある移行期間に行われます。また、マタイ25章では、羊と山羊が同じ場所で順に裁かれていることから、「花嫁の友」、すなわちキリストの再臨から人類の歴史の終わりまでの間に救われるすべての人々に対する最後の評価も、この移行期間中に行われると結論づけられます。これは、使徒パウロが預言した、いのちへの復活の最後の段階です。
(23) しかし、それぞれが自分の順序（隊列）に従って［復活します］。キリストが初穂です（すなわち、復活の最初の方、また最初の段階です）。次に、キリストの再臨の時に、キリストに属する者たち［すなわち、再臨の時のすべての信者］が［復活します］。(24) その後、人類の歴史の終わり［すなわち、千年王国の信者たちの復活］が来ます。その時、キリストは、あらゆる支配、あらゆる権威、あらゆる権力（すなわち、神に敵対する人間および御使いたちの支配）を滅ぼした後、御国を父なる神にお渡しになります。(25) キリストは、すべての敵を御自分の足の下に置かれるまで、統治し続けなければならないからです。（第一コリント15章23-25節）

羊たちが最初に評価されることは（前に見たとおりです。また、「さばきは神の家から始まる」と述べられ、その後で「福音に従わない者たち」に及ぶとされている第一ペテロ4章17節も参照）、マタイ25章31-46節からも十分明らかです。というのも、まず主の右にいる羊たちが称賛され（34-40節）、その評価が終わって初めて、山羊たちがさばかれるからです（41-45節）。さらに、羊たちに対する報いのための評価は、山羊たちがさばかれる前にすべて完了します（これによって、大きな白い御座に信者がいない理由が説明されます。すぐ下の次の節をご覧ください）。この評価は、キリストが再臨される時に教会が受ける評価（本書Ⅰ.7項で説明したもの）と、まったく同じ基準に従って行われます。異なるのは、その時期だけです。

すべての不信者に対する最後の裁きについて説明を進める前に、復活した信者たちに対するこの最後の評価について、よく見られる二つの誤解を取り上げておく必要があります。第一に、マタイ25章46節は、黙示録20章11-15節の大きな白い御座の前には不信者だけが立っているという事実と、何ら矛盾していません。義人たちはすでに評価を終えているので、当然、「永遠のいのちに入って行く」のです。マタイ25章46節には、羊たちが永遠のいのちを受けるために、山羊たちの有罪宣告が終わるまで「待たなければならない」ことを示すものは何もありません。ましてや、羊たちも黙示録20章11-15節に記されている裁きに含まれていることを示すものなど、なおさらありません。羊たちは、山羊たちの裁き（すなわち、大きな白い御座）が始まる前に、すでに報いを受けています。このことは、マタイ25章全体のそれまでの記述から十分に明らかです。46節は、二つの集団の対照的な行き着く先を要約しているにすぎず、出来事の年代順を改めて述べているのではありません。

第二に、（この裁きを、本来そうであるように、復活した信者たちの最後の順序〔エシュロン〕に属する者たちに対する最終評価、ならびにすべての不信者に対する最後の裁きと見るのではなく）羊と山羊の裁きをキリストの再臨時の出来事と同一視しようとする見解は、いくつかの理由から誤っています。

1) マタイ25章34節の「わたしの父に祝福された者たち」と「世界の創造の時からあなたがたのために用意されていた御国」という言葉は、キリストの千年王国ではなく、永遠の状態（永遠の御国）を明らかに指しています。というのも、人類の歴史が終わるまでは、父なる神が地上で私たちと共に住まわれることはないからです（黙示録21章3節, 22節）。したがって、これらの表現が念頭に置いているのは、時間の中にある千年にわたる「天の御国」（すなわち、キリストの千年王国。マタイ13章24節と43節の対比を参照）ではなく、永遠に続く父なる神の永遠の御国です（第一コリント15章25-28節；へブル12章28節；　へブル8章2節参照）。

2) 羊と山羊は同じ場所で、しかも順番に裁かれます。そして、不信者たちは裁きの手続きがすべて終わると、ただちに火の池へ投げ込まれます。このことが起こるのは、人類の歴史が終わった後に限られます（黙示録20章14-15節）。

3) 義人たちは、その評価が終わると、「永遠のいのち」へと入って行きます。この永遠のいのちは、私たち信者が現在すでに立場の上では持っており、また、この世を去って主と共にいる時には実際にそれを経験し、さらに復活の時には豊かに味わうものですが、その状態を完全な意味で表しているのは、永遠が始まってからの私たちの最終的な状態です（すなわち、千年王国の始まりからではなく、本当の意味での永遠が始まってからです）。

4) 信者と不信者が混在している一つの集団が、互いに完全に区別された二つの集団（信者と不信者）へと分けられる場面は、人類の歴史の終わりを描いた箇所にしか見られません（例えば、マタイ13章24-30節の麦と毒麦、またマタイ13章47-50節の良い魚と悪い魚です）。

黙示録という書物全体の主題、すなわち、悪に対する神のさばきと、悪魔、その手先である反キリスト、そして悪しき者たち全体に対する神の勝利に焦点を当てているために、黙示録のこの箇所では、千年王国の信者たちに対するこの最後の評価についての他の詳細が記されていないのでしょう（もっとも、そのような詳細は、今見てきたように、聖書の他の箇所から知ることができます）。
	　　　　　　　　　　　　　　Ⅵ.最後のさばき： 黙示録20章11-15節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　１．宇宙の滅びと最後のさばきまでの期間
					

[bookmark: _Toc239517883]2. イエス・キリストの大きな白い御座――不信者の死者に対する最後の裁き 
この人生が終わると、すべての人は「自分の行いに応じて」さばきを受けます（ヨハネ5章29節； 第二コリント5章10節）。信者にとって、このさばきは報いを定めるためのものです（マタイ16章27節, 19章28節; ルカ14章14節; 黙示録11章18節; ローマ14章10節； 第一コリント3章10-17節； 第二コリント5章10節参照）。なぜなら、私たちの永遠のいのちは、自分が「行った」ことによるのではなく、キリストへの信仰を通して神の義を与えられていることに基づいているからです（ローマ3章21-22節, 4章5節, 4章13節, 3章28節, 5章1節, 6章7節, 8章1節, 9章30-31節, 10章6節; 第二コリント5章21節； ガラテヤ2章16節； エペソ2章8-9節； ピリピ3章9節； へブル11章7節）。私たちが黙示録20章11-15節に至る時点では、すべての信者はすでに評価を終え、報いを受けています。大きな白い御座、すなわち人類の歴史における最後の、あるいは「最終」の裁きは、不信者だけに関わるものであり、「羊と山羊の裁き」における山羊たちに対する裁きと同じものです。まず第一に注目すべきことは、彼らはすでに復活しているにもかかわらず、12節ではなお「死人」と呼ばれていることです。この呼び名は不信者にしか当てはまりません（主ご自身が「神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神である」と明言しておられるとおりです。マタイ22章32節； マルコ12章27節； ルカ20章38節参照）。第二に、信者は「死からいのちへと移った」ので、「さばかれることはない」とされ（ヨハネ5章24節）、その生涯の奉仕が報いを受けるために評価されるのとは対照的に、時間の初めからのすべての不信者は、この大きな白い御座において、まさに自分の行いに応じてさばかれます。すなわち、「書物に書かれていることに基づき、自分たちの行いに応じてさばかれた」のです（黙示録20章12節後半）。この箇所が裁きそのものに焦点を当てていること、この箇所には報いについての示唆が全くないこと、畏怖と戦慄に満ちた文脈であること（へブル12章18-24節と比較してください）、書物、とりわけいのちの書（これについては後で説明します）が開かれていること、そして、おそらく最も重要なこととして、ここでさばきを受ける者は皆、不信者だけと結び付けられている場所（海、死、そしてハデス〔黄泉／陰府〕）から出て来るという事実は、この箇所が不信者だけに当てはまることを極めて明白に示しています。したがって、大きな白い御座は疑いなく「死者」、すなわち人類の歴史全体を通じて存在したすべての不信者が、イエス・キリストによってさばきを受ける最後にして最終の裁きの場なのです。

[テモテよ、]私は神と、生きている者と死んだ者とをさばこうとしておられる方であるキリスト・イエスの御前で、あなたに[このことを]厳かに命じる。（第二テモテ4章1節前半）

今の天と地は、同じ御言葉（すなわち神の御言葉）によって火のために取って置かれ、不敬虔な者たちに対するさばきと滅びの日のために保たれている。（第二ペテロ3章7節；　第一ペテロ4章5-6節参照）

最初に引用した第一の箇所、すなわち第二テモテ4章1節が示しているように（そして聖書が繰り返し確認しているように: ヨハネ5章22節, 27節； 使徒行伝10章42節, 17章31節； ローマ2章16節, 14章10-12節； 第二コリント5章10節； 第二テモテ4章8節； ヤコブ5章9節； 第一ペテロ4章5節； 黙示録2章5-6節, 3章1-3節, 3章19-20節）、十字架での勝利の結果として、すべてのさばきが委ねられたお方である以上、大きな白い御座に着いておられる方は、ほかならぬ私たちの主イエス・キリストです。永遠のいのちを得るために、ご自分が彼らのためにささげられた尊い犠牲を、この世に生きている間に尊び受け入れることを拒んだすべての者たち、すなわち滅びた者たちに対して、最後のさばきを下されるのは、このお方なのです。

人の子がその栄光のうちに来られ、すべての御使いたちを伴われる時、その時（すなわち、最後の裁きの時）、その方は栄光の御座に着かれる。（マタイ25章31節）

イエスは彼らのもとに来て言われた。「天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられている。（マタイ28章18節）

(22) 父はだれをもさばかず、すべてのさばきを子に委ねられた。(23) それは、すべての人が父を敬うように、子をも敬うためである。（ヨハネ5章22-23節前半； ヨハネ5章27節参照）

そして私たちに、この[イエス]こそ、生ける者と死んだ者とのさばき主として神から定められた方であることを、人々に宣べ伝え、その証人となるよう命じられた。（使徒行伝10章42節）

「というのは、[神]は一つの日（すなわち、最後の裁きをもって頂点に達する人類歴史最後の日）を定め、その日に、ご自身が任命された一人の人を通して、義という[基準]によって世界をさばこうとしておられるからである。そして、その方を死人の中からよみがえらせることによって、その[方の身分]を証明する[証拠]を[私たちに]与えられたのである。」（使徒行伝17章31節）

[ローマ2章11-15節で述べられている審査は、] 神が私の福音に従って、イエス・キリストによって人々の隠れた事柄をさばかれる日に行われる。（ローマ2章16節）

この箇所の＜黙示録20章＞12節で、ヨハネは「死んでいた者たち、大いなる者も小さき者も、御座の前に立っている」のを見せられます。……しかし、信者の場合には、いのちへの復活が二つの段階、すなわちキリストの再臨の時と千年王国の終わりに行われるのとは異なり、イエスを拒んだ者たちは、それが意識的な拒絶であれ、無関心による拒絶であれ、ただ一度だけ、裁きを受けるための復活にあずかるのです。

(28) この[ことば]に驚いてはならない。その時が来ると、墓の中にいる者は皆、その方の声を聞くからである。(29) そして彼らは出て来る。善を行った者たち（すなわち、イエス・キリストに忠実に従った者たち）は、いのちへの復活へ、しかし、むなしいことを行った者たちは、さばきへの復活へ。（ヨハネ5章28-29節）

(2) 地のちりの中に眠っている多くの者が目を覚ます。ある者は永遠のいのちへ、しかし、ほかの者たちは恥辱と永遠の[神からの]隔絶へ。（ダニエル12章2節）

人には、一度死ぬことと、その後にさばきを受けることが定められている。（へブル9章27節）

このように、この途方もない数の不信者たち――あらゆる民族、あらゆる国、あらゆる時代、あらゆる場所から集められた、人類の圧倒的大多数――は、皆、私たちの主によるさばきを受けなければなりません。彼らは生きていた間に主を拒んだか、あるいは主を受け入れることを拒んだために、今や王であるイエス・キリストの御前に立ち、申し開きをすることになります。しかし、それは報いを受けるためではありません（いのちへの復活が二つの段階に分けて行われる信者たちの場合とは異なります）。そうではなく、自分たちには永遠のいのちにあずかる資格がないこと、そして、生きている間に神の偉大な恵みとあわれみを受け入れようとしなかったことを明らかにするためです。ヨハネが、これらの不信者について、生前の地位によって区別できる者たちとして述べていること（すなわち、「大いなる者も小さき者も」という言葉によって、その両極端を示していること）は、神を離れた人間の功績がどれほどの価値しか持たないかを示しています。すなわち、さばきの日には、その価値はまったく無に等しいものとなるのです。さらに、罪に定められた不信者でさえ、自分が生前どのような人物であり、何を行ったかが分かる姿のままでいること（イザヤ14章9-12節； エゼキエル32章30-32節参照）は、火の池では全員が等しく同じ運命にあずかる以上、彼らにとっては何の慰めにもなりません。しかし、イエス・キリストにあって等しく永遠の分を受け継ぐ私たちにとっては、これは大きな慰めです。私たちは永遠に「私たち自身」であり続けます。ただし、罪も苦しみも悩みもすべて完全に取り除かれ、さらに、私たちを主人への奉仕において際立たせたあらゆる行いも、永遠にわたって私たちと共に残り続けるのです。

そして、いくつかの書物が開かれた。また、もう一つの書物も開かれた。それはいのちの書である。そして死者たちは、それらの書物に書かれている事柄に基づき、自分たちの行ったことに応じて裁かれた。（黙示録20章12節後半）

ここで二度言及されている複数の「書物」は、「いのちの書」とは別のものとしてヨハネによって区別されています。そして、この区別は非常に重要です。本シリーズでこれまで「いのちの書」について見てきたように、[footnoteRef:56] すべての人間は、人間として生まれた者に与えられた権利の一部として、その名が「いのちの書」に記されています。そのことは、たとえば詩篇69篇28節からも明らかです。そこでは、主に対して、神を敬わない者たちの名をその書から消し去ってくださるよう願われています。もし、最初からすべての人の名がその書に記されていたのでなければ、「神を敬わない者たち」の名を消し去るよう求めることにはならなかったはずです。さらに、神が最初にすべての人をこの書に記しておかれることは、まったく正しいことです。なぜなら、イエス・キリストはすべての人のために死なれたからです。神は、すべての人が救われることを望んでおられます（エゼキエル18章23節；　マタイ18章14節；　ヨハネ12章47節； 第一テモテ2章4節； 第二テモテ2章24-26節； 第二ペテロ3章9節）。そして、そのために、ご自分のひとり子である愛する御子を私たちのために犠牲としてささげ、十字架において私たちのすべての罪を御子の上で裁くことによって、救いを備えてくださいました。[footnoteRef:57] しかし、この比類ない、代価を払うことなく与えられる永遠のいのちの申し出は、すべての人に開かれているにもかかわらず、この地上の生涯で神のあわれみを受け入れた人の数は、ごくわずかです。人がこの生涯において意識的にイエス・キリストを拒絶する場合も、あるいは神の真理に最後まで頑なに抵抗し続ける場合も、その人の名は「いのちの書」から消し去られます。したがって、「いのちの書」には少なくとも二つの重要な役割があります。第一に、それは、滅びに値しない者が誤って罪に定められることが決してないよう保証する役割です。なぜなら、この書に名が見いだされなかった者だけが火の池に投げ込まれるからです（黙示録20章15節）。第二に、それは神の比類ないあわれみと愛と恵みを証しする役割です。というのも、人の名がこの書から消されるのは、その人自身の行動、あるいは行動しなかったことによってだけであり、言い換えれば、その人自身の自由意志によるからです。キリストの血、すなわち私たちの罪のための主の死を、自らの意志で退け、軽んじることによってのみ、人は私たちの主の大きな白い御座の前に立つことになるのです。 [56:  第2部Aの5. および第4部のVI.1.をご参照ください。]  [57:  無制限贖罪（unlimited atonement）の教理については、『聖書の基礎 第4部A「イエス・キリストについての研究（Christology）」』II.3.をご参照ください。] 


その方を信じる者は裁かれない。しかし、信じない者はすでに裁かれている。神のひとり子の御名（すなわち、そのお方ご自身）を信じなかったからである。（ヨハネ3章18節）

十二節で言及されている「いくつかの書物」（複数）は、すべての人間の生涯の記録を収めており、一人ひとりのあらゆる思い、ことば、行いが記録されています。それらは、あらゆる人の生涯を完全に記録した「記録書」と言えるものですが、それは完全無欠に記録され、しかも神ご自身によって正しく解釈されたものです。神は、私たちの心が思い巡らすすべてのこと、口から語るすべてのこと、手で行うすべてのことという事実をご存じであるだけではありません。私たちが行うすべてのことの背後にある動機までもご存じです。そして、その動機は、この裁きの日に、極めて明白に、しかも本人にとって痛切な形で明らかにされるのです。

神は、善であれ悪であれ、すべての隠れたことを含め、あらゆる行いをさばきにかけられる。（伝道者の書12章14節／NIV訳）

〔この審査は、〕神が私の福音に従って、イエス・キリストを通して人々の隠れた事柄をさばかれる日に行われる。（ローマ2章16節）

それゆえ、定められた時より前に何事もさばいてはならない。主が来られるその時まで待ちなさい。主は暗闇に隠されている事柄を明るみに出し、すべての人の心の思いを明らかにされる。（第一コリント4章5節前半）

もちろん神は、ご自分の御子であり私たちの主であるお方に、この最後の裁きを、すなわち生前に主ご自身とその犠牲を退けた者たちに対する裁きを行わせる義務を負っておられるわけではありません。これらの未信者は、死を免れる唯一の道、すなわちイエス・キリストによる救いを拒んだことによって、すでに永遠のいのちを得るあらゆる機会を失っています。それにもかかわらず、大きな白い御座の裁きは、最終的に彼らを有罪とする裁きではありますが、それ自体が神の恵みによる行為なのです。未信者はだれ一人として、自分が滅びに定められる理由――一般的な理由も、個人的な理由も――が十分に明らかにされることなく滅びへ送られることはありません。

この裁きそのものについて見ると、黙示録20章12節は、すべての未信者が「それらの書物に書かれている事柄に基づいて裁かれた」と述べており、13節は、彼らが「自分たちの行ったことに応じて裁かれた」と確認しています。[footnoteRef:58] この二つの記述は、それぞれ、すべての人についてその生涯全体が徹底的に吟味されることによって、次のことが証明されることを示しています。 [58:  13節の二度目の動詞については、単純形の krino（κρίνω）＜「裁く」「判断する」＞ではなく、シナイ写本に従って kata-krino（κατακρίνω）＜「有罪を宣告する」「罪に定める」＞を採用しています。] 


1）彼らがどれほど「良いこと」であれ、悪いことであれ、あるいは善でも悪でもないことであれ、どのような行いをしたとしても、未信者は、神がイエス・キリストにおいて成し遂げられた御業（彼ら自身が拒んだその犠牲）とは別に、永遠のいのちを受ける権利を少しも持っていないということです。彼らが自分自身の力で行ったどのような行いも、神に受け入れられる「代価」となることは決してありません（ローマ8章8節； へブル11章6節）。

(7) 確かに、だれも人を[神の御手から]贖い出すことはできない。また、その人のために神に身代金を支払うこともできない。(8) いのちを贖う代価はあまりにも高価であり、その支払いは永遠に不可能だからである。(9) その人がいつまでも生き続け、滅びを見ることがないようにすることはできない。（詩篇49篇7-9節）

(26) 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったなら、何の益があるだろうか。あるいは、人は自分のいのちを取り戻すために、何を代価として差し出すことができるだろうか。(27) 人の子は、父の栄光のうちに御使いたちとともに来ようとしている。その時、人の子は一人ひとりに、その人の行いに応じて報いる。（マタイ16章26-27節）

2）したがって、彼らの名が「いのちの書」から消し去られることは、まったく正しいことなのです。彼らは真理を知っていたにもかかわらず、自分たちの身代わりとなって罪に定められた神の御子を受け入れることによって神に当然お返しすべきもの（ふさわしい応答）をささげようとせず、信仰によって主に従う代わりに、イエス・キリストの御前で裁きを受ける道を自ら選んだからです。

(18) [16-17節で、神の義が信仰によって啓示されることと対照的に、]神の怒りは、あらゆる不敬虔と不義に対して天から現されている。すなわち、不義によって真理を押さえつけている人々に対してである。(19) 神について知り得ることは、[日々の経験を通して]彼らには明らかである。神がそれを彼らに明らかにされたからである。(20) 神の目に見えないご性質、すなわち永遠の力と神性とは、世界の創造以来、神がお造りになったものを通してはっきりと認められ、そこから明確に理解することができる。それゆえ、彼らには弁解の余地がない。(21) 彼らは神を知っていながら、神としてあがめることも感謝することもせず、かえってその思いは[この世の]むなしい考えに陥り、その無知な心は暗くなった。(22) 自分では知者であると主張しながら、愚かな者となり、(23) 朽ちることのない神の栄光を、朽ちる人間や鳥や獣や這うものの像や形と取り替えてしまった。(24) それゆえ神は、彼らをその心の欲望のままに汚れに引き渡し、互いに自分たちの体を辱めるままにされた（すなわち、彼らがまさに望んでいたことを行わせたのである）。(25) このように彼らは、神の真理を[悪魔の]偽りと取り替え、創造主ではなく被造物[サタン]を礼拝し、これに仕えた。創造主こそ、とこしえにほむべきお方である。アーメン。(26) [まさに]この理由のために、神は彼らを恥ずべき情欲に引き渡された。女たちは自然の関係を不自然なものと取り替え、(27) 同じように男たちも女との自然な関係を捨てて互いに情欲を燃やし、男が男と恥ずべきことを行い、自らの[肉体において]その誤りにふさわしい報いを受けた。(28) また、彼らは神を心に留めようとしなかったので、神は彼らを誤った思いに引き渡し、してはならないことを行わせた。(29) 彼らはあらゆる不義、悪、貪欲、邪悪に満ち、ねたみ、殺意、争い、欺き、悪意に満ち、陰口を言う者、(30) 中傷する者、神に見捨てられ、また神を捨てる者、横柄な者、高慢な者、自慢する者、悪事を考え出す者、親に従わない者、(31) 思慮のない者、約束を守らない者、情けのない者、あわれみのない者となった。(32) 彼らは、そのようなことを行う者が死に値するという神の正しい定めを十分に知っていながら、自らそれらを行うだけでなく、それを習慣として行う者たちをも称賛している。（ローマ1章18-32節）

「書物に書かれている事柄に基づいて裁かれた」：前に説明したように、この「もう一方の書物」（複数）には、すべての人の生涯の完全な記録が収められており、その人のあらゆる思い、ことば、行い、さらにそれらの背後にあった本当の動機までも記録されています。しかし、これらの書物には、どれほど高潔で自己犠牲的な人であっても、未信者については、永遠のいのちを受けるに値する行いを示す証拠は少しも記されていません。それには二つの理由があります。第一に、そして何よりも重要なことは、どれほど多くの善行を積み重ねても、どれほど小さな罪であっても、その罪を一つでも消し去ることは決してできないということです。私たち人間には、自分自身の力で火の池から救われる方法はまったくありません。ですから、もし神の偉大なあわれみと、私たちに対するイエス・キリストの偉大な愛、すなわち私たちに代わってすべての罪の刑罰を支払うため、ご自身を死に渡してくださったことがなかったなら、人は生まれた時から解決不能の状態に置かれていたことになります。この計り知れない犠牲に代わる「代価」は存在せず（詩篇49篇7-9節； マタイ16章26-27節； マルコ8章36-38節； ルカ9章25-26節）、また、大きな白い御座の前で、そのような代価が受け入れられることも決してありません。罪の問題に対する神の解決を受け入れることを拒んだ以上、未信者は、自分自身の行いによって立とうとすることを自ら選んだことになります。しかし、そこには立つことのできる堅固な地盤はありません。ただ、大惨事とも言うべき崩壊へと至る、不安定な砂地があるだけです。

(24) だから、わたしのこれらのことばを聞いて、それを行う者はみな、岩の上に家を建てた賢い人にたとえることができる。(25) 雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけても、家は倒れなかった。岩の上に土台を据えていたからである。(26) また、わたしのこれらのことばを聞きながら、それを行わない者はみな、砂の上に家を建てた愚かな人にたとえることができる。(27) 雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけると、それは倒れ、その倒れ方は実に甚だしかった。（マタイ7章24-27節／KJV訳）

(16) 神はこの世をそれほどまでに愛されたので、そのひとり子をお与えになった。それは、彼を信じる者が一人も滅びることなく、永遠のいのちを得るためである。(17) 神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである。(18) その方を信じる者はさばかれない。しかし、信じない者は、神のひとり子の御名(すなわち、そのお方ご自身)を信じなかったので、すでにさばかれている。(19) そして、これが[その]さばきの根拠である。光(すなわち、イエス・キリスト)が世に来られたのに、人々は自分たちの行いが悪かったために、光よりも闇を愛した。(20) 悪しき行いをする者はみな光を憎み、自分の行いが[その本当の姿を]暴かれることを恐れて、光のもとに来ない。(21) しかし、真理に従って行う者は光のもとに来る。それは、その人の行いが神にあって(すなわち、神のみこころに従って)なされたことが明らかになるためである。（ヨハネ3章16-21節）

(1) だから、人をさばくすべての人よ、あなたには弁解の余地がない。あなたは他人をさばくことによって、自分自身を罪に定めている。なぜなら、さばいているあなた自身が、[実は]同じことを行っているからである。(2) [そうである以上、自らを罪に定めているのであり、]私たちは、そのようなことを行う者に対する神のさばきが、[完全な]真理に基づくものであることを知っている。(3) そのようなことを行う者をさばきながら、自分でも同じことを行っている人よ、あなたは[本当に]神のさばきを免れると思っているのか。(4) それとも、神が[あなたに対して]示しておられる豊かな寛容と忍耐と辛抱とを、取るに足りないものと考えるのか。それは、神のこの寛容が、あなたを悔い改めへと導いている（すなわち、悔い改める機会を与えている）ことを知らないからである。(5) しかし、あなたはその頑なで悔い改めようとしない心のままに、怒りの日、すなわち神の義なるさばきが現される日（すなわち、大きな白い御座のさばき）のために、自分自身の上に怒りを積み上げている。(6) 神は、それぞれの人に、その人の行いに応じて報いられる。(7) 善を行い続けることによって、栄光と誉れと朽ちないものとを求める者には、永遠のいのちを与えられる。(8) しかし、利己的な動機から真理に従わず（すなわち、キリストを拒み）、不義に従う者には、怒りと憤り以外に受けるものはない。（ローマ2章1-8節）

第二に、たとえ最後の裁きにおいて善行や「慈善」が評価の対象となるという冒瀆的な考え方を認めると仮定したとしても（それが冒瀆的なのは、私たちの行いをキリストのなさった御業と同等に扱うことになるからです）、そのようなあり得ない前提に立ったとしても、それらの行いは、どれほど数多く積み重ねられたとしても、なお十分ではありません。なぜなら、それらは、唯一善であられる神から完全に切り離された状態で行われたものである以上、必ず汚れを帯びており、神の義なる評価においては、実際には少しも「善いもの」とは認められないからです（ローマ4章2節； 申命記9章5-6節； イザヤ59章4-8節参照）。

(2) もしアブラハムが[自分の]行った行いによって義と認められたのであれば（すなわち、人の目にはそう見えたのであれば）、彼には誇る理由があることになる。しかし、神の御前ではそうではない。(3) 聖書は実際には何と言っているのか。[実際にはこう言っている。]「アブラハムは神を信じた。そして、[その信仰が]彼の義と認められた。」（ローマ4章2-3節）

(8) あなたがたは、[神の]恵みによって、[キリストに対する]信仰を通して救われたのである。そして、これはあなたがた自身から出たことではない。それは神の賜物である。(9) また、それはあなたがたの行いから出たものでもない。だれも誇ることがないためである。(10) 私たちは神の作品であり、キリスト・イエスにあって、[善い行いを成し遂げるという目的のために]造られた。その[まさにその]善い行いを神はあらかじめ私たちのために備えてくださったので、私たちはその中を歩むのである（すなわち、その善い行いを実践しながらクリスチャンとして歩むのである）。（エペソ2章8-10節）

[神は]私たちを救い、聖なる召しをもって召してくださった。それは私たちの行いによるのではなく、ご自身の[主権的な][私たちに対する]選びと、[私たちに対する]恵みによるのである。その恵みは、永遠の昔にキリスト・イエスにあって私たちに与えられた。（第二テモテ1章9節）

(3) 私たちもかつては、愚かで、不従順で、[むなしく]さまよい、さまざまな欲望や快楽の奴隷となり、悪意とねたみのうちに生き、憎まれ、互いに憎み合っていた。(4) しかし、[そのような以前の罪深い状態にもかかわらず、]私たちの救い主なる神の慈しみと人への愛とが[肉体を取って]現れたとき、(5) 神は、私たちが[いわゆる]義に基づいて行った[いかなる]行いによってではなく、[私たちの罪を洗い流してもたらされる]新生の洗いと、聖霊による[私たちの]新しい始まりを通して、私たちを救ってくださった。(6) 神は、この聖霊を私たちの救い主イエス・キリストを通して、豊かに私たちに注いでくださった。(7) それは、[今や]私たちが神の恵みによって[このようにして]義と認められ、私たちが望んでいる永遠のいのちに関して相続人となるためである。（テトス3章3-7節）

真に「善い」ことは、神の力によってのみ成し遂げられるのであり、逆に言えば、神の力によらずになされたものは、どれほど善く見えたとしても、真の意味で「善い」ものではあり得ません。

それゆえ、あなたがたに知っておいてもらいたい。神の御霊によって語る者はだれも、「イエスはのろわれよ」とは言わない。また、聖霊によるのでなければ、だれも「イエスは主です」と言うことはできない。（第一コリント12章3節／NASB訳）

肉が欲することは御霊の望みに反し、御霊は肉の欲することに反しておられる。この両者は互いに真っ向から対立しているので、あなたがたは、自分が本当に望んでいることを行うことができない。（ガラテヤ5章17節）

人は罪ある者でありながら、自分自身を贖う方法をまったく持たないというこの解決不能の状況は、実は大きな祝福でもあります。なぜなら、それによって、イエス・キリストを離れて神に近づく道があると、だれも（客観的に判断するなら）考える余地がなくなるからです。このことは、唯一神から与えられた行いの基準、すなわち律法によって神に近づこうとする人々についてさえ当てはまります。もし神から与えられた律法に従って行われた行いでさえそうであるなら、人間が勝手に定めた基準に従って行われた行いについては、なおさらそうではないでしょうか。

(19) さて、律法の語ることはすべて、律法の[権威の]下にある者たちに対して語られていることを、私たちは知っている。それは、すべての口がふさがれ、全世界が神の御前で有罪であることが[明らかに]されるためである。(20) それゆえ、律法の行いによって神の御前で義と認められる者は一人もいない。律法を通してもたらされるのは、[自分の]罪についての認識だからである。（ローマ3章19-20節）

(22) しかし聖書は、すべてのものを罪の[支配の]下に閉じ込めた。それは、イエス・キリストに対する信仰を通して実現する約束が、信じる者たちに与えられるためである。(23) 信仰が到来する前、私たちは律法[の保護]の下で守られ、後に現されることになっていた信仰を[待ち望みながら]閉じ込められていた。(24) このように、律法は私たちをキリストへ[導く]養育係となった。それは、私たちが信仰によって義と認められるためである。（ガラテヤ3章22-24節）

もちろん、前に述べたような、キリストへの真の信仰へと導き得る、自分が罪人であることの自覚は、（誤って、神は相対的な基準で人を罪に定められると思い込み、「自分には神は必要ない」と考え、）自分の罪は「それほどひどいものではない」と思い込むほどに考え方をゆがめてしまっていない人にのみ当てはまります。あるいは、（誤って、罪に関してキリストの血以外のものでも神の完全なご性質をなだめることができると思い込み、「神には自分の助けが必要だ」と考え、）自分が人生でしてきたことは「何らかの価値があるはずだ」と考える人にも当てはまりません。さらに、（誤って、神には自分を裁く権利がないと思い込み、「神こそ自分を崇拝すべきだ」と考え、）この最後の裁きは「決して起こらない」と見なす人にも当てはまりません。[footnoteRef:59] このような考えは、神の真の義を完全に逆転させる冒瀆的な思想です。それは、イエス・キリストにおいて示された神のあわれみを無視し、ご自分のひとり子であり、愛する御子を犠牲としてささげてくださったことを拒んでおきながら、自分の場合だけは神の愛が神の正義を見過ごしてくれるはずだと考えるものです。このような考え方は、サタン的な世界観を反映しています。そして、それは、（自然啓示によって与えられる）人間が共通して持っている人生の真の客観的現実に対する認識が、心の頑なさによって取って代わられて初めて根づくものです。（この自然啓示によって与えられた真理が拒まれ、その代わりに悪魔の偽りが受け入れられるまでは）人間の行いだけでは救いを得ることができないという認識は普遍的なものです。それゆえ、最後の裁きでは、未信者がこの世で信頼を置いていた、そのような「善い行い」とされるものすべての背後にある動機が、間違いなく吟味の中心となるでしょう。そして、神がそれらを調べられた結果、そこにも完全な欠陥があることが疑いなく明らかにされるのです。それは容易に理解できます。彼らは神と、イエス・キリストにおいて備えられた神の解決を拒んだのです（実際、そのとおりです）。そうであるなら、キリストの御業に代わるものを差し出すという、この冒瀆的な行為が、最初からキリストを受け入れることを頑なに拒み続けた反逆的な心の動機と切り離せるはずがあるでしょうか。したがって、未信者の本当の動機は、この地上では私たちには見えないことが多く、私たちが現在想像しているものとは大きく異なっています（特に、その慈善的な行為そのものには非難すべき点が何一つ見当たらないような場合にはなおさらです）。大きな白い御座においては、それらの隠されたことはすべて完全に明らかにされます。主はすべての真実をご存じだからです（ヨブ34章21節； 詩篇90篇8節, 139篇1-18節； エレミヤ16章17節, 23章24節； へブル4章13節）。そして、それらは最後の裁きにおいて、ことごとく明白に明るみに出されるのです（ヨブ19章29節； 伝道者3章17節, 11章9節； イザヤ26章21節； マタイ10章26-27節, 12章36節； ルカ2章34-35節参照）。 [59:  これら三つのサタンの根本的な偽りについては、『サタンの反乱』シリーズ第4部「サタンの世界体制」IV.「戦術的教理」を参照してください。] 


神は、善であれ悪であれ、すべての行い、すべての隠れたことを含めて、さばきにかけられる。（伝道者の書12章14節/NIV訳）

(2) 隠されていて明らかにされないものはなく、秘密にされていて知られないものはない。(3) あなたが暗闇で語ったことは明るみで聞かれ、奥の部屋で耳にささやいたことは屋上で言い広められる。（ルカ12章2-3節/NIV訳; 参照：マルコ4章22節; ルカ8章17節）

[ローマ2章11-15節のこの審査は] 神が、私の福音に従って、イエス・キリストを通して人々の隠れた事柄をさばかれる日に行われる。（ローマ2章16節）

だから、私たち一人一人は、自分自身について神に申し開きをすることになる。（ローマ14章12節）

私をさばかれる方は主である。だから、定められた時が来る前に、何事についてもさばいてはいけない。主が来られるその時、主は暗闇に隠されたものを明るみに出し、すべての心の思いを明らかにされる。その時、それぞれの人は神から称賛を受けるであろう。（第一コリント4章4-5節）

主の日は盗人のようにやって来る。その日には（すなわち、その日の間に）、天は大きな響きを立てて消え去り、万物を構成する諸要素は燃えて溶け去り、地とその上でなされたすべてのわざは、[主が調べられるために] あらわにされる。（第二ペテロ3章10節）

ここで強調しておくべきことは、この裁きにおいて、ある人の人生を吟味する際、その人が犯した個々の罪がどのように用いられるとしても、それらは確かに記録の一部であり、その人の行動の傾向を示すために提示されることは間違いありませんが、有罪宣告の根拠となるものではないということです。イエス・キリストは全人類の罪のために死なれ、それによってすべての罪の贖いを成し遂げられました。しかし、その清めの結果として神が備えられた赦し、すなわち、イエス・キリストへの信仰によって恵みにより与えられる永遠のいのちという神の恵み深い申し出は、生きている間に受け入れられていなければなりませんでした（マタイ12章32節; 参照：ヨハネ8章24節）。苦しみの中での死後、そしてとりわけこの最後のさばきにおいては、もはや認識と現実との間に隔たりは存在しません。したがって、もはや信仰や自由意志を働かせる可能性もありません。生きている間は、神の恵みを退けた結果が想像もできないほど恐ろしいものであることは事実ですが、人はその真実から目を背けることができます。そして、この神に関する真理を否定できること、この真理を拒むことのできる能力そのものが、それぞれの人の心を試すものとなっています。ですから、この裁きは決して罪そのものについての裁きではありません。そうではなく、すべての不信者が、どのように、どこで、いつ、そしてなぜ、神の恵みとその真理を繰り返し拒み続けたのかを決定的に明らかにするためのものです。それは、有罪とされたすべての者が、地上におけるあらゆる機会において、神ではなく地獄を自ら選び取ったことを明らかにするためのものなのです。

神は、ある一つの日（すなわち、最後の審判によって締めくくられる人類の歴史最後の日）を定め、その日に、このために任命されたひとりの人を通して、義という[基準]によって世界をさばこうとしておられます。そして、その方を死人の中からよみがえらせたことによって、その方が[その方であることの]証拠を[私たちに]示されたのです。」（使徒行伝17章31節）

「わたしは定められた時を選び、正しくさばく。」（詩篇75章2節）

これらの聖句が示しているように、大きな白い御座における裁きの基準は、人間の義ではなく、神の義です。人がこの世で行っていること、あるいは行ってきたことを、自分では「正しい」「義である」「善である」と考えていたとしても、それは全く問題になりません。たとえ他のほとんどの人々がその人に同意したとしても同じです。なぜなら、問題となるのは神の完全な基準だからです。

人には正しいと思われる道がある。しかし、その終わりは死の道である。（箴言14章12節/NASB訳; 参照：箴言16章25節）

義、すなわち真の神の義と、不信者にはそれが欠けているという事実こそが、不信者のいわゆる「善い行い」のすべてを無効とする試金石となります。神の完全に義なるご性質は、罪をなだめるために、真に完全で義なる身代わりを必要としました。そして、イエス・キリストは、神の義なるご性質を完全に満足させる、その完全ないけにえをささげられたのです。しかし、イエス・キリストという賜物を拒む者は、神の義を拒み、自分自身の自己義によって裁きを受けることを選んだのです。一方、私たち信者は、自分自身の義を神の義と取り替えました（ローマ1章17節, 3章22-26節, 4章5-22節, 5章18節, 21節, 6章16節, 8章10節, 9章31節, 10章4-10節; 第一コリント1章30節; 第二コリント5章21節; ガラテヤ3章6節, 5章5節; エペソ4章24節; ピリピ3章9節）。そのため、私たちは自分自身に多くの欠点や不完全さがあるにもかかわらず、神から義と認められています。しかし、不信者は、神がイエス・キリストの御業の代わりに自分たちの「行い」を受け入れてくださるはずだという冒瀆的な思い込みによって、神の義を拒みました（参照：イザヤ64章6節; エゼキエル33章13節; ヨハネ16章8-10節; テトス3章5節; へブル11章7節; ヤコブ2章23節; 第二ペテロ1章1節）。実際には、どれほど多くの慈善行為を積み重ねたとしても、最も小さな罪一つさえ洗い清めることは決してできません。それだけでなく、神の力によらずになされたものには、真に「善い」と言える可能性は少しもありません。なぜなら、罪深い人間によって生み出されるものはすべて罪に汚されており、神の完全なご性質には受け入れられないからです。

彼女には、白くきよい亜麻布を着ることが許された。その亜麻布とは、聖徒たちの義である。（黙示録19章8節/KJV訳）

神の義の汚れのない完全さと、それが示す完全な基準は、大きな白い御座の姿にはっきりと表されています。その白い色は、これから創造されようとしている新しい天と新しい地、すなわち「義の宿る」場所（第二ペテロ3章13節）には、どれほど小さなものであっても、罪によるいかなる汚れも許されないことを示しています。罪あるすべての人間は、永遠の状態、すなわち究極の楽園に入ることを許されるためには、まずイエス・キリストへの信仰によって、自分のすべての罪から完全にきよめられていなければなりません（参照：イザヤ1章18節）。だからこそ、上の聖句が示しているように、私たちは永遠において白い衣を着るのです。すなわち、それは、イエス・キリストへの信仰によって今私たちが与えられている完全な義のしるしなのです（黙示録3章4-5節, 18節, 6章11節, 7章9節, 19章14節）。

(13) すると、長老のひとりが私に語りかけて言った。「この白い衣を着た人たちはだれですか。また、どこから来たのですか。」(14) 私は彼に言った。「主よ、それはあなたがご存じです。」すると彼は私に言った。「この人たちは、大艱難期から出て来ようとしている者たちです。彼らは小羊の血によって自分たちの衣を洗い、それを白くしたのです。」（黙示録7章13-14節）

しかし、信者は、イエス・キリストへの信仰によって与えられた神の義を表す、しみや汚れのない白い衣をまとっている者として知られている一方で、不信者は対照的に、神の御前において、ふさわしい衣を着ていない者として明らかになります。それは、神の義を持っていないこと（そして、その結果として神の御前に住むことが不可能であること）を表しています。婚宴のたとえは、このことを非常に明確に示しています。

(8) 「そこで王はしもべたちに言った。『婚宴の用意はできているが、招いていた者たちはそれにふさわしくなかった。(9) だから、大通りに行って、見つけた者を皆、婚宴に招きなさい。』(10) そこで、しもべたちは道に出て行き、見つけた者を善人も悪人も皆集めたので、婚宴の席は客でいっぱいになった。(11) 王が客たちを見ようとして入って来ると、婚礼の礼服を着ていないひとりの人に目を留めた。(12) 王は彼に言った。『友よ、婚礼の礼服を着ないで、どうしてここに入って来たのか。』すると、その人は黙っていた。(13) そこで王は召使いたちに言った。『この者の手足を縛って外の暗闇に放り出せ。そこで泣いて歯ぎしりすることになる。』(14) 招かれる者は多いが、選ばれる者は少ないのだ。」（マタイ22章8-14節/NIV訳）

婚宴は千年王国を表しており、「善人も悪人も」とは、（獣の刻印を受けた者たちを除き）大艱難期を生き残ったすべての者、すなわち不信者も信者も共に千年王国に入ることを表しています。イエス・キリストへの信仰によって神の義を持たない者たちも、信者たちと共に千年王国の豊かな祝福を享受します。しかし、最後の裁きにおいて調べを受ける時（上のたとえの人物の場合と同じように）、彼らは有罪と宣告されます。それは何か特定の罪のためではなく、信仰のみによって与えられる義を持っていないためです。この理由から、イエス・キリストへの信仰によって神の義を与えられているすべての信者、そして、自らの信仰を守ることによってその義を熱心に守り続けるすべての信者には、祝福が伴います。それは、黙示録が警告しているこれから来る苦難の時代における大背教によって、信仰と神の義の両方を失ってしまわないためです。

幸いなのは、目を覚ましていて、自分の衣を守る者である。その人は裸で歩くことがなく、[人々が]その恥を見ることもない。（黙示録16章15節後半）

幸いなのは、自分の衣を洗っている者たちである。その人たちは、いのちの木にあずかる権利を与えられ、門を通って都[新しいエルサレム]に入ることができる。（黙示録22章14節）

肉の力によって成し遂げられる不信者の受け入れられない行いとは対照的に、信者には御霊によって行うべき働きが与えられています（エペソ2章10節）。本書のI.7項で見たように、信者の行いは神から出たものであるため、報いを与える目的で評価されます（その価値を明らかにし、また、御霊によってではなく肉によって行われたものを評価の対象から除くためです。第一コリント3章11-15節）。ですから、肉的な動機から生じた見せかけの行いではなく、すべての信者は、自分の評価の日に主の御前に差し出すことのできる、少なくとも一つの真に「善い」行いを持つことになります。それは、救いのためにイエス・キリストを信じるという「行い」、すなわち、自分自身の義の代わりに、主の義という賜物を受け入れることです。

(28) そこで彼らはイエスに言った。「神のわざを行うためには、私たちは何をすべきでしょうか。」(29) イエスは答えて言われた。「神が遣わされた者を信じること、それが神のわざである。」（ヨハネ6章28-29節/NIV訳）

ですから、真の信仰こそが神が求めておられる「わざ」なのです。それは、イエスがどなたであり、何を成し遂げられたのかについて単に知的に理解することではありません（「悪霊どもでさえ」それを知っています）。そうではなく、それを救いの道として心から受け入れ、それに身をゆだねることです。この心の変化が新生をもたらし、その中で人の霊は、罪の性質に妨げられることなく真理を見ることができるようになります（これに対し、心がかたくなであるとは、霊が肉に完全に支配されている状態です）。こうして新しく生まれた後の信者の人生は、神の御霊に導かれた霊と肉との戦いによって特徴づけられます（ガラテヤ5章15-25節）。その結果、信仰によって神の義を自分のものとしたすべての人は、地上で過ごした人生について、少なくとも基本的な「善いわざ」、すなわち最後まで守り抜いた信仰という実を示すことができます。しかし、不信者にはそのようなものは何一つありません。彼らの「行い」は物質的なものであり、物質から成るものであって、霊的な要素を少しも含んでいません。それらは神によって行われたものでも、神を通して行われたものでもなく、まして神のために行われたものでもありません。したがって、その定義からして、神に受け入れられるものではないのです。

(41) 「それから王は左にいる者たちにも言う。『のろわれた者たちよ、わたしから離れて、悪魔とその使いたちのために用意された永遠の火に入れ。(42) わたしは空腹であったのに、あなたがたは食べる物をくれず、渇いていたのに、飲む物をくれなかった。(43) わたしは旅人であったのに、宿を貸さず、裸であったのに、着る物をくれず、病気をし、牢にいたのに、訪ねてくれなかった。』 (44) すると彼らも答えて言う。『主よ、いつ私たちは、あなたが空腹であったり、渇いていたり、旅人であったり、裸であったり、病気であったり、牢におられたりするのを見て、お世話をしなかったでしょうか。』 (45) その時、王は彼らに答えて言う。『まことに、あなたがたに告げる。これらの最も小さい者のひとりにしなかったことは、わたしにしなかったのである。』 (46) こうして、この者たちは永遠の刑罰に入り、正しい者たちは永遠のいのちに入る。」（マタイ25章41-46節/NIV訳）

「斧はすでに木の根元に置かれている。だから、良い実を結ばない木はみな切り倒され、火に投げ込まれる。」（ルカ3章9節/NIV訳）

したがって、この裁きは絶対的な裁きである以上、有罪の程度や無罪の程度が問題になることはない、という点を見落としてはなりません。すべての人間は、私たちが申し開きをしなければならないお方の前では有罪であり、その有罪は、イエス・キリストにある義認によってのみ取り除かれ、義に置き換えられます。不信者にとって問題となるのは、「相対的な価値」や「相対的な悪」ではありません。道徳的な人生を送ったことも、愛国的な人生を送ったことも、慈善や親切、そして法律を守ることを特徴とする人生を送ったことも、何の役にも立ちません。他の人々と比べて「非常に立派な」人生を送ったとしても、それは何の違いも生みません。なぜなら、これまで生きた中で最も高潔で徳のある不信者（それがだれであったとしても）でさえ、生まれながらに罪に深く染まっており、しかも、神とその義なる要求を知っていながら、自分に永遠のいのちへの道を与えることのできた唯一のお方、すなわち、十字架においてすべての罪を贖う御業を成し遂げられたイエス・キリストの血という賜物を受け入れることを拒んだ、という告発に対しては、何一つ弁明することができないからです。

(23) すべての人は罪を犯しており、神の栄光を受けられない。(24) [しかし私たち信者は皆、] キリスト・イエスにある贖いによって、神の恵みにより、価なしに義と認められる。(25) 神は、ご自身の義を明らかに示すため、このキリストを、その血による宥めの供え物として、信仰によって受けるべきものとされた。それは、神が忍耐をもって、以前に犯された[すべての]罪を罰せずにおられたからである。(26) それは、この時にあたって神の義を明らかに示すためであり、それによって神ご自身が義であり、またイエスを信じる者を義と認めるお方であることを示すためである。（ローマ3章23-26節）

「彼らの行いに応じて罪に定められた」について： 上で述べたことから明らかなように、黙示録20章13節における不信者の罪の宣告は、彼らの行いそのものに基づいているのではありません（その行いの吟味は、彼らが人生においてどのような選択をしたのかという真実を明らかにするために行われたにすぎません）。そうではなく、その罪の宣告は、イエス・キリストの御人格と御業への信仰による神の救いの申し出を彼らが拒んだことに基づいています。この裁きによって、彼らが「行ってきたこと」の何一つとして、自分たちを救うことができなかったことが明らかにされました。それどころか、それらの行いこそが、彼らに対する最も重要な証拠となったのです。彼らは、キリストの犠牲と、キリストへの信仰によって与えられる神の義に立つ代わりに、自分自身の不十分で汚れた行いと自己義に立つことを選びました。したがって、彼らに下された罪の宣告は、完全に正しいものなのです。

わたしはあなたの義とあなたの行いをあらわにする。しかし、それらはあなたの何の助けにもならない。（イザヤ57章12節/NIV訳）

したがって、「彼らが行ったこと」の中で、人生における最も重要な問い、すなわち「あなたはイエス・キリストをどのような方だと考えるのか」という問いに関して決定的であったのは、神が御子の御名によって恵みとあわれみのうちに差し出された永遠のいのちの申し出を拒んだことです。このために、彼らの名はいのちの書から消し去られたのです。

わたしを拒み、わたしの言葉を受け入れない者には、その者をさばくものがある。わたしが語った言葉が、終わりの日にその者をさばくのである。（ヨハネ12章48節/NASB訳）

この章＜Ⅵ. 最後の裁き：＞の初めの部分で訳したローマ1章が明らかにしているように、私たちは、これらの不信者について、あたかも彼らがこれから受けようとしていることが不当であるかのように、あるいは予想もしなかったことが彼らに突然降りかかるかのように、悲しむべきではありません。実際のところ、彼らは問題の本質を十分によく知っていました。彼らは神について十分に知っていたのです。なぜなら、神は、ご自身が造られた世界の仕組みを通して、また人生のあらゆる側面を通して、ご自身の存在とご性質を彼らにはっきりと示しておられたからです。彼らは、自分自身がいつか死ぬ存在であることも十分に理解していました。そして、私たちすべてに与えられている良心は、自分たちが完全さからどれほどかけ離れているかを、彼らには十分すぎるほど明らかにしていました。不信者は皆、その人生のどこかの時点で、神が現実におられること、そして、自分がいつの日か完全に聖なる創造主の御前に、汚れた不完全な被造物として立たなければならないという問題を認識していたのです。どのような条件であれ、神との関係を持ちたいとは望まない人々にとって、これらはまことに受け入れ難い真実です。そのため、不信者が、こうした神に関する現実を自分の思いから消し去ろうと懸命に努力することは、少しも不思議ではありません。一方、へりくだって真理に応答し、全能の神との永遠の関係を心から望むすべての人には、どの場合でもイエス・キリストの福音が与えられます。しかし、そのような願いを持たず、人生の最も根本的な真理を無視することがもたらす恐るべき結果があるにもかかわらず、この世ではただ「放っておいてほしい」と願うだけの人々については、それらの真理に対する考え方が必然的に退化していきます。すなわち、それが「心がかたくなる」ということであり、この状態によって、神を拒むことを選んだ人たちは、神を決定的に退けた後は、もはやそのような問題について何の良心の痛みも感じることなく人生を送り続けることができるようになるのです。この過程、そして、神の真理が退けられ、その代わりに悪魔の偽りが受け入れられた具体的な決断の一つ一つは、大きな白い御座の前で明らかにされます。そして、これらのことが明らかにされることによって、この13節に記されている、不信者すべてがこの時に受ける罪の宣告は、その本当の姿を現すことになります。すなわち、それは正しく、正当なものであるだけでなく、不信者一人一人が自ら選び取った結果であり、しかも絶対に必要なものであることが明らかにされるのです。

(5) しかし、あなたはかたくなで、悔い改めようとしない心のゆえに、神の怒りの日、すなわち神の正しいさばきが現される日に、自分のために怒りを積み上げている。(6) 神は「それぞれの人に、その人の行いに応じて報いられる」。(7) 善を行い続けることによって栄光と誉れと不滅を求める者には、永遠のいのちを与えられる。(8) しかし、利己的で、真理に従わず、不義に従う者には、怒りと憤りが下る。(9) 悪を行うすべての人には、苦難と苦悩が下る。まずユダヤ人に、そしてギリシヤ人にも。(10) しかし、善を行うすべての人には、まずユダヤ人に、そしてギリシヤ人にも、栄光と誉れと平和が与えられる。(11) 神はえこひいきをされないからである。（ローマ2章5-11節/NIV訳）

(3) あなたがたは、異邦人たちがしたいと思っていることを行い、好色、情欲、酒宴、どんちゃん騒ぎ、酒盛り、そして忌むべき偶像礼拝の中に生きていた時を、もう十分に過ごした。(4) 彼らは、あなたがたが彼らと一緒に同じ放蕩の奔流に飛び込まないことを不思議に思い、あなたがたをののしっている。(5) しかし彼らは、生きている者と死んだ者とをさばく用意のできているお方に対して、申し開きをしなければならない。(6) このためにこそ、今は死んだ人々にも福音が宣べ伝えられたのである。それは、肉に関しては人間としてさばきを受けても、霊に関しては神に従って生きるためである。（第一ペテロ4章3-6節/NIV訳）

最後に、不信者は地上で生きている間、自由意志によってイエスを信じて従うことを拒みましたが、それにもかかわらず、最後の裁きにおいては、すべての不信者が、いずれにしても、イエスが主であることを認めざるを得なくなります。

(9) このため、神は[キリスト]をこの上なく高く上げ、すべての名にまさる名をお与えになった。(10) それは、イエスの御名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてがひざをかがめ、(11) すべての舌が、「イエス・キリストは主である」と告白して、父なる神に栄光を帰するためである。（ピリピ2章9-11節; 参照：イザヤ45章23節; ローマ14章11節）
	　　　　　　　　　　　　Ⅵ.最後のさばき： 黙示録20章11-15節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　2．キリストの大きな白い御座—不信者の死者に対する最後のさばき
					

[bookmark: _Toc239517884]3. 海、死、そしてハデス

海はその中にいた死者を出し、[すなわち] 死とハデスもその中にいた死者を出した。そして、彼らはそれぞれ、その行いに応じて罪に定められた。（黙示録20章13節）

上の箇所は、しばしば誤って引用され、また同じくらいしばしば誤解されています。この節を正しく解釈するためには、まず聖書において「海」が何を意味しているのかを理解する必要があります。私たちの多くは海にロマンを感じますが、聖書では、海はほとんどの場合、悪、そして悪に対する裁きと結び付けられています。なぜなら、海は神が用いられる究極の裁きの手段だからです（例えば、最初の世界に対する裁きや、ノアの時代の世界に対する裁きは、その最も顕著な例です）。[footnoteRef:60] ここでも、それが海の第一の意味です。すなわち、ここで語られているのは文字どおりの海そのものではなく、裁きの場所（歴史の終わり以前に死んだすべての不信者がいる場所）を総称して指しているのです。というのは、聖書の「地理」においては、海は三つの部分から成る地下世界全体を覆い隠しているからです。すなわち、「死とハデス」（救われていない死者のいる場所）、アビス（閉じ込められた堕落した御使いたちのいる場所）、そして「パラダイス」または「アブラハムのふところ」（キリストが昇天される以前に義人たちがいた場所）です。したがって、この箇所で「海」と言われているものは、いわば私たちが「地獄」（あるいはシェオル）と呼ぶものを簡潔に表した言い方なのです。聖書の観点からすれば、それはごく自然なことです。なぜなら、海は、現在救われていない死者たちがいる地下世界全体を覆う、抑えの「ふた」のような役割を果たしているからです。このことは、13節で「死とハデス」という語句が「海」に対する同格表現になっていることからも明らかです。つまり、「死とハデス」とは、海が吐き出す死者とはだれなのかを説明するために置かれている表現なのです。すなわち、それは、これまでに死んだすべての不信者を指しています（歴史の終わりまで生き残って「さばきの復活」を経験した者たちではありません）。 [60:  この解釈の原則については、『サタンの反乱』シリーズ第2部『創世記のギャップ』II.3.「海」において詳しく説明しています。] 


死者たちの霊は、水の下で苦しみを受けている。そこに住むすべての者たちも同じである。（ヨブ26章5節）
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したがって、「死」と「ハデス」は一つの場所です（この句は「死とハデス」と一語のように理解してもよいでしょう）。そこは、イエス・キリストへの信仰による救いを持たず、神を知らないまま死んだ者たちの住まいです。この地下世界の部分を、シェオル（ハデスに対応するヘブル語）、墓、苦しみの場所、死、あるいはハデスと、どのような名で呼ぶにしても同じです。ここにいる者たちが不信者だけであることを示す証拠として、さらに次のことが挙げられます。

1) この人々は「死者」と呼ばれ、「死とハデス」の中にとどめられているという事実そのものが、この中には信者が一人もいないことを示しています。私たちの神は死んだ者の神ではなく、生ける者の神であり、私たちはこの世を去って死へ向かうのではなく、永遠のいのちへ入るからです（まさにこの原則に基づくイエスの議論を参照：マタイ22章29-32節）。

2) この集団が区別のない一つの群れとして扱われているという事実も、そのことを示しています。というのは、聖書では、信者と不信者が同じ場面に登場する場合には、必ず両者の違いが示されるからです（例えば、「毒麦と麦」、「麦と殻」、「取られる者と残される者」、「羊と山羊」、あるいは「キリストにあって死んだ者」と単に「死者」との対比など）。

3) この人々の中に信者が一人でもいるとすれば、その人は地の下から来ることはありません。しかし、この人々は全員が地の下から来ています。なぜなら、信者はすべて、キリストの昇天以来、主と共に天にいるからです。

[bookmark: _Toc239517885]4. 救われていない死者たちの最終的な行き先

(14) すると、死とハデス（すなわち、すべての不信者）は火の池に投げ込まれた。これが第二の死である。すなわち、火の池である。(15) また、いのちの書に名が記されていない者はみな、火の池に投げ込まれた。（黙示録20章14-15節）

これらの不信者の名がいのちの書に記されていなかったのは、神が気ままにそう決められたからではありません。彼らの名は、自らの積極的な選択（すなわち、生きている間に神とその御子を公然と拒んだこと）の結果として、あるいは、選択しないという選択（すなわち、その生涯を通じて、かたくなにキリストにあって神のもとへ来ることを拒み続けたこと）の結果として、いのちの書から消し去られたのです。歴史上のすべての不信者は、このこと、すなわち、キリストの血によって与えられる永遠のいのちと義という神の無償の賜物を受け入れなかったことを理由として罪に定められます（黙示録20章13節）。したがって、ここで記されているいのちの書の確認は、裁きの手段ではなく、どの信者も第二の死、すなわち火の池に投げ込まれることを決して経験しないよう保証するための安全措置です。もちろん、主はご自分に属する者たちをご存じです（第二テモテ2章19節）。また、そのような誤りを犯されることなど、なおさらあり得ません。この確認が行われ、そのことが記されているのは、私たちのためです。それは、私たちがイエス・キリストへの信仰によって与えられた永遠の身分について完全な確信を持つためであり、また、罪に定められる者たちが永遠の火へ送られることが、いかに完全に正しい過程によるものなのかを理解するためでもあります。彼らの名がいのちの書から消し去られるのは、ただ一つ、永遠のいのちを与えるために死なれたイエス・キリストを拒むという、彼ら自身の選択によるのです。

(3b) 彼らは自分たちの道を選び、その心は忌むべきものを喜んだ。(4) それゆえ、わたしも彼らに災いを選び、彼らが恐れることをその身に臨ませる。わたしが呼んでもだれも答えず、わたしが語ってもだれも聞かなかった。彼らはわたしの目の前で悪を行い、わたしの喜ばないことを選んだからである。（イザヤ66章3節後半-4節/NIV訳）

大きな白い御座の前で裁きを受ける不信者は、一人残らず、自分自身の行いをキリストの御業よりも優先して選んだことが明らかにされます。その結果、不信者は一人残らず最後の裁きにおいて罪に定められます。そして、彼らすべてに共通する運命は、「火の池に投げ込まれること」です。本書の第V項で説明したように、火の池は実在する場所であり、一時的な清めの場所でも、消滅する場所でもなく、永遠の苦しみの場所です。しかし、その暗闇と火の場所における苦しみがどれほど激しいものであったとしても、信者の立場から見れば、その場所で最も恐ろしいことは、そこに住むことによって神から永遠に引き離されることです。

地のちりの中に眠る者の多くが目を覚ます。ある者は永遠のいのちに、他の者は恥と[神からの]永遠の隔絶に至る。（ダニエル12章2節）

(5) [あなたがたが耐え忍んでいるこれらの苦難は、] 神の正しいさばきの証拠であり、それによって神は、あなたがたをご自分の御国にふさわしい者と認めておられる。その御国のために、あなたがたは今も苦しみを受けているのである。(6) 神は、あなたがたに苦しみを与える者たちには苦しみをもって報い、(7) 苦しめられているあなたがたには、私たちと共に安息を与えられることが、神にとって正しいことである。それは、主イエスが力ある御使いたちを伴って天から現れ、(8) 神を知らず、私たちの主イエスの福音に従わない者たちに、燃え盛る火の中で報復される時である。(9) その者たちは、主の御前から、またその力ある栄光から永遠に引き離され、永遠の滅びという刑罰を受ける。(10) その[大いなる]日に、主はご自分の聖徒たち（すなわち、復活した信者たち）の間で栄光を受け、信じたすべての者たちの間で驚嘆の的となられる。それは、あなたがたが私たちの証言を信じたからである。（第二テサロニケ1章6-10節）

このように、大きな白い御座の裁きは、新しいエルサレム、新しい天と新しい地において、父なる神の永遠の御国へ入る前に、人類の歴史という建造物を完成させる最後の石なのです。その日には、信者も不信者も、人間も御使いも、すべての者が、神が歴史の初めから終わりに至るまで、あらゆることにおいて、また一人一人について、完全な御心を成し遂げられたことをはっきりと知ることになります。そして、ひとり子である私たちの愛する主であり救い主イエス・キリストの犠牲を通して神が無償で備えてくださった恵みとあわれみと祝福のもとへ来ようとするすべての者のために、恵みとあわれみと祝福が永遠に豊かに満ちあふれていることも明らかになるのです。
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[bookmark: _Toc239517886]VII. 新しいエルサレムと永遠の状態： 黙示録21章1節-22章5節

[bookmark: _Toc239517887]1. 新しい天と新しい地

(1) そして、[その時]（すなわち、最後の裁きが終わった時）、私は新しい天と新しい地が[現れる]のを見た。以前の天と以前の地は過ぎ去っていたからである（黙示録20章11節）。そして、この新しい地には、もはや海は存在しなかった。（黙示録21章1節）

前の章（VI.1「宇宙の滅びと最後の裁きまでの間の期間」）で見たように、大きな白い御座の裁きが始まる前に、古い天と古い地はすでに滅び去っていました（黙示録20章11節）。したがって、ヨハネがここでその出来事に言及しているのは、過去を振り返って述べているのです（すなわち、それらは、この新しい天と新しい地が現れる前に、すでに過ぎ去っていたということです）。ここでこのことが繰り返されている目的は、新しい天と新しい地は古い天と古い地と一緒に共存することはできず、万物が新しくされるためには、まず古いものが滅びなければならないことを強調するためです。そして何よりも重要なのは、新しいエルサレムは、どのような形であれ、罪あるもの、腐敗したもの、あるいは汚れたものと共存することはできないということを強調するためです（このことは、「海」が存在しないことによっても示されています。これについては、すぐ下で説明します）。なぜなら、新しいエルサレムは神の住まいであり、父なる神は、宇宙からあらゆる悪の痕跡が取り除かれ、そこが「義だけが住む」場所となった時に初めて、再び人類と共に住まわれるからです（第二ペテロ3章13節）。

ここで黙示録21章1節が描いている内容を正確に理解することは重要です。第一に、ここで言われている「新しい天」とは、空（第一の天）と宇宙（第二の天）の両方を指しており、私たちが一般に「天国」と呼ぶもの（すなわち、神の住まいである第三の天）を指しているのではありません。第三の天は、「この[現在の]被造世界には属していない」のです（へブル9章11節。参照：へブル7章26節。そこでは、私たちの主が「天よりも高い」ところ、すなわち第三の天へ昇られたことが述べられています）。そのため、第三の天は罪によって汚されておらず、目に見える宇宙の残りの部分（すなわち、地と二つの天）が受けるような火による清めを必要としません。実際、第三の天が最初から存在した理由は、いわば、サタンの反逆によって物質世界の天と地が汚された後も、神と選ばれた御使いたちが交わりを続けることのできる場所を設けるためでした。[footnoteRef:61] 神の臨在を、この堕落した宇宙から意図的に切り離し、聖別することは、宇宙が直ちに滅ぼされることを防ぐために不可欠でした。というのは、聖なる神が汚れたものに直接触れるなら、必ず裁きが行われるからです（詩篇5篇4-5節。参照：創世記1章6-7節; ヨブ38章4-7節; へブル9章11節）。第三の天が宇宙の他の部分から切り離されていることは、幕屋や神殿の至聖所を閉ざし、神のシェキナの栄光を覆っていた垂れ幕の象徴によって最も明確に示されています。大祭司だけが年に一度その中に入ることを許されていましたが、その大祭司はキリストの予表でした。キリストが罪のために死なれた後、その垂れ幕は真っ二つに裂けました（マタイ27章51節; マルコ15章38節; ルカ23章46節）。これは、キリストの犠牲によってきよめられたすべての者にとって、完全に聖なる神のもとへ至る道が、今や開かれたことを象徴的に示していたのです（へブル10章19-21節）。[footnoteRef:62] [61:  『サタンの反乱』シリーズ第1部II.6.「七つのエデン」を参照してください。]  [62:  これが、信者たちが、地の下にあった「パラダイス」から「天」（第三の天）へ移されたのが、キリストの昇天後であった理由でもあります。詳しくは、『聖書の基礎』4A「キリスト論」.I.5.o.2.3.「地下のパラダイスから第三の天への信者たちの移動」を参照してください。] 


ヨハネがここで単数形の「天」を用いていることが、実際には二つの天（すなわち、大気圏と、その先に広がる宇宙）を意味していることは、黙示録全体における彼の用法から明らかです。他の多くの聖書記者は、ヘブル語の慣用に従って「天」を複数形で表しています（すなわち、ヘブル語の「天」shamayim〔שמים〕は、常に複数形、より正確には双数形です）。しかし、ヨハネは黙示録の中でギリシヤ語の「天」ouranos（οὐρανός）を51回用いていますが、そのうち50回は単数形で用いており、複数形を用いているのは一箇所だけです（黙示録12章12節――悪魔が天から落とされ、地上に閉じ込められたことを強調するためです）。この語が第三の天を指すのか（多くの場合そうです。参照：黙示録8章1節）、あるいは物理的な宇宙を指すのか（例えば黙示録8章10節）は文脈によって判断しなければなりません。しかし、ここでの場合もそうであるように、その意味は常に明らかです。[footnoteRef:63] したがって、ヨハネのこの概念の表現方法は他の聖書記者（例えばペテロやイザヤ）とは多少異なっていますが、ここで「天」という語によって彼が指しているのは、空とその向こうに広がる物理的宇宙、すなわち目に見える二つの天であり、第三の天ではないことは確かです。したがって、ヨハネにとって「新しい天」という語は、イザヤ書や第二ペテロに見られる「新しい天々」という表現と全く同じ意味を持っています。すなわち、それは地上の大気圏と、その先に広がる物理的宇宙を指しているのであって、神が現在住んでおられる第三の天を指しているのではありません。 [63:  ヨハネの福音書には、単数形の ouranos が、ヘブル語の shamayim を訳している例が少なくとも一つあります（すなわち、ヨハネ6章31節と詩篇78篇24節後半を比較してください）。ヨハネは、自身の福音書の中で ouranos を17回用いていますが、複数形を用いている可能性があるのは、おそらくヨハネ3章5節の一箇所だけです。しかし、この箇所については、「天の御国」ではなく「神の国」と読むべきであるという、本文批評上の十分に有力な根拠があります。] 


また、古い地が新しい地に置き換えられるということも、まさにその意味です。つまり、ここで語られているのは、古い地が新しい地に置き換えられることだけであって、「地の下」の領域が置き換えられることではありません（その領域は、第三の天と同様に、物理的宇宙から切り離されており、その真の一部ではありません）。確かに、大きな白い御座の裁きの後には、すべての信者は復活し、すべての不信者と堕落した御使いたちは火の池へ投げ込まれるため、地の下にあるハデスの三つの区画（すなわち、パラダイス〔アブラハムのふところ〕、アビス〔タルタロス〕、そして苦しみの場所〔シェオル〕）は、もはや必要なくなります。しかし、このように空になった地下の領域こそが、火の池のある場所でもある可能性が極めて高いのです。火の池とハデス――すなわち、その火の池がおそらく存在する地下の領域（神学的には地下ですが、物質的な意味ではありません）は、これからも永遠に存在し続け、新しい天と新しい地から完全に切り離されたままであり続けます。[footnoteRef:64] 神学的に言えば、第三の天とハデスは現在の宇宙の両極を成すものであり、エデンの園にあったいのちの木と善悪の知識の木がそれぞれ象徴していたように、すべての人間の前に置かれている選択を表しています。すなわち、イエス・キリストの犠牲が、それを望むすべての者にもたらす和解によって神と永遠に共に生きる道か、それとも神から永遠に引き離される道か、という選択です。現在の宇宙には限られた寿命しかなく、永遠と比べれば一瞬のうちに存在しなくなります。したがって、永遠の住まいとなり得る場所は天と地獄の二つだけであり、そのどちらも現在の被造世界の一部ではありません。しかし、地獄はその最終的な姿においても、以前と同様、新しい創造から切り離されたまま存在し続けます（ただし、大きな違いは、火の池は現在の不信者の住まいである「苦しみの場所」よりも、疑いなくさらに恐ろしい場所であるということです）。一方、天と地はもはや分け隔てられることはありません。神は、もはや物質宇宙からご自身を離して、別の場所に住まわれることはありません。以前はそうすることが意図的になされ、また必要でもあったのです。新しいエルサレムが降りて来ることにより、天が地に来るのであり、もはや両者を区別するものは何もなくなるのです。 [64:  興味深いことに、ダニエル7章10節では、火の川（ダニエル7章11節と比較すると、これは火の池を満たしている火の川です）が御座から直接流れ出ています。これは、御座と火の池とが非常に近接していることを示しています。] 


(25) 昔、あなたは地の基を据えられた。天もあなたの御手のわざである。(26) それらは滅びる。しかし、あなたは変わることがない。それらはみな衣のように古び、衣服のようにあなたがそれらを取り替えられると、それらは取り替えられる。（詩篇102篇25-26節/NASB訳）

「見よ。わたしは新しい天と新しい地を創造する。以前のことは思い出されることもなく、[二度と]心に浮かぶこともない。」（イザヤ65章17節）

「わたしが造ろうとしている新しい天と新しい地が、わたしの前にいつまでも存続するように」と主は言われる。「あなたがたの子孫とその名もいつまでも存続する。」（イザヤ66章22節）

(7) 現在の天と地も、同じ御言葉（すなわち、神の御言葉）によって火のために取って置かれ、不敬虔な者たちに対するさばきと滅びの日まで保たれている。(8) 愛する者たちよ。ただ、この一つのことを見落としてはならない。主の御目には、一日は千年のようであり、千年は一日のようである（すなわち、その「日」は千年にわたる期間である）。(9) （ある人々が遅いと思っているように）主は、その約束の成就を遅らせておられるのではない。むしろ、あなたがたのために忍耐しておられるのである。一人も滅びることを望まず、すべての人が悔い改めに至ることを望んでおられるからである。(10) 主の日は盗人のようにやって来る。その日には（すなわち、その日の間に）、天は大きな音を立てて過ぎ去り、万物を構成する諸要素は燃えて溶け去り、地とその上で行われたすべてのことは、[主の審査を受けるために]あらわにされる。(11) このように、これらすべてのものが滅び去ることになっているのであるから、私たちはどれほど聖く敬虔な歩みをする[クリスチャン]であるべきかを考えなさい。(12) そして、神の日の到来を熱心に待ち望み、また畏れをもって待ち望みなさい。その日には、天は燃えて崩れ去り、万物を構成する諸要素は焼けて溶け去る。(13) しかし私たちは、神が約束してくださったとおり、新しい天と新しい地、すなわち、義だけが住む[世界]を待ち望んでいるのである。（第二ペテロ3章7-13節）

上で引用したイザヤ65章17節にあるように、私たちが永遠に生きる世界はあまりにもすばらしいため、永遠という時を過ごす中で、古い世界の秩序は思い出されることがないばかりか、二度と心に浮かぶことさえありません。この新しい地こそ、神が永遠に統治される地であり、贖われた人類の永遠の祝福のために回復され、新たに造り直され、特別に再創造された地です。それは、エデンの園よりも比較にならないほどすばらしく、千年王国のエルサレムさえも上回るものです。新しいエルサレムは、まさに比類ないパラダイスであり、他に並ぶもののない永遠の都です。そこには、これまでのすべてのパラダイスに見られたあらゆる祝福が満ちていますが、そのすばらしさは、私たちが今は想像することさえできないほど、はるかに優れたものであり、はるかに高い次元にあります。そこには罪がなく、終わりもありません。そこは、私たちが神ご自身の御前で永遠に住む場所なのです。新しい天と新しい地の栄光、その驚くべきすばらしさ、その祝福は、今の私たちにはぼんやりと想像できるにすぎません。「今、私たちは鏡にぼんやり映るものを見ている。しかし、その時には顔と顔を合わせて見るのである」（第一コリント13章12節/KJV訳）。それでも聖書は、今の私たちの理解には限界があることを踏まえながら、その祝福に満ちた永遠の状態について、いくつかのことを教えてくれています。

第一に、この1節で述べられている「海がない」ということには、単に新しい地に海が存在しないという以上の意味があります。一つには、海がなければ、地球全体を直接利用できるようになります（現在のように陸地が約4分の1しかない状態ではありません）。さらに、新しい地は現在の地球よりもはるかに大きくなるため（これについては後で説明します）、永遠のいのちを受け継ぐ私たちすべてにとって、十分すぎるほど広大な場所が備えられることになります。しかし、それ以上に重要なのは、海が取り除かれることの象徴的な意味です。これまで見てきたように（特に『サタンの反乱』シリーズ第2部『創世記の空白期』）、聖書の象徴において、海は悪を表しています。なぜなら、海は神が裁きを行われる最も顕著な手段の一つだからです。ですから、今日の私たちは世界の海のある側面を楽しむことがあるとしても、新しい地に海が存在しないことは、サタンの反逆によって現在の宇宙にもたらされたあらゆる罪と悪が、完全に、そしてそれとともに取り除かれたことを表しています（第二ペテロ3章10-13節; 黙示録21章7-8節, 27節, 22章14-15節。参照：イザヤ52章1節）。このように、海が全く存在しないという事実は、あらゆる悪の痕跡が今や完全に焼き尽くされたこと（第二ペテロ3章7節）の目に見える証拠であり、新しい地には義だけが住むことになります（第二ペテロ3章13節）。かつて神のさばきを最もはっきりと思い起こさせていたものさえ、もはや存在しないのです。したがって、海が存在しないということは、永遠の平和と祝福、そして繁栄の約束なのです。虹が、神が現在の地を再び海によって滅ぼされないという約束を思い起こさせるように（創世記9章12-17節）、海が完全に取り除かれるという事実は、死と裁きに代わって、永遠のいのちと限りない神の祝福が、終わることなく与えられることの保証となります。神の栄光が最後の腐敗の痕跡まで完全に焼き尽くした後には、裁きの手段として、また神から隔てるものとしての海は、もはや全く必要なくなるのです。

· 海は死を表しています（黙示録20章13節）。しかし、これからは永遠のいのちだけがあるのです。

· 海は裁きを表しています（創世記6-7章）。しかし、これからは神の恵みだけがあります。

· 海は悪を表しています（黙示録11章7節, 17章8節）。しかし、これからは善と祝福だけがあります。

· 海は反キリストの現れる場所でした（黙示録13章1節）。しかし、これからは私たちはイエス・キリストと共に住むのです。

· 海（地下世界を覆う「ふた」）は神からの隔絶を表しています（創世記1章7節, 10節; ヨブ26章5節; エゼキエル1章22-28節; 第二ペテロ2章4-5節; 黙示録4章6節）。しかし、これからは父なる神が私たちと共に住まわれます。

最後に、この点に関して、このシリーズのこれまでの各箇所で見てきたように、天の側から見た「上の水」である天の海は、現在の地上で起こっているすべてのことを見渡すための、一種の展望窓となっています（黙示録4章6節, 15章2節。参照：エゼキエル1章22-28節, 10章1節）。[footnoteRef:65] イザヤ書の最後の節（イザヤ66章24節）には、救われた人々が「出て、わたしに背いた者たちの死体を見る。彼らを食う虫は死なず、その火は消えることがなく、彼らはすべての人に忌み嫌われる」と記されています。したがって、地上の海はもはや存在しなくなりますが、天の海は新しいエルサレムと共に地上へ降って来る可能性があります。そして、＜イザヤ66章24節の＞「出て行って」という表現からすると、その展望窓は都の外のどこかにあるのでしょう。 [65:  『来たる艱難期』第2B部「天国の前奏曲」I.「海」＜A5印刷本では65頁-＞を参照してください。] 


第二に、新しい天と新しい地について、聖書が永遠にすべての救われた者に与えられる祝福された復活の体について語っていることとの比較をすることができます。新しい天と新しい地は、私たちが死からよみがえることと似た仕方で、いわば「復活した」もののように思われます。すなわち、それらもまた完全に変えられていますが、それでも以前の姿との十分な連続性を保っているため、「天」と「地」という名称がそのまま用いられています。もっとも、その本質は完全に「新しい」ものとなっています。新しい契約が、実際には古い契約の約束の成就であり（しかも、あらゆる点ではるかに優れています。へブル8章6節）、また、復活の体が、私たちが今持っている永遠のいのちの約束の成就であるように（しかも、あらゆる点ではるかに優れています。第一コリント15章35-58節）、新しい天と新しい地もまた、現在の宇宙に与えられた約束の成就なのです。それは、不完全なものがすべて取り除かれているというだけでなく、善であり、正しく、祝福に満ち、喜びにあふれるものがすべて存在するという意味で、完全な世界なのです。さらに、復活の体と新しい宇宙との間には、確かに直接の関係があります。というのは、新しい秩序は、私たちが永遠のいのちを楽しむ場所として、神が私たちのために特別に備えてくださったものだからです。

· 復活の体は、それまでと見分けがつくほどの連続性を保ちながらも、比較にならないほどすばらしいものとなるように（参照：ルカ24章31節; ヨハネ20章16節, 20節, 26-28節, 21章12節）、新しい天と新しい地もまた、なお「天と地」と認識できるものでありながら、以前の秩序とは比べものにならないほどすばらしいものとなります。

· 復活の体は、本来備えていたすべての正当な機能を保ちながら、さらに現在はまだ十分には理解できない新しい能力が加えられるように（マタイ28章10節, 18-20節; ルカ24章15節, 43節; ヨハネ21章13-15節）、新しい天と新しい地もまた、これまでのあらゆる喜びと恩恵を限りなく豊かなものとし、それに加えて数多くの驚くべき祝福が与えられます。

· 復活の体が、もはや苦しみや病や死に支配されることがないように（ローマ6章9節; 黙示録21章4節）、新しい天と新しい地にも、有害なもの、害を及ぼすもの、不快なものは一切存在しません。

· 復活の体が、私たちに与えられる永遠のいのちの栄光と力と霊的性質に完全にふさわしいものとなるように（第一コリント15章41-44節）、新しい天と新しい地もまた、私たちと私たちの永遠のいのちのために完全にふさわしいものとなります。　

· 復活の体が、あらゆる闇が永遠に取り除かれた光の体となるように（第一コリント15章43節; 黙示録1章16節後半）、新しい天と新しい地もまた、父と御子の栄光に満ちあふれ、「主にあって光である」すべての者たちにとって（エペソ5章8節）、永遠に闇のない光の世界となります。

要するに、ここで述べられている宇宙の変貌は、決して良いものが失われるということではありません（取り除かれるのは悪だけです）。むしろ、良いものが、今の私たちにはかすかに、不完全にしか思い描くことのできないほど、比較にならないほどすばらしいものへと増し加えられるということです。私たちの永遠の体がそうであるように、新しい天と新しい地も、非物質的なものでも、実体のないものでもありません（参照：マタイ28章9節; ルカ24章39節; ヨハネ20章17節, 27節）。むしろ、それらは確かに実体を持ち、物質的なものです。ただし、罪や悪の痕跡は永遠に一切存在しません。それは、善悪の知識の木（あるいは、それを必要とする理由）がもはや存在しないという点を除けば、エデンの園のような世界なのです。

第三に、これまで何度も見てきたように、新しい天と新しい地は、第七の、そして究極のパラダイスです。そのため、この新しい宇宙は、それ以前のエデンが持っていた本質的な特徴をすべて備えています。

· 美しく、畏敬の念を抱かせる景観（創世記2章10-14節; イザヤ14章13節; エゼキエル28章14-16節。比較：黙示録21章10節, 16節）。

· 感覚を喜びで満たすすばらしさ（「エデン」という名は「喜び」を意味します。創世記2章9節, 18節。比較：黙示録21章15-21節, 22章1-2節）。

· 喜びに満ちた務め（創世記2章15節; ルカ16章25節; 第二テモテ2章12節; 黙示録21章26節。比較：黙示録2章7節, 17節, 26節, 3章12節, 21節, 21章14節）。

· 平和と繁栄（創世記2章16節; イザヤ51章3節; ヨエル3章18節; ミカ5章5節。比較：黙示録3章5節, 21章26節, 22章12節）。

· 神の臨在と神との交わり（創世記2章22節, 3章8節; エゼキエル48章35節; 第一ペテロ3章19節。比較：黙示録21章3節, 7節, 22-23節,  22章5節）。
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第四に、新しい天と新しい地がどれほどすばらしいものとなるのかは、その規模を現在の宇宙と比較することによって、ある程度うかがい知ることができます。新しいエルサレムの居住可能な広さは、千年王国のエルサレムの144万倍になります（すなわち、縦と横がそれぞれ1,200倍になります。下記のVII.6項を参照してください）。イスラエルに与えられた相続の約束は永遠の状態においてもなお有効ですから、永遠におけるイスラエルの領土、そして必然的に新しい地の大きさ（おそらく新しい天も同様）は、同じ割合で拡大されると考えることができます。しかし、私たちは主の復活の体から、私たち自身の体の大きさは、おおよそ現在と同じであることも知っています。新しい天と新しい地が実際に144万倍の大きさになり、その分だけすばらしいものとなるかどうかは別として、一つ確かなことがあります。それは、私たちは現在、空間的にも、時間的にも、そして道徳的にも、この宇宙を楽しむ能力に大きな制約を受けていますが、その時には、そのような制約が一切なくなるということです。将来、その大きさがどれほどであろうとも、その驚くべきすばらしさをすべて探り尽くすには、永遠でさえ十分ではないと言ってよいでしょう。もちろん、何にもまさってすばらしいのは、私たちの救い主であり主であるイエス・キリスト、そして父なる神との、何ものにも妨げられることのない完全な交わりを永遠に楽しめることです。その喜びは計り知れないものであり、現在の世界には、それに比べられるものは何一つありません。


[bookmark: _Toc239517888]2. 新しいエルサレムの降下

(2) そして私は、聖なる都、新しいエルサレムが、神のみもとから天を出て下って来るのを見た。それは、[やがて]夫となる方のために飾られた花嫁のように美しく整えられていた。（黙示録21章2節）

ここで新しいエルサレムが下って来ると描かれているからといって、それが決して新しい地に着くことなく、雲の上に浮かんだままであることを意味しているのではありません（そのように考える人もいます）。この箇所の意味は、この栄光に満ちた出来事について、黙示録の前の箇所で用いられている同様の表現によって明らかになります。

勝利を得る者を、わたしはわたしの神の神殿の柱とする。その者は、もはや決して外に出ることはない。わたしはその者の上に、わたしの神の御名と、わたしの神の都、すなわち新しいエルサレム（それは、わたしの神のみもとから天を出て下って来る都）の名と、わたしの新しい名を書き記す。（黙示録3章12節）

どちらの箇所でも要点となっているのは、新しいエルサレムがどこから来るのかということです。すなわち、それは天から下って来ます。この表現は、永遠の都の起源と、それが地上に戻って来ることの象徴的な意味を強調しています（というのも、地上は本来の楽園だからです：イザヤ14章13節; エゼキエル28章14節-16節参照）。新しいエルサレムは神の住まいです（第二コリント12章4節; ガラテヤ4章26節; へブル12章22節）。永遠が始まる前、すなわち、すべての罪と悪が宇宙から取り除かれ、地と（下方にある二つの）天が新しくされ、聖くないものがことごとく清め去られるまでは、新しいエルサレムが第三の天に隔離されている状態から（すなわち、「神のもとから」）戻って来ることはできません。完全でないものは、聖なる神の御前に立つことができないからです（出エジプト33章20節; 詩篇5篇4節）。聖く清い新しいエルサレムが第三の天から下って来ることは、新しい天と新しい地、そしてそこに永遠に住むすべての者の聖さと清さを示すとともに、御父がこの祝福された新しい創造の中で、ご自分の被造物とともに永遠に住むために戻って来られることを告げるものです（黙示録21章3節）。

パラダイスのそれぞれの形態には、いくつかの重要な共通の特徴が見られる一方で、それぞれのエデン、すなわちそれぞれの「喜びの場所」には、それ独自の特徴があります。このことは新しいエルサレムについても同様です。ただし、この都そのものは、その原型となる形で、現在、第三の天に存在しており（そこから下って来ます）、天のエルサレム、すなわち、今では亡くなったすべての信者が主と共にいるために行く現在のパラダイスとして存在しています。

(2) 私はキリストにある一人の人を知っている。その人は十四年前に第三の天まで引き上げられた（肉体のままであったのか、肉体を離れてであったのか、私は知らない。神がご存じである）。(3) 私はこの人が（肉体のままであったのか、肉体を離れてであったのか、私は知らない。神がご存じである）、(4) パラダイスに引き上げられ、人が口にすることを許されていない、言い表すことのできない言葉を聞いたことを知っている。（第二コリント12章2-4節）

しかし、上にあるエルサレムは自由である（すなわち、律法の束縛の下にある現在の地上のエルサレムとは対照的な、天のエルサレムである）。[そして]この方こそ、私たちの母である。（ガラテヤ4章26節）

(20) 私たちの[真の]国籍は天にあり（参照：ギリシヤ語本文における用法については使徒行伝23章1節; エペソ2章19節; ピリピ1章27節を参照）、私たちはそこから救い主、主イエス・キリストが来られるのを待ち望んでいる。(21) キリストは、すべてのものをご自身に従わせることのできるその力によって、私たちのこの卑しい体を、ご自身の栄光の体と同じ姿に変えてくださる。（ピリピ3章20-21節）

(8) 信仰によって、アブラハムは[神に]召された時、従って、相続地として受けることになっていた場所へ出て行った。しかも、[正確には]どこへ行くのかを知らずに出て行ったのである。(9) 信仰によって、彼は約束された地に外国人として滞在し、[この同じ]約束を共に受け継ぐイサク、ヤコブと共に天幕に住んだ。(10) 彼は、神が設計し、建てられる、確かな土台を持つ都（すなわち、新しいエルサレム）を待ち望んでいたからである。（へブル11章8-10節）

(13) これらの人々は皆、約束の[成就]を受けることはなかったが、[なお信仰によって歩みながら]死んだ。しかし、[生きている間に]彼らはこれらの[約束]を遠くから見て、いわばそれを喜び迎え、それによって、自分たちが地上では[実際に]異国人であり、旅人であることを[全世界に]明らかにした。(14) このように[自分たちの信仰を]表す人々は、自分たちが[今いる場所とは別の]故郷を熱心に求めていることを明らかにしている。(15) 実際、もしこれらの[信者たち]の心が、自分たちが出て来た[土地]を慕っていたなら、戻る機会はいくらでもあったはずである。(16) しかし彼らは、さらに良い場所、すなわち天にある場所を熱心に求めていた。それゆえ、神は彼らの神と呼ばれることを恥とはされない。事実、神は彼らのために都（すなわち、新しいエルサレム）を備えておられる。（へブル11章13-16節）

(22) しかし、あなたがたが近づいたのは、[シナイ山ではなく]シオンの山、生ける神の都、[すなわち]天のエルサレム、そして[神の御前に]集う無数の[選ばれた]天使たち、(23) 天に[その市民として]登録されている長子たちの教会（すなわち、生きている者も死んだ者も含むすべての信者）、すべての者をさばく神、そして義とされた[信者たち]の、[今やその務めを]成し遂げた霊たち（すなわち、現在、中間状態にあって天のエルサレムに住んでいる、亡くなった信者たち）、(24) さらに、より良い契約の仲保者イエス、そしてアベル[のささげ物]の血よりも[はるかに]力強く語る、注ぎかけられた血（すなわち、私たちの罪を負われたキリストの御業）である。（へブル12章22-24節）
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私たちはここ[地上]に、[永続することになっている]都を持ってはいない。むしろ、私たちは[やがて来る]ことになっている都（すなわち、新しいエルサレム）を熱心に待ち望んでいる。（へブル13章14節）

聖書から見分けることのできる、現在の天のエルサレムと将来の新しいエルサレムとの主な違いはすべて、究極のパラダイスが、復活した信者たちの存在と、私たちが永遠に住む新しい地に適したものとなるという事実によって説明できます。たとえば、現在の天のエルサレムには、今なお神殿があります（黙示録7章15節, 11章19節, 14章15-17節, 15章5-8節, 16章17節）。神の聖なるご性質を、すべての汚れたものから隔てることを示す象徴が、今はなお必要だからです（すなわち、神殿の聖域は、聖なるものが隔てられていることを表しています）。しかし、新しいエルサレムには神殿はありません（黙示録21章22節）。その祝福された将来の時には、すべての罪と悪が新しい天と新しい地からきよめられているため、もはやそのような区別は必要ないからです。現在の天のエルサレムには、いのちの水の川やいのちの木があることを示す、はっきりと分かるしるしはありません（参照：黙示録4-5章）。しかし、新しいエルサレムでは、これらは都の中心的な特徴となります。それらは住民たちを祝福するために備えられたものであり、その時には彼ら全員が、これらの喜びを十分に味わうことのできる復活の体を持っています。現在の天のエルサレムには、城壁や門や土台があることを示す、はっきりと分かるしるしはありません。それも当然のことです。現在の天のエルサレムは地上に建っているのではないからです。しかし、これらはすべて、将来の新しいエルサレムに加えられる際立った特徴です。それらは、私たちがかつて地上で生活していた時にもなじみのあった形のものですが、人類の歴史上最も壮麗なものさえ、想像もできないほどはるかに上回るものとなります。

[bookmark: _Toc239517889]3. 父なる神の到来

(3) そして、御座から大きな声がして、こう言った。「見よ、神の幕屋は[今や]人々と共にある。神は彼らと共に住まわれ、彼らは神の民となり、神ご自身が彼らの神となられる。」（黙示録21章3節）

新しいエルサレムが下って来ることによって、その性質上、一時的なものである幕屋は、恒久的な都（定住の場所に備わるすべてのものを持つ都）となりました。人類の歴史を通して続いてきた戦いは今や終わりました。神は人類と共におられ、永遠にそこに住まわれます。父なる神が再び地上に戻って住まわれ、救われた人類と共に永遠に住まわれることは、私たちが「歴史」と呼ぶものを締めくくる最後の句点であり、究極の感嘆符です。人類が創造されるよりも計り知れないほど長い昔に起こったサタンの反逆によって、神はもともとの地から離れられることになりました。悪魔の反逆は、やがて神の厳しいさばきを受け、そのさばきは先史時代の世界に下されましたが、サタンとその天使たちに対しては、まだ執行されていませんでした。人類の歴史は、神がご自分のすべての被造物に自由意志を与えて創造されたこと、そしてそれに関して神がなされたすべてのことが正しいこと、また、神に対する反逆を悔い改めようとする者を救うために、限りない恵みとあわれみによって神がどれほどのことを進んでなさろうとされたかを、すべての被造物に示すものとなるのです。というのも、人類は（少なくともその中のわずかな者たちは）、反逆した天使たちがしようとしなかったことをするからです。すなわち、神が恵みによって備えてくださったものを受け入れるのです。それは初めにはエデンの園でなされたのではありませんでしたが、やがて、パラダイスと神の御前へと戻る道を開く十字架を通して実現することになりました。

人類のすべての時代を通して、神はご自身について真理を証しするものを絶やされたことはありません。被造物全体が、神の存在とその恵み深さを告げ知らせているからです（詩篇19篇1-6節; 使徒行伝14章17節; ローマ1章18-23節）。そして時が満ちた時（ガラテヤ4章4節; エペソ1章10節。参照：マルコ1章15節; ローマ5章6節）、神はそのひとり子である私たちの主を遣わし、カルバリの十字架でご自身を犠牲としてささげることによって、約束されていた和解を現実のものとされました。時代の転換点におけるキリストの最初の到来は、私たちが「人類の歴史」と呼ぶ比較的短い七千年間の中で、決定的な出来事でした。十字架において、キリストは私たちのためにご自身が死なれることによって、「死を滅ぼされました」（第二テモテ1章10節）。私たちの主イエスは、復活して昇天された後、今は天に迎えられており（使徒行伝3章21節）、父なる神の右に座して、すべての敵がその足台とされるご自身の再臨の時を待っておられます（詩篇110篇1-7節）。キリストの二つの到来の間、すなわち、最も多くの者がキリストの教会へと召し出される教会時代に生きる私たち信者は、私たちが主イエスのために行うすべての働きに力を与えてくださる聖霊の到来を経験するという祝福を受けています。聖霊は、私たちが主イエスのために行うすべての働きに力を与えてくださいますが、聖霊の地上での働きもまた中断されます。しかし、それは二千年間ではなく、艱難期の七年間だけです（第二テサロニケ2章6-7節）。その後、聖霊は御子と共に戻られ、イエス・キリストの栄光に満ちた千年王国の統治の間、豊かに注がれます（ヨエル2章28-39節）。歴史の終わりには、父なる神が御子と聖霊に加わられ、回復は完成します。その時、エデン、すなわちパラダイスは、新しい地に新しいエルサレムが建てられることによって、その完全で永遠の姿に回復されます。その時から後、終わりなく永遠に、選ばれた天使たちと救われた人類は、地上で三位一体の神との親しい交わりを楽しむことになります。それこそが初めから意図されていた姿であり、しかも、それ以前のすべてをあらゆる点ではるかに上回る宇宙において実現するのです。神がさばき、回復し、新しいものに置き換えられる時、その結果は常に以前よりも良いものとなり、しかも私たちの理解をはるかに超えるほどすばらしいものとなります。[footnoteRef:66]  [66:  「The Satanic Rebellion（サタンの反逆）」シリーズ、特に第5部「Judgment, Restoration, and Replacement（裁き、回復、そして置き換え）」を参照してください。] 


(21) 死が一人の人を通して来たのであるから、死人の復活もまた一人の人を通して来なければならなかった。(22) アダムにあってすべての人が死ぬのと同じように、キリストにあってすべての人が生かされる。(23) しかし、それぞれがその順序に従って[復活する]。キリストが初穂である（すなわち、復活の最初の方であり、最初の段階である）。次に、キリストの来臨の時に、キリストに属する者たち[が復活する]（すなわち、再臨の時のすべての信者）。(24) それから終わり[が来る。すなわち、人類の歴史の終わりに、千年王国の信者たちが復活する]。その時、キリストは、すべての支配、すべての権力、すべての権威（すなわち、敵対する人間と天使による支配）を終わらせた後、御国を父なる神に渡される。(25) キリストは、すべての敵をその足の下に置くまで、支配しなければならないからである。（第一コリント15章21-25節）
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死さえも含む神のすべての敵が打ち破られ（イザヤ25章7-8節; ホセア13章14節; 第一コリント15章26節, 54-57節）、罪と不義が世界から取り除かれることによって（第二ペテロ3章10-13節; 黙示録21章7-8節, 27節; 22章14-15節）、王が戻られるための道が開かれます。すなわち、父なる神が再び地上に住まわれるための道が整えられるのです。父なる神が戻られるのは、サタンによって汚された最初のエデンではなく、新しく、並外れてすばらしいパラダイスである新しいエルサレムです。それもまた神によって設計されたパラダイスですが、今や都という形に造られています。すなわち、多くの人々が住むために特別に設計されたパラダイスです（へブル11章10節。参照：へブル2章16節）。その時、栄光は真に地上へ戻ります（参照：エゼキエル10章18節）。そして、人類を救うために御子を与え、真の人間性を取らせた父なる神は（へブル2章14-15節）、その御子を通して世界を造り、また、私たちが今考察している歴史をその御子を中心として形づくられました。その父なる神は、キリストと共に永遠に私たちと共に住まわれ、私たちも神と共に住むことになります。その時、神は「すべてにおいてすべて」となられ（第一コリント15章28節。参照：第一コリント3章21-23節）、それは想像し得る限り最も崇高な、神の創造の完成となります。

その時、正しい者たちは、彼らの父の御国で太陽のように輝く。（マタイ13章43節/NIV訳）


[bookmark: _Toc239517890]4．古いものが過ぎ去ること

(4) そして神は、彼らの目からすべての涙をぬぐい去られる。もはや死はなく、苦痛の叫びも、悲しみもない。以前のものは過ぎ去ったからである。（黙示録21章4節）

新しいエルサレムの栄光についてさらに見ていく前に、ヨハネはここで、永遠の状態におけるあらゆる良いものに加えて、現在のこの地上の生活にあるあらゆる悪いものが「過ぎ去る」ことを、私たちに確信させるために示されています。この世で私たちがどのような悲しみや苦難を経験していても、神は永遠において私たちを慰めてくださいます。「私たちのすべての涙をぬぐい去る」とは、心の痛みや苦しみのあらゆる原因が、完全かつ絶対的に取り除かれることを意味します。

そして、主に贖われた者たちは帰って来る。彼らは歌いながらシオンに入り、とこしえの喜びが彼らの頭を冠のように飾る。楽しみと喜びが彼らに追いつき、悲しみと嘆きは逃げ去る。（イザヤ35章10節/NIV訳）

簡単に言えば、私たちはもはや泣くということさえ思い出さなくなり、肉体的または感情的な苦痛を経験することもできなくなり、また、そのようなものを引き起こす原因も、もはや一切存在しなくなります。私たちのすべての苦難と悲しみの究極的な原因である死は、もはや存在しません（第二テモテ1章10節）。また、肉体的な苦痛（「苦痛の叫び」）や感情的な苦悩（「悲しみの叫び」）を思うことも、それらを経験する機会もなくなります。来たるべき永遠の命の驚くべきすばらしさと祝福とは別に考えても、現在の私たちの存在に心の痛みをもたらすすべてのものは、永遠に追放されます。それらは思い出されることさえありません。

「見よ、わたしは新しい天と新しい地を創造する。以前のものは思い出されることもなく、[それらが]心に浮かぶことさえない。」（イザヤ65章17節）
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また、この節は祝福の面からも理解すべきです。というのも、ここで私たちの涙をぬぐい去ってくださる方として描かれている神ご自身との交わりから私たちが得る至福を、この節は確かに示しているからです。古い物質的な環境が今や全く新しいものに置き換えられたのと同じように、古い霊的な環境もまた、永遠において完全に変えられます。過去において、私たちの愛する救い主を見る目を曇らせ、救い主に心を集中させることを妨げていたすべてのもの、すなわち、生ける神の息子、娘であり、イエス・キリストの教会の一員である私たちが受け継ぐ完全な平安を乱していたすべてのものは、今や取り除かれています。私たちは今のところ、来たるべき永遠の命のこの側面の祝福を十分に味わうことも、本当に理解することもできません。そのため、この節は、将来のこの恍惚とするような霊的状態を、現在の私たちにも理解できる枠組みの中で伝えるために、今の世にある否定的なものがなくなるという形で表現しています。というのも、霊的に大いに成熟した信者は、主の平安と御臨在がもたらす歓喜に満ちた性質をある程度感じ取り始めることはありますが（イザヤ26章3節, 51章11節後半, 54章13節; ヨハネ14章27節, 16章33節; ローマ5章1節, 15章13節; 第一コリント7章15節; ピリピ4章7節）、その永遠の平安と霊性が、私たちの永遠の存在のあらゆる面に満ちわたり、それらすべてを照らすようになることを、現在の私たちは本当の意味で理解し始めることさえできません。私たちは、イエスと共に過ごす来たるべき命のこの積極的な側面を、今のところおぼろげにさえ理解することができないので、聖書は、今の世にあるすべての否定的なものが取り除かれることによって私たちが得る慰めという形で、それを表現しています。偽りの異教的な死後の世界の描写が、例外なく物質的な欲望を満たすことに焦点を当てているのに対し、神と共にある永遠の命についての真の聖書的な描写は、現在の私たちの理解能力を超えた霊的な歓喜を描いているのです。


[bookmark: _Toc239517891]5．御父による励ましの宣言

(5) すると、御座に着いておられる方が私に言われた。「見よ！　わたしはすべてのものを新しくしている。」また、私に言われた。「これらの言葉は忠実で真実であると書き記しなさい。」(6) また、私に言われた。「事は成った。わたしはアルファであり、オメガであり、初めであり、終わりである。わたしは渇いている者に、命の水の泉から無償で飲む[権利]を与えよう。(7) 勝利を得る者（すなわち、生涯の終わりまで信仰の勝利を保つ者：第一ヨハネ5章4節）は、これらのもの（すなわち、新しいエルサレムの祝福）を受け継ぐ。わたしは彼の神となり、彼自身はわたしの子となる。(8) しかし、臆病な者、不信仰な者、汚れた者、人殺し、性的に不道徳な者、オカルトに関わる者、偶像を拝む者、そしてすべての偽りを言う者（すなわち、さまざまな理由でキリストを拒絶したすべての者）については、彼らの受ける分（すなわち、「相続財産」）は、火と硫黄で燃える池の中にある。これが第二の死である。」（黙示録21章5節-8節）

ヨハネはなおも、天からの視点で新しいエルサレムが下って来るのを見ています（すなわち、黙示録4章1節で「ここに上って来なさい！」と言われて以来、この長い幻を通してずっと彼が見てきたのと同じ視点です）。3節で、御父の到来を宣言する声が天の御座から聞こえたのと同じように、今度は、現在の第三の天にあるこの御座から御父ご自身が語られるのが聞こえます。これらの言葉によって父なる神は、間もなくご自分の子供たちに与えられる永遠の祝福を宣言し、それによって、これから先にある艱難期を最後まで耐え抜くよう、すべての信者に非常に大きな励ましを与えておられます。

1）「すべてのものを新しくする」： 永遠の状態において生じる根本的な変化が、ここで保証されています。以前の腐敗した世界のものは何一つ残りません。私たちの過去の過ち、後悔、苦難、涙も何一つ残りません。これから来るものはすべて「新しい」ものとなり、その本質そのものが新しいのです。

私たちは今すでに新しい創造に「属する」者であり（第二コリント5章17節-19節; ガラテヤ6章15節; コロサイ3章10節参照）、また私たち自身も復活において完全に新しくされ、「天から来た人のかたち」（第一コリント15章49節）を帯びる者とされました。それは、天から下って来る新しいエルサレムにおいて、永遠に神と共に生きるためです。

2）「忠実で真実な言葉」： 神がアブラハムに対して、約束を確かなものとするために誓いを立てられたのと同様に（アブラハムを益し、励ますためでした：へブル6章13節-20節）、ここで御父は、来たるべき祝福が真実であり、変わることのない現実であることを確証しておられます。それがここで繰り返し述べられているのは、私たちもまた、これから先にある暗い日々の中で勇気を得るためです。聖書はすべて神の霊感によるものですが（第二テモテ3章16節）、ここでは、これらの励ましの言葉が真実であることを、私たちは特に確信することができます。なぜなら、御父はそれらをご自身の声で宣言されるだけでなく、それらが永遠に変わることのないものであることを私たちのために強調して、「忠実で真実」であると宣言しておられるからです。

3）「事は成った」： 歴史は終わりました。神のご計画は完成しました。起こることになっていたすべてのこと、起こらなければならなかったすべてのこと、神が意図されたすべてのこと、そして神の被造物が選択したすべてのこと、すなわち、宇宙が最初に創造される以前から神の歴史の書に記されていたすべてのことが、今や成就しました。古い書は今や閉じられ、新しい書が開かれました。そして、その書は永遠に開かれたままとなります。神を選んだ者たちは救われ、神に逆らうことを選んだ者たちは神の御国から取り除かれました。神の忠実な被造物によって成し遂げられた信仰の行いはすべて報いを受け、失われた機会は永遠に失われました。私たちが今知っている人生の試練と苦難は、この将来の時点では永遠に過ぎ去っています。それには、艱難期において地上で経験することになる、最も恐ろしい迫害や災害さえも含まれます。これから来るあの恐ろしい時代にも明確な終わりがあるという確かで揺るぎない知識から、私たちは大きな慰めと励ましを得ることができます。たとえ私たちがあの恐ろしい海を渡ることになったとしても、この時点では私たちはその向こう岸に安全に立ち、自分たちが救い出されたことと、私たちの主の偉大な勝利とを振り返ることになるからです。歴史の終結はまた、その後には立場が変わる可能性が一切なくなることを意味します。すべての道徳的被造物は今や自らの選択を終え、その選択のうちに永遠に確定されています。死を選んだ者には、命へ戻る道はもはやありません。そして幸いなことに、命を選び、火と水をくぐり抜けて無事に向こう側へ到達した私たちには、神から離れ去る可能性はもはやありません。永遠においては命の木はありますが、善悪を知る木はありません。なぜなら、神によって導かれた歴史の過程を通して、悪は完全に退けられ、打ち負かされたからです。残されているものはすべて「善」です。

4）「わたしはアルファであり、オメガであり、初めであり、終わりである」： 歴史の終わりは、悲しむべきことではありません。神の被造物は、神と共に生きるために創造されています。神は私たちのすべてであり、私たちにとってのすべてです。この現在の世界が過ぎ去り、御国が御父に渡され（第一コリント15章24節）、この限界ある体が永遠の姿へと変えられ、私たちが何の妨げもなく完全に神と交わることができるようになる時、神は私たちにとって「すべてのもののうちにあってすべて」となられます（第一コリント15章28節）。神は、私たちにとってアルファでありオメガ、初めであり終わりであられる方であり、永遠にわたって私たちの最大の喜びであられます。

5）「命の水を飲む権利」： 勝利を得るすべての者、すなわち、イエス・キリストに忠実に従うことを選び、その信仰を最後まで堅く保つすべての者は、この命の水を飲むことになります。ここでは、救われることを願うすべての者、イエス・キリストを選ぶことを願うすべての者、この人生で何が起ころうとも、あの尊い信仰を手放すことなく耐え忍ぶことを願うすべての者に、救いが無償で約束されています。ここでは、救われることを願うすべての者、イエス・キリストを選ぶことを願うすべての者、この人生で何が起ころうとも、その尊い信仰を手放すことなく耐え忍ぶことを願うすべての者に、救いが無償で約束されています。たとえその信仰を最後まで保つために、これから来る艱難期を耐え抜かなければならないとしてもです（この命の水が与えるさらなる祝福については、下記9項を参照）。

6）「勝利を得る者は、これらのものを受け継ぐ」： 勝利を得るすべての者は、死と刑罰から救い出されるだけでなく、イエス・キリストにあずかり、新しいエルサレムにも完全にあずかることになります。ヨハネが新しいエルサレムの降下を見ている時に、私たちの御父はこの宣言をなさいます。それは間違いなく、言葉ではその真の輝きを十分に表現することのできないほど壮大で、圧倒されるような光景だったことでしょう。私たちの永遠の住まいとそこにあるすべてのもの、すなわち、この世を超えた美しさを持つ永遠の住まい、命の水の川、命の木、新しいエルサレムの門と栄光、そして何よりも、私たちの主であり救い主であるイエス・キリストと、キリストの御父であり私たちの御父でもある方の御臨在は、永遠に私たちのものとなります。私たちは完全な永遠の体を与えられ、歴史全体を構成していたこの短い期間の中で勝ち取った報いによって飾られ、祝福されるのです。このように目標をありありと見ることは、たとえ私たちの走る道が迫り来る嵐の中を通ることになったとしても、走り続けるための大きな励ましとなるに違いありません。

7）「わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる」： おそらく何よりも励ましとなるのは、神が私たちを創造されたことによって私たちのものとなっている神との関係が、そのあらゆる面において完全に回復されるというこの約束です。もはや神は私たちの目から隠されることはなく、神との関係は単に形式的なものではなく、単に親しいという程度をはるかに超えたものとなります。それは、完全な御父と、私たちの愛する救い主イエス・キリストの犠牲によって完全にされた息子たち、娘たちとの完全な関係となるのです。今イエスを愛する者たちに、聖書は、この激しく揺れ動く世界のただ中にあって、苦難の中でも、さらには艱難期の中にあってさえ、主との親しい交わりを約束しています（ヨハネ14章23節）。最後まで忠実であり続ける者たちにとって、今日すでにイエスにある立場によって私たちのものとなっている相続財産を、完全に実際の経験として受けるというこの約束は、実に大きな励ましです。
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8）「第二の死」： 聖書の表現においてよく見られるように（例えば、第一コリント6章9節-10節; ガラテヤ5章19節-21節; エペソ5章3節-7節）、8節に挙げられている罪の一覧は、すべてを網羅することを意図したものではなく、また、神に逆らうことを選んだ者たちを、その行いだけによって定義することを意図したものでもありません。むしろ、敬虔な行いが救いの明らかな証拠であるのと同じように（ヤコブ2章14節-26節）、不信者の場合には、その行いが彼らの本当に愛しているものを明らかにしています。彼らは、忌まわしい行いの一つまたは別のものを選び、それによって「彼らが本当は何者であるか」が特徴づけられているのです（マルコ4章40節で、私たちの主が「恐れてひるむこと」を「信仰がない」と同じ意味で用いておられることと比較してください）。どのような形で現れるにせよ、真理を拒んで偽りを受け入れるすべての者は、新しいエルサレムにおける永遠の相続財産を得る代わりに、火の池に永遠に住むことになります。信者にとって、最後まで信仰を保つことの大きな益、すなわち、第二の死ではなく永遠の命を思い起こさせるこのこと以上に強い励ましはありません。また、人生の試練の中で自分の信仰を失ってしまうことがどれほど大きな災いをもたらすか、すなわち、どのような代価を払っても御父の愛する御子に忠実であり続けるすべての者に与えると御父がここで誓われた、あらゆる良いものを失うことになるのだということ以上に強い警告もありません。


[bookmark: _Toc239517892][bookmark: Ⅶ_6]6. 新しいエルサレムの姿

(9) すると、最後の七つの災害で満たされた七つの鉢を持つ七人の天使の一人が[私のところに]来て、私に語って言った。「来なさい。小羊の妻である花嫁をあなたに見せよう。」(10) そして彼は、御霊によって私を大きな高い山へ連れて行き、神のみもとから天を出て下って来る聖なる都エルサレムを私に見せた。(11) 都は神の栄光に[輝いていた]。その輝きは非常に高価な宝石のようであり、[紫色の]碧玉のようでありながら、[ただし]水晶のように透き通っていた。(12) 都には大きな高い城壁があり、十二の門があり、その門には十二人の天使がいた。[それぞれの]門には名が書かれており、それはイスラエルの子らの十二部族の名であった。(13) 東に三つの門、北に三つの門、西に三つの門、南に三つの門があった。(14) また、都の城壁には十二の土台があり、[その十二の土台]には小羊の十二使徒の名が[書かれていた]。(15) 私と話していた[天使]は、都とその門と城壁を測るための金の測り竿を持っていた。(16) 都は四角形に造られており、その長さと幅は等しかった。彼がその[金の測り]竿で都を測ると、[その長さは]一万二千スタディオン（すなわち、約1590マイル）であった。その長さと幅と高さは、正確に同じであった。(17) 次に彼は[都の]縁を測ると、人間の尺度で百四十四キュビト（すなわち、約77メートル）であったが、それは[ここでは]天使の尺度と同じである。(18) [都の]城壁は[紫色の]碧玉でできており、都[そのもの]は水晶のように透き通った純金でできていた。（黙示録21章9-18節）

七人の天使の一人： このシリーズの前回の研究で述べたように、この七人は大天使たちの集団であり、そのうち名前が知られているのはミカエルとガブリエルの二人だけです。ここではこの天使の名前は示されていませんが、ヨハネと話している天使としては、ガブリエルが有力な候補であると思われます。というのも、ガブリエルは、終末に関する幻をダニエルに説明したことで知られており（ダニエル8章16節, 9章21節）、また、メシヤとその先駆者の到来を告げ知らせたことでも知られているからです（ルカ1章19節, 26節）。そしてここでは、この二つの種類の預言が一つに結び合わされています。すなわち、父なる神の到来と、その永遠の住まいである新しいエルサレムの到来です。そこでは父なる神と御子が永遠に支配されます。そしてこれこそ、すべての終末論を完成させる最後の出来事なのです。

花嫁： 新しいエルサレムが「夫となる[方]のために飾られた花嫁のように美しく整えられて」現れることは、すでに述べられています（黙示録21章2節）。ここでは、永遠の都そのものが実際に「花嫁、小羊の妻」と呼ばれています。もちろん私たちは、イエスの再臨の時に復活する信者たちが「キリストの花嫁」であることを知っています。そしてこの箇所まで来れば、聖書も読者がそのことを知っているものとして語っています。場所とそこに住む人々を同一のものとして表現するのは比喩表現の一つ（厳密には換喩と呼ばれるもの）であり、住む場所がそこに住む人々の名で呼ばれています（参照：第一コリント3章9-17節, 6章19節; エペソ2章19-22節; 第一ペテロ2章21節; 黙示録3章12節。これらの箇所では、信者たちもまた、全体として、あるいはその一部として建造物にたとえられています）。ヨハネは、私たちの主を除けば、新しいエルサレムに住む人間や天使たちを、どの箇所でも見せられてはいません。しかし、新しいエルサレムは教会が永遠に住む場所となるので、この都を「花嫁」と呼ぶことは（実際、花嫁はそこに永遠に住むことになるのですから）、まったく理にかなっています。

山： 新しい地に「大きな高い」この山が存在することは、海が存在しないことを除けば、新しい地の地形が、私たちが現在よく知っている地形と似たものになることを明確に示しています（ただし、この描写が示唆するように、あらゆる点ではるかに壮大なものとなることは間違いありません）。ヨハネは、新しい都全体をよりよく見渡すために、この山の頂上へ連れて行かれます（主がモーセに約束の地を見せられたのと同じような仕方です。民数記27章12節。参照：エゼキエル40章2節）。これは、新しいエルサレムの巨大な規模と、その基本的な構造についての最初の手がかりです。先史時代の「神の山」（イザヤ14章13節）や、奇跡的に高くされた千年王国のエルサレム（イザヤ2章2節; エゼキエル40章2節; ゼカリヤ14章10-11節）と同じように、新しい都の中心部もまた、このようなことが必要となるほど、かなり高い場所にあるに違いありません。[footnoteRef:67] [67:  神の位の高さを示すものとして、高い場所にあること、または他から隔てられていることは、あらゆる形態のパラダイスに共通して見られる特徴です。『サタンの反乱』第1部.II.6.「七つのエデン」を参照してください。] 


都の外観： 後の18節では、「都[そのもの]は水晶のように透き通った純金で[できていた]」と記されていますが、ここではヨハネの目に、「非常に高価な宝石のように輝き、[紫色の]碧玉のようでありながら、[ただし]水晶のように透き通って」見え、「神の栄光に[輝いていた]」と述べられています。この二つの描写が一見食い違っているように見えるのは、ヨハネが都を見る位置が変わったためです。後にヨハネは、天使によって都の外側を巡り、さらに都の内部へと案内されたものと思われます（そうでなければ、都のすべての側にある門や、御座、いのちの木、いのちの水の川、その他、城壁の内側にあるさまざまな光景を見ることはできなかったでしょう）。都の内側では、その本来の姿がはっきりと見えます。都は、透き通った水晶のような金でできています。外側から見ると、都には紫色の「輝き」があります。神の栄光が都の外側を照らすことによって、都は、透き通った水晶のような[紫色の]碧玉が白熱して輝いているかのように見えるのです。この外側を覆うものは、幕屋を覆っていた幕（同じように青、紫、赤の材料で作られていました）と同様の役割を果たしています。すなわち、神の栄光が住まわれる聖なる領域を区切り、目に見える形でその境界を示しているのです。[footnoteRef:68] [68:  『来たる艱難期』第2部B.I.1.d.「幕屋と第一の幕」を参照してください。] 


城壁： ヨハネは、城壁について、山について用いたのとまったく同じ「大きな高い」という表現を用いています。この事実だけでも、17節に記されている144キュビト（すなわち、約77メートル）が城壁の高さを指していないことは明らかです（実際、それは城壁そのものを指しているのでもありません。下記参照）。現在の私たちの感覚からすれば、高さ70ヤードの城壁は途方もなく巨大なものですが、新しいエルサレムの大きさと比べれば、その規模はあまりにも小さなものです。ヨハネのように、新しいエルサレム全体を一度に見渡すことのできるほど広い視野で都を眺める者にとって、そのような比較的小さな規模の建造物は、ほとんど見えないほどでしょう。実際、城壁の寸法はどこにも示されていません。しかし、ヨハネが見ている位置からでも目立つほどのものであるためには、城壁は途方もなく巨大なものでなければならず、まして、新しいエルサレムの巨大さと比べてもなお、ヨハネがそれを「大きな高い」と表現するほどなのです。城壁の寸法は、この完全な都の大きさと完全に釣り合ったものであると考えることができます。また、ここで注目すべきなのは、城壁が見えるようになる時までには、新しいエルサレムはすでに地上に下って来ており、ヨハネは今やそれを実際に置かれている場所で見ている可能性が最も高いということです。

十二の門： エゼキエル48章30-34節に描かれている千年王国のエルサレムの場合と同じように、新しいエルサレムにもイスラエルの各部族の名を記した十二の門があります。しかし、両者の間には違いがあり、それらの違いには重要な意味があります。

1) 千年王国のエルサレムの門は時計回りの順序で並んでいます（すなわち、北、東、南、西）。それに対して、新しいエルサレムの門は反時計回りの順序で挙げられています（東、北、西、南）。[footnoteRef:69] [69:  これは実際にギリシヤ語本文に記されている順序です。多くの翻訳では、13節の「南」と「西」の順序が誤って逆になっています。実際には、アレクサンドリヌス写本（A写本）が伝える本文は、聖書写本の中でも最も優れたものとされるシナイ写本（א写本）が本来伝えている本文と一致しています。ただし、さまざまな本文校訂操作から受ける印象とは異なります。シナイ写本には、筆写者が誤って「北」を二度続けて書いてしまうという筆写ミスがありました。しかし、その後になされた「南・西」を「西・南」に改める訂正は、後世のものであり、しかも誤っています。筆写者は「北」を二度書いてしまった後、次に「南」と書いてその列挙を終えています。このことは、「南」が門の最後の組であることを示しています。] 


2) 千年王国のエルサレムにはレビの門があり、エフライムとマナセはヨセフという一つの部族にまとめられています。それに対して、新しいエルサレムにはレビの門がなく、エフライムとマナセにはそれぞれ別の門があります。

3) 新しいエルサレムでは、門の順序と、それぞれの門に対応する部族の順序は、すべて位の序列と関係しています（宝石とそれぞれの部族との対応、およびその配列の意味については、下記VII.7節「城壁の土台と門」を参照）。それに対して、千年王国のエルサレムの門は、年齢と母親の両方を考慮した一定の原則によって、出生順に並べられています。

北：レアの年長の三人の息子、ルベン、ユダ、レビ（メシヤの部族であるユダがシメオンに代わってこの位置に置かれています）。

東：ラケルの息子たちであるヨセフとベニヤミン、それに彼女の女奴隷ビルハの最初の息子ダン。

南：レアの他の三人の息子、シメオン、イッサカル、ゼブルン。

西：レアの女奴隷（ジルパ）の二人の息子ガドとアシェル、およびビルハの二番目の息子ナフタリ。

以下で見るように、大祭司のエポデの宝石の配列と、城壁の土台となっている宝石（そして、それによって必然的にそれぞれの土台と結びついている門）とを比較することによって、それぞれの門に対応する具体的な部族（およびその結びつきが持つと思われる意味）を特定することができます。この点については、これらの土台が実際に描写され、その順位が示されている黙示録21章15-21節を扱う箇所で、以下に詳しく取り上げます。ここでまず指摘しておくべき重要なことは、それぞれの門が教会の一つの区分を表しており、そのため、それぞれの門には十二使徒のうちの一人と一人の天使が結びつけられているということです。天使たちは「門のところ」に配置され、一方、使徒たちの名は、それぞれに対応する土台石に刻まれています。使徒たちについて言えば、彼らはキリストの花嫁の十二の区分をそれぞれ統率する立場にある（あるいは少なくとも名目上の長である）と思われます。天使たちについて言えば、彼らは教会の各区分に対応し、永遠にそれらと結びついている天使たちの各区分との連絡役、および／またはそれぞれに対応する長であると思われます（そして以下では、それぞれ十二から成る集団について、具体的に誰が属し、どのような役割を割り当てられているのかを考察します）。これから見るように、ヨハネにその栄光のすべてを見せるために与えられたこの壮麗な幻は、息をのむほど美しいだけではありません。それはまた、「この体を通してなされたことが、良いことであれ、価値のないことであれ」（第二コリント5章10節）、その結果に応じて、私たちが永遠にどのような地位を与えられる可能性があるのかを理解するための鍵をも与えてくれるのです。

新しいエルサレムの寸法と構造： 黙示録21章16節は、この都の一辺が、一万二千スタディオンの立方体であることを示しています。スタディオン（stadion/stadium）は600フィート（約183メートル）に相当するギリシヤの長さの単位でした（参照：ヘロドトス2.149）。ただし、「1フィート」の正確な長さは地域によって異なっていました。しかし、ここで用いられている正確な尺度が、エゼキエル40-48章の千年王国のエルサレムに用いられているものと同じであることに注目することが重要です。それは二つの理由から明らかです。第一に、17節では、ここでは人間の尺度と天使の尺度が同じであると述べられているからです（すなわち、天使がエゼキエルのために神殿を測った時と同じように、ここでもヨハネのために、より長い天使の尺度が用いられています。エゼキエル40章5節）。第二に、新しいエルサレムの各辺の長さは、千年王国のエルサレムの各辺の長さの正確に1,200倍だからです＜訳注：ただし、本文中の数値から計算すると120倍-ChatGPT＞（すなわち、千年王国のエルサレムは一辺4,000キュビト、すなわち100スタディオンです。ただし、新しいエルサレムには存在しない神殿の聖域のための区域を差し引いて計算します。エゼキエル45章2節, 48章30節）。したがって、ここでも同じ天的な尺度が用いられていることが分かります。以上に基づけば、新しいエルサレムの長さ、幅、高さは、それぞれ現在の法定マイルで約1,590マイル（約2,560キロメートル）になります。現在の地球に当てはめて考えると、この都は、拡大された千年王国のイスラエル全土を覆うだけでなく、中東の大部分をも覆うことになります。その境界は、おおよそドナウ川からカスピ海、紅海、リビア砂漠へと延び、そこから再び北上してドナウ川に戻ることになります（新しいエルサレムの境界が真北から真南、真東から真西の方向に延びていることは、その門の向きから分かります。参照：黙示録21章13節）。この巨大な都の外側にも、イスラエルの永遠の領土が引き続き存在しなければならないことを考えると、上で述べたように、この必要を満たすために、それに比例して大幅に拡大された新しい地を想定するのが最も妥当でしょう。

「あなたが今、寄留者として住んでいるカナンの全地を、わたしはあなたとあなたの後の子孫に永遠の所有地として与える。そして、わたしは彼らの神となる。」（創世記17章7節/NIV訳）

新しいエルサレムについて時に混乱を招く点の一つは、その高さです。16節では、その高さは長さと幅に等しいと記されています。しかし、この都には、約2,560キロメートルもの高さまで何層もの「階」が積み重なっていると考えるべきではありません。むしろ、この第三の次元、すなわち高さの部分の大半は何もない空間であり、都の地表面は、これまでのあらゆるエルサレムやパラダイスとまったく同じように、人が住むことのできる二次元の面として機能しますが、その全体は、聖別された三次元の外郭によって囲まれています。幕屋の至聖所は、ここをどのように解釈すべきかについての型を示しています。実際、幕屋は天にあるものの型に従って造られたものであると、明確に述べられています（出エジプト25章40節; へブル8章5節）。私たちはこれまでにも、これらの象徴のいくつかを見てきました（そして以下でも考察します）。たとえば、契約の箱は神の戦車の御座を表しており、香の祭壇、燭台、供えのパンの机は、三つの面からイエス・キリストを表しています。[footnoteRef:70] 今の議論においては、空間の比率、そこに置かれている重要なものの配置、そして外側を覆うものという点で、至聖所と新しいエルサレムが似ていることです。 [70:  『サタンの反乱』シリーズ第1部、II.5.b.「幕屋の例示＜象徴的意味＞」、および『来たる艱難期』シリーズ第2部B.I.「天の神殿の型としての地上の幕屋と神殿」を参照してください。] 


幕屋の至聖所も新しいエルサレムも、完全な立方体です（参照：出エジプト26章16節, 36章21節）。至聖所には契約の箱が置かれていました（新しいエルサレムにおける父なる神と小羊の御座に対応します。黙示録22章1-2節）。その上には贖いのふたがあり、ケルビムがそれを見下ろしていました（新しいエルサレムにおける天使たちの存在に対応します）。しかし、至聖所の実際の空間の大部分は何もない空間でした。[footnoteRef:71] 同じように、新しいエルサレムでも、さまざまなものが置かれるのは地表面だけです（御座、いのちの木、いのちの水の川、大通り、そして間違いなく、名前の挙げられていない他の栄光あるものもあり、その中には私たち一人一人の永遠の住まいも含まれます）。御座は都の中心にあり、高い場所に置かれます。そして、都の大きさを考えると、中心にある「山」の高さは非常に高いものになると思われます（実際、幕屋の床面と比較すると、契約の箱と贖いのふたも、相対的な比率においてかなり高い位置を占めています）。これは、被造物の歴史を通じて神が住まわれてきた場所のあり方と一致しています。 [71:  ここには、宇宙全体との類似を見ることができます。宇宙は現在、その大部分が空間であり、物質が占める割合はわずかですが、おそらく将来もその状態は変わらないでしょう。至聖所と新しいエルサレムが完全な立方体であることは、物質宇宙そのものの真の形もまた立方体であることを示唆しています。宇宙が神の「幕屋」として描かれているイザヤ40章22節と比較してください（そして、その「幕屋」も、至聖所と新しいエルサレムにならえば、当然、完全な立方体ということになります）。] 


人類が創造される前：

あなたは心の中で言った。「私は天に上ろう。神の星々よりも高く私の王座を置こう。北の果てにある集会の山に座ろう。雲の高みを越えて上ろう。いと高き神のようになろう。」（イザヤ14章13-14節）

エデンにおいて：

さて、一つの川がエデンから流れ出て（すなわち、高い所から低い所へ流れ下り）、園を潤していた。そしてそこから（すなわち、園を通り抜けた後）、分かれて四つの源流となった。（創世記2章10節）

現在の第三の天において：

しかし、あなたがたが近づいているのは、シオンの山、生ける神の都、天のエルサレムである。（へブル12章22節前半）

また、私が見ると、見よ、小羊がシオンの山に立っておられ、小羊と共に十四万四千人の者たちがいた。彼らの額には、小羊の御名とその父の御名が記されていた。（黙示録14章1節）

千年王国のエルサレムにおいて：

終わりの日に、主の神殿の山はすべての山々のかしらとして堅く立ち、すべての[他の]丘よりも高く上げられ、すべての国々はそこへ流れて来る。（イザヤ2章2節）

その人は私を神殿の入口に連れ戻した。見ると、水が神殿の敷居の下から東の方へ流れ出ていた（神殿は東を向いていた）。その水は神殿の南側の下、祭壇の南から流れ下っていた。（エゼキエル47章1節/NIV訳）

そして、将来の栄光に満ちた新しいエルサレムにおいて：

そして彼は、水晶のように輝くいのちの水の川を私に見せた。その川は神と小羊の御座から流れ出ていた（すなわち、他のすべての場合と同じように、高い所から低い所へ流れ下っていた）。（黙示録22章1節）

上で述べたように、幕屋が外側の幕で完全に覆われていたのと同じように、新しいエルサレムにも、それ独自の三次元の境界があります。幕屋の幕の内側の層は亜麻布でできており、青色（私たちに神へ近づく道を開くことのできる唯一の方が天から来られたことを表しています）、紫色（私たちに神へ近づく道を開くことのできる唯一の方が王であることを表しています）、緋色（私たちに神へ近づく道を開くことのできる唯一の方の犠牲を表しています）から成っていました。この層にはケルビムも刺繍されており、空と宇宙の大空の上にある神の聖なる住まい、すなわち第三の天（キリストによらなければ到達することのできない場所）を象徴していました。幕屋の幕の外側の層は、黒っぽい革質の「海牛の皮」でできており、空の大空を象徴していました。それは青黒い水のような外観を持ち、きらめき、揺らめいていて、その向こうを目で見通すことのできないものでした。永遠の状態においては、神の栄光を被造物から遮る必要はもはやありません。複雑な多層の幕の代わりに、新しいエルサレムは透き通った碧玉で覆われ、その覆いを通して神ご自身の栄光の光が宇宙を照らすことになります。

夜はもはやない。[父と御子の御名を額に記された]人々は、ともしびの光も太陽の光も必要としない。主なる神が彼らを照らされるからである。（黙示録22章5節前半）

幕屋が燭台によって照らされ、その内に神のシェキナの栄光が住んでいたように、新しいエルサレムは神の真の栄光によって照らされます。その栄光は内側から外側の覆いを照らし、さらにその外にあるすべてのものをも照らします。これは、この時から永遠に、神が「私たちと共に幕屋を張られる」という宣言にふさわしいものです。

私の幕屋は彼らの上にある。そして、私は彼らの神となり、彼らは私の民となる。（エゼキエル37章27節）

(5) 主はシオンの山とそのすべての集会の上に、昼には煙の雲を、夜には輝く火の炎を造られる。栄光[に満ちた主の臨在]の上には、それを完全に覆う天蓋があるからである。(6) それは昼の暑さを避ける陰となり、嵐と雨を避ける逃れ場、隠れ場となる。（イザヤ4章5-6節）

都の縁と外側の城壁： 黙示録21章17節について多くの翻訳が示しているのとは異なり、新しいエルサレムを取り囲む城壁の寸法は記されていません。上で述べたように、もしここに記されている144キュビトが城壁を指しているとすれば、真珠の門と宝石でできた土台を持つこの城壁が、新しいエルサレムの巨大な規模と比べて、ヨハネの目に特に目立つものであったというのは、実に奇妙なことです。ほとんどの翻訳（すべてではありませんが）は、144キュビトを城壁の高さと理解しています。しかし奇妙なことに、本文には「高さ」とは記されていません。NIV訳は、この測定値を城壁の幅と理解しており、真実により近い解釈です。それによって、城壁はそびえ立つ都と釣り合うために必要な高さを持つことができます。しかし実際には、144キュビトについて具体的にどの方向の寸法なのかが記されていません。それは、測られているのが城壁そのものではないからです（もし城壁であれば、幅なのか高さなのかを知る必要があります）。測られているのは、都と城壁との間にある縁、すなわち隔てられた空間です。ほとんどの写本に見られる読みである teichos（τεῖχος、ギリシヤ語で「城壁」） は誤りです。シナイ写本は正しい読みである cheilos（χεῖλος、ギリシヤ語で「唇」または「縁」） を保存しています。前者と後者は、ラムダ（λ）の代わりにタウ（τ）があることを除けば、すべての文字が同じなので、前者が後者と誤って読まれた経緯は容易に理解できます＜訳者：より厳密には、τεῖχος（teichos） と χεῖλος（cheilos） の綴りは、ΤΕΙΧΟΣ　vs　ΧΕΙΛΟΣであり、違いは 語頭の Τ / Χ と 語中の Χ / Λ の2箇所です-ChatGPT＞。特に、17節の直前（12節、14節、15節）と直後（18節、19節）の両方で「城壁」が扱われているからです。つまり、これは文脈上の意味に引きずられた誤り（ほかの箇所ではすべて「城壁」なので、ここでも「城壁」であると予想してしまった）か、あるいは視覚上の誤り（文脈の中に teichos が繰り返し現れるため、筆写者の目が近くにある、より一般的なこの語に移ってしまうことは十分にあり得ました）のいずれかでしょう。

幕屋の器具にも、その側面の周囲に聖別を象徴する縁が設けられていたのと同じように（出エジプト25章11節, 25章25節, 37章12節）、また、千年王国のエルサレムでも、聖所のすぐ外側（エゼキエル45章2節）と都そのものの外側（エゼキエル48章17節）に空き地が設けられているのと同じように、新しいエルサレムの城壁も、象徴的な距離を置いて都から隔てられているのがふさわしいことです（すなわち、144キュビト。十四万四千人の殉教者、および一辺一万二千スタディオン×一万二千スタディオンの都と比較してください）。したがって、この隔てられた空間は幅を持つ空間としか考えられず、そのため本文は、どの方向の寸法なのかを示していません（もし144キュビトが本当に城壁そのものの寸法であったなら、どの方向の寸法であるのかが記されていたはずです）。

城壁は、都の外側と同じく、透き通った紫色の碧玉で造られており、都と城壁が本質的に一つであることを示しています。もちろん、この城壁は防御のために必要なのではありません（新しい宇宙には、主に敵対するものは決して存在しないからです）。また、聖別のために必要なのでもありません（新しい宇宙には、聖くないものは決して存在しないからです）。むしろ、土台石が（以下で見るとおり）、私たち主の民がこの地上で主にどれほど仕えたかを記念するものであることから分かるように、この城壁は、主が常に私たちを守る砦であられたという事実を記念するものとなります。

	　　　　　　　　　　　　　　Ⅶ.新しいエルサレムと永遠の状態：黙示録21章1節-22章5節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　　6．新しいエルサレムの姿
					
「主は言われる。『私はエルサレムの周囲を囲む火の城壁となり、その内から輝き出る栄光となる。』」（ゼカリヤ2章5節）

[bookmark: _Toc239517893][bookmark: Ⅶ_7]7. 新しいエルサレムの宝石の土台と各部族の門

(19) 都の城壁の土台は、あらゆる[種類の]宝石で飾られていた。

[南側の門]
第一の土台は碧玉（ガドの門）。
第二の土台はサファイア（シメオンの門）。
第三の土台は紅玉髄（ルベンの門）。

[東側の門]
第四の土台はエメラルド（ゼブルンの門）。
(20) 第五の土台は縞めのう（イッサカルの門）。
第六の土台は赤めのう（ユダの門）。

[北側の門]
第七の土台は貴かんらん石（ダンの門）。
第八の土台は緑柱石（アシェルの門）。
第九の土台はペリドット＜古代のトパーズ＞（ナフタリの門）。

[西側の門]
第十の土台はクリソプレーズ（緑玉髄）（エフライムの門）。
第十一の土台はヒヤシンス石（マナセの門）。
第十二の土台は紫水晶（ベニヤミンの門）。

(21a) 十二の門は十二の真珠であり、それぞれの門は、一個の真珠だけで完全に造られていた。（黙示録21章19-21節前半）

神の民が人類の歴史を通じて経験してきた完全な守りと救いを記念するという役割に加えて、城壁の具体的な特徴、すなわち、その門と土台石は、それぞれの信者が永遠に属することになる特定の区分と、その区分の「色」を明確に示す役割も果たしています。城壁の土台についての描写は、12-13節における十二の門の最初の描写（そこでは門の方角が示されています）と、21節における門そのものについての具体的な描写（そこでは、門自体はすべて同じで、それぞれ一個の真珠でできていることが示されています）との間に挟まれています。したがって、土台は門と本質的に結びついており、具体的には、それぞれの門がそれに対応する一つの土台と結びついています。このことは、それぞれの土台石が具体的にどの部族に対応し、どの位置と順位を占めるのかを分析する上で重要です。

宝石は、天使の各集団を記念として表すために主によって用いられました（エゼキエル28章13節）。[footnoteRef:72] また、宝石はイスラエルの十二部族を表すために、大祭司の胸当てにも用いられました（出エジプト28章17-21節, 39章10-14節）。イスラエルの部族構造は、イエス・キリストを信じる信者の集まり（すなわち、ekklesia / ἐκκλησία、 または「教会」）のすべての者が最終的に振り分けられる組織です（黙示録2章17節。参照：エゼキエル47章21-23節; ゼカリヤ2章11節）。この振り分けは血統に基づくものではなく（アブラハム以前からキリストの再臨までの異邦人信者も含まれます）、特定の家系に基づくものでもありません（ユダヤ人信者自身も、所属する部族が組み替えられます）。そうではなく、功績に応じて行われます。そのことを示しているのが、14節で十二使徒の名がそれぞれ一つの土台に刻まれていると明確に述べられており、各使徒が十二の区分のうち、それぞれ自分に属する階級の君として仕えるという事実です。しかし、各使徒がどの部族に属していたのかは分かっていませんが、彼らが十二部族から一人ずつ選ばれた文字どおりの子孫であり得ないことは明らかです。なぜなら、使徒のうち何人かは兄弟だからです（たとえば、ペテロとアンデレ、ヤコブとヨハネ）。また、使徒の中で最も偉大なパウロが、第七位のベニヤミン（彼の先祖の部族）の君よりも高い地位に就くことも確かでしょう。したがって、使徒たちの振り分けは系図ではなく功績に従って行われ、個々の信者の永遠における配置についても、同じ原則が適用されると考えることができます（参照：創世記48章13-20節; イザヤ66章21節; へブル7章13-14節; 黙示録7章5-8節[ダンを除く]）。サタンの反逆の後、主に忠実であり続けた天使の各集団が再編成され、個々の天使たち（特に、反逆した三つの集団に属していながら、その集団の他の天使たちと共にサタンに従うことを拒み、神への忠誠を守った天使たち）も、それらの集団の中で配置を変えられたと思われるのと同じように、十二部族についても同じことが行われます（参照：黙示録3章4節）。永遠においては、私たち一人一人が受ける報いに加えて、この地上で私たちがどのような者であり、何を成し遂げたかを完全に表す「新しい名」も与えられます（黙示録2章17節, 3章12節; イザヤ65章15節。参照：イザヤ62章2節後半。上記I.7節「教会の裁き」を参照）。そして私たちは皆、新しいエルサレムの永遠の序列の中で、明確な順位とそれぞれに定められた具体的な場所を持つことになります（私たちは一人一人、神にとって「宝石」だからです。ゼカリヤ9章16節; 第一ペテロ2章5節）。 [72:  サタンが堕落する前には、そのような宝石のうち九つを身につけていました。さらに、エゼキエル28章14-16節の「火の石」、すなわち、それぞれの天使を記念する石も、最初の楽園に存在していました。九つの集団のうち三つは離反し、神に反逆する悪魔に加わりました。この点については、「サタンの反乱」シリーズ第4部III.3.b.2.「天使の長老たち」（Angelic Elders）、および同シリーズ第1部III.l.「火の石の間を歩く」（Walking Amidst the Stones of Fire）を参照してください。教会は堕落した天使たち一人一人に代わるものなので、それと入れ替わったことを示すしるしとして、それぞれの信者がこれらの石の一つを受ける可能性があります（参照：黙示録2章17節）。] 


このことは一般には理解されていません（その主な理由は、ヨハネが門を見て回った正しい順序、すなわち東、北、西、南という順序が正しく読まれていないことにあります）。しかし、黙示録21章に示されている細部と、大祭司の胸当てに並べられていた宝石と部族についての情報とを注意深く比較すると、宝石の土台の順序が胸当ての宝石の順序と同じであることが分かります。ヨハネは門を東側（最も順位の高い側）から見始め、反時計回りに進んで南側で見終えました。そして今、ヨハネはその南側から宝石についての描写を始めています。つまり、ヨハネが宝石を南側の門の土台石から列挙し始めているのは、それらの順位が第一位だからではなく、都を最初に一周した後、彼が今いる場所が城壁のこの南側だからです。さらに、宝石の土台は、順位という点で大祭司の胸当ての宝石の順序を反映しているだけでなく（その配列を正しく理解すればそうなります。出エジプト28章17-21節, 39章10-14節）、幕屋の周囲に宿営した各部族の配置順序とも一致しています（民数記2章1-31節。参照：民数記10章11-33節）。ペリドット
ナフタリ

[image: ]

[image: ][image: ]各部族の宿営時の配置は、新しいエルサレムにおけるそれぞれの門の位置と同じです。しかし、それでも順位には違いがあります。宿営時の配置における西側の門に対応する部族は、大祭司の胸当てにおける順位と同じ順位を保っています。すなわち、エフライム、マナセ、ベニヤミンです（この三部族の先頭はエフライムでした。民数記2章18-24節）。しかし、東側と南側の各組はその順位を保っている一方、北側と西側の門に対応する部族の場合には、新しいエルサレムの円環状の順位体系において、それぞれの三部族の最初と最後の部族の順位が入れ替わっています。それは、宿営時の配置が行進を開始しやすくするために定められていたのに対し、新しいエルサレムの配置は絶対的な意味での地位を表しているからです。その結果、ベニヤミンとナフタリの順位は相対的に上がり（それぞれ第9位から第7位へ、第12位から第10位へ）、エフライムとダンの順位は相対的に下がっています（それぞれ第7位から第9位へ、第10位から第12位へ）。[footnoteRef:73] ここには、私たちは皆、クリスチャンとしての競走を始めた時の順位のままで終わるわけではないという霊的な適用があります。自分に与えられた立場を上回る成果を上げることもあれば、与えられた有利な条件にふさわしく生きることができない場合もあります。この点を見落としてはなりません。西側と北側の門に対応する六部族はすべて、幕屋の周囲に宿営していた時と同じ地理的な位置にとどまっていますが、行進の順序を定める体系から連続した順位を示す体系へと変わったため、前述の部族については順位の意味が変わっているのです。 [73:  エゼキエル28章13節と出エジプト28章17-21節および39章10-14節を比較すると明らかなように、天使の諸集団が再編成された際にも、これと同様に相対的な順位の調整が行われたことが分かります。『サタンの反乱』シリーズ第4部、III.3.b.2.「天使の長老たち」（Angelic Elders）を参照してください。] 


その順位について言えば、実際の順序は、東側の最も北にある門の第一位ユダから始まり、時計回りに進んで、北側の最も東にある門の第十二位ダンに至ります。ヨハネが実際に十二の土台を列挙している順序は反時計回りであり、しかも順位の途中から、それも南側から始まっています（それは、ヨハネが土台を見始めた場所がそこだからであり、また、その方向に都を見るようにされたからです）。ヨハネは南側の門の土台石から始め（城壁を二周目に見て回り始めた場所がそこだったからです）、西側で終えています。

（南）6、5、4 ― （東）3、2、1 ― （北）12、11、10 ― （西）9、8、7

宝石の土台と門が非常に壮大なものであることを考えると、どちらも、それ自体が巨大な新しいエルサレムの規模と釣り合っている「大きな高い城壁」にふさわしい、非常に巨大なものであると思われます。したがって、これらの宝石の土台の最も可能性の高い配置は、それぞれが門から門までの区域全体を占め、門と同じ高さを持つというものです。そして、第一、第四、第七、第十の土台は城壁の四つの角を回り込む形で配置され、それぞれの門とその一つ前の門とをつないでいると考えられます（その結果、土台と門の上にある城壁そのものは、途切れることのない透き通った碧玉の完全な帯となります）。実際の順位は（その理由および宝石の正しい特定とともに）、最も栄誉ある位置から始まり、時計回りに進むと、次のとおりです。

[image: ]
東側の部族： 東側は、私たちの主と向かい合う最も栄誉ある場所であり（参照：幕屋と神殿の向き）、したがって、父なる神と御子との最も親しい交わりを持つ場所です（参照：出エジプト25章22節, 29章42節）。東側の三部族に属する者たちは皆、自分の人生に対する神の計画を成し遂げています。すなわち、神とその御子である私たちの主イエスを信じただけでなく（十字架以前には約束されたメシヤとして、十字架以後には啓示されたメシヤとして）、キリストにあって霊的に成長し、霊的成熟の試練を通過し、主から割り当てられた奉仕を完成させた者たちです。この達成の段階は、御座の正面を守るケルビムの、目に見える人間の顔によって表されています。東側の部族に属する者たちは、キリストご自身を映し出すところまで成長し（第二コリント3章18節。参照：第一コリント11章1節; 第一ペテロ2章21節）、クリスチャンとしての歩みと、割り当てられた奉仕において実を結ぶことの両方において「完成した」者たちです（エペソ4章13節。参照：ヤコブ1章4節, 2章22節）。東側の三部族は皆、神から与えられた使命を成し遂げたという栄誉を共にしていますが、その達成の程度には違いがあり、それぞれ「百倍、六十倍、三十倍」という相対的な違いがあります。

1. ユダ： 赤めのう： ヘブル語：אדם / オーデム；　ギリシヤ語：サルディオン / σάρδιον（創世記49章8-12節; 申命記33章7節）。
2. イッサカル： 縞めのう： ヘブル語：פטדה / ピテダー；　ギリシヤ語：サルドニュクス / σαρδόνυξ（創世記49章14-15節; 申命記33章18-19節）。
3. ゼブルン： エメラルド： ヘブル語：ברקת / バレケト；　ギリシヤ語：スマラグドス / σμάραγδος（創世記49章13節; 申命記33章18-19節）。

南側の部族： 南側は、私たちの主の右手側に位置する、二番目に栄誉ある場所です。南側の三部族に属する者たちは皆、自分の人生に対する神の計画において大きく前進しています。すなわち、神とその御子である私たちの主イエスを信じただけでなく（十字架以前には約束されたメシヤとして、十字架以後には啓示されたメシヤとして）、キリストにあって霊的に成長し、高度な霊的成熟の試練を通過した者たちです。この達成の段階は、御座の右側を守るケルビムの、目に見える獅子の顔によって表されています。南側の部族に属する者たちは、キリストご自身に誉れをもたらすところまで成長し（第一コリント6章20節; 第二コリント8章23節; ピリピ1章20節; 第一ペテロ1章7節）、クリスチャンとしての歩みにおいて勇敢に戦い抜いた者たちです（箴言28章1節。参照：第一ペテロ5章8節）。南側の三部族は皆、大きな試練の中で主に信頼したという栄誉を共にしていますが、その達成の程度には違いがあり、それぞれ「百倍、六十倍、三十倍」という相対的な違いがあります。

1. ルベン： 紅玉髄： ヘブル語：נפך / ノフェク； ギリシヤ語： カルケドーン/ χαλκηδών（創世記49章3-4節; 申命記33章6節）。
2. シメオン： サファイア： ヘブル語：ספיר / サッピール； ギリシヤ語：サッフィロス / σάπφιρος（創世記49章5-7節。参照：申命記33章8-11節）。
3. ガド： 碧玉： ヘブル語：יהלם / ヤハローム； ギリシヤ語：イアスピス/ ἴασπις（創世記49章19節; 申命記33章20-21節）。

西側の部族： 西側は、御座の後方を守る特別な位置にあり、三番目に栄誉ある場所です。西側の三部族に属する者たちは皆、自分の人生に対する神の計画において前進しています。すなわち、神とその御子である私たちの主イエスを信じただけでなく（十字架以前には約束されたメシヤとして、十字架以後には出現したメシヤとして）、キリストにあって霊的に成長した者たちです。この達成の段階は、御座の後方を守るケルビムの、目に見える鷲の顔によって表されています。西側の部族に属する者たちは、キリストご自身に信頼するところまで前進し（出エジプト19章4節; イザヤ40章31節; コロサイ1章10節; 第二テサロニケ1章3節; 第一ペテロ2章2節; 第二ペテロ3章18節。参照：エペソ4章15-16節; コロサイ2章19節）、クリスチャンとしての歩みにおいて霊的成熟に達するまで成長した者たちです（エペソ4章13節; コロサイ4章12節; へブル5章13節; ヤコブ1章3-4節）。西側の三部族は皆、主を知る知識において成長したという栄誉を共にしていますが、その達成の程度には違いがあり、それぞれ「百倍、六十倍、三十倍」という相対的な違いがあります。

1. ベニヤミン： 紫水晶：ヘブル語：אחלמה / `achalamah；ギリシヤ語：amethystos / ἀμέθυστος（創世記49章27節; 申命記33章12節）。
2. マナセ： ヒヤシンス石：ヘブル語：לשם / leshem；ギリシヤ語：hyakinthos / ὑάκινθος（創世記49章22-26節; 申命記33章13-17節）。
3. エフライム： 緑玉髄：ヘブル語：שבו / shebho；ギリシヤ語：chrysoprasos / χρυσόπρασος（創世記49章22-26節; 申命記33章13-17節）。

北側の部族： 北側は、御座の左手側に位置する、最後の栄誉ある場所です。北側の三部族に属する者たちは皆、自分の人生に対する神の計画に応答し、神とその御子である私たちの主イエスを信じただけでなく（十字架以前には約束されたメシとヤして、十字架以後には啓示されたメシヤとして）、最後まで自分の信仰を失うことなく守り通した者たちです。この達成の段階は、御座の左側を守るケルビムの、目に見える雄牛の顔によって表されています。北側の部族に属する者たちは、キリストご自身に対する信仰を堅く保ちながら人生の試練を耐え抜き（イザヤ1章3節; 第一テモテ1章18-19節, 6章12節; 第二テモテ4章7節; へブル4章14節）、その尊い信仰を、一杯の食物と引き換えにすることを拒んだ者たちです（へブル10章35-39節, 12章16節; 第二ペテロ2章21-22節）。北側の三部族は皆、主に対する信仰を守り通したという栄誉を共にしていますが、その達成の程度には違いがあり、それぞれ「百倍、六十倍、三十倍」という相対的な違いがあります。

1. ナフタリ： ペリドット：ヘブル語：ישפה / yashepheh；ギリシヤ語：topazion / τοπάζιον（創世記49章21節; 申命記33章23節）。
2. アシェル： アクアマリン・ベリル：ヘブル語：שהם / shoham；ギリシヤ語：beryllos / βήρυλλος（創世記49章20節; 申命記33章24-25節）。
3. ダン： 貴橄欖石：ヘブル語：תרשיש / tarshish；ギリシヤ語：chrysolithos / χρυσόλιθος（創世記49章16-18節; 申命記33章22節）。

ここで注意すべき重要なことは、ある人々の際立った功績が、他の人々のより小さな功績の価値を少しも低くすることはないということです。私たちが永遠にどの「部隊」に所属することになろうとも、一人一人の信者が主の御前に覚えられる特別な生ける石であるのと同じように（ゼカリヤ9章16節; 第一ペテロ2章5節）、それぞれの部族も独自の祝福を受けます（上で参照したヤコブとモーセによる祝福を比較すれば分かります）。さらに、それぞれの部族は特別な形で他と区別され、記念されるにふさわしいものです。そのことは、各部族に固有の美しい宝石と、それぞれに与えられた独自の門によって示されています。また、それぞれの門には、特定の高い地位にある天使と使徒である君が結びついています。最も順位の低いダン族の中で最も順位の低い者、すなわち、教会全体のすべての者の中で、得た報いが最も少ない信者でさえ、永遠にわたって至福の喜びに満たされます。その人もイエス・キリストを完全に自分のものとして持ち、いのちの木に近づくことができ、新しいエルサレムに永遠の住まいを持つからです。したがって、永遠の御国で最も小さい者でさえ「勝利を得た」のです（第一コリント15章54-57節; 第一ヨハネ5章4節; 黙示録2章7節, 2章11節, 2章17節, 2章26節, 3章5節, 3章12節, 3章21節）。その結果、その人は永遠の平安と祝福とともに「栄光と誉れと不死」を受けます（ローマ2章7-9節）。そして、火の池に定められたすべての不義な不信者の中で最も罪の軽い者と比べても、比べることができないほど幸いな状態にあるのです。

殉教と永遠の報い

上記のことから分かるように、新しいエルサレムではレビ族に門が割り当てられていません。もちろん、レビは他の部族の中から、主に対する特別な奉仕のために選ばれました。そのため、レビ族は大祭司の胸当てにその名を刻まれた宝石によって表されていませんでした。しかし、それはレビ族がイスラエルの中に場所も相続地も持っていなかったという意味ではありません。それどころか、この部族の者たちは、自分たちの肉親よりも主を選びました（出エジプト32章26-29節）。その結果、レビ族には特別な地位が与えられ（申命記33章8-11節）、主ご自身が彼らの相続分となられました（申命記10章9節）。レビ人は特別に「主のために聖別され」（出エジプト32章29節）、主への献身のゆえに特別な祝福を受けたのであって、何らかの意味で除外されたのではありません。これと似たことを、選ばれた天使たちの中に特別な集団が存在することにも見ることができます（たとえば、ケルビム、大天使、四方の風をつかさどる四人の天使など）。すなわち、模範的な奉仕のゆえであることは間違いありませんが、天使の諸集団の組織から完全に分けられた特定の者たちです。したがって、この点から、教会のこれら十二の区分に加えて、レビ族に対応し、レビ族によって表される選り抜きの者たちから成る特別な集団も存在すると考えることができます。彼らは、この地上の生涯において、他のすべてのものよりも主を重んじたことへの報いとして、主と特別に親しい関係を持つ者たちです（参照：イザヤ66章21節）。イエスの右と左に座る、名を記されていない二人は明らかにこの部類に属しており、十二の区分を君として治める使徒たちも、間違いなくこの集団に属するでしょう（この点では、同じように別個の集団を形成する大天使たちに対応しています）。また、旧約聖書の預言者たちも、この選り抜きの集団に含まれると考えることができます（教会は「使徒たちと預言者たち」という土台の上に建てられているからです。エペソ2章20節）。しかし、この最も栄誉ある集団に加えられるにふさわしい者となるための主要な特徴は、殉教です（黙示録20章4節）。たとえば、十四万四千人は明らかにこの集団に含まれると思われます（参照：黙示録14章1-5節）。偉大な預言者や使徒の中には、主のために命を奪われなかった者もいたでしょう。また、迫害によって命を落とした者がすべて、この特別な集団に加えられる栄誉を受けるわけではないかもしれません。しかし、最高の段階の報いを得て、名のある部族の中で最も順位の高いユダ族に属する資格を得た際立った信者が殉教した場合、その殉教が、永遠に主のために特別に聖別された、名のないレビ族に加えられる最も一般的な根拠になると思われます。少なくとも、このような信者たちは皆、イエスの御名のために厳しい迫害を受けるところまで信仰の歩みを進めた者たちであると考えることができます。彼らは、キリストを信じ、キリストに信頼し、キリストに誉れをもたらし、キリストをその生き方において映し出しただけでなく、キリストの苦しみにもあずかった者たちです。（第一ペテロ4章13節。参照：ローマ8章17節; 第二コリント1章5節; ピリピ3章10節; コロサイ1章24節; 第二コリント12章7-10節）。

(19) なぜなら、あなたがたの祈りと、イエス・キリストの御霊から与えられる助けによって、このことが私の救いにつながることを知っているからである。(20) 私が切に待ち望み、希望しているとおり、私は決して恥じることなく、むしろ、いつものように今も、何一つためらうことなく、生きるにしても死ぬにしても、この私の体を通してキリストがあがめられることであろう。(21) 私にとって、生きることはキリストであり、死ぬことは益である。（ピリピ1章19-21節）
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具体的な名は挙げられていませんが、十二の門と、それぞれの門に対応する部族および宝石に結びつけられる使徒と天使の配置も、同じように功績に基づいて決められると考えることができます。したがって、パウロがユダの門を担当する使徒でないということは、まず考えられません（そしてヨハネとペテロが東側の残り二つの部族を担当することになるでしょう）。天使たちについては、教会の七つの時代に結びつけられていた同じ天使たちが、人間と天使との象徴的な仲介役という務めを引き続き果たす者たちである可能性が高いと推測しても、不当ではないでしょう。[footnoteRef:74] さらに彼らに加えて、教会時代に先立つ千年ずつの四つの時代に、それぞれ同様の務めを任されていた名の記されていない指導的天使たちと、艱難期にこの務めを担う天使も含めることができます（艱難期は、イスラエルと教会が共に関わる特別な期間であり、七人の天使に委ねられた範囲には含まれていません）。[footnoteRef:75] [74:  『来たる艱難期』シリーズ第1部.V.「七つの教会の天使たち」を参照してください。]  [75:  千年王国の間は、復活した教会が存在するため、実際に仲介役を務める天使は必要ありません。門のところに天使の仲介役がいることは、これらの天使たちが、都の中にいる教会そのものと、都の外にいる花嫁の友人たちの両方のために、二つの役割を果たすことを示しています。] 

最後に、上で述べたように、教会の永遠の組織を構成する各区分に十二部族の名が与えられることは、まことにふさわしいことです。私たちは今や皆キリストにあって一つであり、キリストの血によって神に近い者とされ、私たちを隔てていた隔ての壁は、キリストの犠牲によって取り除かれたからです（申命記32章8節; ミカ5章3節; ローマ11章17-21節; ガラテヤ6章15-16節; エペソ2章11-21節）。[footnoteRef:76] さらに、以前にも述べたように、ユダヤの祭儀暦から得られる情報に基づけば、神の家族の最終的な構成（教会と花嫁の友人たちを合わせたもの）は、おそらく、もともと異邦人であった者たちと、もともとユダヤ人であった者たちが同じ割合を占めることになります（千年王国の間には、ユダヤ人が他の時代と比べて非常に多く主のもとへ来ることになります）。[footnoteRef:77] [76:  『サタンの反乱』シリーズ第5部、II.8.b.i.「究極の組織としてのイスラエル」（Israel the Ultimate Organization）を参照してください。]  [77:  『サタンの反乱』シリーズ第5部、II.8.b.i.「四つのギャップとその 12 日間のグループの象徴（The Symbolism of the Four Gaps and their Twelve-Day Groupings）を参照してください。] 


8. [bookmark: _Toc239517894]都の内部

(21b) 都の[大通りの道路網]は、透き通った水晶[でできている]かのような純金であった。(22) 私は[都]の中に神殿を見なかった。全能者なる主なる神がその神殿であり、小羊もまたそうだからである。(23) 都には、それを照らす太陽も月も必要ない。神の栄光が都を照らし、小羊がそのともしびだからである。(24) 諸国の民はその光によって歩み、地の王たちは自分たちの栄光を都の中に携えて来る。(25) 都の門は昼の間、決して閉じられることがない。実際、そこには夜が[全く]ないからである。(26) 人々は諸国の民の栄光と誉れ（すなわち、価値ある良いものすべて）を都の中に携えて来る。(27) 汚れたもの、忌むべきことを行う者、またどんな偽りを行う者も[都]の中に入ることはない。ただ、小羊のいのちの書に記されている者たちだけが入る。（黙示録21章21節後半-27節）

大通り： 通常「通り」と訳される（ASV、ESV、KJV、NASB。NIV訳では「大通り」）ギリシヤ語 プラテイア（πλατεῖα）は、実際には、前述のすべての門と都の中心である「神と小羊の御座」（黙示録22章1節, 22章3節）とを結ぶ主要道路網を指しています。明らかに、面積が250万平方マイル（647万km²）を超える都に、一本の通りしかないはずはありません。また同様に明らかなことですが、十二の主要な門のそれぞれには、その門を通って都に出入りする幹線道路がなければなりません（何と言っても、「地の王たちは自分たちの栄光を[都]の中に携えて来る」のは、これらの門を通ってでなければならないからです。黙示録21章24節）。このギリシヤ語はしばしば都市の広場を指して用いられますが、この道路網を構成する十二本の主要な幹線道路は、それぞれ非常に幅の広いものであると考えることができます（都とその門の巨大な規模にふさわしいものです）。これらの大通りの中央にはいのちの水の川が流れ、その両岸には、それぞれ、いのちの木から成るまさに森のような木々が生い茂ることを考えれば、なおさらそう言えます。これら十二本の巨大な大通りは、車輪の中心から放射状に伸びるスポークスのように都の中心から外へ広がり、それぞれに対応する門のところで城壁と交わっているに違いありません。大通りどうしの間隔の角度が（それぞれ30度と）等しく、それによって門の位置が定められている可能性もありますが、これらの主要な大通りの通る方向は、それぞれに対応する門と交わる必要によって定められている（そして門はおそらく城壁に沿って均整の取れた間隔で配置されている）と考える方がはるかに可能性が高いでしょう。

この大通りの道路網がどれほど壮大なものであろうとも、使徒ヨハネの注意を引いたのは、その材質であったようです。この道路網は、都そのものについて用いられた表現と似てはいるものの、同一ではない言葉で描写されています。大通りを構成する水晶のような金は、単に透き通っているだけでなく、「光を通して輝く」ものです。もちろん、英語ではこれらの言葉は同義語ですが、後者の言葉は、ギリシヤ語の形容詞 ディアウゲース（διαυγής）が表そうとしている付加的な性質をより明確に示しています。すなわち、単に透明であるだけでなく、光を放つような性質を持っており、そのため、透き通った金で造られた都の中にあってさえ、黄金の大通りがはっきりと目立って見えるのです。人間の心では到底思い描くことのできないほど美しい都の中にあっても、この放射状に広がる大通りの道路網がひときわ目立つ存在となることは、まことにふさわしいことです。

このようにして、都への（巨大で白く輝く真珠として、ひときわ目立つものとなる）入口と、門を通って都の中心へと続く大通りは、この地上の生涯において何よりも重要であったものを象徴します。それらは、永遠のいのちへの門であり（ヨハネ10章7-9節。参照：マタイ7章13-14節）、御父に至る唯一の道であられる（ヨハネ14章6節。参照：マタイ7章13-14節）、私たちの愛する主また救い主イエス・キリストへと導き、キリストを指し示しているのです。都の中心にある御座は、十二本の光り輝く幹線道路がそこから放射状に伸びる起点であると同時に、それらすべての道路が通じる中心でもあります。その御座は都を見下ろす高い場所にそびえ（参照：ゼカリヤ8章3節; 黙示録22章1節）、神ご自身の栄光によって輝きわたります（黙示録21章23節, 22章5節）。

住まい： 都の内部が透き通った金でできているというヨハネの印象（黙示録21章18節後半）は、新しいエルサレムにある住まいがどのようなものであるかを知るための唯一の手がかりです。すでに見たように、都の主要な大通りには広大な空間が設けられます。また、都の中心にある御座の周囲にも、過去にそうであったように（ヨブ1章6節; 2章1節）、また現在もそうであるように（黙示録5章11節, 7章9節）、主の民が御前に集うための非常に広い空間が必要であることは言うまでもありません。また、現代の都市の場合と同じように、都の残りの区域全体が建物で埋め尽くされていると考えるべきでもありません。つまり、ギリシヤ語のポリス （πόλις： 黙示録21-22章に十二回現れます）は、その領域全体を含む一つの国全体を指すこともあります（何と言っても、新しいエルサレムの大きさはアメリカ合衆国本土の大きさにほぼ匹敵します）。都そのものについてヨハネが述べている全体的な描写から判断すると、そこにある建物は、見る者の心を深く揺さぶるほど壮麗なものであるに違いありません。

あなたがたは心を騒がせてはならない。神を信じ、また私をも信じなさい。私の父の家には多くの住む場所がある。もしそうでなかったなら、私はあなたがたにそう言っておいたであろう。私はあなたがたのために場所を備えに行くからである。そして、私が行ってあなたがたのために場所を備えたなら、再び来て、あなたがたを私のもとに迎えよう。それは、私のいる所に、あなたがたもいるためである。（ヨハネ14章1-3節）

新しいエルサレムの巨大な規模と上記のイエスの約束を考えれば、すべての信者がこの黄金の都に永遠の住まいを持つことは明らかであり、最も小さい者、最も後の者であっても、その住まいは言葉では言い表せないほどすばらしいものであると確信できます。現在の天のエルサレムは天使たちの住まいでもあり（へブル12章22節）、新しいエルサレムでも同様であると考えることができます（参照：創世記3章24節; 出エジプト36章8節; 詩篇36篇7節[ヘブル語]; 黙示録4章4-10節, 5章11節, 21章12節）。私たちの永遠の住まいが現在すでに天のエルサレムに備えられているかどうかは分かりません。しかし、最終的に満たされる教会の全人数は、堕落した天使たちの数と正確に等しいと思われるため、私たちが神の家族の中で彼らに取って代わったのと同じように、信者たちがかつてサタンに従った者たちの住まいであった場所を受け継ぐ可能性もあります（参照：ルカ11章22節）。[footnoteRef:78] [78: 『サタンの反乱』シリーズ第5部、II.8.b.i.「四つのギャップとその 12 日間のグループの象徴（The Symbolism of the Four Gaps and their Twelve-Day Groupings）の第5項「イスラエルは究極の組織である」＜リンク先ファイルの76頁-＞を参照してください。「したがって、神の家族の最終的な組織は、次のようになると思われます。一方には、24人の長老によって代表される選ばれた天使たちの六つの集団があり、他方には、それを補完し、数において等しい、救われて復活した人間から成る十二部族があり、それらは24の階層に組織されます。そして、その両者を神人イエス・キリストが統治されます。」] 

十二部族の領域を分ける一つの可能性として、それぞれの部族が、自分の主要な大通りの両側に広がる区域を占め、その境界が、左右に隣接する大通りとの中間に等距離で引かれるという配置が考えられます。もしそうであるなら、幾何学的には、四辺の中央の門に対応する四部族の領域は、四つの角の両側に位置する八部族の領域よりもかなり小さくなります。ただしこれは、都の門が城壁に沿って等間隔に配置されていると仮定した場合です（19-21節の描写では、同じ大きさの土台石が門と門との間を埋めているように見えることから、実際にそのような配置であると思われます）。新しいエルサレムは円形ではなく正方形なので、このように配置された門と交わるために、十二本の主要な幹線道路が中心から外側へ放射状に伸びる角度は同じにはなりません。その幾何学的な結果として、四辺の中央の門に対応する部族の領域は明らかに小さくなります。もちろん、この不均衡はいくつかの方法で調整できるかもしれません（たとえば、中央の広場を斜めに配置し、その四つの角が東西軸と南北軸に接するようにすれば、ある大きさまで広げることによって、理論上は十二の領域をすべて同じ面積にすることができます。ただし、大通りの幅が分からないため、その点を計算することはできません）。しかしまた、クリスチャン生活の他のすべてのことと同じように、良い意味でも悪い意味でも、両極端に当たる例は、その中間に当たる例よりも多いということなのかもしれません。神の御計画と御心に対する四つの応答の段階すべてにおいて、中程度の努力にとどまる信者よりも、最小限の努力をする者と最大限の努力をする者の両極に、多くの信者が集まる傾向があったのかもしれません。

最終的に割り当てられる部族の中で、私たちの永遠の住まいがどこに位置するかについて言えば、主に近い場所ほど望ましく、遠い場所ほどそれに劣ることは明らかです。したがって、部族の領域が同心円状に配置され、順位の高い部族ほど御座に近く（ユダ族が中央の集会区域に最も近く）、順位の低い部族ほど城壁に近い（ダン族が城壁に直接接する）という可能性もあります。いずれの場合にも、この地上の生涯で得た報いが大きいほど、その住まいも大きく、御座のある丘のより高い所に位置し、主により近いものとなると考えることができます。しかし、これらの理由から、城壁の近くは都の中では比較的望ましさの低い場所であるとしても、それでも「神の家の門番である」ことは、「悪しき者の天幕」において最も名誉ある場所を得ることよりも、はるかにすばらしいことです（詩篇84篇10節）。

御座： 私たちはすでに、黙示録4-7章を扱った際（本シリーズ第2B部＜リンク先ファイルの29頁-/あるいはA5版印刷本「来たる艱難期第２部：艱難期の天の前奏曲」の52頁-を参照下さい＞）に、現在の天にある御座と、それに仕える天使の長老たちおよびケルビムについて取り上げました。

(2) たちまち私は御霊にあって、見ると、[第三の]天に一つの御座が据えられており、その上に[ある]方が座っておられた。(3) 御座に座っておられる方は、碧玉や赤めのうのように見えた。また、御座の周りには虹（すなわち、神の栄光）があり、エメラルドで[できたもの]のように見えた。(4) 御座を取り囲んで二十四の[別の]御座があり、それらの御座には二十四人の長老たちが白い衣をまとって座っていた。その頭には金の冠があった。(5) 神の御座からは、稲妻と声と雷鳴が出ていた。また、御座の前には七つの火のともしびが燃えていた。これらは神の七つの霊である。(6) 御座の前には、水晶のようなガラスの海があった。そして御座の中央、御座を取り囲むように、前にも後ろにも目で満ちた四つの生き物がいた。(7) 第一の生き物は獅子のようであり、第二の生き物は若い雄牛のようであり、第三の生き物は人のような顔を持ち、第四の生き物は飛んでいる鷲のようであった。（黙示録4章2-7節）

さばきを示すしるし（すなわち、稲妻と声と雷鳴）がなくなっていることと、水晶の海がなくなっていること（都が今や地上に降りて来ているため、地上を見るための窓としては必要ないからです）を除けば、本文は、この御座が現在、父と御子が威厳をもって座しておられるのと同じ御座であることを示唆しています。しかし、新しいエルサレムには神殿の建物はありません。「全能者なる主なる神と小羊がその神殿」だからです（黙示録21章22節。黙示録7章15節, 11章19節, 14章15-17節, 15章5-6節, 16章1節, 16章17節と対照）。御座は都のちょうど中心にあり、いのちの水の川が流れ出る高い場所に置かれています。父と御子というお二方において現される神の栄光は、七つの太陽よりも強烈な、まばゆい虹のような光で世界を照らします（イザヤ30章26節）。その時には、完全な者とされた被造物が、主をありのままに仰ぎ見る特権を与えられても滅ぼされることがないため、ついにシェキナの栄光が覆いを取り除かれて現されることになるのです（出エジプト33章18-23節）。

都の外： 新しいエルサレムの門は常に開かれています（黙示録21章25節）。もはや夜は決してなく（黙示録21章25節, 22章5節）、不安や危険の時もなく、また、すべての罪が新しい天と新しい地から焼き尽くされているため、汚れたものが中に入ることも決してありません。「諸国の王たち」は「自分たちの栄光」（すなわち、完全な新しい宇宙で生み出される価値ある良いものすべて）を都の中に携えて来て（黙示録21章24節, 21章26節）、彼らが代表する諸国の民は「その光によって歩みます」（黙示録21章24節）。さらに、いのちの木の葉は、都の城壁の外にいるこれらの諸国の民に益をもたらします（黙示録22章2節）。これらを総合して考えると、都の城壁の外にもかなり多くの人々が住むことは明らかです。また、彼ら、とりわけその指導者たちは、定期的に都の中へ入ることも明らかです。したがって、この選ばれた人々の集団は、黙示録22章15節でヨハネが述べている者たち（すなわち、「外には犬どもがいる」など）とは、はっきり区別しなければなりません。なぜなら、その箇所でこれらの捨てられた者たちは、その直前の14節に出て来る人々、すなわち、「いのちの木にあずかる権利を持ち、門を通って都に入る」大勢の人々と意図的に対比されているからです。「犬ども」とは火の池に投げ込まれた者たちであり、「外」とは「外の暗闇」を指しています（マタイ8章12節, 22章13節, 25章30節）。どちらの場合にも重要なのは、神から完全に隔てられているということです（ギリシヤ語はそれぞれ exo / ἔξω（エクソー）と exoteros / ἐξώτερος（エクソーテロス）であり、後者は前者の比較級です）。つまり、「外」とは単に新しいエルサレムの外にいるということではなく、主の永遠の世界そのものの「外」にいること（すなわち、火の池にいること）を意味しています。なぜなら、「いのちの書」に名がなお記されているのは信者だけであり、都の外に住む信者たちの名もそこに記されているからです（黙示録21章27節）。

目を覚ませ、目を覚ませ、シオンよ。力をまとえ。聖なる都エルサレムよ、あなたの麗しい衣をまとえ。割礼を受けていない者や汚れた者が、再びあなたの中に入ることはない。（イザヤ52章1節/NIV訳）

	　　　　　　　　　　　　　　Ⅶ.新しいエルサレムと永遠の状態：黙示録21章1節-22章5節　　　　　　　　　　　　　　　　　	　8．都の内部
					
新しいエルサレムの外にある新しい地の住民は、「花嫁の友人たち」、すなわち、人類の歴史の終わりまで復活と報いを受けない千年王国時代の信者たちから成ります。その人数は花嫁と同数となり、その結果、救われた人類全体の数は選ばれた天使たち全体の数と等しくなります（サタンとその追随者たちは、教会によって一人対一人の対応で置き換えられ、千年王国時代の信者たちの集団によって、キリストには「二倍の分」が与えられることになります）。[footnoteRef:79] 「花嫁の友人たち」は異邦人（その王たちは黙示録21章24節に記されています）からも成りますが、ユダヤ人が非常に大きな割合を占めることになります（別の箇所で述べたように、教会における異邦人とユダヤ人の三対一という割合は、千年王国の間には正確に逆転すると私たちは考えています）。[footnoteRef:80]  [79:  『サタンの反乱』シリーズ第5部、II.8.b.「第7日」の「『七日間』解釈の根拠」（Evidence for the "Seven Days" Interpretation）を参照してください。]  [80:  『サタンの反乱』シリーズ第5部、II.8.b.i.「四つのギャップとその 12 日間のグループの象徴（The Symbolism of the Four Gaps and their Twelve-Day Groupings）を参照してください。] 

したがって、都のすぐ外側には、その首都である新しいエルサレムの規模に比例して領土も大きく拡張された、新しいイスラエルがあると考えることができます（参照：創世記7章17節＜訳註：おそらく17章7-8節の誤植＞）。

「あなたの子孫は地のちりのようになり、西へ、東へ、北へ、南へと広がる。地上のすべての民は、あなたとあなたの子孫によって祝福される。」（創世記28章14節/NIV訳）

大幅に拡張された新しい地の残りの部分（そして、もしかすると新しい天の残りの部分も）は、「花嫁の友人たち」によって住まわれ、管理されることになります（詩篇45篇14-15節; 黙示録19章9節）。

いと高き方が諸国の民に相続地を与え、人の子らを分けられた時、イスラエルの子らの数に従って、諸国の民の境を定められた。（申命記32章8節）

[bookmark: _Toc239517895][bookmark: Ⅶ_9]9. いのちの水の川といのちの木

(1) そして御使いは、神と小羊との御座から流れ出る、氷の結晶のようにきらめく、いのちの水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から流れ出ていた。(2) [新しいエルサレムの十二本の主要な]大通りの中央と、[それらの大通りを流れる]この[いのちの水の]川の両岸には、いのちの木があり、十二回の実を結び、月ごとに、毎月その実を実らせていた。そして、その木の葉は[すべての]諸国の民が楽しむためのものであり、(3a) もはやいかなる分裂もなくなる。（黙示録22章1-3節前半）

エデンから流れ出ていた川（園を潤していた川）と、千年王国の神殿から流れ出る川（アラバと西の海を潤す川）が、それぞれの楽園において際立った要素であるのと同じように、いのちの水の川は、新しいエルサレムの主要な特徴となります。いのちの木についても、この三つの場合すべてに同じことが当てはまります。しかし、新しいエルサレムでは、この川と木が永遠に与える実際の祝福という面だけでなく、それらが持つ重要な象徴的意味のためにも、その存在はひときわ際立ったものとなります。いのちの木は私たちの主イエスを表し、その実を食べることは主に信仰を置くことを象徴しています[footnoteRef:81]。そして、イエスについての真理は、そこから飲むすべての者のうちに、永遠の命に至る水を湧き上がらせる、生ける水の泉なのです。 [81:  幕屋の供えのパンに見られる、これと同一の象徴的意味と比較してください。『サタンの反乱』シリーズ第1部、II.5.b節「幕屋が示す象徴」（The Illustration of the Tabernacle）、および『来たる艱難期』シリーズ第2部B.I.「天の神殿の型としての地上の幕屋と神殿」（The Earthly Tabernacle and Temple as a Type of the Heavenly Temple）を参照してください。] 


イエスは彼らに言われた。「私はいのちのパンである。私のもとに来る者は決して飢えることがなく、私を信じる者は永遠に渇くことがない。」（ヨハネ6章35節）

そして、彼ら（すなわち、出エジプトの世代）は皆、同じ霊的な飲み物（すなわち、信じる真理を象徴する、神から与えられた水）を飲んだ。彼らは皆、自分たちについて来た霊的[な意味を持つ]岩から飲んだからである。そして、その岩とはキリストであった。（第一コリント10章4節）

この世でイエスに信仰を置く者たちにとって、いのちの水といのちの木は、現在の私たちの理解を超えた霊的な糧と肉体的な祝福を、永遠にわたって与えることになります。

(7) [主よ、]あなたの慈しみは何と尊いことであろう。力ある者たち（すなわち、天使たち）も人の子らも、あなたの翼の陰に身を避ける。(8) 彼らはあなたの家から[流れ出る]豊かさを心ゆくまで飲む。あなたは彼らに、あなたの喜びの川から飲ませてくださるからである。(9) いのちの泉はあなたとともにある。あなたの光によって、[その日]私たちは[まことの]光を見る。（詩篇36篇7-9節）

いのちの水の川： 園を潤していた川が、神の「喜び」の場所であるエデンから流れ出ていたのと同じように、また、死海にいのちを与える千年王国の水の川が神殿から流れ出るのと同じように、永遠のいのちの水の川は神の御座から流れ出ます。それによって、永遠のいのちの源と永遠に続く祝福の源がどこにあるのかが明確に示されます。かつて裁きのために御座から流れ出ていた火の川（ダニエル7章10節）に代わって、この川は、地上における最終的な安住の場所に置かれた御座から流れ出て、神の民に対する神の恵みの源を象徴的に示すと同時に、実際にその恵みを与えるものとなります。

さあ、渇いている者は皆、水のところに来なさい。（イザヤ55章1節）

上で述べたように、黙示録22章2節に記されている「大通り」は、実際には新しいエルサレムの大通りの道路網を指しています。したがって、父と御子の御座から流れ出るいのちの水の川は、永遠のシオンの山から一本の流れだけとなって下るのではなく、十二の流れとなり、十二本の広々とした大通りのそれぞれの中央を、川となって流れ下ります。そして、それぞれ十二の門を通って都の外へ流れ出て、永遠のイスラエルと新しい地の表面を潤します（参照：エゼキエル47章1-12節。エゼキエルに示されたのは、千年王国の神殿から流れ出る東側の流れだけですが、実際には二つの流れがあります。ゼカリヤ14章8節）。その水そのものは「水晶[の氷]のようにきらめき」、見る者に喜びを与え、それを飲むすべての者に肉体的、霊的な祝福を与えます。水は、聖書において神の真理の御言葉を象徴しているので（イザヤ55章1-3節; ヨハネ3章5節, 3章8節[ギリシヤ語], 4章10節, 4章13-14節, 7章37-39節; 第一コリント10章4節; エペソ5章26節; へブル10章22節; 第一ヨハネ5章8節[三位一体について]; 黙示録7章17節, 21章6節, 22章1節, 22章17節。参照：出エジプト17章5-6節; 民数記20章8節; 詩篇42篇1-2節, 63篇1節, 84篇5-7節; イザヤ41章17節, 44章3節）、この水がもたらす特別な霊的な恵みとは、まさにそのこと、すなわち、主についての真理、主がどのような方であるか、そして主がなさったすべてのことについての真理なのかもしれません。イエスこそ、まことの生ける水の泉だからです（イザヤ8章6節; エレミヤ2章13節, 17章13節; ヨハネ4章10-14節, 7章38節; 黙示録7章17節）。これらの水が決して涸れることがなく、たとえ一人の人が永遠にわたって休むことなくそこから飲み続けたとしても、私たちを造り、私たちを愛し、私たちの愛する主イエス・キリストにあって私たちを救ってくださった神についての真理の源を、その深みまで汲み尽くすことは決してできないと考えると、胸が躍ります。

私は一つのことを主に願った。それを私は求め続ける。私の生涯のすべての日に主の家に住み、主の麗しさを仰ぎ見、その宮で主を尋ね求めることを。（詩篇27篇4節/NIV訳）

御霊と花嫁は言う。「来なさい。」これを聞く者も、「来なさい」と言いなさい。渇いている者は来なさい。望む者は、いのちの水をただで受けなさい。（黙示録22章17節）

いのちの木： いのちの木については、英語訳を読んだだけではすぐには分からない、いくつかの重要な点があります。第一に、ここで「木」という語は集合的な意味で用いられています。ここで述べられているのは、まさに木々から成る森です。第二に、この森は、十二本すべての水路に沿って、いのちの水の川の両岸に広がっています。その道路網の総延長は3万2,000キロメートルを超え、しかも川の水路の両側に木々が並んでいます。川の幅や、両岸の森林地帯がどれほどの幅を占めるのかについては推測するほかありませんが、都の巨大な規模と十二本の大通りそれぞれの幅がおそらく非常に広いことを考えれば、その距離も決して小さなものではないでしょう。簡単に言えば、いのちの木は新しいエルサレムのかなり広い区域を占めることになります。第三に、十二回の実りは順番に生じるのではなく、一年のどの時期であるかにかかわらず、同時に生じます（これが「月ごとに、毎月」の意味です）。実は時間的に分けられているのではなく、場所によって分けられています。すなわち、川の十二の支流のそれぞれに沿って生える木々が、それぞれ異なる種類の実を結び、一つの部族につき一種類の実が与えられます（イスラエルの十二部族を表すために幕屋に並べられた十二個の供えのパンと同様です。レビ記24章5-9節）。このように場所によって異なる実があるため、それぞれの部族の住民は、新しいエルサレム全体をよりよく楽しみ、そのすばらしさを味わうために、都の他のすべての区域を訪れるようになるでしょう。

(12) シオンを歩き巡り、その周りを行き、その塔を数えよ。(13) その城壁をよく心に留め、その城郭を見よ。それを後の世代に語り伝えるために。(14) この神こそ、世々限りなく私たちの神であり、終わりまで私たちを導かれる方だからである。（詩篇48篇12-14節/NIV訳）

その地の民が定められた祭りの時に主の御前に来るとき、礼拝するために北の門から入った者は南の門から出なければならず、南の門から入った者は北の門から出なければならない。だれも自分が入った門から戻ってはならず、それぞれ反対側の門から出なければならない。（エゼキエル46章9節/NIV訳）

いのちの木とその実には三つの重要な側面があり、それらはすべて幕屋と神殿の器具によって象徴されています。そして、これらの象徴はすべて、三位一体のうち啓示された方であるイエス・キリスト、すなわち、まことのいのちの木であられる方と切り離すことのできないほど深く結びついています（ヨハネ15章1-8節; ローマ11章17-24節）。金の燭台は、いのちの木の姿を象徴しています（出エジプト25章33-34節）。[footnoteRef:82] 金の机の上の供えのパンは、その実を象徴しています（レビ記24章5-9節）。そして金の香壇から立ち上る香は、いのちの木の香りを思い起こさせます（参照：第二コリント2章15節）。イエスは世の光であり（ヨハネ8章12節）、いのちのパンであり（ヨハネ6章35節）、私たちの罪を贖う救いのかぐわしい香りだからです（エペソ5章2節。参照：へブル7章27節, 9章14節）。このように、いのちの木は、その姿、香り、味を通して、実際に感じることのできる喜びの源となります（参照：創世記2章9節; エゼキエル47章12節）。そして特に、この最後の祝福、すなわち、十二回の実りに言及することによってこの文脈で強調されている祝福について言えば、さまざまな実を食べることによって得られる恵みと喜びは計り知れないものとなるでしょう。それは、神から与えられる永遠のマナであり、キリストのからだにあずかることによる永遠の交わりであり、この現在の目に見える世界が提供するどのようなものをも無限に超える、喜びに満ちた経験となるのです。 [82:  燭台、すなわちメノラーは、アーモンドの木を表すものです。アーモンドは「この地の最良の産物」（創世記43章11節）の中でも特に優れたものであり、また重要なことに、芽を出したアロンの杖が示した姿でもあります（民数記17章8節）。] 


また、木々の葉も同様に大きな恵みをもたらすと記されていますが、ここでも英語訳は誤解を招くことがあります。私たちの英語の「therapy（セラピー）」の語源となったギリシヤ語therapeia / θεραπεία（セラペイア）は、確かに医療や治療という意味を持つことがありますが、必ずしもそうとは限りません。その基本的な用法は、世話をすることや管理することに関係しており、病気の場合のように、何らかの問題があらかじめ存在することを前提とするものではありません（参照：ルカ12章42節）。したがって、すべての涙が永遠にぬぐい去られたこの文脈では、「積極的な益」あるいは「楽しみ」と訳す方がはるかに適切です。いのちの木がもたらすこの恵みは、実を食べることとは別の何らかの楽しい活動であり、その主要な働きの一つは、すべての信者の間に一致をもたらすことになります。というのも、22章3節でほとんどの聖書訳に見られる「のろい」という語は、本文の誤読に基づいているからです（すでに見たように、創世記3章の「のろい」はキリストの再臨の時にすでに取り除かれています。ローマ8章21節。参照：ゼカリヤ14章11節）。シナイ写本が明らかにしているように、正しいギリシヤ語本文は katagma / κατάγμα（カタグマ）「分裂」であり、katathema / κατάθεμα（カタテマ）「のろい」ではありません。新しいエルサレムでは、今やユダヤ人と異邦人の両方から成る部族間の分裂も、花嫁と花嫁の友人たちとの間の分裂も、もはや存在しません。いのちの木の葉がもたらす益は、すべての信者が永遠にわたって交わりと調和を楽しむための手段となるでしょう（詩篇47篇9節; ゼカリヤ2章11節; ヨハネ10章16節, 11章52節）。
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自分の衣を洗う者たちは幸いである。それは、彼らがいのちの木に[近づく]権利を持ち、門を[通る権利を持って]都に入るためである。（黙示録22章14節）

[bookmark: _Toc239517896]10. 救われた者たちの祝福された永遠の状態

(3b) 神と小羊の御座は都（すなわち、新しいエルサレム）の中にあり、神のしもべたちは神に仕え、(4) その御顔を仰ぎ見る。そして、その額には神の御名が記されている。(5) もはや夜はなく、ともしびの光も太陽の光も必要としない。主なる神が彼らを照らされるからである。そして、彼らは世々限りなく支配する。（黙示録22章3節後半-5節）

私たちの永遠のいのちの特徴： 新しい地と新しい天が正確にどのような造りになっているのか、また、そこで私たちがどのような活動をするのかについて、聖書はわずかなことしか教えていません。それは明らかに良いことです。なぜなら、私たちが待ち望んでいる永遠がどれほどすばらしいものであるかを詳しく知っていたなら、私たちはそれ以外のことを何も考えなくなってしまう誘惑に陥るかもしれないからです。また、そのような詳しい知識は、私たちが霊的に成長するために必要な努力の一部を失わせる可能性もあります。現状では、信者は「上にあるものを思う」ために（私たちはそうするよう命じられています。コロサイ3章1-2節）、聖別された意志の力をある程度働かせなければなりません。

しかし、私たちに知らされていることもあり、与えられている情報に基づいて、聖書の真理に沿ったいくつかの推測をすることもできます。たとえば、次のようなことです。

· 私たちは、驚くべき完全な体をもって永遠に生きます。「キリストが現れる時、私たちはキリストに似た者となる」（第一ヨハネ3章2節）ので、復活された私たちの主の姿から、将来の復活の体についていくつかの重要なことを知ることができます。[footnoteRef:83] [83:  この主題については、上記I.7.「教会の裁き」に記されている内容に加えて、本シリーズ第5部.V.「小羊の花嫁の復活」（The Resurrection of the Lamb's Bride）、および『ペテロ・シリーズ』#20.「復活」も参照してください。] 


· 私たちは、新しいエルサレムが与える目で見る喜びと五感で味わう喜びを楽しむことになります。すなわち、都そのもの、いのちの水の川、いのちの木の実と祝福をもたらす葉、都の美しさ、その城壁、門、土台、造られて都の中に運び込まれる新しいすばらしいもの、イエス・キリストにあるすべての兄弟姉妹との永遠の交わりなどです。これらはすべて永遠に続く喜びとなります。そして、私たちが完全な体を持つため、その喜びはさらに大きなものとなります。その体は、どのような苦痛や不快な感覚も経験することがないだけでなく、来たるべき驚くべきすばらしさを味わい、理解する能力もはるかに大きくなっているからです。

· 私たちはおそらく、拡大され、完全なものとされた新しい宇宙を永遠に探索することになるでしょう。私たちの主は、閉じられた扉を通り抜け、遠く離れた場所から別の場所へ瞬時に移動し、宇宙を通って第三の天へ昇ることがおできになります。そのような驚くほど速い移動を可能にする体を、主がご自身の教会である私たちに与えながら（すなわち、天使たちは現在、天を行き巡っていますが、私たちは天使たちよりも優れた者となるので）、それにもかかわらず私たちを一つの特定の場所だけに制限されるというのは、かなり不自然なことと思われます。

· 私たちは永遠に御子と御父のもとに直接近づくことができるようになります。そしてそれは、誰であれ、持つことのできる、あるいは経験することのできるあらゆるものの中で、はるかに「最もすばらしいもの」となるでしょう。今の私たちは、そのことを原則として理解しているにすぎません。しかし、あの栄光に満ちた、すべての日の中で最もすばらしい日には、私たちは「自分が知られているように、知る」ようになるのです（第一コリント13章12節）。

一言で言えば、私たちは、これから来るものがどれほどすばらしいものであるかを、今はまだ本当の意味で理解することができません。私たちは、その将来の栄光を、遠くに映るぼんやりとした像として見ているにすぎません（第一コリント13章12節）。しかし、聖書が示している、今私たちが忍耐して耐えている困難な人生と、幕の向こう側で私たちを待っている祝福された状態との対比から、大きな励ましを受けることができます。

· 死に代わって、いのちだけがあります（ヨハネ3章15-16節）。

· 罪に代わって、義だけがあります（第二ペテロ3章13節）。

· 涙に代わって、喜びだけがあります（詩篇16篇11節）。

· 苦痛に代わって、祝福だけがあります（黙示録22章2節）。

· 不足に代わって、豊かさだけがあります（黙示録21章24節）。

· 苦難に代わって、平安だけがあります（ルカ20章34-36節）。

· 暗闇に代わって、光だけがあります（黙示録22章5節）。

· 神から離れている状態に代わって、神の御前で過ごす永遠があります（黙示録22章4節）。

この最後の対比こそが、新しいエルサレムにおける真に良いもの、真にすばらしいもののすべてを要約していることは、私たちが扱っている黙示録22章3節後半-5節の文脈から分かります。というのも、この箇所は、来たるべき私たちの栄光に満ちた生活の五つの際立った特徴を挙げることによって、永遠における私たちの祝福された状態を要約しているからです。そして、その五つはいずれも、私たち自身や私たちの復活の体ではなく、主に焦点を当てています。

1. 神への礼拝：「神のしもべたちは神を礼拝する」： ここでしばしば「仕える」と訳される語は、「礼拝する」と訳す方が適切です。なぜなら、私たちが永遠に主に仕えることの実質は、礼拝だからです。[footnoteRef:84] 私たちは、「喜びと賛美の声を上げながら、祭りを祝う群衆とともに」（詩篇42篇4節/NIV訳）、これらの礼拝を心から楽しむことになります。それは、律法の影にすぎない儀式や、実際には「人間の教え」にすぎない、中身のない、人間が作り出した礼拝儀式から成るものではありません（イザヤ29章13節; コロサイ2章22節）。むしろ、それは、完全で明確に定められた方式に従って行われる、真実で心からの礼拝となります。神ご自身によって整えられ、設計され、定められたこの完全な礼拝は、想像もできないほど私たちの心を喜びで満たすでしょう。そして私たちは、いつ御前に出るべきか、何を携えて行くべきか、何をすべきか、ある賛美歌や儀式や式典や表現が正しいものかどうかについて、決して迷う必要がありません。あの偉大な日には、私たちの礼拝、すなわち、主を崇める私たちの奉仕は完全なものとなり、それ以外のものになることはあり得ません。なぜなら、私たちは永遠に「祭司の王国」となるからです（黙示録1章6節, 5章10節, 20章6節）。[footnoteRef:85] [84:  ギリシヤ語の動詞 latreuo / λατρεύω（ラトレウオー）のこの用法については、特に使徒行伝7章7節, 24章14節; へブル9章9節, 10章2節; 黙示録7章15節と比較してください。]  [85:  黙示録22章3節では、神が私たちの礼拝の対象です。そしてこの時までには、キリストは千年王国を御父に従わせておられます（第一コリント15章25-28節）。しかし、御座は一つしかなく、そこには「神[御父]と小羊」がおられます。このことは、今や御父が礼拝を受ける究極の方として明らかにされている一方で、小羊である私たちの主イエスも、私たちが永遠にささげる礼拝から決して除外されていないことを示しています。黙示録5章13節と比較してください。「御座に着いておられる方と小羊とに、賛美と誉れと栄光と力が、永遠に限りなくあるように！」（黙示録5章13節）] 


(23) しかし、まことの礼拝者たちが、霊において（すなわち、霊的に。私たちの霊が神の御霊に応答して）、また真理において（すなわち、真実に。私たちの心が神の真理に応答して）父を礼拝する時が来る。実際、その時はすでに来ている。父はまさにそのような礼拝者たちを求めておられるからである。(24) 神は霊であり、神を礼拝する者たちは、霊的に（直訳：霊において）、また真実に（直訳：真理において）礼拝しなければならない。（ヨハネ4章23-24節）

2. 神との交わり：「彼らは神の御顔を仰ぎ見る」： 現在、生きている者で神を見た者はいませんが（出エジプト33章20節; ヨハネ6章46節; 第一テモテ6章16節）、その偉大な日には、私たちは皆、神を顔と顔を合わせて見ることになります（第一コリント13章12節）。私たちは皆、愛する主イエスと直接ともにいて、その御臨在を喜び楽しむことになります（ヨハネ14章3節; 第二テサロニケ1章10節）。花嫁と花婿は永遠に一つに結ばれ（詩篇45篇9-11節）、二度と離れることがないからです（黙示録3章12節。参照：第一コリント3章16-17節, 6章19節; 第一ペテロ2章5節）。私たちは神の民となり、神は私たちの神となられるからです（創世記7章17節＜訳註：おそらく創世記17章7節の誤植＞; エレミヤ31章33節; エゼキエル37章27節）。

3. 神との関係：「神の御名が彼らの額に記される」： レビ人の祭司たちは、「主に聖なる者」と刻まれた純金の札を頭のかぶり物につけていました（出エジプト28章36節）。祭司の王国である私たちも、永遠に神のものとされた者であることを示す特別なしるしを持つことになります。神はご自身の聖なる御名を私たちの額に記され、それを見るすべての者が、私たちが永遠に神に属する者であることを知るようにされるからです（イザヤ43章7節）。

4. 神のすばらしさを味わう私たちの能力：「主なる神が彼らを照らされる」： 神の裁きを象徴していたこの現在の世界の暗闇は、今や暗闇が存在しなくなった光の宇宙に取って代わられています。現在は近づくことのできないほどまばゆい神の栄光を、その日には、私たちは畏敬の念をもって仰ぎ見ることが許されます。実際、それは現在想像できるどのような光よりも無限に明るい光の源となり（参照：イザヤ30章26節）、新しい天と新しい地の全体を照らします。復活した私たちは、シェキナの栄光を仰ぎ見ても直ちに滅ぼされない能力を持つだけでなく、その驚くべきすばらしさを十分に味わうこともできるようになります。この現在の世界の光であられるイエスと一つにされた私たちは（ヨハネ8章12節）、もはや、ともしびや太陽やその他の間接的な光源を必要としません。永遠のシオンの山、すなわち「光の場所」から、神の栄光が宇宙全体を満たします。また、二度と夜が来ることもなく、私たちが眠る必要もありません。永遠の一瞬たりとも逃す必要はなく、私たちはこの祝福も、その他すべての永遠の祝福も、余すところなく味わい楽しむことができるようになります。

5. 神の統治にあずかること：「彼らは世々限りなく支配する」： 創世記に記されているのろいの下では、この現在の世界で生きていくためには厳しい労働が必要です。しかし、人間は何もしないで過ごすために造られたのではありません。エデンの園においてさえ、アダムには「[園を]耕し、守る」という、やりがいがあり、喜びのある仕事が与えられ（創世記2章15節）、エバは「彼にふさわしい助け手」として造られました（創世記2章18節）。したがって、これまで述べてきた祝福だけでは永遠を過ごすのに十分ではないように思えるとしても、私たちが、行うべき楽しく喜びに満ちた仕事もなく過ごすことは決してないと確信できます。その仕事は決して重荷となるものではなく、むしろ、私たち一人一人がどのような者であるかに完全に調和するものとなります。そのような働きの中で、疑いなく最もすばらしいものは、私たちの主とともに宇宙の統治にあずかることです。この文脈から、新しいエルサレムで最も低い地位にある門番でさえ、この祝福にあずかることが明らかです。悪魔とその側につくことを選んだ者たちは、神から宇宙の支配権を奪い取ることを最終的な目的としていました。しかし、この世で謙遜にイエスに従い、仕えることを選んだ私たちは、イエスと御父がご自身たちの永遠の統治を、永遠にわたって惜しみなく私たちと分かち合ってくださることを知るでしょう。

こうして、天下のすべての国々の主権と権力と偉大さは、いと高き方の聖徒である民に与えられる。その御国は永遠の御国であり、すべての支配者は彼を礼拝し、彼に従う。（ダニエル7章27節/NIV訳）

しかし、これらすべてのものの中で、私たちに最も大きな喜びと驚きを与え、私たちの心を引きつけ、畏敬の念で満たすものは、私たちの愛する主また救い主イエス・キリストの御顔に現される神ご自身です。この人生の困難な時を乗り越えさせてくださると神を信頼してきた私たちは、この人生の試練と苦難が過ぎ去った後、神が最も輝かしく最も良いもの、理解を超えたもの、すなわち「あなたの右には、とこしえに喜びがある」（詩篇16篇11節）と記されている永遠の喜びを与えてくださることも、確かに信頼できます。イエスは、この人生において私たちの砦であり、避け所であり、羊飼いであり、友であられるからです。イエスこそ私たちのまことの故郷であり、永遠にそうあり続けます。アーメン。

あなたがたは心を騒がせてはならない。神を信じ、また私を信じなさい。わたしの父の家には多くの住む所がある。もしそうでなかったなら、わたしはあなたがたにそう言っておいたであろう。わたしはあなたがたのために場所を備えに行くからである。そして、わたしが行ってあなたがたのために場所を備えたなら、再び来て、あなたがたをわたしのもとに迎えよう。それは、私のいる所に、あなたがたもいるためである。（ヨハネ14章1-3節）

[次へ： 来たる艱難期 第7部「艱難期における行動規範」（A Tribulational Code of Conduct）]
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